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子ビモ･若者支援'二討吋ろ専門性の構築
一日本とドイツの『社会教育的支援｣研究に基づし'て一

Construction of Professionality in the field of Child and Youth Services
- on the basis of Studies of ''SociaI Pedagogical Support'' in Japan and Germany-

日本とドイツの子ども･若者支援について､比較検討しながら､課題を検討するシンポジウム
です｡とりわけドイツの場合､子ども･若者支援法において､27歳未満の子ども･若者の権利と
して支援が保障され､そのための専門職が位置づいています｡この経緯とともに､近年の動向と
課題､今後の展望について報告を受け検討します。
主な内容は､下記の通りです。

⑪日本とドイツの子ども･若者支援(主にユースワーク､ユースソーシャルワーク)における
専門的従事者の専門性をめぐる歴史と課題

⑪子ども･若者支援関係団体の側での専門性､研修に関する議論と枠組み設定

以上に関する報告･議論を踏まえて､子ども｡若者支援領域に関わる専門性の枠組み､養成･研
修の取り組みと課題を整理します。

⑥ 今 ｡ e 凸 ① ● ◆ ● ● ｡ ◆ ｡ q 卜 争 ◆ 牛 ● ○ ・ ○ q D ･ 凸 q h q b ｡ ◆ ◆ ● c c 、 C 令 ｡ ⑭

2021年12月12日(B)17:00- 21:00 (German time 9:00-13:00)
場所: Zoom開催 （奈良教育大学から配信）

＜内容＞
17:00-17:10-開会挨拶
17;10-17:40-報告:生田周二(奈良教育大学）

『子ども･若者支援の日本の歴史と現状一専門性をめぐる研究を中心に-』
17:40-18:10-報告:ヴェルナー･トーレ(Werner  Thole:ドルトムント大学）

『ドイツにおけるユースワークー歴史､権利および目標課題､施設､活動領域
について-(Kinder- und Jugendarbeit in Oeutschland. Hinweise zur Geschichte,
zum Recht sowie zu Zielen, Aufgaben, Einrichtungen und Arbeitsbereichen)』

18:10-18:35-報告:ユリアン･ゼーマー､ヴエルナー･トーレ(Julian Sehmer:応用科学芸術大学
HAW Kホルツマイデン、Werner ThOle:ドルトムント大学）
『子ども･ユースワークの支援者一養成｡資格､専門性と専門職化(Das Personal
der Kinder- und Jugendarbeit・Ausbildung und OualifiZierung, Professionalitat
und Professionalisierung)』

18:35-18:50-休憩
18:50-19:15-報告:竹田明子(京都市ユースサービス協会）

『ユースワークの日本の現状とユースワーカーの組織化』
19:15-19:40-報告:谷口仁史(スチユーデント･サポート･フエイス）

『若者(就労)支援に関わる従事者の専門性の日本の現状』
19:40-20:50-議論
20:50-21:00一まとめ･閉会挨拶

ドイツ語､日本語の通訳付き
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子ども･若者支援における専門性の構築
一日本とドイツの｢社会教育的支援｣研究に基づいて-

Construction of Professionality in the field of Child and Youth Services
-- on the basis of Studies of '' Social Pedagogical Support'! in Japan and Germany-

202 1年12月12日（日)17:00- 21:00 (German time 9:00-13:00)
Zoom開催：奈良教育大学から配信
ドイツ語、日本語の通訳付き …

主篭:子澄も"鴬稽愛蕊奪汽職蕊成蕊瀦蕊
共綴:奈農教奮大学 凝溌代議蕊蕊鎮篭ンター

篭 ”灘蕊擬識灘識 学譲瀧域譲欝潔媛蕊譲

japanisch- und Deutsches Symposium

Construction of Professionalitv in the field of Child and Youth Services
ヴ

-- on the basis of Studies ofIISocial Pedagogical Support'! in Japan and Germany-

[Tag und Zeit]    12. Dezember 2021 (So.) 17:00 bis 21:00 Uhr (Deutsche Zeit 9:00 bis l3:00)
[digitale Veran､altung] mit Zoom: Hostplatz --- Nara University of Education
[Sprache] ｣apanisch, Deutsch (mit DoImetschen)

Ve ra " Stalte r;
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奈良教育大学
イメ ー ジ キ ャ 秒 ク タ ー

お つ き 歩 ん

職撫熱詞鴬

療鍵救育大挙
ゼ漁=畠ジキャ勢タター

鯵 っ 巻 : み ん

謬撫熱鴬臓

日独シンポジウム
japanisch- und Deutsches Symposium

＜日時＞
＜開催方法＞
＜言語＞
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17:00- 17:10開会挨拶

17:10-17:40報告:生田周二(奈良教育大学）
子ども｡若者支援の日本の歴史と現状一専門性をめぐる研究を中心に-

17:40-18:10報告:ヴエルナー･トーレ(Werner Thole :ドルトムント工科大学）
ドイツにおける子と．も｡ユースワークー歴史､権利および目標､課題､施設､活動領域に
ついて-(Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland. Hinweise zur Geschichte, zu汀1
Recht sowie zu Zielen, Aufgaben, EinriChtungen und Arbeitsbereichen )

18:35報告:ユリアン･ゼーマー(Julian Sehmer:応用科学芸術大学HAWKﾎﾙﾂﾏｲ子ﾝ）
子と’も｡ユースﾜｰｸにおける養成｡資格､専門性と専門職化(Ausbildung und
Qualifizierung, ProfessiOnalitat und professionalisierung der Kirlder- Und
Jugendarbeit in Deutschiand)

15報告:竹田明子(京都市ユースサービス協会）
ユースワークの日本の現状とユースワーカーの組織化

19:15-19:40報告:谷口仁史(スチユーデント･サポート･フェイス:佐賀）
若者(就労)支援に関わる従事者の専門性の日本の現状

1 9:40 - 20:50議論

20:50-21:00まとめ･閉会挨拶

Zeitplandes SymPosiUms

|7:10 - 17:40 Herr ShLUi lkuta
Referat: Geschichte und Situation der Kinder- und Jugendhiife in Japan - durch die Forschung LIm die

P r o f e s s i o n a i埴 t-

17;40-18:10Herr Werner Thole

Referat: Kinder- und Jugendarbeit in Deutschiand. Hinweise zur Geschichte｢ zum Recht sowie zLI Zieien,
Aufgaben, Einrichtungen und Arbeitsbereichen

18 :10-18 :35Herr Ju l i an Sehmer

Referat: Ausbildung und QUalifiZierung､PrOfeSsionaiitat Und Professionalisierung der Kinder- und Jugendarbeit
i n D e u t s c h i a n d

1 8 : 3 5 - 1 8 : 5 0 P a u s e

18 :50-19 :15Frau Ak iko Takeda

Referat: Situatlon der jugendarbeit in Japan und Organisierung deren MitarbeiterInnen

19:15 - 19:40 Herr Hitoshi Taniguchi
Referat: Situation der Jugendsoziaiarbeit/ Jugendberufshiife in Japan, sowie Professionalitfit deren

MitarbeiterInnen             l---
[Re企TenI-innen]
-  Wemer Thole: TU Dortmund, Prof Dr.
-  Julian Sehmer: HAWK (Hochschule fijr angewandte Wissenschaff und

Kunst) HoIzminden, Wissenschanlicher Mitarbeiter

-  ShUji lkuta: Nara University of Education, Prof
-  Akiko Thkeda: Kyoto City Youth Service Foundation
-  Hitoshi Taniguchi: Student-SupPorl-Face (PralEklur Saga)

- 4 -

18 : 1 0 -

18 :35-

1 8 : 5 0 - 1 9

18:50休憩

1 7:00 - 1 7:10 BegrUBungsrede

1 9 : 4 0 - 2 0 : 5 0 D i s k u s s i o n

2 0 : 5 0 - 2 1 : O 0 A b s c h i e d s r e d e

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル



冨独シンポジウム
子ども･若者支援における専門性の構築
一日本とドイツの『社会教育的支援｣研究に基づいて一
Construction of Proibssionality in the field of Child and YOuth Services

-- on the basIs o f Studies of !! Social Pedagogical Supporti! in Japan and Ocrmany-

2()21年12月鰹例( H )17200" 21:00 ((MermaI] time 9;00-13:00)

参加にあたっての諸注意、Anieitung fUr die Teilnahme

○報告者が報告している時は､ビデオオフ､マイクをミユートにして下さい。

○各報告者への質問等は､チャットで全体に送信して下さい。

○質疑応答の際は､Zoom画面右下の｢反応｣の｢手を挙げる｣を利用して下さい。

○司会から指名されたら､マイクをオンにして話して下さい。

○進行上、何か気になったことがあれば､チャットで伝えて下さい。

◎同時通訳について.…･報告は同時通訳をします。
画面右下の通訳◎の印をｸﾘｯｸして、日本語あるいはドイツ語を選択して下さい。
「なし｣を選択するとオリジナル音声でお聞きいただけます。
なお､議論は逐次通訳です。

○記録のため､運営側で録画いたしますので､ご了承ください｡なお､個人の録画録音はご遠盧
願います。

- 5 -

Japanisch- undDeutsches Symposium=
～､:Construction of ProfessionalitV in the held of Child and YOuth Scrvices
̅ on the basis of Studies of "SociaI PedagogicaI S uppolt'' inj apan and Gem' any-
12."ezember 2()21 (S･壜)17:()()- 21 :00 (Gerxxiふtime 9:0()-13:00)

Anleitung fUr die TeiInahme

○Wahrend des Vortrags, schalten Sie das Video aus und schalten Sie lhr Mikrofon stumm.

○Bei Fragen, nutzen Sie die Chatfunktion und senden Sie die Frage an alle Personen.

○Wenn Sie sich in der Frage-Antwort-Runde zu Wort melden m6chten, klicken Sie auf
''Hand heben'' unten rechts.

○Wenn Sie vom Moderator genannt werden, schalten Sie das Mikrofon ein und sprechen Sie.
○Bei Unklarheiten zum Ablauf, teilen Sie uns dies bitte per Chat mit.

◎Sim ultanverdolmetsch ung…･･･ Jedes Referat wird simultan gedolmetscht.
Klicken Sie unten rechts auf das Symbol DoImetscher O und wahlen Sie Japanisch oder
Deutsch. Wenn Sie ,!Keine4@ wahlen, k6nnen Sie die Originalsprache hOren.
Die Diskussion wird  konsekutiv gedolmetscht.

○Die Veranstaltung wird vom Host aufgezeichnet. Die Aufnahme von Teilnehmenden ist nicht
ge Stattet.

--_̅ ﾆー ﾆーﾆー ｰー ｰ 影：̅--_『,_̅･ﾖえ:鶚--f--群_ﾖﾆﾆﾆJﾆｰE一目一二>--j一目f-.-_:糾伊』,I ,]･醗鈍拷澤誰雛噛癖,, , ,群､､1, ,溌総̅ｮ蕊電､錐篭:幾鋪I“．』メ唱伊甥 ' r ･ ̅ ､ ざ ' '

》一一薄》吟一一曲醗一幽唖画葬一』一一一９



日本とドイツの子ども･若者支援について､比較検討しながら､課題を検討するシンポジウ
ムです｡とりわけドイツの場合､子ども･若者支援法において､27歳未満の子ども･若者の権
利として支援が保障され、「社会教育的アプローチ｣が重視され､それを踏まえた専門職が位
置づいています｡この経緯とともに､近年の動向と課題､今後の展望について報告を受け検
討します。

主な内容は､下記の通りです。
日本とドイツの子ども･若者支援(主にユースワーク､ユースソーシャルワーク)における
専門的従事者の専門性をめぐる歴史と課題
子ども･若者支援関係団体の側での専門性､研修に関する議論と枠組み設定

以上に関する報告･議論を踏まえて､子ども･若者支援領域に関わる専門性の枠組み､養
成･研修の取り組みと課題を整理します。

私たちのプロジェクトは､2013年以降､家庭と学校に並ぶ社会や職業生活への移行と自立を支
援する｢第三の領域｣としての子ども･若者支援の枠組み、「社会教育的アプローチ｣の位置づけ、
専門性の確立に向け､4つの領域(原理論｡比較研究領域､支援論“方法論研究領域､子ども
領域､若者領域)に分かれて共同研究しています。
今回のワークショップが日本の子ども･若者支援のさらなる発展の機会となることを願っています。

＜研究助成＞
科学研究費補助金･基盤研究(B)｢子ども･若者支援における専門性の構築一｢社会教育的
支援｣の比較研究を踏まえて一｣(2018～2021年度）

GrUnde far die Durchf(ihrungmdesSympOsiums
Dieses Symposium handelt sich darum, die Situation und Aufgaben von Kinder- und
Jugendhilfe in Japan und Deutschland zu vergleichen und untersuchen. Gerade fUr
Deutschland garantiert das Kinder- und Jugendhilfegesetz die F6rderung als Recht fUr
Kinder und Jugendliche unter 27 Jahren, betont einen "sozialpadagogischen Ansatz" und
positioniert Fachkrafte darauf aufbauend・Vor diesem Hintergrund erhalten wir Berichte Uber
aktuelle Trends, Themen und Zukunftsaussichten.

[|nhalt des Symposiums]
Geschichte und Aufgaben der Professionalisierung und Qualifizierung von Fachkraften in
japanischer und deutscher Kinder- und Jugendhilfe, bsd. Jugendarbeit und Jugendsozialarbeit
Rahmenstellung und Aufgaben Uber Professionalitat, sowie Fort- und Weiterbildung von der
Seite der Juqendhilfetraqer

Unser Prqjekt tritt seit 201 3 klar fUr die Notwendigkeit der Kinder- und Jugendhilfe als
"dritte lnstitution" ein. Diese hat, neben Familie und Schule, die Funktion, den Ubergang
junger Menschen von Familie oder Schule in die Gesellschaft bzw. ins Berufsleben und ihre
Selbststandigkeit zu unterstUtzen Unser Prqjekt tritt auch fUr die Notwendigkeit der

6 f

,,Sozialpadagogischen Annaherung.. und die der Qualifizierung von Fachkraften.
Das Symposium hat zum Ziel, die Weiterentwicklung derjapanischen Kinder-und

Jugendhilfe zu begUnstigen.

< Forschungsbeihille >
｣SPS Grants-in-Aid for Scientific Research (B) : Construction of Prolbssionality in the field of Child and
Youth Services -- on the basis of comparative Studies of ''Social Pedagogical Support1' -- (Vorsitzender:
Shuji lkuta, FY:2018～2021)
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2．子ども・若者支援の日本の歴史と現状
一専門性をめぐる研究を中心に-

生田周二（奈良教育大学）



は じ め に

私たちの研究'の問題関心は、主に次の点にある。
○子ども・若者の人格形成・成長発達にとって家庭・学校とは異なる“第三の領域”（図
1)としてどのような仕組みが必要なのかを検討している点

○その際に自立における文化的側面の重要性を踏まえ、ターゲット支援だけではなくユニ
バーサルな側面をきちんと位置づけることを提案している点

○子ども・若者支援をめぐる問題点を
て い る 点

○領域として未確立なために、
により養成・研修の枠組み〔

｢四つの欠損」として指摘し総合的に考えようとし

特に支援者の専門

により養成・研修の枠組みの確立に資するものにしようとし
上記の点を踏まえ、次の4つの領域に分かれて研究している

援論・方法論研究領域、子ども領域(養成・研修・教材開発)、
材開発)。

本報告では、四つの欠損、専門性に即して論を展開する。

1子ども・若者支援のパラダイ
ム（枠組み）不在と四つの欠損

日本において子ども･若者支援
の必要性が意識化されだしたの
は2000年に入ってからであり、
それは従来の青少年教育や青少
年対策が子ども･若者が直面して
いる課題に対応できる仕組みと
構 造 に な っ て い な か っ た か ら で

もある。つまり、子ども・若者支
援のパラダイム不在である。

ならびに活動・業務の言語化
している点
る：原理・比較研究領域、支

、若者領域(養成・研修・教

家 庭 → 学 校 → 就労など社会への参画
( 第一の領域）（第二の領域）

芸術的 ･文化創造的活動
スポーツ、リクリエーション活動
野外活動 ･環境学習活動
国際交流･多文化共生･人権的活動
キャリア教育的活動
地域連携･ボランティア活動

居場所づくり･相談活動 など

不登校･ニート'ひきこもり支援
障害のある子ども･若者の支援
非行･犯罪に陥った子ども･若者支援
貧困への支援
困難を有す̅る子ども･若者の居場所
外国人等､特に配慮が必要な子ども・

若者の支援など

図 1 “ 第三の領域 "としての子ども ･若者支援の枠組み

’主に、以下の研究活動である。
・科学研究費補助金・基盤研究(B)「子ども・若者支援專門職養成に関する総合的研究」(2013～2016年
度）
・科学研究費補助金・基盤研究(B)「子ども・若者支援における専門性の構築一「社会教育的支援」の
比較研究を踏まえて-」(2018～202 1年度）
・日本教育公務員弘済会本部奨励金「子ども・若者支援における専門性向上のための研修の枠組みと研修
教材の開発」(2018年度）
・マツダ研究助成一青少年健全育成関係一「不登校．ひきこもり支援におけるオンラインツールを使った
居場所の可能性と課題に関する研究」（2021年～2022年度）

一 一

子ども・若者支援の日本の歴史と現状
一専門性をめぐる研究を中心に-

生田周二（奈良教育大学）

性の探究、
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具体的には、子ども・若者支援の現場においては、教育、文化、福祉、就労などの多様な
側面が構造化されていない現実、自立が経済的自立に一面化される傾向にある現実、既存
の専門的資格（教員、保育士、社会福祉士、公認心理師など）を持つ支援者によって展開さ
れつつも子ども・若者の課題に沿った支援となっているのかどうか不安を抱える現実、特
に支援者の専門性が明確でない現実、そのため支援する側の「子ども・若者支援の共通」の
枠組みが見えにくい現実、児童福祉法が適用される18歳までとそれ以降の若者への支援の
根拠法が不十分なために存在する大きな断絶、これらの点がこの間の研究で明らかになっ

てきた。
その仕組みと構造の弱点を別の表現ですれば、日本の子ども・若者支援には総じて次の

四つの欠損があるということになる。
I家庭、学校と並ぶ、30歳頃までの子ども・若者期を支援する包括的な「第三の領域」

の欠損
11 支援する「専門職」の欠損
I I I それを支える「学問」領域の欠損
1V 子ども・若者支援の権利性の欠損2

共通する問題意識から、“第三の領域”に関連して、宮本みち子(2015 )の研究グループ
により若者移行政策が具体的に提起されている3．子ども・若者の「学び」「つなぐ」「生
活支援」「出口」保障の検討とともに、若者の自立や支援の枠組み、就労に還元されない
「居場所」となるコミュニティの創造、福祉や教育の枠組みに位置づけられない文化領域

での自由空間の創出やアニマシオン（生命・精神の躍動）の創造などの検討課題がある。

2子ども･若者支援の歴史
(1)子ども･若者政策の三つの源流

日本では、学校教育外の子ども・若者支援において、次の三つの施策の流れがある：
・ 子ども会・青年団などの団体育成、少年自然の家などによる学校外教育施設の拡充など

の青少年教育（文部科学省)、
・ 非行対策・健全育成の流れをくむ青少年対策（内閣府)、
・ 勤労青少年ホーム、児童館・学童保育などの流れをくむ勤労青少年・福祉的対策（厚生

労働省)。

2日本の児童福祉法の改正(2016年)に伴い、従来の規定になかった子どもの権利条約、権利性についての
記載が盛り込まれた。児童の年齢は、従来通り18歳未満である。
3政策の重点は以下の通りである(宮本みち子20 1 5: 242-244)。

・移行期の試行錯誤を認める ．職業教育・計||練機会を保障する、
・非正規雇用労働者の処遇見直し ・失業と雛転職が負の経験とならない社会体制、
・積極的労働市場政策と仕事の多様化 ・支援環境の豊富化、
・社会への参加を保障する能動的福祉政策・若者の社会保障制度の構築

さらに、4つの柱として以下の指摘がある(宮本2015: 241f)。
1．＜学び＞学校教育の改革とオルタナティブな学びの場を作る 2．＜つなぐ＞若者の社会参加を支
える仕組み作り3．＜生活支援＞若者が生きていく生活基盤作り4．＜出口＞働く場・多様な働き方を
増 や す
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これらは近年、2003年に政府に内閣府、文科省、厚労省、経産省合同の「若者自立・挑
戦戦略会議」4の設置、その後さらに「子ども・若者育成支援推進法」（2009年)、「子ども・
若者ビジョン」（2010年)、「子どもの貧困対策の推進に関する法（子どもの貧困対策法)」
(2013年)、「子供の貧困対策に関する大綱について」(2014年）などにみられるように、

内閣府などを中心にした「子ども・若者支援」に収教する傾向がみられる。

( 2)1990年代以降の動向

日本における新自由主義的な社会構造改革は, 1970年代までの「福祉国家」的な政策の見
直しのため, 1980年代前半の中曽根内閣以降，「小さな政府」をめざす「市場原理主義」が
推し進められた(児美川20 1 0)｡ 1 990年代後半までは，高卒，大卒者の4月一括採用を基本と
していたため，学校から職場への移行はあまり大きな問題とならなかった。しかし,90年代
のグローバル化の進行と日本経済の減速の中で，日本型雇用慣行（終身雇用，年功序列型賃
金）が崩れた。企業の経営合理化のための人件費の削減，派遣労働の規制緩和などの新自由
主義的経済政策により，雇用の流動化と非正規雇用労働者の増加という事態が現出し，就
労をめぐる問題が大きくクローズアップされるようになった(小杉2003,2005；宮本・小杉
2011)。ニート，フリーターに代表される就労の不安定化は,80年代に顕著になった不登校
問題とも連動して，「ひきこもり」の顕在化という形で90年代後半以降に問題化する5。こ
うした若者の就学.就労をめぐる不安は非婚化を進め，さらなる出生率の低下につながって
いる。若年雇用問題と非婚化が，若者の「成人期への移行」問題として社会的な関心を高め

ることとなる(宮本2015:23)。
つまり、80年代,90年代の「小さな政府」をめざす「市場原理主義」政策のもとで格差が

拡大し「排除型社会」となってしまった日本社会において，「社会的統合」を図るため再度
「包摂型」を一定程度模索する必要性に迫られる(児美川20 1 0)｡
若者雇用問題への包括的な支援策として,2003年から「若者自立・挑戦プラン」が展開し，

具体的には特にフリーターの就労を支援する「ジョブ．カフェ」（2004年,就職セミナー，企
業等での短期体験プログラム，職業相談などを提供）が各都道府県に設置され，また「地域
若者サポートステーシヨン」6（2006年, lll各称サポステ；学校から社会への移行に困難を抱
える15歳から49歳の者，特に無業状態にある若者を対象に就業につながる支援を提供）
の開設などにより就労支援が行われる。「子ども●若者育成支援推進法｣(2009年)により，よ
り包括的に若者の自立を支援する社会システムの確立が目指される（表l参照)。

4これに伴い、キャリア教育の推進、中2での職場体験の推奨などが展開する。
5 2015 (平成27)年度「子ども・若者白書」によれば,平成26(20 1 4)年において，「若年無業者」(15̅34
歳の非労働力人口のうち，家事も通学もしていない者)56万人．「フリーター」(15̅34歳で，男性は卒業
者，女性は卒業者で未婚の者のうち，「パート」か「アルバイト」に就いている者，探している.希望し
ている仕事が「パート・アルバイト」の者）179万人である。それぞれ,15̅34歳人口に占める割合は，
「若年無業者」2.1％．「フリーター」6.8％である。
また，平成22(20 1 0)年の調査では，「広義のひきこもり」（｢ふだんは家にいるが・自分の趣味に関する

用事の時だけ外出する」者を含む）は69．6万人（推計）である。
6相談支援事業（キャリア．コンサルタントなどによる専門的相談など）．サポステ・学校連携推進事業
（在学生に対するアウトリーチ（学校での支援），中退者支援など），若者無業者等集中訓練プログラム

事業（一部において実施: 2013年15サポステ）などを展開している。202 1年177ケ所。
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( 3 )子ども・若者育成支援推進法以降の動向

この間、子ども・若者育成支援推進本部「子供・若者育成支援推進大綱～全ての子供・若
者が健やかに成長し、自立・活躍できる社会を目指して～」(20 16年)、文部科学省「次世
代の学校・地域」創生プラン」（2016年)、厚生労働省・文部科学省「放課後子ども総合プ
ラン」（2014年）など包括的な取り組みが進んできている。
厚労省・文科省「放課後子ども総合プラン」では学童保育の整備、放課後子ども教室の整

備がなされる。また学校教育において「学校をプラットフォームとした総合的な子供の貧
困対策の推進」7（文部科学省）も菰われている。文部科学省「『次世代の学校・地域」創生
プラン」(2016年）では、「チーム学校」とも関連して、「学校を核とした地域の創生」が躯
われ、「地域全体で学び合い未来を担う子供たちの成長を支え合う地域をつくる活動（地域
学校協働活動）を全国的に推進し、高齢者、若者等も社会的に包摂され、活躍できる場をつ
くる」ことが目指されている。ここでは社会教育は地域と学校とのコーディネーター的、そ
して学校の「補完」的役割を担うことが期待され、「学校」が再度大きくクローズアップさ
れることとなる。

他方で、「子ども・若者育成支援推進法」（2009年）により「置くよう努める」（法第19
条）とされている、地域自治体の総合調整機関である「子ども・若者支援地域協議会」の設
置状況は特に身近な市町村ではかばかしくない:都道府県(設置数42／全体47 :以下同)、
政令指定都市（13／20)、その他市町村（73／1704＋23東京都特別区)、計128地域（2021
年3月31日現在)。背景には、既述の通り三つの施策の流れがある行政内部においてどこ
が主担当となるのかの調整が進まない実情、構成員が類似する他の協議会の存在（要保護
児童対策地域協議会など）等の事情がある(参照：竹中2016；宮池2019)。

以上、“第三の領域"は家庭、学校と並ぶ，社会への移行支援としての領域である。より総
合的・包括的な視点の必要性があり、“第三の領域"はその方向性での問題提起である。

3．子ども・若者支援領域の言語化をめざして一専門性の欠損への対抗一
(1 ) 青少年に関わる専門職養成の歴史の概要

青少年の専|II1的指導者養成の流れ8について､水野篤夫･遠藤保子(2007)､宮崎隆志(2008)、

7内閣府編(2015）『子供．若者白書く平成27年度版>｣ 168頁：「全ての子供が集う場である学校を，子
供 の 貧 困 対 策 の プ ラ ッ トフ ォ ーム と して 位 置 付 け， 子 供 の 貧 困 問 題 を 早 期 に 発 見 し ， 教 育 と 福 祉 ・ 就 労 と
の組織的な連携，学校における確実な学力保障・進路支援 地域による学習支援を行うことにより，貧困
の連鎖を断ち切ることが重要である。
文部科学省では,福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーの配置を推進しており，平成27 (2015)

年度においては，1,466人から2,447人に増加することとしている。また，学校支援地域本部を活用し，家
庭での学習習慣が十分に身についていない中学生などを対象に，大学生や元教員などの地域住民の協力に
よる原則無料の学習支援（地域未来塾）を平成27年度から新たに2,000中学校区で実施することとしてい
る｡」
8  (l)労働省：勤労青少年指導者大学講座(1976～98年）……先駆的な専IIﾘ指導者養成コース
（2）大阪府青少年活動財団：青少年活動指導者研修・研究コース(1986～2000年）
（3）東京都：「青少年指導者（ユースワーカー）養成講座」（2000年）
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水野篤夫(2009)、川野麻衣子・松田考・南出吉祥(2016)などの先行研究で整理されている。
水野・遠藤(2007:96)は、これらの養成・研修をレベル別に「専門職養成｣、「支援職員のレ
ベルアップ｣、「ボランティア養成」の三層構造として表している9。しかし、専門性の内実
に迫る研究は進んでいるとはいえなかった。また、これらの先駆的な養成・研修の試みも一
過性で終わったり、全国的な展開を見せるには至っていない。
そのため、水野(2009：158)は「そうした取り組みがありながら必ずしも『ユースワーカ

ー』という名称とその役割についての社会的な認知は拡がっていません｡」と総括し、その
理由として下記の点を指摘する。

① 養成されたユースワーカーが、
ていると見なされていない。
格別の知識と技術的な専門性を有

③ 養成プログラムが適切かつ高度なものか評価が未形成である。
④ 採用や活動の選択、行動についての必要な自律性をもっていないし、そのための制度的

基盤が弱い。
⑤ 「ユースワーカー集団」が十分成立していないことと、資格取得後の研修の機会の保証

がない。
以上の問題点は、専門性を考える際の重要点と関わっている。

(2 ) 專門職の条件と専門性

専門職の条件として必要なものは下記の項目である(日本社会福祉士会編2009: iii;日和
2016; Muller 2011:957･958)。

1）体系的な理論systematic theory 2）一定の教育と訓練
3）專専門職的権威profbssional authOrity    4)倫理綱領ethical codes
5）社会的承認community sanction 6）専門職的文化profbssional culture

水野が前節で指摘する養成・研修をめぐる問題点は、上記1)～6)にあげられている専門

（4）愛知県県民生活部社会活動推進課：「ユースワーカー養成講座」(200 1～2003年、2006～2009年頃）
（3）大阪府青少年活動財団：「ユースワーカー養成講座」（2001～2017年）……2018年度からは青少年活

動リーダー（ユースリーダー）育成事業として展開
（6）立命館大学大学院：ユースワーカー養成プログラム（2006年から）……京都市ユースサービス協会

との協同
（7）北海道大学大学院教育学研究院・さっぼろ青少年女性活動協会：「ユースワーカーリーダー研修コー

ス」（2007年）
9水野は、研修で次の通り例示している（第’5期ユースワーカー養成講習会(2016年3月）資料より）。
◎ボランティア・ワーカーの役割(YW-V) :○若者の近くにいて様々な活動機会を提供する（ハイキング、

キャンプ、クリスマス会)、○若者の近くにいる教師、親と別の「意味ある他者」となる（親と教師とも
違う大人)、○ピアサポーターとしてのワーカー（近い年代・共通の経験を持った存在）

｢職場」で働くワーカー ( YW - C O ) 行政職員・司法や警察のスタ
護施設職員、○大学職員．公民館職員・学芸員・図書館職員、○NPOスタッフなど民間活動団体のスタ
ッフ……☆機関や団体、施設が若者の自立に向けた動きができるよう支える、☆ボランティアワーカー
や地域の育成、支援の営みに場を開く

◎プロフェッショナルなワーカーの役害'I (YW-Pro) :○困難さをもった若者への支援プログラムを開発し
運営する、○若者の支援に関わる様々な営みや資源をコーディネート（媒介）する、○ワーカーやスタ
ッフ、ボランティアを育てる、○社会システムに働きかける＝生きやすい社会づくり！

ソフ、○福祉職 .

社会的な課題の解決に必要欠くベカ

していると見なされていない。

◎ 関 連 し た
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到らざる役割を果たし

○ 教 師 養

②
 
③
 
④



職として備えるべき「体系的な理論｣、それに基づく「教育・計'|練」とそれを経ることによ
る「権威｣、専門職が大切にすべき「倫理綱領」「行動指針｣、それらの実践を通じて得られ
る「社会的承認｣、専門職集団としての文化を維持・発展させる「組織」の存在などの点で
不十分であったということである。

次に、こうした支援者の専門性は、「子ども・若者支援を展開する体系的な理論の枠組み
を持ち、一定の教育と計||練を必要とする」ものだと考えられる。その専門性を形づくる専門
的能力として次の4つの要素がある。なお、一般的にはナレッジ、スキル、マインドの3つ
を指摘することが多い（岩間2016ほか)。

・ナレッジ（知識）：社会制度や資源、子ども・若者に関わる問題についての知識
・スキル（技能）：課題に向かうための技能……個人・グループ・システムに働きかけ

る

・マインド(価値観 )：活動を支え、方向づける、基盤となる理念・思想・哲学
・センス（感受性）：社会的ニーズを発見するなど、状況の要請に対する必要な感受性
以上の点に自覚的に取り組もうとする動きが筆者の研究プロジェクトを始めとしていく

つか存在する。

(3)養成・研修等をめぐる新たな動向
新たな動向として、次の取り組みが進行中である。

①京都市ユースサービス協会「ユースワーカー養成講習会」……2008年度から年2回（8
月、3月）開催
②内閣府研修……2010年度以降開催

「ニート､ひきこもり等の子ども･若者の相談業務に従事する相談員研修｣(2011年3月)、
「困難を有する子ども・若者の相談業務に携わる公的機関職員研修」（2012年度～2016年

度:各年度10月)、「困難を有する子ども･若者の相談業務に携わる民間団体職員研修｣(2012
年度～2016年度：各年度12月または1月)、「構成機関における相談業務に関する研修」
(2017年度～)、「専門分野横断的研修」（2017年度～)、「アウトリーチ（訪問支援）研修」
（2010年度～、事前研修5日間、受入団体研修7日間、事後研修3日）など。

③「一般社団法人 若者協同実践全国フォーラム」（|略称:JYCフォーラム）発足: 2017年
1 1 月 6 日

2005年に結成された「若者支援全国協同連絡会」が法人格を取得して発足した。毎年、
全国若者．ひきこもり協同実践交流会を開催している。
以上の取り組みは、①についてはボランテイを含めた養成・研修的側面が強く、②につい

ては現職研修 スキルアップ的側面が強い。③はターゲット支援を中心とする支援者間の
交流・発信のための場づくり的な側面が強く、多くの団体・支援者が関与している。

ところで、2000年代に入り子ども・若者支援に関連する資格として国の管轄下で必置と
されているのは、厚労省令により2015年度から施行されている学童保育の「放課後児童支
援員｣_である(関西こども文化協会(2015)『放課後児童支援員認定資格研修テキスト」フォ

- 1 2 -



-ラム･A企画)。しかし、「学童保育士協会や学童保育学会による実践・研究が-|-分に反映
されていない点など、専門性の担保に検討の余地がある」とされている(川野・松田・南出
2016)。その他、ターゲット支援の「ユースアドバイザー」（内閣府：社会的自立支援の相談
員)、ユニバーサル支援の
団法人 教育支援人材誌

(一般社｢こどもパートナー・こどもサポーター・こども支援士」
団法人教育支援人材認証協会)がある。いずれも、子ども・若者支援専門職の全体像と枠
組みを示すものとはなっていない。この点は、日本に子ども・若者支援の明確な領域がない
反映である。

(4) 専門性探究をめく、る取り組み
上記の研修や資格等の設定と関連しつつ、専門職の条件に記載した「体系的な理論｣、そ

れに基づく「教育・計||練｣、大切にすべき「倫理綱領｣、専門職集団としての文化を維持・発
展させる「組織」に意識的に取り組んでいるのが、筆者が関与する以下の事例である。
①ユースワーカー全国協議会（準備会）編(2019）『ユースワークって何だろう!？～12の
事例から考える～」（子ども・若者支援専門職養成研究所、奈良教育大学次世代教員養成セ
ンター）発行
事例研究向けの研修教材（ワークブック）は、ワーカー編7事例、マネージャー編5事

例'0からなり、それぞれの事例では「事例提示一支援者の対応例（4パターン）一支援の解
説」という記載の流れで構成されている。
②ユースワーカー協議会発足……2019年7月1日

目的（規約第2条）は、「この会は、ユースワークに携わる実践者が集まり、ユースワー
ク（若者の成長支援）に関わるスタッフの、実践交流による専門的力量の向上と実践の言語
化（エンパワメント）を進めるとともに、その社会的認知を拡大していくことを目的とす
る｡」である。設立メンバーは、さっぼろ青少年女性活動協会、よこはまユース、名古屋ユ
ースクエア共同事業体、こうベユースネット、京都市ユースサービス協会の5団体に所属
する職員を中核としている。

③子ども・若者支援専門職養成研究所編(2020)『子ども・若者支援専門職養成ガイドブック
ー 共 通 基 礎 一 」 （ サ ン プル 版 ） 発 行 （ 同 研 究 所 ホ ーム ペー ジ で 公 開
https://ipty20 14.wixsite.com/mysite/2- 1 )
支援の方法論、専門性の枠組み研究の整理を反映した表2「ナレッジとスキルの要素（試

案)」（資料参照)に即して作成している(生田202 1)。作成の主な趣旨は、ターゲット支援(図
1：③④)に関わる人たちの「共通基礎レベル」の知識と方法論、大切にすべき価値に関する
養成・研修テキストの試行版とすることである。

10事例は、ワーカー編とマネージャー編からなっている。
ワーカー編は7事例である：①普段から喫煙をしている常連の中学生グループとの関わり、②若者で構

成されているイベント実行委員会、③施設でのマナー（ゴミの扱い)、④居場所としての関わり方、⑤グ
ループ間のトラブル、⑥将来の夢について背中を押すかどうかの葛藤、⑦学校との関係。
マネージャー編は5事例である：①対象が限定された事業における対象外の若者への対応、②ルールで

定められた以外の対応を求められた時の対応、③特定のワーカーに依存傾向のある高校生の対応、④万引
きの疑いのある若者と警備員への対応、⑤刺青を入れた若者の施設利用。
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専門職の条件との関連で整理すると、①は、ユースワークを中心とする「倫理綱領｣、「体
系的な理論｣、それに基づく「教育・訓練」のためのワークブックの作成である。②は、専
門職集団としての文化を維持・発展させる「組織」の確立を志向している。③は、「体系的
な理論」を踏まえた「共通基礎」の内容、それに基づく「教育・計||練」のためのテキストづ
くりである。
以上の取り組みを通じて、水野(2009：158)が5点にわたって指摘した問題点、社会的承

認の低さ、知識・技術の体系性の弱さ、養成プログラムの妥当性、行動指針の不明確さ、組
織的未確立を克服しようと動き出している。

まとめ……研究の背景と今後の課題
研究では、
・子ども・若者支援の枠組みの整理、
・支援者の専門性や資質・能力の検討、
．それとともに「社会教育の独自の役割」とは何かを明らかにすること

が重要となっている。心理、福祉、精神保健、医療や就労支援を中心とするソーシャルワ
ーク的な対応も見据えつつ、子ども・若者支援に関連する（社会）教育的なアプローチの
歴史と実践、その意義と可能性、そして課題について整理している。その際、ドイツの社

会教育(Sozialpadagogik, social pedagogy)を踏まえた「社会教育的支援」［'をベースと
している。

なお、日本の社会教育は、学校教育を除く組織的な教育活動（社会教育法第2条）をさ
し、社会教育施設（公民館、図書館、博物館）や社会教育関係団体が存在する。より広義
には、青少年・成人の"自発性"や状況に応じて柔軟に対応する"非定型"的（ノンフオーマ
ル）な自己・相互教育である。日本の子ども・若者支援は、広義の社会教育の場面であ
り、個と集団ならびにコミュニティの相互作用的な学習活動の展開と関連づけて考察され
る。社会教育は、福祉的・ソーシャルワーク的なアプローチと相互に関連しながら、主体
形成と自立が主な研究対象となる。
今後の課題は、子ども・若者支援の三つの源流を踏まえつつ、「第三の領域」として統合

し、権利性のある領域として合意形成していく方途が問われる。

○資料：表 l 子ども・若者支援関連施策年表
1992年前後 バブル経済の崩壊
1997年 児童福祉法改正:学童保育の法制化
1999年「青年学級振興法｣廃止、「全国子どもプラン｣(3年間）
2002年 文科省:キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議
2003年「若者自立･挑戦プラン」
2004年 ジヨブカフエ(後に都道府県へ移管)･…･･若者の就職支援開始、「地域子ども教室推進事業｣(3年間）
2006年 地域若者サポートステーシヨン
2007年「放課後子どもプラン｣(｢放課後子ども教室｣と｢放課後児童クラブ｣(学童保育)で構成）
2008年 リーマンシヨツク

11仮説的に次の4点に整理できる：a，支援の総体的・構造的把握、b.主体形成と支援の視点、c，自立
の枠組み、d.子ども・若者支援の専門性の共通基礎の確立。
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2009年「ひきこもり対策推進事業」→ ひきこもり地域支援センター
2010年「子ども･若者育成支援推進法｣施行 → 子ども･若者ビジョン策定
2010年 パーソナル･サポート･サービス｡モデル事業
2011年「求職者支援法」
2011年 中教審答申｢今後の学校におけるキャリア教育･職業教育の在り方について」
2013年「子どもの貧困対策法｣(2015年4月施行）
2013年「生活困窮者自立支援法｣ (2015年4月施行）
2014年 厚労省･文科省｢放課後子ども総合プラン」
2015年「青少年の雇用の促進に関する法律｣(勤労青少年福祉法等の改正）
2015年「公職選挙法等の一部改正」→ 選挙権:満18歳以上
2015年 中央教育審議会答申(チーム学校､地域学校協働活動､教員の資質能力向上）
2016年 児童福祉法改正(子どもの権利条約に基づき､全ての児童の福祉への権利を明記）
2016年「教育機会確保法」
2016年「子供｡若者育成支援推進大綱｣(子ども･若者育成支援推進本部決定）
20 1 8年1 8歳を成人とする改正｢民法 ｣成立 →2 0 2 2年から

○資料：表2「ナレッジ」と「スキル」の要素（試案より）

＜引用文献＞
生田周二・大串隆吉･吉岡真佐樹(2011)『青少年育成･援助と教育一ドイツ社会教育の歴史、

活動、専門性に学ぶ一」有信堂
生田周二(2021）『子ども・若者支援におけるパラダイムデザインー"第三の領域"と専門性の

構築に向けて一』かもがわ出版
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I

コンピテ
ン シ ー

要 素
アプロー

チ
A . ユ ニバーサル支援 ( 青少年活動、

講座･イベント企画､など） B,ターゲット支援(就労支援､ニート．ひきこもり･不登校支援など）

I 子 ど
も｡若者
支 援 の
課 題 把

握

I - 2

I - 3

子ども･若者をめぐる歴史･子どもの権利･法･文化･取り組みなどの概要の理解
子ども･若者支援の基礎概念(自尊感情､対話､居場所、自立)の理解と教育的･福祉的対応の理解
子ども･若者支援をめぐる現代的課題(不登校､ひきこもり、発達障害､児童虐待､貧困など)の理解
海外の動向を踏まえた、“第三の領域"としての子ども･若者支援の理解
子ども ･ 若者支援の福祉 ( ･ 医療 ) 的側面の理解

知識 ･理
解

I - A - 1 青 少 年 活 動 の 組 織 ･ 計 画 I -B -1青年精神医学･精神疾患とその治療･心理療法の理解

Ⅱ 支援
の 方 法
論の把
握｡活用

子ども･若者と出会い、向き合う．“…居場所と対話･自尊感情に関する理解を踏まえた対応(1)
社会性を育む支援･…･居場所と対話･自尊感情に関する理解を踏まえた対応(2)
集団･コミュニティ形成を志向した支援……多様な遊び｡文化-野外活動､グループワークなどの指導
リフレクションの展開、ケース記録などの作成･整理 対 象 理

解･支援
方 法

Ⅱ一A - 1 子ども ･若者の学びや活動へ
の 支 援
Ⅱ一A-2リーダー論、ジュニアリーダー
論

Ⅱ-B-1心理アセスメント､カウンセリング､セラピーの技法
Ⅱ一B-2困難を抱える若者に対する自立までの継続的な支援･…・・
アウトリーチを含む
Ⅱ-B-3家族支援､ペアレントトレーニング､オープンダイアログの技
法

Ⅲ 社 会
性 ･ 寛容
性 ､ 連 携

力

関係者､支援者や学校などの機関との連携やネットワークの構築･活用
児童虐待等の早期発見､ならびに児童相談所等の関係機関と連携した対応
事例対応のためのケース会議の開催と運営に関する理念･技法の把握
支援者チームの形成と研修

１
 
２
 
３
 
４

Ⅲ
 
Ⅲ
 
Ⅲ
 
Ⅲ

つ な が
り｡多様

性Ⅲ-A - 1 地域や学校、子ども･若者の
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子ども.若者支援の日本の歴史と現状蕾職
一専門性をめぐる研究を中心に-

生 田 周 二 奈 良 教 育 大 学 特 任 教 授 ／
子ども･若者支援専門職養成研究所 代表

家庭 → 学 校 → 就 労 な ど 社 会 へ の 参 画
(第一の領域） （第二の領域）

一一磐箪認E

-芸術的･文化創造的活動
-スポーツ､リクリエーション活動
一野外活動･環境学習活動
-国際交流･多文化共生･人権的活動
-キャリア教育的活動
-地域連携･ボランティア活動

一居場所づくり･相談活動など

図1〃第三の領域，.としての子ども･若者支援の枠組み

＜研究の問題関心＞
1．“第三の領域”(図1）の位置づけ

2．「ユニバーサルな側面｣(②)を踏ま
えた｢ターゲット支援｣(③）

3.子ども･若者支援をめぐる問題点と
しての｢四つの欠損」

｜、家庭､学校と並ぶ､30歳頃までの子ど
も･若者期を支援する包括的な｢第三の
領域』の欠損(図1）

｜|・ 支援する｢専門職』の欠損

｜||、 それを支える｢学問｣領域の欠損

｜v ･子ども･若者支援の権利性の欠損

4 .支援者の専門性の探究

若 者 支 援 の
(1)子ども・若者政策の三つの源流

､諒蕊慰撫黙要膳醸年鑑謎I騨譽|こよる学
･非行対策･健全育成の流れをくむ青少年対策(内惑府）

､謹毒鋪ﾘ詩蓋鍔葛署壽保育などの流れをくむ勤労青
○1960年代～70年代 ……高度経済成長､「福祉国家」

・高度経済成長のもと､公害の広がりや保育･子育て環境の悪化、
・受験競争(高石ともや｢受験生ブルース｣(1968)）
・子どもから三間(時間、空間、仲間)が奪われ始めているという危機感

○1980年代～90年代半ば……行政改革と新自由主義的政策
・偏差値序列化…1979年共通一次テスト(後の大学入試センター試験）
・学校における校内暴力、不登校､いじめなどの顕在化 一 フリース
クール(1985年 東京シユーレなど）

・安心できる｢篭場所1､子どもの権利条約(1989年)と子どもの参画への
着目

-不登校･ニート.ひきこもり支援
一障害のある子ども･若者の支援
篝非行･犯罪に陥った子ども･若者支援
一貧困への支援
一困難を有する子ども･若者の居場所
一外国人等､特に配慮が必要な子ども・

若者の支援など
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豆了̅子ど石面̅若者支援の歴史ゞ蕊…灘静：灘議
(2)19”年代以降の動向
○1990年代後半～2000年代……少子高齢化､不安定就労が問題化
｢子供｡若者育成支援推進大綱｣(2016年､子ども･若者育成支援推進本部)の指摘

、 家庭：ひとり親世帯の増加、子どもの貧困、児童虐待など
・ 地域社会：近所づきあいの減少､子ども会加入率の減少､地域の見守り機能への期待
・ 情報通信環境:  SNSを介したいじめ､違法･有害情報の拡散､情報モラル教育の必要性
・ 雇用：グローバル化･情報化等による経済社会構造の変化、非正規雇用の増(勤労者全体の3分の1）に伴う

不安定化 ､所得減

80年代,90年代の｢小さな政府｣をめざす｢市場原理主義｣政策のもとで格差が拡大し｢排除型社会｣と
なってしまった日本社会において,｢社会的統合｣を図るため再度｢包摂型｣を一定程度模索する必要性に
迫られる(児美川2010)。

り戦､文科省､厚労省､経産省合同｢若者自立･挑戦戦略会議｣設置(2003年)｢若者自立･挑戦
房鯛蕊砺綴耀､地域若者ｻボーﾄｽﾃーｼｮﾝ(2006年)､ｷｬﾘｱ教育の推進､中2で
｢子ども･若者育成支援推進法｣(2009年）
｢子ども｡若者ビジョン｣(2010年）
｢子どもの貧困対策の推進に関する法(子どもの貧困対策法)｣(2013年）
｢青少年の雇用の促進に関する法律｣ (勤労青少年福祉法等の改正）（20 1 5年 )など

＝ 内閣府などを中心にした｢子ども･若者支援｣に

2．子ども･若者支援の礎史ヨミを::『鰯識灘獅|#鍵譲議議《
(3)子ども"若者育成支援推進法以降の動徹
○包括的な取り組みの展開

・子ども･若者育成支援推進本部｢子供･若者育成支援推進大綱～全ての子供･若者が健や
かに成長し、自立･活躍できる社会を目指して～｣(2016年）

・文部科学省｢次世代の学校｡地域｣創生プラン｣(2016年）
・厚生労働省･文部科学省｢放課後子ども総合プラン｣(2014年)など

……｢社会教育は地域と学校とのコーデイネーター的､そして学校の｢補完｣的役割を担う
ことが期待され､「学校｣が再度大きくクローズアップされることとなる｡｣(3頁）

｢子ども｡若者支援地域協議会』の設置状況(2021年3月31日現在）
｢子ども･若者育成支援推進法｣(2009年):｢置くよう努める｣(第19条）

都 道 府 県 （ 設 置 数 4 2 ／ 全 体 4 7 : 以 下 同 ）
政 令 指 定 都 市 （ 1 3 ／ 2 0 ）
その他市町村 （ 7 3／ 1 7 0 4＋2 3東京都特別区 )、計1 2 8地域。

設置が進まない背景：
・三つの施策の流れがある行政内部においてどこが主担当となるのかの調整が進まない実情
・構成員が類似する他の協議会の存在(要保護児童対策地域協議会など)等の事情

"第三の領域"は家庭､学校と並ぶ,社会への移行支援としての領域である｡より総合的・
包括的な視点の必要性があり､"第三の領域蕊はその方向性での問題提起

等
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a子ども｡若者支援領域の言語化をめざして一専門性の欠損奇の対抗-:|』
(1)青少鐸に関わる騨門職養成の歴史の概要
青少年の専門的指導者養成の流れ
①労働省 :勤労青少年指導者大学講座 ( 1 9 7 6～ 9 8年 ) . . …先駆的な専門指導者養成コース
② 大阪府青少年活動財団:青少年活動指導者研修･研究コース(1986～2000年）
③ 東京都:｢青少年指導者(ユースワーカー)養成講座｣(2000年）
④愛知県県民生活部社会活動推進課｢ユースヮーカー養成講座｣(2001～2003年､2006～2009年頃）
⑤ 大阪府青少年活動財団:｢ユースワーカー養成講座｣(2001～2017年)…..､2018年度からは青少年活動リーダー

（ユースリーダー)育成事業として展開

⑥ 立命館大学大学院:ユースワーカー養成プログラム(2006年から)"….京都市ユースサービス協会との協同
⑦ 北海道大学大学院教育学研究院・さっぼろ青少年女性活動協会: ｢ユースヮーカーリーダー研修コース｣ (2007年）

……レベルの三層構造:｢専門職養成｣、「支援職員のレベルアップ｣、「ボランティア養成」

水野(2009:158)｢そうした取り組みがありながら必ずしも『ユースワーカー』という名称とそ
の役割についての社会的な認知は拡がっていません｡」

一 養成されたユースワーカーが､社会的な課題の解決に必要欠くべからざる役割を果たしていると見なさ
れていない。

一 格別の知識と技術的な専門性を有していると見なされていない。
一養成プログラムが適切かつ高度なものか評価が未形成である。
一 採用や活動の選択､行動についての必要な自律性をもっていないし､そのための制度的基盤が弱い。
-rユースワーカー集団』が十分成立していないことと､資格取得後の研修の機会の保証がない。

』}ﾙB・子ども･若者支援領域の言語化をめざして一専門性の欠損への対抗一
‘‘ ‘ ’ ' ’ ｜ ：

．．『鐸 ,『準 ̅ , ｼ ﾆ , # : ’ 5 1 , ' 剖売 : ‘

(2)専濟職の条件と騨門性
専門職の条件(日本社会福祉士会編2009: iii;日和2016; Muller 2011:957-958)｡

1）体系的な理論sVstematic theory          2)一定の教育と訓練
3）専門職的権威professional authority    4)倫理綱領ethical codes
5）社会的承認community sanction          6)専門職的文化professional culture

支援者の専門性＝｢子ども･若者支援を展開する体系的な理論の枠組みを持ち、一
定の教育と訓練を必要とする｣もの

専門性を形づくる専門的能力
4つの要素:一般的にはナレッジ､スキル､マｲﾝドの3つ(岩間2016ほか）
・ナレッジ(知識) :社会制度や資源､子ども･若者に関わる問題についての知識
・スキル(技能):課題に向かうための技能……個人･グループ･システムに働きか

ける

・マインド<価値観):活動を支え､方向づける､基盤となる理念･思想｡哲学
・センス(感受性>:社会的ニーズを発見するなど､状況の要請に対する必要な
感受性 f：
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3.子ども･若者支援領域の言語化をめざして一専門性の欠損への対抗一 
(3)養成"研修等をめぐる新たな動向
養成"研修
①京都市ユースサービス協会｢ユースワーカー養成講習会｣…"2008年度から年2回(8月、
3月)開催

②内閣府研修""2010年度以降開催
「ニート､ひきこもり等の子ども･若者の相談業務に従事する相談員研修｣(2011年3月)、「困難を有する子ども･若者
の相談業務に携わる公的機関職員研修｣(2012年度～2016年度)、「困難を有する子ども･若者の相談業務に携わる
民間団体職員研修｣(2012年度～2016年度)、「構成機関における相談業務に関する研修｣(2017年度～)、「専門分野
横断的研修｣(2017年度～)、「アウトリーチ(訪問支援)研修｣(2010年度～）

③｢一般社団法人若者協同実践全国フォーラム｣(略称｣YCフオーラム)発足: 2017年

子ども｡若者支援に関連する資格等
。「放課後児童支援員｣:厚労省令により2015年度から施行

．…. ｢学童保育士協会や学童保育学会による実践･研究が十分に反映されていない点など､専門
性の担保に検討の余地がある」(川野松田･南出2016)。

。「ユースアドバイザー｣(内閣府:社会的自立支援の相談員)……ターゲット支援
．「こどもパートナー"愚どもサポーター｡国ども支援士｣(一般社団法人 教育支援人

材認証協会)……ユニバーサル支援

いずれも､子ども･若者支援専門職の全体像と枠組みを示すものとはなっていない。

3.子ども･若者支援領域の言語化をめざして一専門性の欠損への対抗一舟i|*#};【
(4)専認性探究をめぐる取り組み
｢体系的な理論｣、それに基づく｢教育･訓練｣、大切にすべき｢倫理綱領｣、専門職集
団としての文化を維持･発展させる｢組織｣に意識的に取り組んでいる事例
①ユースワーカー全国協議会(準備会)編(2019)『ユースワークって何だろう!？ ～
12の事例から考える～』子ども｡若者支援専門職養成研究所､奈良教育大学次世代教員養成ｾﾝﾀー
……事例研究の研修教材(ワークブック):ワーカー編7事例､マネージャー編5事例
②ユースワーカー協議会発足……2019年7月1日

目的(規約第2条)｢この会は､ユースワークに携わる実践者が集まり、ユースワーク(若者の成長
支援)に関わるスタッフの､実践交流による専門的力晨の向上と実践の言語化(エンパワメント)を
進めるとともに､その社会的認知を拡大していくことを目的とする｡」

③子ども･若者支援専門職養成研究所編(2020)『子ども・若者支援専門職養成ガイド
ブツクー共通基礎一』(サンプル版)(公開https:"ipty2014.wixsite.com/mysite/2-1 )…"表2に準拠

＝意義
①:ユースワークを中心とする｢倫理綱領｣、「体系的な理論｣､それに基づく｢教育･訓練｣のための
ワークブックの作成
②:専門職集団としての文化を維持･発展させる｢組織｣の確立を志向
③:｢体系的な理論｣を踏まえた｢共通基礎｣の内容､それに基づく｢教育･計||練｣のためのテキストづ
くり 墓
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資料:表2証ナレッジ｣と｢スキル｣の要素(試案より)(7̅8頁）

Jf !い､l"        |;簿澤掛 まとめ……研究の背景と今後の課題灘W鱒溌}ﾘ'？"…:;J-
研究の重点
・子ども･若者支援の枠組みの整理、
・支援者の専門性や資質･能力の検討、
．それとともに｢社会教育の独自の役割｣とは何かを明らかにすること

心理､福祉､精神保健､医療や就労支援を中心とするソーシャルワーク的な対応
十

｢社会教育的支援｣……ドｲﾂの社会教育(Sozialpadagogik, socIal pedagogy)を参考に
仮 説 的 整 理
a，支援の総体的･構造的把握…".支援の補完･助成･援護･代替の各側面
b、主体形成と支援の規点.…"多様な関係性の拡大を伴った方法論
c，自立の枠組み……個人､集団、社会の各側面からのアプローチ
d，子ども｡若者支援の専門性の共通基礎の確立...…支援の分野横断的な連携･関連づけの基礎

日本の子ども･若者支援は､広義の社会教育の場面であり､個と集団ならびにコミュニティの相互作用的な学
習活動の展開と関連づけて考察される｡社会教育は､福祉的･ソーシャルワーク的なアプローチと相互に関連し
ながら、主体形成と自立が主な研究対象となる。

※ 備 考 : 日 本の社会教育
学校教育を除く組織的な教育活動(社会教育法第2条)をさし､社会教育施設(公民館､図書館､博物館)や社会教育関係団
体が存在す̅る｡より広義には､青少年･成人の"自発性"や状況に応じて柔軟に対応する"非定型"的(ノンフオーマル>な自
己 ｡ 相 耳 教 音 で お 鳧 ̅
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’コンピテ
ン シ ー

要 素
アプロー

チA，ユニバーサル支援(青少年活動、
講座･イベント企画、など） B･ターゲット支援(就労支援､ニート．ひきこもり･不登校支援など）

I 子 ど
も ･ 若 者
支援の
課 題 把

握

子ども･若者をめぐる歴史･子どもの権利･法･文化･取り組みなどの概要の理解
子ども･若者支援の基礎概念(自尊感情、対話､居場所、自立)の理解と教育的｡福祉的対応の理解
子ども･若者支援をめぐる現代的課題(不登校、ひきこもり、発達障害､児童虐待、貧困など)の理解
海外の動向を踏まえた、“第三の領域"としての子ども･若者支援の理解
子ども･若者支援の福祉(･医療)的側面の理解

知 識 ･ 理
解

I - A - 1 青 少 年 活 動 の 組 織 ･ 計 画 I - B - 1 青 年 精 神 医 学 ･ 精 神 疾 患 と そ の 治 療 ･ 心 理 療 法 の 理 解

Ⅱ 支援
の 方 法
論の把
握 ･ 活 用

子ども･若者と出会い、向き合う……居場所と対話･自尊感情に関する理解を踏まえた対応(1)
社会性を育む支援……居場所と対話･自尊感情に関する理解を踏まえた対応(2)
集団･コミュニティ形成を志向した支援……多様な遊び･文化･野外活動、グループワークなどの指導
リフレクシヨンの展開、ケース記録などの作成 ･ 整理 対 象 理

解･支援
方 法Ⅱ 一 A - 1 子 ど も ･ 若 者 の 学 び や 活 動 へ

の 支 援
Ⅱ一A-2リーダー論、ジュニアリーダー
論

Ⅱ一B-1心理アセスメント､カウンセリング､セラピーの技法
Ⅱ一B-2 困難を抱える若者に対する自立までの継続的な支援.….、
アウトリーチを含む
Ⅱ-B-3家族支援､ペアレントトレーニング､オープンダイアログの技
法

Ⅲ 社 会
性 ･ 寛 容
性、連撹

力

関係者、支援者や学校などの機関との連携やネットワークの構築･活用
児童虐待等の早期発見､ならびに児童相談所等の関係機関と連携した対応
事例対応のためのケース会議の開催と運営に関する理念･技法の把握
支 援 者 チ ー ム の 形 成 と 研 修

１
 
２
 
３
 
４

Ⅲ
Ⅲ
 
Ⅲ
 
Ⅲ

つ な が

り．多様
性Ⅲ 一 A - 1 地 域 や 学 校 、 子 ど も ･ 若 者

課 題 や リ ス ク に 関 連 し た 相 談 ･ 支 援
関との連携 ･ ネットワーク構築

Ⅲ一B-1 子ども･若者支援地域協議会、要対協などにおける連携
･･･…情報交換や連携･コーディネートの促進

Ⅳ マネ
ジメント・

運営力
Ⅳ - 2

Ⅳ - 3

総 合 調 整 と 人 材 育 成 、 ノ ウ ハ ウ 蓄 積 ｡ 共 有
事業の公共性の維持
運 営 基 盤 と 経 営 能 力

経 営 ･ 参
画



Geschichte und Situation der Kinder- und Jugendhilfe in Japan
- durch die Forschung um die Professionalitat -

Shuji lkuta (Professor an der Nara University of Education)

Schwerpunkte unserer Forschungsarbeit'  sind:
die Betrachtung der Strukturen einer
Familie und der Schule fUr die Pers6nlichkeitsentwicklung und das
Kindern und Jugendlichen eine wesentliche Rolle spielt.
die Vorschlage dazu, dass
UnterstUtzLIngen  umfassend

Hilblick auf die Verselbstandigung spielen die kulturellen Aspekte eine wesentliche
R o l l e .

die DefinitiOn der Problematik der Kinder- und Jugendhiliもals "vier Defizitd und deren
B etrachtung.
die Schwerpunkte in der Professionalitat der Fachkrafie und der Verbalisierung der
Aufgaben der Fachkrafie, um eine Kontur fUr Ausbildung und Fortbildung zu schaffen,
da sich diese lnstitution noch nicht in Japan implementiert hat.

Vbr diesem Hintergrund gliedern sich unsere Forschungsarbeiten in vier Bereiche: den
Bereich der Prinzipien und der vergleichenden Forschung, den Bereich der Theorie und
Metodik der UnterstUtzung, den Bereich der Kinder (Aus-, Fort- und Weiterbildung der
Fachkrtifte sowie Entwicklung von Lehrmaterialien) und den Bereich der Jugendlichen (Aus-、
Fort- und Weiterbildung der Fachkrafie sowie Entwicklung von Lehrmaterialien).

由 ■

In meinem Referat wird versucht, die Uberlegungen sowie Betrachtungen zu den bei der
Kinder- und Jugendarbeit in Japan zu beobachtenden vier Defiziten und zur Professionalitat
der Fachkrafte darzulegen.

1.  Fehlen eines Paradigmas (Rahmens) zur Kinder- und Jugendhilfe und vieⅡ。

I Forschungs- und Arbeitsschwerpunkte
Grundlagenibrschung (B) lnit Forschungslbrderung: ,,U"1/tJsse"cIE Fo"c伽"g"6eﾉ･c/ie fi"6//c/z"zg vo"
RJc〃〃域e"火"K/"火ド- ""dJ"ge""/I/b､: (2013-2016)
Gl･undlagenfbrschung (B) mit Forschungsibrdel･ung: ,,F"〃たo"fpere"ごe"〃'Kj"火ﾉ･-〃”J"ge"d"舵
""S""lerg"-eI"e〃姥堰/e /cル"Z" ,,so副αゆ"qgogisclieい"e"s""ご""g､@ (201 8-2021 )
,,Fo"6i〃""鋲"α"胴e"雪"r姥『6esse『""gae/･ RMc/iko"zpere"ze〃α"K/"昨ﾉ･-“"ゴルge"〃ﾙﾉ舵迦”
E"rwic"""g vo" Leﾉ･""1αだ"α"e"〃' d/e F"め/〃""g" - (Subvention aus japan Educational Mutual
Aid Association of Welfare Foundation)
"Forsc〃""ge〃〃6""逆"c〃舵"e〃〃”〃"α"s/bγ火"""ge〃α"“”ﾉ6"/ro.$〃〃〃"/b vo" O"/伽e- TboZs
zz" U"花ﾉW"吃""gvo"  Scﾉ]"んerweJgereﾉｰ〃"α〃伽えo碗o"s6｡ (MatsLlda Forschungsfbrderung-
F6rderung fUr das gesunde aulWachscn von Kindern und Jugendlichen) (2021-2022)
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..dritten lnstitutionG｡

in Betracht 2ezogen werden I m



D e fi z i t e

Erst nach dem  Jahr F a m i l i e - ､ S c h u l e → Teilhabe an die Gesellschaft (wie berufliche lntegration)
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2000 entwiCkelte SiCh in

Japan  das  Bewusstsein
〆

〆
〆

〆
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e l n e r Kinder-    und

Jugendhillb.  Dies  lag
daran, weil die bisherige
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Jugendbildung    und

(2)  Kinder- und Jugendarbcit              (3) Jugendsozialarbeit
(Univcrsal Serviccs) (.R'rget Services)
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Abb,1 Uberblick Kinder-剛nd Jugendhilfe ais $fdie dritte Institution"
den  Herausfbrderungen                                      (Entwurf)

K inderder    Kinder    und

Jugendlichen gerecht zu werden, d.h. Abwesenheit des Paradigmas in der Kinder- und
Jungenhilfe.
Unterschiedlichen Forschungen zufblge lassen sich die Probleme wie fblgt darstellen:

Fehlende Struktur der verschiedenen Facetten vor Ort in der Kinder- und Jugendhilfe, wie
u.a. Bildung, Kultur, Soziales, Beschaftigung. Was die Verselbstandigung betriift,  geht es
tendenziell ausschlielJlich um die fYnanzielle Unabhangigkeit. Die UnterstUtzung wird zwar
von Fachkraften mit fachl ichen Qual ilikationen (Lehrkralt, Erzieher/in, staatl ich anerkannter
Sozialarbeiter, anerkannter Psychologe u.a.) geleistet, jedoch herrscht Unsicherheit darUber,
ob die Hilfen tatsachlich den BedUrihissen voll Kindern und Jugendlichen entsprechen.
Besonders sind die Fachkompetenzen (Professionalitat) der Fachkrafte unklar. Daher ist der
gemeinsame Rahmen der Fachkralte zur ,, Kinder- und JugendhilfbG､ nicht sichtbar und die
Kluft ist zwischen den unter l8jahrigen, bei denen das Kinderwohlfahrtsgesetz angewendet
wird und den j ungen Menschen ab l 8 Jahren, fiir die ein Grundsatzgesetz zur UnterstUtzung
fehlt sehr gro6.

Mit anderen Worten, die Schwﾖchen der Struktur und des Mechanismus bestehen darin, dass

Japans Kinder- und Jugendhilfe im AIIgemeinen die fblgenden vier DefYzite  aufWeist:
|.  Mangelnder Ausbau einer umfassenden ,,dritten lnstitution6G neben der Familie und

der Schule die den Kindern, Jugendlichen und junge Menschen bis um 30 Jahren
Hi l f en anb ie te t .

||. Zu wenig ,,Fachkraffe6G, die Hilfe leisten.
lll. Es ist kein ,､WissenschafisbereichG6 etabliert｡ der diese lnstanz unterstUtzt,
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|V. Nicht ausreichende Rechte der Kinder- und Jugendhilfe､2

Nach einer gemeinsamen Erkenntnis der Problematik wird zur ,,dritte lnstitution66 wird von
Michiko Miyamoto eine konkrete Politik zLIm Ubergang junger Menschen zu Beruf (20 1 5)
vorgeschlagen3. Neben den Uberlegungen zu ,,Lernen", "AnknUpfen", "UnterstUtzung fUr
das Leben junger Menschell" und ,,ALIsgang" fiir Kinder und Jugendliche geht es um die
Schaffilng von Rahmenbedingungen fiir die Verselbstandigung und UnterstUtzung junger
Menschen sowie die Schaffilng einer Gemeinschafi ,,""/70 (' (ein Ort, an deren sich
Ounge) Menschen wohl und sicher flihlen k6nnen), was nicht direkt mit berunicher
Integration zu tun hat, wie auch die Schaffimg eines fieien Raumes, Schaffimg einer
Animation (Lebensfieude und Freude des Geistes erwecken) im kulturellen Bereich, was
nicht zum Rahmen von Sozial oder Bildung geh6rt.

Geschichte der Kinder- und Jugendhilfe in Japan
Drei Ausgangspunkte der Kinder- LInd Jugendpolitik
In Japan  sind  im Bereich del･ Kinder-  und Jugendhilfb au6erhalb des schulischen
Kontextes fblgende drei Str6mungen der politischen Mal3nahmen zu beobachten:
F6rderung  zur  Gruppenbildung  wie  Kinder-  und  Jugendkreise,  Kinder-  und
Jugendbildung wie Ausbau von auBerschulischen Bildungsstatten wie Jugendnaturhaus
(Ministerium fUr Erziehung und Bildung, Kultur, Sport Wissenschaft und Technologie,、

im fblgenden Tもxt ,,MEXT6@ genannt),

2  Mit der Anderung des Kinderhilfegesetzes  (2016),  wurden  die  Kinderrechte  im  Gesetz verankel･t  und  die
Einzelheiten der Rechte beschrieben. Nach dem Gesetz ist ,,ein Kind" wer noch nicht l8 Jahre alt ist

Artikel l .  Im Sinne der UN-Kinderrechtskonvention haben al le Kinder das Recht:

angemessen aulgezogen zu werden,
das Leben gewahrleistet zu sein, geliebt zu werden und geschiltzt zu werden,
k61'perlich und seelisch gesund autZuwachsen und die Verselbstandigung gefbrdert zu werden
Gewahrleistung aller anderen sozialen Angebote

Vbr der Gesetzanderung: Im Artikel l stand, alle Bilrger und BUrgerinnen milssen sich anstrengen, dass Kinder
k61'perlich und seelisch gesund auf die Welt kommen und aufgezogen werden 2. Allen Kindern sollte das Leben
gleich gewahrleistet sein und soll gepflegt und geschiltzt sein.

3 Schwerpunkte der politischen Maljnahmen (Michiko Miyamoto 2015:242-244)
Anerkennung des Versuchs und lrrtum wahrend des Ubergangs
Gewahrleistung der AusbUdungen und Praxisangebote
Bessere Arbeitsbedingungen fhr atypisch Beschaftigte
Eine soziale Struktur in der Arbeitslos oder Arbeitswechsel keine negative Erfahrung ist
Eine aktive Arbeitsmal･ktpolitik und Diversifizierung von Arbeit
Ausbau der Unterstiltzungsangebote
Eine aktive Sozialpolitik zur Gewahrleistung sozialer Partizipation
Aufbau eines sozialen Sicherungssystem fUr junge Menschen

Dazll wird auf 4 Sfiulen hingewiesen (Miyamoto 20 1 5:241f) :
1.    < Lernen >  Rebrm del･schulischen Bildung, Schaffimg von alternativen Lernol･te
2    < AnknUpfbn >  Schaffilng einer Struktur filr die soziale Partizipation junger Menschen
3.    < UnterstUtzung fnr das Leben junger Menschen >  SchaffUng von Lebensgrundlagen junger Menschen
4.  < Ausgang > Mehr Arbeitsplatze und diverse Arbeitsstile
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Mal3nahmen zur Verbeugung von Delinquenz: Kinder- und Jugendarbeit im Sinne des
gesunden AufWachsens (KabinettsbUro),
Angebote in Kulturzentren fiir j unge BerufStatige sowie UnterstUtzung durch beteiligte
soziale Organisationen (Ministerium fiir Gesundheit, Arbeit und Soziales).

In den letzten Jahren lasst sich eine konvergierende Tbndenz beobachten, dass ,,Kinder- und
Jugendhilfe66 hauptsichlich vom KabinettsbUro geleitet wird. AIs Beispiele sollen hier die im
Jahr 2003 von der Regierung einberufene ,,Herausfbrderungs- und Strategiesitzung zum
Thema Verselbstand igung j unger Menschen"4 (TN . : KabinettsbUro, M EXT, Ministerium fIir
Gesundheit, Arbeit und Soziales, METI), das ,,Gesetz iiber die F6rderung von UnterstUtzung
und Entwicklung von Kindern und JugendlichenG; (InkraftsetzLIng am Ol. 04. 2010), ,,die
Vision fiir Kinder und Jugendliche" (ErStellt am 23､07. 201 0), ,,GeSetz zur F6rderung der
BekampfUng der Armut von Kindem und Jufendlichen6: (Verabschiedet am l9. 06. 2013)

●

S O W l e Bekampfimg der Armut    von    Kindern,,Grundlage  zur  BekamPfimg  der  Armut  von  Kindern  und
Jugendlichen" (Kabinettsbeschluss am 29. 08. 2014) dienen.

(2) Entwicklung seit den l 990er Jahren: Auswirkungen der Wirtschaft
Die neoliberalen Sozialstrukturrefbrmen in Japan haben seit dem ersten Kabinett Nakasone

in den finhen l 980er Jahren einen ..Marktfimdamentalismu3@ mit dem Ziel einer ..kleinen
J ノ ゾ ゴ

Regierung66 geftirdert, um die Politik des ,,Wohlfahrtsstaatf der l 970er Jahre zu revidieren
(Komikawa 2010). Bis Ende der l990er Jahre war der Ubergang Schule-Beruf kein groIJes、

Thema, da die grundlegende Politik darin bestand, im April alle High-SchooI- und
HochschulabsoIventen  einzustellen.  Mit  der  fbrtschreitenden  GIobalisierung  und  der
Verlangsamung der Wachstumsrate der japanischen Wirtschafi in den l 990er Jahren kam es
jedoch zu einem Zusamlnenbruch der japanischen Beschahigungspraktiken (lebenslange
Beschaftigung,  Gehalt  nach  Senioritatsprinzip).  Neoliberale  wirtschaftspolitische
MaBnahmen  wie  die    Senkung  der  Arbeitskosten  zur  Rationalisierung  der
Untemehmensfihrung und die Deregulierung der Einstellung von Arbeitskraften, die auf
Hollorarbasis arbeiten, haben zur Entstehung einer Situation der Beschafiigungsmobilitat
und einer Zunahme der atypischen Beschaftigten gefIihrt・In diesem Zusammenhang sind die
Fragen der Bcschaifigung zu einem  wichtigen Thema geworden  (Kosugi  2003,  2005;
Miyamoto, Kosugi 2011). Die  Prekaritat der Beschaftigung, die  durch、WEEnG$  und
,,F7℃eiers" (Job-hopper) reprasentiert wird, wurde ab der zweiten Halfte der l990er Jahre in
Form des ALIftretens von ,,"j〃加加o"GG zu einem Problem, das mit einer Erscheinung von
,,SchulabsenzG@ zusammenhing, die in den l980er Jahren ersichtlich geworden ist5. Diese

4 Damit wurde die FOrderung der Career Education (BcrufSorientierung) und der Jobschnupperwoche liir die
SchUlerlnnen in der zweiten Klasse der Junior High School ausgebaut.
5 Laut dem "Weiljbuch ilber Kinder und Jugendliche" (2015) gab es im Jahr 2014 560.000 "junge
Arbeitslose" (nicht erwerbstatige Personen im Alter von l5-34 Jahren, die weder Hausarbeit verrichten noch zur
Schule gehen) und 1,79 Millionen "Freeters (Job-hopper):# (unverheiratete Personen im Alter von l5-34 Jahren,

- 2 6 -



Unsicherheit von jungen Menschen zur Schulbildung und Beschaftigung hat zur Zunahme
von unverheirateten j ungen Menschen und damit zum weiteren RUckgang der Geburtenrate
gefUhrt. Das Problem der prekaren Beschaftigung und dem Nicht-heiraten-wollen/k6nnen
von jungen Menschen ist als Problem von jugen Menschen, die sich in der Lebensphase
zwischen Jugend und Erwachsensein befinden, zu einem wachsenden gesellschafilichen
Thema geworden (Miyamoto 2015 : 23).

Worten : Die    japanische Gesellschafi, d i eMit    anderen    Worten:    Die    iabanische    Gesellschaft.    die    sich    unter    der

,,marktlilndamentalistischen6､ Politik der l 980er und l 990er Jahre, die auf eine Bildung der〆／
,,kleinen Regierung6｡ abzielte, zu einer ,,Gcsellschafi mit ALIsgrenzungen6: mit der immer
gr6Ber werdenden  Schere zwischen Arm  und Reich entwickelt hat,  sieht sich mit der
Notwendigkeit konliontiert, wieder ein gewisses MaB an ,,InklusionG､ anzustreben, um die
,,Integration j unger Menschen in die Gesellschaft" zu erm6glichen (Komikawa 2010).
AIs umfassende UI1terstUtzungsansatze zur L6sung der Beschaftigungsprobleme junger

Menschen wurde im Jahr 2003 der ,,Plan fUr Verselbstandigungjunger Menschen6､ ins Leben
geerLIfen. 2004 wurden in jeder Prafektur ,,Job-Cafef (Seminare fiir BerufSorientierung,
kurzfi･istige  Jobscnhupperwoche  bei  privaten  Unternehmen,  Beratungsangebote  fiir
beruniche lntegration usw.) zur F6rderung der Beschafiigung von ,,"eerers" eingerichtet.

〆

DarUber hinaus werde lokale Jugendhilfestationen ,,Support Station6:。(2006, ahnlich wie
Jugendberufbagenturen) eingerichtet, um vor allem jungen Menschen im Alter von l 5 bis 49

今 ●

Jahren, die  Schwierigkeiten beim Ubergang ins Berufbleben haben und arbeitlos sind, bei
der Arbeitssuche  zu  helfen.  ,,Das  Gesetz  Uber  die  F6rderung  von  UnterstUtzung  und
Entwicklung von Kindern und Jugendlichen" (2009) zielt darauf ab, ein umlassenderes
soziales System zur UnterstUtzung der Verselbstandigung jungel･ Menschen zu schaffen
(siehe Tabelle l).

(3)  Entwicklung  nach  dem  lnkrafisetzung  vom  ,,Gesetz  Uber  die  F6rderung  von
UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichen6@ (2009)／

Seit diesem Zeitpunkt wurden umfassende Anstrengungen unternommen, wie z. B. von der
Zentrale  fiir  die  F6rderung  der  UnterstUtzung  und  Entwicklung  von  Kindern  und
Jugendl ichen die ,,Grundlage zur F6rderung der UnterstUtzung und Entwicklung von Kindem
und Jugendlichen - zur Verwirklichung einer Cesellschafi, in der alle Kinder und
Jugendlichen gesund aufWachsen und unabhangig sowie aktiv tatig sein k6nnen" (2016),

mannliche und weibliche Hochschulabsolventen, die als befifistete Tbilzeitbeschaftigte arbeiten oder als befristete
T℃ilzeitbeschaftigte arbeiten wollen. Der Anteil der "jungen Arbeitslosen" und de'' "Freeters (Job-hopper)" an der4 G

Bev61kerung zwischen l5 und 34 Jahren betragt 2,1 % bzw. 6,8 %. Laut del･EI'hebung von 2010 wurde die Zahl
der ,,Hikikomori im weiteren Sinne" (einschlie61ich derjenigen, die normalerweise zu Hause bleiben und nur
auSgehen, wenn sie etwas tun, das mit ihren Hobbys zu tun hat) auf 696.000 geschatzt.
6 Dazu geh6ren Beratungs- und Unterstiitzungsdienste (pmfbssionelle Beratung durch BerufSberater usw.),
Projekte zul' F6rderung der Zusammenarbeit zwischen ,,Support Station" und Schulen (aufSuchende Hilfb
(Untel'stiitzung an der Schulen) filr Schiller, Unterstiltzung fiir Schulabganger, usw.) sowie Projekte fiir
Ausbildungsprogramme fhr junge Arbeitslose (einige Projekte bereits durchgefUhrt; an l5 Support Stations im
Jahr 2013). Dul℃hgeftlhrt an l77 Support Stations im Jahr 2021.
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vom MEXT der ,,Plan zur SchaffUng von ,,Schulen und sozialem Nahraum fiir die nachste
Generation.. (20 1 6) sowie vom Ministerium fiir Gesundheit, Arbeit und Soziales / MEXT der
,,allgemeiner Plan zum Angebot Nachmittagsbetreuung fUr Kinder und Jugendliche nach
dem SchulunterrichtG@ (2014).
Das Ministerium fUr Cesundheit, Arbeit und Soziales und das MEXT arbeiten zur Zeit
gemeinsam daran, mit ihrem ,,allgemeinen Plan zum Angebot Nachmittagsbetreuung fUr
Kinder    und    Jugendliche    nach    dem    Schulunterricht6&    die    Schulhorte    sowie
Nachmittagsbetreuung im Kindertrefr an der Schule auszubauen.
Das MEXT hat ebenfalls zurﾘ!F6rderung umlhssender MalJnahmen liir Bekfimplimg der
Armut von  Kindern und Jugendlichen durch Nutzung von Schulen als Plattfbrm66 7  im
schulischen Kontext aufgerufen. Das MEXT fbrdert in seinem ,,Plall zur Schaffilng von
Schulen  und Gemeinschaften der nachsten Generation" (2016) im Zusammenhang des
Konzeptes ,,Tbam Schule66 die ,,Schaifilng von Gemeinschafien, in deren Mittelpunkt die
Schule steht6@ und zielt daraufab, ,japanweite Aktivitaten zu fbrdern, um Gemeinschaftell zu
schaffen,  in  denen  die  alle Akteure  im  sozialen Nahraum  gemeinsam  lemen  und das
AufWachsen von Kindern und Jugendlichen unterstUtzen, die eine entscheidende Rolle in der
Zukunfi spielen (Koopetation zwischen Schule und dem sozialen Nahraum) und Orte zu
schaffen, an denen alle Generationen sozial eingebunden werden und sich aktiv engagieren
k6nnen".  Hier wird erwartet, dass die aul3erschulische  Bildung (Sozialpadagogik) eine
koordinierende und verbindende Funktion zwischen dem sozialen Nahraum und der Schule

Ubernimmt und somit eine ,,erganzende6@ Rolle spielt. Die ,,Schule6$ soll hier wieder im
Mittelpunkt stehen.
Aufder anderen Seite verzeichnet die Einrichtung von ,,lokalem ALIsschuss fiir Kinder- und

JugendhilfeG6, der koordinierende Funktion im sozialen Nahraum Ubernehmen soll und im
§1 9 des Gcsetzes zur F6rderung der UnterstUtzung und Entwicklung von  Kindern und
Jugendlichen (2009) Anstrengungen fiir die Einfiihrung des Ausschusses erwUnscht sind, vor
allem in den Kommunen, die mir bekannt sind, keine klare Fortschritte: So sind insgesamt in
den l28 Stadten und Gemeinden sind diese bereits eingerichtet (Stand: 31. Marz 2021,in 42
Prafekturen von insgesamt 47 Prafekturen; in den l3 Stadten mit Uber l Mio. Einwohnern
von  insgesamt  20;  in  73  Kommunen  und  Gemeinden  von  insgesamt  l704  plus  23
Sonderbezirken der Prafektur Tbkio. Diese Situation ist darauf zurUckzufijhren, dass es

innerhalb der Verwaltung an einem einheitlichen Verstandnis dazu mangelt, welcher der drei

7 ,,Wei6buch ilber Kindel,und Jugendliche", KabinetsbUro (2015),
durchbrechen;  dic  Schllle,  in  der alle  Kinder zusammenkommen,  gilt
Verbesserung der schulischen Leistung; Hiliもfijr weiterfijhrende Schule:

S. 168: ,,Es ist wichtig, den T℃ufelSkreiS der Annut zu
als Plattfbrm lilr dic Bckamp血哩 der K inderarmu（

Verbesserung der schulischen Leistung; Hilfe fijr weiterfijhrende Schule;廿Uhzeitige MaBnahmcn gegcn Kinderarmut: organisierte
Kooperation von Erzichllng/Bildung, Soziales und Einstiegshilfe in den Beruf Lernfbrderung sowie l-Iilfb zur inmiliarell Erziehung
lmsoz ia l cn Nahraum・

Das MEXT ibrdert den Einsatz voI1 School Social Worker (Schulsozialarbeitem). Die Zahl dcl･ SchooI Social Worker soll im Jahr
2015 von l.466 auf 2.447 erhOht werden. DarUber hinaus wird durch die Nutzung von Zentrale zur Kooperation von Schulen,
Familicn und dem soziaien Nahraum ab dem HaushaltWahr 201 5 in 2000 Schulbezirken eine kostcnlosc LemuntcrstUtzung ("Chiiki
Mirai Juku"; Paukschulc der Zukllnfi im sozialen Nahraum# kostenlose Lemhilfe)) liir Junior-High-SchUler, dic zu l-IalIse noch
keine gutcn Lemgewohnhciten entwickelt haben, in Zusammenarbeit mit Einwohnem wic Universitatsstudierenden und
chemaligen Lehrem angeboten.
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Politikbereiche federfijhrend sein soll und dass es andere aber ahnliche AusschUsse innerhalb

von Kommunen gibt (wie 6rtlicher Ausschuss fiir HilfSmaBnahmen schutzbedUrftiger Kinder
usw.) (siehe Takenaka 2016; Miyaike 2019).

Die，､dritte  lnstitutionc$  fUnktioniert  neben  Familie  und  Schule  als  Bereich  liir  die
O ●

UnterstUtzung beim Ubergang Schule-Beruf Es besteht Bedarfan einer ganzheitlicheren und
umfassenderen  Perspektive,  und die ,,dritte  lnstitution6$  stellt eine  Fragestellung dieser
RiChtung dar.

3． Zur Verbalisierung  der Tatigkeiten  in  der  Kinder-  und  Jugendhilfe -
L6sungsansatze fiir defizitire Fachkompetenzen (Professionalitat)

● 申

(1) Geschichte im Uberblick: Ausbildung von Fachkrifien in der Kinder- und
JugendhilfE

Die  Entwicklung  der  fachlichen  Ausbildung  von  Fachkraften  in  der  Kinder-  und
Jugendhilfe8 haben Forscher wie Atsuo Mizuno, Yasuko Endo (2007), Takashi Miyazaki
（2008)､Atsuo Mizuno (2009) und Maiko Kawano, Kou Matsuda sowie Kisshou Minamide
(20 1 6) in ihren vorhergehenden Forschungsberichten bereits dargestellt. Atsuo Mizuno LInd、
Yasuko  Endo  definieren  in  ihrem  Bericht  (2007:  96)  diese  ALIs-,  Fort-  und
Weiterbildungsm6glichkeiten als dreischichtige Struktur. Diesc Struktur lasse sich in drei
Niveaustufen  gliedern:  ,,Ausbildung  der  Fachkrafie",、､Fort-  und  Weiterbildung  von
Mitarbeiter/innen in der Kinder- und Jugendhilfeorganisationen66 sowie ,,ALIsbildung von
ehrenamtlichen MultiplikatorenG69. Allerdings gibt es keine weiterfUhrenden Forschungen,

8 ( 1 )  Arbeitsministerium: Hochschulkurse fUr Fachkrafte als junge BerufStatige in der Kinder- und
Jugendarbeit(1976-1998): eine wegbereitende Ausbildung der Fachkl･afte
(2) Ybuth Service Osaka: FoIPt- und Weiterbildungsku'Pse sowie Forschungsseminar fUr Fachkrafte in del' Kinder-

und Jugendarbeit (1986-2000)
(3) Prafbktur Tokyo: ,,Ausbildungskurse fm･Fachkriifte in der Kinder- und Jugendhilfb (Jugendarbeiter)" (2000)
(4) Prafbktur Aichi, Abteilung BUrger und Leben, Refbrat F6rderung sozialer Aktivitat: "Ausbildungskurse fm'

Jugendarbeiter" (2001-2003, gegen 2006-2009)
(5)  Ybuth Service Osaka: ,,Ausbildungskurse fiir JugendarbeiterG: (2001･2017), seit 2018 "Ausbildungskurse fUl'

Leiter in der Kinder- und Jugendarbeit6 (Jugendleiter)
(6)  Ritsumeikan Universitat: Ausbildungsprogramm fUr Jugendarbeiter (seit 2006): Kooperation mit der Kyoto

City YOuth Service Foundation (Absolventen des Programms haben einen vergleichbaren akademischen Grad wie
der an Graduate School in Japan)
(7)  Universitat Hokkaido Graduate School ofEducation, Sapporo YOuth & Women's Activities Association (S  AA):

"Ausbildungskurs fhr Jugendal･beiter/ -leiterl@ (2007)
9  Mizuno fiXhrt im Ausbildungskurs fblgede  Beispiele an  (aus den Unterlagen vom  l5.  Ausbildungskurs fUr
Jugendarbeiter (Marz 2016)):
◎Rolle der e hre namtliche n Multiplikatoren (YW-V) :

- Sich in der Nfihe von Kindern und Jugendlichen befinden und von dort aus verschiedene Aktivitaten
anbieten (Wandern, Camp-Programm, Weihnachtsparty, etc.)
- "Sinnvolle Andere" zu werden: erwachsene Menschen, die sich anders als Lehrel' oder Eltern in der Nahe”

von Kindern und Jugendlichen befinden.
- Tatig als ,,peer supporter": Personen, die im ahnlichen Alter sind und gemeinsame Erfahrungen haben.
beiter/innen der betei l igten OrRanisationen (YW-CO)

- Lehrer・Verwaltungspersonal, Justiz- und Polizeipersonal
- Fachkrafte der sozialen Arbeit, Mitarbeiter/innen der Einrichtungen fUr Fremdunterbl･ingung

◎ M i t a l
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in denen die tatsachlichen Fachkompetenzen (Professionalitat) von Fachkraften gemessen
werden  k6nnen.  Zudem  finden  diese  wegbereitenden  Versuche  deI・AuS-,  Fort-  und
Weiterbildung ofi nur vorUbergehend und nicht landesweit statt.
Daher kommentiert Mizuno (2009: 158) in seiner Zusammenfassung fblgendermal3en: "Es

gibt zwar AusbildungsProgramme fIir Fachkrafte, aber die Aufgabe von ,,JLIgendarbeitern
(Youth Worker)'' und deren Bezeichnung sind in breiten Tbilen derjapanischen Cesellschafi
noch  nicht  richtig verankert''.  Dieses Argument  begrUndet er mit fblgenden  Punkten
(Unterstreichung in den Zitaten vom Autor).
①ALIsgebildete､lugendarbeiter werden oft nicht so geschatzt, dass sie eine unentbehrliche

Rolle fUr die AufUabenl6sLIng

②Sie  werden  nicht  anerkannt,  dass  sie
(Professionalitat)

Die Evaluationsmethodik fiir Ausbildun2sDrogramme

lasst sich schwer beurteilen, ob die Programme optimal gestaltet und hochqualitativ sind.
Fachkrﾖfie haben keine Autonomie, die fIir Auswahl von Arbeitsplatz oder Aktivitﾖten
sowie zur Bestimmung von Handlungen notwendig ist. Daher 1℃hlt es an einer soliden
inStitutionellen GI

⑤Es gibt keine organisierten
Group) ' '、daher  s ind

Qualifikationserwerb nicht gewahrleistet.
Die oben genannte Problematik hange eng mit den Aspekten zLIsammen, die bei der

Uberlegung der Professionalitat von Fachkraften sehr wichtig scheinen.

(2) Voraussetzungen und professionelle Kompetenzen (Professionalitit) der Fachkr勘価e

Die  notwendigen  VOraussetzungen  der  Fachkrafie  werden  fblgenderweise  definiert
(Japanese Association of Certified Social Workers 2009: iii; Hiyori 2016; s. MUller 2011 :
957-958)：

／

1 )  svstematic theorv 2) bestimmte Ausbildung und praktische Ubungen診 一 一
3)  professional authority 4) ethical codes

- 〃
5)  community sanction 6) professional culture.
Mizuno ist der Auffassung in seiner Studie, dass die Mangelhaftigkeit del･ oben genannten

- Universitatspersonal, Mitarbeiter der Gemeindhauser, Kuratore'1, Bibliotheka'､e
-  Mitarbeiter/innen  freier  Trager  wie  NPO-Mitarbeiter:  Institutionen,  Tragern  und  Einrichtungen  zur
Verselbstandigungshilfb junger Menschen unterstiltzen; Gelegenheit fUr Ausbildung von ehrenamtlichen
Multiplikatoren und Unterstijtzung im sozialen Nahraum bieten

◎ R o l l e p r o f s s i o n e l l e l

- Entwicklung und Umsetzung der F6rderprogramme fiir Kinder und Jugendliche mit Schwierigkeiten
- Koordination von Aktivitaten und Ressourcen fUr Kinder- und Jugendhilfb
- Fachkrfifte, Mitarbeiter/innen fjr Kinder- und Jugendhilfb sowie ehrenamtlichG Multiplikatoren ausbildem
- Sich aktiv engagieren im sozialen System = ein fbrderndes Umfbld schaffbn!

in der Gesellschaft spielen
Uber  Fachwissen  und  -kompetenzen

ist noch nicht klar definiert: es

､､Fachkraftegruppen von Jugendarbeitern (Youth Workers

Folt-  und  WeriterbildunRsm6glichkeiten

Fachkrafe (YW-Pro )

verfUgen .

･undlage.

n a c h  d em
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Vbraussetzungen fnr Fachkrafte (1) - 6)) eine Problematik der Aus-, Fort- und Weiterbildung
darstellt. FoIgende Faktoren seien ein essentieller Tbil ihrer VOraussetzungen: ,,systematische
Theorie (systematic theory)", die Fachkrafie verfUgen sollen; "Ausbildung und praktische
Ubungen",  die  auf systematische  Theorie  basieren;、､Professionsautoritat6G,  die  durch
ALIsbildung  und  praktische  Ubungen  erworben  wird;  ,,Kodex  der  BerufSethik"  sowie
､､Handlungsleitlinien",  auf  die  sich  Fachkrafte  stUtzen  sollen;  ,,gesellschaftliche
Anerkennung (community sanction)", die durch Praxis gewonnen wird ; ,,Organisation", die
Kultur von Fachkraftegruppen pHegt und weiterentwicke1t.

Des Weiteren definiert Mizuno die Fachlichkeit (ProfEssionalitat) in der Kinder- und
Jugendhilfb wie fblgt:  "Die Fachlichkeit (Professionalitat)  soll einen  strukturierten  und
theoretischen Rahmen besitzen, um die UnterstUtzung von Kindern und Jugendlichen zu●●
erm6glichen, und erfbrdert ein gewisses MaB an Ausbildung und praktischen UbungenG6. Zu
professionellen Kompetenzen, die die Fachlichkeit (Prolbssionalitat) ausmachen, zﾖhlen die
unten genannten vier Faktoren. Im Allgemeinen werden allerdings ofi nur fblgende drei
Faktoren genannt: Knowledge (Wissen), Skill (Kompetenz) und Mind (Werte) (Iwama 2016,

、

u. a.) .

Knowledge  (Wissen):  Kenntnisse  Uber  soziale  Systeme,  Ressourcen  sowie■

Problematik im ZLIsammenhang mit Kindern und JLIgendlichen.
Skill (Kompetenz): Kompetenzen, um Herausfbrderungen zu meistern: Arbeit an■

lndividuen, Gruppen und Systemen.
Mind (Werte): ldeen, Gedanken und Philosophien, die den Tatigkeiten zugrunde■

l iegen.
Sense (Sensibilitat): Sensibilitat, die fUl･ situative Anfbrderungen wie das Entdecken■

sozialer BedUrfhisse notwendig ist.
Es gibt einige L6sungsansatze, angefangen von den Forschungsprmekten des Autors, bei
denen die oben genannten Faktoren bewusst behandelt werden.

(3) Neue T℃ndenz VOn Aus-, Fort- und Weiterbildung
AIs neuer Trend sind die fblgenden PrQjekte im Gange:

①,,AuSbildungSkurS fiir JUgendarbeiter" vOn KyOtO City YOuth SerViCe FoundatiOn:
seit 2008, zweimal im Jahr (im August und Mirz)

② AusbildImgSkm･Se vom Kabinettsbiiro: seit 2010
,,Ausbildungskurs fUr beratende Fachkrafte fiir Kinder und Jugendliche wie NEETs und

Hikikomorif (im Marz 2011); ,,Schulung von beratenden Mitarbeiter/innen 6ffentlicher
Organisationen  fiir  Kinder und  Jugendliche  mit  SchwierigkeitenG@  (20 1 2-20 1 6,  im
Oktober jeden Jahres); ,,Schulung voI1 beratenden Mitarbeiter/innen privater Trager fUr
Kinder und Jugendliche mit Schwierigkeiten､< (2012-2016, im Dezember oder Januar
jenden Jahres); ,,Schulung zu Beratungsdiensten  in beteilichten Organisationen der
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Kinder- und Jugendhilfe" (seit 2017), ,,interdisziplinare AusbildungG@ (seit 2017),
"Seminar  zur  aufSuchenden  Kinder-  und  Jugendhilfe"  (seit  20 1 0,  fIinfiagiges
Vbrbereitungsseminar, siebentagiges      Praxisprogramm      und      dreitatiges
Nachbereitungsseminar).

③,,Japan  YOuth  and  youth  workerS  COoPeration  Forum"  (Abk.:  JYC-Forum,
gegrindet am O6. 11. 2017)
Der Beginn dieses Forums war der ,,Nationale Verbindungsausschuss fUr Kinder- und

Jugendhilfe6G, der im Jahr 2005 den Status der Rechtspers6nlichkeit erworben hat. JYC-
Forum veranstaltetjedes Jahr ein Nationales Austauschtreffen mit Praktikem.

Punkt  O  beSchtiliigt  Sich  vorwiegend  mit AuSbilduilg  und  Schulungen,  auCh  fiir
ehrenamtliche  Multipulikatoren.  Punkt  @    hat  einen  starken  Charakter  der
Mitarbeiterschulungen wie Fort- und Weiterbildung. Punkt O richtet sich aufdie Schaffilng
von  Gelegenheiten  zum  Austausch  unter  Fachkraften  sowie  zur  Bekanntgabe  ihrer
Erkenntnisse. Diese Gelegenheiten werden von vielen Tragern und Fachkrafien genutzt.

Zur lnfbrmation m6chte ich hier eine Qualifikation nennen, die seit Anfang der 2000er Jahre
unter der Zustandigkeit der Regierung als notwendig geworden ist: ,,betreuende Helfer fUr
Kinderhort nach dem Unterricht", eine Qualifikation, die seit 20 1 5 vom Ministel･ium fiir

Gesundheit, Arbeit und Soziales durchgesetzt wird (Kansai Kodomo Bunka Kyokai 20 1 5).
Allerdings weisen die Forschel･ darauf hin, dass es einen Spielraum zur Uberlegung fiir die
zur Sicherstellung der Professionalitﾖt

praxisbezogene Aktivitaten und die Forschungen vom ,,Verband pagagogischen Personals in
Schulhort6& sowie der ,,akademischen Gesellschafi fiir Schulhort6､ nicht ausreichend
berUcksichtigt werden!! (Kawano/ Matsuda/ Minamide 2016). Hier noch zu nennen sind
"YOuth Adviser@@ (vom KabinettsbUro

gezielte Hilfe und SuppOrter and

WorkerG&  (Verein  zur  Zertifizierung  von  padagogischem  Fachkraften)  fiir  universelle
UnterstUtzung. Jede bieten kein Gesamtbild und keinen Rahmen iilr die Fachkrafte in der
Kinder-und JLIgendhilfe. Das spiegelt das Fehlen eines klaren Bereichs der Kinder- und
Jugendhilfe in Japan wider. (Tbkio Gakugei University, Padagogische Hochschule Nara)

(4) Konzepte zur Stirkung der FachkOmPetenzen (PrOfessionalitit)
lm  Verbindung  mit den  oben  genannten  Konzepten  werden  die  fblgenden  Prqekte

durchgefUhrt, in denen die als Vbraussetzungen der Fachkraife notwendige ,,systematische
Theorie", die daraufbasierenden "Ausbildung und praktische Ubungen", den einzuhaltenden
,,Kodex der Berufbethik" und die ,,OrganisationGG, die Kultur von Fachkraftegruppen pflegt
und weiterentwickelt, bewusst praktiziert werden:

Childrcn's SuDDort

gabe,  wie zum  Beispiel  die nltsache,  dass die

Beratende Fachkrafte fnl･ Verse l bstand igungsh i lfe) ifir
､Children's Partner｡ Children 's
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①

②

③

National Youth Worker Council (Vorbereitungskommission) (2019): " "" jW4J･be"
加 咋 r師 "火搾 “ ” J j 4 g e " ” " / を？一B e ”た ﾉ eα " s〃 F " " e " "  ( H r s g . :
Forschungsinstitut fiir Ausbildung der Fachkrafie in der Kinder- und Jugendhilfe,
Nara  University  of  Education,  Ausbildungszentmm  fiir  Lehrer  nichster
Generation)
Dieses Lehrmaterial fiir Ausbildung fiir Fallstudien (Arbeitsheft) umfasst sieben Falle
fnr  Fachkrafie  und  fIinf  Falle  fiir  FUhrungskrafte 'o・Jeder  Fall  setzt  sich  aus
Falldarstellung, Beispielen von L6sungsansatzen durch Fachkrafte (4 Modelle) und
Kommentarell zu den Beispielen zusammen.
Griindung､YOuth Worker Council: am O1・Juli 2019
§2 der Satzung der Konsultation definiert das Ziel des Councils: ,,Dieses Treffen ist

eine ZLIsammenkunft von Praktikern, die im Bereich Kinder- und Jugendhilfe tatig sind.
Das Ziel besteht darin, dass Mitarbeiter/innen in der Kinder- und Jugendhilfe (F6rderung
der  Entwicklung junger  Menschen)  durch Austausch  von  Praxiserfahrungen  ihre
Fachkompetenzen  starken  (Professionalitﾖt  erh6hen),  ihre  praktische  Ttitigkeiten
verbalisieren (Empowerment) und h6here gesellschaltliche Anerkennung gewinnen".
Zu den Kernmitgliedern bei der Griindung geh6ren Mitarbeiter/innen von Sapporo
YOuth & Women's Activities Association (SYAA), Yokohama YOuth, Nagoya Yousquare
Consortium NIK｡ Kobe Youth Net und Kvoto Citv YOuth Service Foundation.

ジ ジ

, , """"600k ZJ"･ 4 "$〃〃""gl)0"F"e"”域e〃ノ〃火『唖"火r-  """"ﾉ"ge"伽j"-
9e"zei"$α"zeGr""〃age66, Hrsg.: Forschungsinstitut fiir Ausbildung der Fachkriffe
in der Kinder- und JugendhilfE (2020, PrObefaSSung)
(siehe Website des Forschungsinstituts: https://ipty2014.wixsite.com/mysite/2-l)
Erstellt wurde dieses Handbook auf der Grundlage von den Faktoren in der Tabelle 2

,,Wissens- und Kompetenzelemente (Entwurf)" (s. Unterlage), die die Methodik in der
Kinder- LInd Jugendhilfeund die Ausgestaltung eines Rahmens fiir Fachkompetenzen
(Professionalitﾖt) zusammenfasst (Ikuta 2021). Die Erstellung des Handbooks hat die
Absicht, eine Probefassung von Lehrmaterialien fIir Aus-, Fort- und Weiterbildung
bezUglich  auf Basiswissen  ("gemeinsame  Grundlage"),  Methodik  und  Werte  der
Fachkraften und Multiplikatoren in der Kinder- und Jugendhilfe auszuarbeiten.

IO Dic Fallstudicn sind in zwci Tcilcn gcgliedert:
7 Fal le lnr Fachkranc: O Betreuung von Gruppcn aus ､lunior-I-l igh SchUlern, die gew6hnlich rauchen, @

Veranstaltungcn organisiercn:､iunge Menschen als Organisator,    gute Umgangsibrmcn in Einrichtungell (z.B.
Miilltrennung),  @  Funktion als ,,/b"/zo",  @  Konniktschlichtung zwischen Gruppierungen．⑥Uberlegungen bei
dcr UnterstUtzung von Zukunlistraumen der Kinder ung Jugendlichen, @ Beziehungcn zu Schulcn
5 Falle ltir FUhrungskrafie: O l-Iilfb liirjunge Menschen, die sich auBerhalb der Zieigruppe bcnndcn, bci PrQicktcn
fUr eingeschrankte Zielgruppe, @ Ma6nahmen liir Falle, in denen die Fachkrafic aufgefbrdert werdcn. etwas anderes
zu tun, als in den Regeln festgelegt ist, @ Auseinandersetzung mit High School SchUlcm, die Tendenz aufWeisen,
auf eine bestimmtc Fachkrafi angewiesell zu sein,  @  Umgang mit jungen Menschen, die dcs LadendiebstahIs
verdachtigt werdcn, und Wachpersonal, @ Nutzung der Einrichtungen von tattowierten jungen Menschen

- 3 3 -



lm ZLIsammenhang mit den Vbraussetzungen fiir Fachkraffe, die im Abschnitt 2 erwahnt
wurden, lasst sich zusammenfassend wie fblgt sagell: Bei  O  handelt es sich um die
Erstellung  eines  Arbeitshefies  zum  ,,Kodex  der  BerufSethik6､,  zul･  ,,systematischen

■ ●

Theorie" und fIir darauf aufbauende ,,Ausbildung und praktische Ubungen66 mit dem
Schwerpunkt  Kinder-  und  Jugendarbeit.  @ setzt  sich  die  Etablierung  von
"Organisation.｡ zum Ziel, die Kultur von Fachkrafiegruppen pflegt und weiterentwickelt. O
beschafiigt sich mit der Ausarbeitung von Lehrmaterial ien fiir ,,gemeinsame Grundlage66, die
die ,,systematische Theorie6@ zugrunde legen, und fiir darauf auibauende ,,Ausbildung undGG
praktische Ubungen66.
Aus diesen Auseinandersetzungen ergibt sich die L6sungsfindung fiir fiinf Problematik,

auf die Mizuno in seiner Studie hinweist (2009: 1 58), das heiBt, geringe gesellschaftliche
Anerkennung  der  Berufb,  schlechte  Strukturierung  von  Wissen  und  Komepetenzen,
mangelhafte Plausibilitﾖt von Ausbildungsprogrammen, unklare Handlungsleitlinien sowie
noch nicht fEst organisierte Fachkraftegruppen.

Fazit: perspektivische Herausibrderungen der Forschungen
In den Studien kOmmen:

der Schaffilng eines Rahmens in der Kinder- und Jugendhilfe, G●
der Sicherstellung der professionellen Kompetenzen der Fachkrafie, UberprUfilng ihrer
Qualitat und Kompetenz (Professionaliat und Fachkenntnisse und - Kompetenzen von
M itarbeitern),
dem damit einhergchende Sinn der ,,Rolle der Sozialpadagogik66' ' .

eine gr6Bere Bedeutung zu. AulBerdem werden in den Studien die verschiedenen Aspekte
der sozialen Arbeit wie Psychotherapie, das Wohl der Kindern und JLIgendlichen, Schutz
der psychischen Gesundheit, Sicherstellung der medizinischen Versorgung und berunichen
Integration in Betracht gezogen. Die Studien weisen gleichzeitig aufdie Gcschichte, Praxis,〆
Bedeutung, M6glichkeiten und Herausfbrderungen von (sozial)padagogischen Ansatzen im
Kontext del･ Kinder- und Jugendhilfb hin. Hier liegt die ,,sozialpadagogische
HilfeG@ zugrunde, die in der Sozialpadagogik (social pedagogy) in Deutschland ihren
Ursprung findet.
Apropos: Die Sozialpadagogik bedeutet in Japan einen aulJerschulisch organisierten

Bildungsbereich (Social Education Act: Artikel 2) und wird in auBerschulischen
Bildungsstatten (Kultur- und BUrgerzentren, Bibliotheken, Museen) sowie in den
Organisationen oder Vereinen fiir Erwachsenen- und Jugendbildung praktiziert. Im
breiteren Sinne wird die Sozialpadagogik in Japan cher als ,,non-1brmelle" Bildung zur

I I  Hypothetisch lasst es sich  in fblgende  vie'･ Aspekte  kategorisieren :  a.  UnterstUtzung strukturell in  ihrex
Gesamtheit  erfassen,  b.  Empowerment  und  Gesichtspunkt  der  Hilfe  sichel･stellen,  c.  Rahmen  zur
Verselbstandigung schafibn, d. gemeinsame Grundlage fUr Fachlichkeit (Profbssionalitat) in der Kinder- und
Jugendhilfb bilden
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Selbstentfaltung und fijr gemeinsame Bildung verstanden, die sich auf ,,Freiwilligkeit66 der
Kinder, Jugendlichen und Erwachsenen stUtzt. Kinder- und Jugendhilfe in Japan entspricht
im breiteren Sinne einer der vielen Facetten von aul3erschulischer Bildung und wird als
solche im Kontext der Entwicklung von interaktiven Lemaktivitaten mr lndividuum,〃
Gruppen und Gemeinschaften betrachtet. Im Bereich der Sozialpadagogik in Japan geh6ren
hauptsachlich Autonomie und Selbstbestimmung, bzw・Selbstbildung und Selbstandigkeit
zu den Forschungsgegenstanden, die mit sozialpadagogischen Ansatzen und Sozialarbeit im
Zusammenhang stehen.
AIs unsere zukUnftige Forschungsaufgaben sollen, auf drei Ausgangspunkte der Kinder-

und Jugendpolitik basierend, auf die Systematisierung der Kinder- und Jugendhilfe als
,dritte lnstitution: mit ausreichender Rechte bes. fiir Junge Leute ab l 8. LebenSjahr
fbkus i e r t .

Unterlage:  Tabelle l  ,,Entwicklung  der  politischen  Mal3nahmen  in  der  Kinder-  und
Jugendhilfe6@

Gegen l992:  Zusammenbruch der Blasenwirtschaft
1 997 :  Anderungen des Kinderwohlfahrtsgesetzes: Gesetzgebung fIir Kinderhort
1 999 : Abschafiilng des Gesetzes zur F6rderung der Ausbildung und Qual inzicrung von jungen BerulStatigcn;

"Nationalcr Plan fiir die Entwicklung und F6rderung von Kindem und Jugendlichen im sozialen Nahraum@｡ (3 Jahrc)〃
2002: MEXT: Expertenkonferenz fIir umfassende Forschung zur F6rderung der ,,cα花g/､ ecl"cα"o"" (Berulborientiel･ung)
2003 : ,,Plan zur UnterstUtzung der Verselbstandigung von j ungen Menschen"
2004: Job Calb (spater an P戒たkturen Uberlassen)……Beginn der UnterstUtzung von berullicher lntegration jungcr Mcnschen;

"F6rdelprqjekt zur Sicherstellung von "16"Izo6& im sozialen Nahraum6( (3 Jahre)
2006: lokale Jugendhiliestationen ,,Support StationC､
2007: ,,Plan zum Angebot Nachmittagsbetreuung fiir Kinder und Jugendliche nach dem Schulunterricht" (Zusammengesctzt von

"KindertrefT zur Nachmittagsbetreuung6: und ,,Kinderhort nach dem Schulunterl･icht (SchulhOrt)")
2008: Weltfinanzkr ise

2009: ,,PrQjekt zur F6rderung von Ma6nahmen liir Hikikomori6@ -> Lokales UnterstUtzungszentrum fUr Hikikomori
20 1 0: Inkrafisetzung des ,,Cesetzes Uber die F6rderung von UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichene､ ->

Ausarbeitung der ,,Vision fUr Kinder und Jugendliche6｡
2010:  Modellprqjekt Pcrsonal Support Service
201 1 : Gesetz zur UnterstUtzung von Arbeitssuchenden
20 1 1 : Bericht des Nationales Bildungsrates ,,Die Zukunif der Career Education sowie BerufSorienticrung in der schulischcn

Bildung66

2013 : ,,Gesetz zur F6rderung der Bekﾖmpfimg der Annut von Kindern und Jufendlichen､ (Inkrafisetzung April 201 5)
2013 : ,,Gesetz zur Verselbstandigungshilた伽r Menschen mit finanziellen Schwierigkeiten:@ (Inkraltsetzung April 20 1 5)
20 1 4: ,,Allgemeiner Plan zum Angebot Nachmittagsbetrcuung inr Kinder und J ugendliche nach dem Schulunterricht'';

Minieterium lYjr Gcsundheit､Arbeit und Soziales, MEXT
20 1 5 : "Gesetz zul･ F6rderung der Beschahigung j unger Menschen'' (Gesetzesnovelle von ,,Wohliahrtsgesetz liir junge

Beschiiltigte6. etc.)
2015 : Teilweise Anderung dcs ,,Gesetzcs Ubcr die Wahl der Offentlichen Amter6@ etc. -> Stimmrcchtsalter: ab dem l8. LebenSiahr
20 1 5 :  Bericht des Nationales  Bildungsrates  ("Tcam  Schule",  Koopetation zwischen  Schule und  dem  sozialen Nahraum，

Verbesserung von Qualitat und Kompetenzen von Lehrkrafien)
2016: Novelle des Kinderwohlfahrtsgesetzs (auf Grund von der UN-Kinderrehctskonvention ,,das Wohl des Kindes lnr alle

KinderG､ eindeutig definiert)／
2016: ,,Gesctz zur Sicherung von Bildungschanccn6$
2016: ,,Grundlage zur F6rderung der UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichene､ (Beschluss der Zentrale zur

FOrderung der UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichen)ノ
20 1 8: Anderung des BUrgerlichen Gesetzbuches; Volliahrigkeit mit l 8 Jahl･en -> ab 2022
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Unterlage: Tabelle 2 ,,Wissens- und Kompetenzelemente (Entwurf)"
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Kompe-
t e n Z e n

FaktoI・en

Anst i tzcA・Universal ServiCe (Kinder- und
Jugendarbeit, Planung voii Seminaren und

Wranstaltungen, etC.)

B,TargetServicc(加自endsozialarbeit,bemnichelntegration,HilfbfnrNEE脂，
Hikikomori、schlIlabscnte Kmdcrundjugendlichc,etc.）

I E r歯 s -

sungder
Heraus-
fbrde-

rungen
i n d c r

K i nde r-
und

Jugend-
h i l化

I-I Verstchen der Geschichte im Zusammcnhang mil Kindem und Jugendlichen, Kinderrechte, Gesetze, Kultur sowic
MaB n a hme n

I-2 Vcrstchen des Basiskonzcptcs der Kinder- Imd JugcndhiⅡも(SelbStwertgeliihl, Dialog, ,,/6""o", Vbrselbstandigung) und
Verstchen der padagogischen und sozialptidagogischen MaBnahmen
I-3 Verstchen gegellwartiger Herausfbrdcrungen in der Kinder- und Jugendhilfe (Schulabscnz, I-Iikikomori，
EntwicklungsstOrung, Kindeswohlgeihhrdung, Armut, etc.）
I-4 VCrstchcn dcr Kinder- und Jugendhillもals ,,drittc institLItion6､ basicrend aul､Trends im ALIsland
I-5 Verstchen sozialpadagogischer (und medizinischer) Aspekte in der Kinder- und Jugcndhilfe

W i s S e n u n d

Nねrstehcn

1-A-I Organisation und Planung der Kindcr-
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sung und
N ut-

zung
V O n

Meth o-
dik der
H i l 企
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Ⅱ-31-1i'た,diesichauf､GestaltungvonGruppenundCommunltyorientiert：vieI制tigeSpiele,KulturundAktivi脳にnlm
Freien;AnleitungderGruppenarbeit,ctc・
Il-4Dwchfiihrungvon Rellexion,ErstcllungundAnordnungder DokumentationdcrFalle

晩1．stehen

derZiele，
Hil侭一

mc I h o d c
II-A-I Hilfe fiir Kindcr und JuRcndiiche bei
LemcnL I nd Ak t i v i t a t en

II-A-2 Methodik Leadel．, MethOdik JuniOr
Leader

II-B-1 1℃chnik zII psychologischen Assesments､Beratungen sowie Therapien
II-B-2 Kontinuieriiche Hilfb itir Kinder und Jugendliche mit Schwierigkeitcn
bis zur Verselbstandigung einschl. aufSuchellder Hillb
II-B-3 Tcchnik zur Familicnhilた､zum Eltcrntraining und zum offenen Dialog

I I I
Soz i a l e

Kompe-
t e n z c n .

To l e -
r a n z ・

Koope-
r a t l o n

l KoopeI･atlon miIBeteiligに､,FachkI･ancnundbetciiigtenInstitutionen wicSchule,Aufbauund NutzungvonNetzwe1.k
-2FrUhereErkennungvon Kindeswohlgc値hI･dung,KooperatIon mitbeteiligtenlnstitutiollen wic Kinderbel･atungssteⅡe
-3Erfassungvonldeenund恥chnikzurBel･ufmgundFnhrungeInerFallkonferenz
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恥1 .b i l l d un2
Dive I･S i t i i t
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sozialen Nahraum oder in Schulen;
Koopcration mit betciligten lnstitutiollen ilir
die Kinder- und Jugcndhilfe, ALI化auvon
Ne t z w e r k

III-B-1 KooperatioI1 vom lokalen Ausschuss mr Kinder- und Jugendhilfe und
lokalen Netzwerk mr HilfSmaBnahmen schutzbedUrniger Kinder, etc.:
FOrderung von lnibrmationsaustausch, Koopcration un(I Koordination

I V
Manage-
m e n t - u n d

F u h -
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kompe-

t e n Z

IVg l Gcsamtkoordination und Entwicklung voll HumanrcssoLIrcen; Sammeln und Teilen von Know-hoIh
IV-2 Wahrung des Onbntlichen Charakters voll P呵ektcn
I V-3 M anagementgrundlage und F Uhrungskompetenz
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_ - 1 ,

Professor: Nar臼University of Education

Schule一・Teilhabeandie Gesellschaft(wieberuflichelntegration）
(Institution2）

含
-6ie " dritte Institutid"-一Die"dritteInstitution，，̅……-

『 一K1℃at八,cundklllIuI．GⅡ§Ange”tc -Hil企ml･SchuIvelwelgcに1.,Hikikomori
: -SpOr{､F1･cizcim【】gcmIcusw. -HiⅡbInrKindcru,JugEndlicl1cmil

Bcl'indcIungcn
曽 一Outdm｣･-Ak【ivi【nlcI1 -HiⅡbmrDdinquenz･Slmn飢bCgan邸llC

Kindcru,Jugendlichc
: -UmwclIpiidagogi"IlcAngcbo唾 -1111tとbci･ﾍnnu【

： 一In tcn l a I i on411crAus魁usch -Ibashom『KiI]dcru､Jugcndlich唖liIl
; ］ i u l t i k u l l u r ビ Ⅱビ ｰ u n d schwiビrigEnL磑牝1151出g”
： M e n 虻 h c n 『 “ h [ “ k 〔 M 画 に 、

: 一B瞳miSoriせ【1t【ぜIu皿 一 H i 眠緬 r b e n a E h に i l i g に K j n d c r U I 1 d

l-EhTc11amtliEhc5En皿Rcmcl1t                  Jugcndlichewicz.B･AU51mdcr
,､､翁FErskⅡun“､"Ib"h(>"BGmlungun p
---：Abb.1 Uberblick Kinder= und JUgendhilfe aIs '.die dritte Institution ''，''..̅ ...‘‘-.‘...‘...,‘‘,,̅ ̅̅ .｡̅ .̅‘...--..-----.‘.--..-.-....''....̅ '......̅ ....̅ ̅̅ .̅..̅ ．,̅Abb.｛UberbMckKinder-undJUgendhiIfeaIs’､diedritteInstitution”

( Entwurf>

2｡ Geschichte der Kinder- und Jugendhilfe in Japan
(1) DreI Ausgangspunkte der Kinder- und jugendpol"k
･  F6rderung zur Gruppenbildung wie Kinder- und ｣ugendkreise, Kinder- und ｣ugendbildung wie
Ausbau von auBerschulischen Bildungsstatten wie｣ugendnaturhaus (Ministerium fUr
Erziehung und Bildung, Kultur) Sport Wissenschaft und TEchnologie: "MEXT">

･  Ma8nahmen zur Verbeugung von Delinquenz: Kinder- und ｣ugendarbeit im Sinne des
gesunden Aufwachsens (KabinettsbUro>

･  Angebote in Kulturzentren fUr junge Berufstatige sowie UnterstUtzung durch beteiligte soziale
Organisationen (Ministerium fUr Gesundheit, Arbeit und Soziales).

○1 960er～70er ……hohes Wirtschaftswachstum, "Wohlfahrtsstaat''
･  Ausbreitung der Umweltverschmutzung und der Verschlechterung der

Kinderbetreuungs- / Kindererziehungsumgebung
･  EintrittsprUfungskonkurrenzstress
･  KrisesgefUhl, dass drei Beziehungen (Zeit, Raum, Freunde) von Kindern geraubt werden

- nicht ausreichende Spielplatze, Zunahme der Nachhilfsschule usw.
○1 980er～Mitte 90er ･･････neol iberale Sozialstrukturreformen starten

･ Bestellung von Abweichungswerten…1 979 Common Primary Test (spater National
Center Test for University Admissions)

･ Schulgewalt, Schulverweigerung, Mobbing etc. machen sich in der Schule bemerkbar一→
Alternative Freie Schule (1 985, #Tokyo Schule' etc,)

･ Beruhigender "IbaShox Aufenthaltsort.･; Interesse fUr die KonveI､tion aber die
Kinderrechte (1 989) und die Beteiligung von Kindern
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ISchwerpunkte unsererForschungsarbeit]
1.  Betrachtung der Strukturen einer
"dritten lnstitution" (Abb. 1 )

2. nicht nur gezielte HilfSmaBnahmen(O),
sondem auch UnterstUtzungen umfassend
("universell") (@) in Betracht zu ziehen

3.  Definition der Problematik der Kinder-JF
und Jugendhilfe als ,,vier Defizite..
I.  Mangelnder  Ausbau  einer  umfassenden

,,dritten  Institution"  neben  der  Familie
und  der  Schule,  die  den  Kindern,
Jugendlichen  und jungen  Menschen  bis
um 30 Jahrigen Hilfen anbietet.

11.  Zu wenig ,,Fachkrafte.., die Hilfe leisten.
I11. Es    ist    kein    Wissenschaftsbereich

etabliert, der diese lnstanz unterstUtzt.
Iv. Nicht ausreichende  Rechte  der Kinder-

und Jugendhilfe

4.  Entwicklung der Professionalitat der
Fachk r白f te

／･ ･ ･ ･ … " ･ 一宇〆 吋男鞠
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2．Geschichte der Kinder- und Jugendhilfe in Japan
(2) Entwickiung seit d" 1990er Jahren) Auswirkungan der Wirtschaft
○Mitte l990er～2000er ･ ･･RUckgang der Geburtenrate, zunehmende prekare Beschaftigun9
,,Grundlage zur FOrderung der UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichen" (201 6) zeigt:

｡ FamiljG:ZunahmevonAlleinerziehenden-Haushalten，Kinde｢armut,Kindesmissbrauchetc.
･ Gemeinschaft:AbnahmederNachbarschaftsbeziehungen,AbnahmederBeteiligungsquotevonKinderve｢elnen,Erwartungandie

Gemeinschaftsbeobachtungsfunktion
oInformatlons-undKommunikationsumfeId:MobbingUberSNS,泥rbreitunglllegalerundsch白dIicherlnformatlonenjNotwendigkeitder

Info｢matlonsmo｢aIerziehung
o B“chaf蝿L暁gらたr3nderungenderWirtschafts-undSozialstruktu｢durchGIobaIisierungundlnformatisierung,Destabilisierungdurch

ZunahmederunregelmaBigenBeschaftigung(einDrittelallerEFwerbstatigen),EinkommensrQckgang

Die japanische Gesellschaft, die sich unter der ,,marktfundamentalistischen'' PoIitik der l980er und l990er jahre, die auf eine
Bildung der ,,kleinen Regierung" abzielte, zu einer "GeseIIschaft mit Ausgrenzungen" mit der immer grOBer werdenden Schere
zwischen Arm und Reich entwiCkelt hat, Sieht sich mit der Notwendigkeit konfrontiert, wieder ein gewisses Mall an
"|nkIusion" anzustreben, um die "|ntegration junger Menschen in die Gesellschaft''zu erm6glichen (Komikawa 2010).

MaBnahmen der Kinder- und Jugendhilfe:
･  Aufbauen des Strategiekongress in der Regierung:. "Plan fUr Verselbstandigung junger Menschen4' (2003)

= in jeder Prafektur "Job-Cafes,'(2004), lokale Jugendhilfestationen @'Support Station''(2006), F6rderung der
Career Education, Empfehlung von Arbeitsplatzserlebnis in der Klasse 8 Von MittelSchule etc.

･  ,,Gesetz Uber die F6rderung von UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und Jugendlichen" (2009)
･  .,Vision fUr Kinder und Jugendliche"(2010)
･  "Gesetz zur F6rderung der Bekampfung der Armut von Kindern und Jufendlichen" (2013: Inkraftsetzung April 2015)

･  ,,Gesetz zur F6rderung der Beschaftigung junger Menschen" (201 5: Gesetzesnovelle von "Wohlfahrtsgesetz fUr junge
Beschaftigte" etc.) ugW.

一 In " den  letzten  Jahren  lasst  sich  eine  konvergierende  Tendenz  beobachten,  dass  "Kinder-  und
Jugendhilfe" hauptsachlich vom KabinettsbUro geleitet wird.

＄

2｡ Geschichte der Kinder- und Jugendhilf｡ Japan霞鍵瀧
(3)驚縄twkklu ng稚載lde緬納熱-鍬Setzwlg vOm ,,Ge§錬z mber die縄『""" vDn Unterst"zImg und Entwickiurlg von
Kind2銅und jugendMchen'' (2()Cg>
○umfassende Anstrengungen

･  Zentrale fUr die F6rderung der UnterStUtzung und Entwicklung von Kindern und ｣ugendlichen die ,,Grundlage zur F6rderung
der UnterstUtzung und Entwicklung von Kindern und ｣ugendlichen - zur Verwirklichung einer Gesellschaft, in der alle Kinder
und ｣ugendlにhen gesund aufWachsen und unabhangig sowie aktiv tatig sein kOnnen'' (2016)

･  MEXT: ,,PIan zur SChaffung von ,,Schulen und Sozialem Nahraum fUr die nachste Generation'' (2016)
･  Ministerium fUr Gesundheit, Arbeit und Soziales / MEXT: ,,allgemeiner Plan zum Angebot Nachmittagsbetreuung fUr Kinder

und ｣ugendliche nach dem Schulunterricht" (2014)
..…･ "Hier wird ervvartet, dass die auBerschulische Bildung (Sozialpadagogik) eine koordinierende und verbindende
Funktion zwischen dem sozialen Nahraum und der Schule Ubernimmt und somit eine ,,erganzende" Rolle spielt. Die
,,Schule" soI| hier wieder im Mittelpunkt stehen."

Einrichtung von ,,lokalem Ausschuss fUr Kinder- und Jugendhilfe" (Stand: 31 .03.2021 )
§1 9 des Gesetzes zur F6rderung der UnterstUtzung und Entwickiung von Kindern und Jugendlichen (2009):
Anstrengungen fUr die EinfUhrung des Ausschusses sind erwUnscht一一一---eingerichtet l28 (/ 1 794)

P r a f e k t u r e n (eingerichtet 42/ insgesammt 47)
Einwohnern      (            13/            20)Stadten mitUberl Mio・Einwohnern                    l3／20）

（K o m m u n e n u n d G e m e i n d e n 7 3 ／ 1 7 0 4 十 2 3 S o n d e r b e z i r k e n d e r P r a f e k t u r T o k i o . ）

Diese Situation ist darauf zurUckzufUhren,
。 dass esinnerhaIb der Ve7waltung an elnem einheitlichen Verstさndnls dazu mangelt,welcher der drei PoIitikbereiche

A u s s c h f e d e r f U h r e n d s e i n s o l l u n d

･  dass es andere aber ahnliche Usse innerhalb von Kommunen gibt (wie Ortlicher Ausschuss fUr HilfsmaBnahmen
schutzbedUrftiger Kinder usw.)

Die "dritte; Institution$& funktioniert neben Familie und Schuie ais Bereich fiir die UnterstUtZ'jng beim (lbergang Schul:e-
Beruf Es besteht Bedarf an einer ganzheitlicheren und umfaSsenderen Perspektive. und die "dritte in誠迩湖on"ste縦
eine Fragestellung dieser Richtung dar.
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3. Zur Verbalisierung der latigkeiten in der Kinder- und jugendhilfe - L6sungsansatze fUr

(1)Geschichte im ()berbllcI隙』難聴鰄卿雛?測り噸§i卿i凱曲rb副セ
Entwicklung der fachlichen Ausbildung von Fachkraften in der Kinder- und ｣ugendhilfe
① Arbeitsministerium: Hochschulkurse fUr Fachkrafte aIs junge Berufstatige in der Kinder- und ｣ugendarbeit(1976-1998):

eine wegbereitende Ausbildung der Fachkrafte
②Youth Service Osaka: Fort- und Weiterbildungskurse sowie Forschungsseminar fUr Fachkrafte in der Kinder- und

｣ugendarbeit (1986-2000)
③P｢afektur Tbkyo: ,,Ausbildung5kurse fUr Fachkrafte in der Kinder- und ｣ugendhilfe (｣ugendarbeiter)" (2000)
④Prafektur Aichi, Abteilung  BUrger und  Leben,  Referat F6rderung sozialer Aktivitat:  ,,AuSbildungSkurSe fUr

｣ugendarbeiter'' (2001-2003, gegen 2006-2009)
⑤Youth Service Osaka: ,,Ausbildungskurse fUr ｣ugendarbeiterj' (2001-2017), seit 2018 ,,Ausbildungskurse fUr Leiter in der

Kinder- und Jugendarbeit'' (｣ugendleiter)
⑥ Ritsumeikan Universitat: Ausbildungsprogramm fUr ｣ugendarbeiter (seit 2006): Kooperation mit der Kyoto City Youth

Service Foundation (AbsoIventen des Programms haben einen vergleichbaren akademischen Grad wie der an Graduate
School in japan)

⑦ Universitat Hokkaido Graduate School of Education, Sapporo Youth & Women's Activities Association (SYAA):
,,Ausbildungskurs fUr ｣ugendarbeiter/ -leiter''(2007)

."…drei Niveaustufen: ,,Ausbildung der Fachkrafte‘$〃Fort- und Weiterbildung von Mitarbeiter/innen in der Kinder- und
｣ugendhilfeorganisationen" sowie "Ausbildung von ehrenamtlichen Multiplikatoren'′

Mizuno (2009: 158): "Es gibt zwar Ausbildungsprogramme fUr Fachkrafte, aber die Aufgabe von ,,Jugendarbeitern (Youth
Worker)" und deren Bezeichnung sind in breiten TEilen der japanischen Gesellschaft noch nicht richtig verankert''
① Ausgebildete ｣ugendarbeiter werden oft nicht so geschatzt, dass sie eine unentbehrliche Rolle f(jr die AufgabenlOsung

in der GeselIschaft spielen.
②Sie werden nicht anerkannt, das5 sie Uber Fachwissen und -kompetenzen (Professionalitat) verfUgen.
③ Die Evaluationsmethodik fU r Ausbildungsprogramme ist noch nicht kla r definiertj es lasst sich schwer beurteilen, ob die

Programme optimal geStaltet und hochqualitativ sind.
④Fachkrafte haben keine Autonomie, die fUr AuswahI von Arbeitsplatz oder Aktivitaten sowie zur Bestimmung von

Handlungen notwendig ist. Daher fehlt es an einer soliden institutionellen Grundiage.
⑤Es gibt keine organisierten ,,FachkraftegruppenivCn jUgendarbeitern (YOuth Workers Group)'', daher sind Fort.und

Weriterbildungsm6glichkeiten nach dem Qualifikationserwerb nicht gewahrleistet.

U. 4ur Verballslerung der latlgkelten m der KInder- und jugendhIIte"- LOsungsansatze
fUr defizitare Fachkompetenzen (Professionalitat)

(2) Vora"setzung電純und professicn域鱸Kompetenzen iprofess!onalitat) der Fachi"fte
Die notwendigen Voraussetzungen der Fachkrafte (Japanese Association of Certified social
Workers 2009: iiij Hiyori 2016j s. MUller 2011: 957-958)
1) SyStematische Theorie (sVstematic theory)      2) beStimmte Ausbildung und praktische Obungen
3)  prolbssional authority                              4)ethical codes
5)  community sanction                                  6) profGssional culture

Fachlichkeit (Professionalitat) in der Kinder- und jugendhilfe: ,,Die Fachlichkeit (Professionalitat)
soll einen strukturierten und theoretischen Rahmen besitzen, um die UnterstUtzung von Kindern
und Jugendlichen zu ermOglichen, und el-fordert ein gewisses MaB an Ausbildung und praktischen
Ubunqen!!

シ

professionelle Kompetenzen, die die Fachlichkeit (Professionalitat) ausmachen
vier Faktoren: im allgemein, Knowledge (Wissen), Skill (Kompetenz) und Mind (Werte) (Iwama 2016, u. a.)
･  Knowledge (Wissen): Kenntnisse Uber soziale SYsteme, Ressourcen sowie Problematik im

Zusammenhang mit Kindern und ｣ugendlichen.
･  Skili (Kompetenz): Kompetenzen, um Herausforderungen zu meistern: Arbeit an lndividuen, Gruppen

und Systemen.

･  Mind (Werte): ldeen, Gedanken und Philosophien, die den Tatigkeiten zugrunde liegen.
･  Sense (Sensibilitat): Sensibilitat, die fUr situative Anforderungen wie das Entdecken sozialer

BedUrfnisse notwendig ist.                                                            (:
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u. 4ur verbaI1sIerung der latlgkelten in der KInder- und Jugendhllte - LOsungsansatze
fUr defizitare Fachkompetenzen (Professionalitat)

(難蝿鋤燈灘寵｡enz vc" A蕊鳶-,溌"t-戦瀦欝We"r""蕊募
①"Ausbildungskurs fUr ｣ugendarbeiter" von kyoto City Youth Service Foundation: seit 2008, zweimal imJahr(im
Augustund M白『z）

② Ausbildungskurse vom Kabine廿sbUro: seit 2010
,,Ausbildungskurs fOr beratende Fachkrafte fUr Kinder und ｣ugendliche wie NEE1S und Hikikomori5" (2011)j ,,Schulung von
beratenden Mitarbeiter/innen 6什entlicher Organisationen fqr Kinder und ｣ugendliche mit Schwierigkeiten'' (2012-2016)j
,,Schulung von beratenden Mitarbeiter/innen privater Trager fUr Kinder und Jugendiiche mit Schwierigkeiten''(2012-2016);
,,Schulung zu Beratungsdiensten in beteiliChten Organisationen der Kinder- und ｣ugendhilfe''(seit 2017), ,,interdisziplinare
Ausbildung" (seit 2017), ,,Seminar zur aufSuchenden Kinder- und ｣ugendhilfe''(seit 2010)･

③"｣apan Youth and youth workers Cooperation Forum'j (Abk.; JYC-Forum, gegrUndet am O6. 11. 2017)

Zur lnformation: Qualifikationen usw｡

･  betreuende Helfer fW･ Kinderhort nach dem Unterricht:seit 2015 vom Ministerium furGesundheit,
Arbeit und Soziales durchgesetzt
." J'es gibt einen Spielraum zur Uberlegung fUr die zur Sicherstellung der Professionalitat, wie zum Beispiel die .htsache,
dass die praxisbezogene Aktivitaten und die Forschungen vom ,,Verband pagagogischen personals in Schulhort" sowie
der ,,akademischen GeselIschaft fUr Schulhort'' nicht ausreichend berUcksichtigt werden'' (Kawano/ Matsuda/
Minamide 2016).

｡  YOUth AdViSer: vom Kabine廿sbUro: Beratende Fachkrafte fUr Verselbstandigungshilfej fUr gezielte Hilfe
Q  Children's PartneII Children's Supporter and Children's Suppcrt Worker: vom verein zur

Zertifizierung von padagogischem Fachkrさften) fUr universelle UnterstUtzung

｣ede bieten kein Gesamtbild und keinen Rahmen fUr die Fachkrafte in der Kinder- und ｣ugendhillb.

U｡ 4ur verbaIIslerung der latigkelten in der KInder- und jugendh11te - Losungsansatze
fUrdefizitare Fachkompetenzen (Professionalitat)

(4) Konzepte zw Starkung "『茅蕊噂慰k憲韓溌篭t"}Ze"《診『●溌""蕊懲溌戟》
die  als  Voraussetzungen  der  Fachkrafte  notwendige  ,,systematische  Theorie'$  die  darauf  basierenden
,,Ausbildung und praktische Ubungen'# den einzuhaltenden ,,Kodex der Berufsethik'' und die ,,Organisation'#
die Kultur von Fachkraftegruppen pflegt und weiterentwickelt, bewusst praktiziert warden:

①National Ybuth Worker CouncII (Vorbereitungskommission) (2019): ,,Was ist Arbeit in der
Kinder-UndjUgendhiIfe？-BeiSPieleaUS12F訓en〃(Hrsg.:Forschungsinstitutfu｢Ausbildungde｢Fachkrafteinder
Kinder- und ｣ugendhilfe, Nara University of Education, Ausbildungszentrum fUr Lehrer nachster Generation)

②GrUndung Ybuth Worker Council: am O1. ｣uli 2019
Ziel( 5 2j Satzung): ,,Dieses Treffen ist eine Zusammenkunft von Praktikern, die im Bereich KInder- und ｣ugendhilfe tatig
sind. Das Ziel besteht darin, dass Mitarbeiter/innen in der Kinder- und ｣ugendhilfe (F6rderung der Entwicklung junger
Menschen) durch Austausch von Praxiserfahrungen ihre Fachkompetenzen starken (Professionalitat erh6hen), ihre
praktische Tatigkeiten yerbaliSieren (Empowerment) und h6here gesellschaft{iche Anerkennung gewinnen''．

③"Handbook zur Ausbildung von Fachkraften in der Kinder- und Jugendhilfe - gemeinsame
Grundiage"; (Hrsg.: Forschungsinstitut fUr Ausbildung der Fachkrafte in der Kinder- und ｣ugendhilfe (2020,
Probefassung)--- auf der Grundlage von den Faktoren in der Tabelle 2

→Bedeutungen ;
①Erstellung eines Arbeitsheftes zum "Kodex der Berufsethik'$ zur ,,sVstematischen Theorie'' und fUr
darauf aufbauende ,,Ausbildung und praktische Obungen''mit dem Schwerpunkt Kinder- und ｣ugendarbeit
②Etablierung von ,,Organisation" zum Ziel, die Kultur von Fachkraftegruppen
③Ausarbeitung  von  Lehrmaterialien  fUr  "gemeinsame  Grundlage",  die  die  "sVstematische

g

Theorie''zugrunde legen, und fUr darauf aufbauende ,,Ausbildung und praktische Obungen''.
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Unterlage: Tabelle-WissenS- Und Kompetenzelemente (Entwurf)" (3748)

．r蕊蕊鑿舞 .． :． ‘ …・ ” ･ “
些蕊舞篝:f:.:工・,

Fazit: perspektivische Herausforderungen der Forschungen･ ニ ニ ー ェ - - 矛 ﾆ ﾆ ﾆ ｰ ﾆ ﾆ ｰ J 坪 - - 垣 _ ̅ _ ̅ _ ̅ -

- ℃ 2 ｺ 二 矛 シ ニ ー ュ - - - ｺ - - -

- - ’ ̅ ̅ 諄 - ｺ 二 ℃ 二 弓 ﾆ ｰ ﾆ ｰ ｰ 蕊 ﾆ ｰ ｰ L

螺:燕熟議
Schwerpunkte unserer Forschung:
o   Scha什ung eines Rahmens in der Kinder- und ｣ugendhilfe,
･  Sicherstellung der professionellen Kompetenzen der Fachkrafte, 0berprUfung ihrer Qualitat und Kompetenz

(Professionaliat und Fachkenntnisse und - Kompetenzen von Mitarbeitern),
o  die damit einhergehende Sinn der ,,Rolle der Sozialpadagogik''

verschiedenen Aspekte der sozialen Arbeit wie PsVchotherapie, das Wohl der Kindern und ｣ugendlichen, Schutz der
psychischen Gesundheit, Sicherstellung der medizinischen Versorgung und beruflichen lntegration

＋

,,sozialpadagogische Hilfe" ..….die in der Sozialpadagogik (social pedagogy) in Deutschiand ihren Ursprung findet
Hypothetische Kategorisierung:
3.  Unters"tzung strukturell in ihrer Gesamtheit erfasgen
b、Empowerment und Gesichtspunkt der Hilfe sに胸erStellen
c.  Rahmen zur Verselbstandigung schafkn
d｡  gemeinsame Grundlage fUr fachIIchkeit (PTofessionalitat) in der Kinder- und jugendhilfe

Kinder- und ｣ugendhilfe in japan entspricht im breiteren Sinne einer der vielen Facetten von auBerschulischer Bildung und wird als
soIche im Kontext der Entwicklung von interaktiven Lernaktivitaten fUr lndividuum, Gruppen und Gemeinschaften betrachtet. lm
Bereich der Sozialpadagogik in japan geh6ren hauptsachlich Autonomie und Selbstbestimmung｣ bzw. Selbstbildung und
Selbstandigkeit zu den Forschungsgegenstanden, die mit sozialpadagogischen Ansatzen und Sozialarbeit im Zusammenhang stehen.

※ APrOPOs; Die Sozialpadagcgik bedeutet in jap己縄eInenauBerschulischoIganisiertenBildungsbereich(SocialEducationAct:Artikel2)und
wird in aulgerschulischen Bildungsstatten (Kultur- und BUrgerzentren, Bibliotheken, Museen) sowie in den Organisationen oder Vereinen fUr
Erwachsenen- und ｣ugendbildung praktiziert. |m breiteren Sinne wird die Sozialpadagogik in Japan eher als ,,non-formelle'' Bildung zur
SelbstentfaltungundfDrgemelnsameBildungverstanden,diesichauf"Freiwilligkeit''derKindeB｣ugendlichen und Erwachsenen stUtzt. '('
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3．ドイツにおける子ども・ユースワーク
法律、目標、課題、施設及び活動領域について一
]Kindeﾉ遙und Jugendalbe" /" Deuisc/7/and

H/nwe/se z"r GescI7/c/7ie, z"m Rechi sowie z" Z/e/e", A(ﾉ心abe",

E"7"cﾉ7m"ge" Lﾉnd AIbe/fsbeﾉe/cﾉﾌe〃

ヴェルナー・トーレ(Werner Thole)  (独・ドルトムント大学）
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ドイツにおける青少年育成（ユースワーク）
歴史、法律、目標、課題、施設および活動領域について

Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland.
Hinweise zur Geschichte, zum Recht sowie zu Zielen, Aufgaben,

Einrichtungen und Arbeitsbereichen

ヴェルナー。トーレ(Werner Thole)

ドイツおよび他の現代社会における子どもと青少年が直面している課題、要件、リスクと

期待は益々増え続け、そして変化している。子どもと青少年自身もこれを感じ、承知してい

ることでもあり、その中で自分たちを位置づけようとしている。多くの青少年は、時には挫

折を味わい、差恥心を排除し、隠さなければならないことがあっても、自分の、また世界の

諸問題を克服し､自律形成する主体は自分自身であると考えている(2008年Necke l参照)。

「企業的自己」(Br6ckling 2007)とは、多くの若者にとって自己実現はもはや、これまで
体験したことではなく、主として社会における自身の苦悩を隠しながら、新たな枠組みを与

え、日常が順調であり、また、自分たちに提供されている教育的課題も、生きている時を形

成するためにプラスになっているという考えから発している。(Thole&SChi ldknecht 2020

参照)。

子どもと青少年が日常経験、自己形成および世界への見方を実験的にそして社会教育的範

囲の中で広げ、試せる分野の一つが子ども・青少年育成活動' (ユースワーク)である。

子ども・青少年育成活動（ユースワーク）は子ども・若者支援(Kinder- und Jugendhilfb)
とは同一ではない。ドイツでは、子ども・若者支援には、子ども・青少年育成活動（ユース

ワーク）以外に、保育施設における教育、少年裁判における少年審判補助、家庭支援 家庭
内外における養育支援、教育的子ども・青少年保護が含まれる。
児童保護は主に青少年局が責任を負い、実施する。ただし、子供の保護には横断的に全ての

分野が含まれる。

子ども・若者支援の活動領域はドイツの「社会法典(SGB ) -第8編一子ども・青少年援

助」(BdJV202 1)において規定されている。

ドイツでは社会教育福祉士、ソーシャルワーカー、保育士並びに他の資格を有する人など

合わせて85万人以上が子ども・若者支援の様々な領域で働いている。およそ3万人が子ど
もと青少年育成(ユースワーク)の仕事に従事している。

’本講演は主に2つの出版物(Thole, Lindner &Pothmann 202 1a, 202 1b)に基づいて書かれており、そ
こから引用している内容は、本報告書では特に指摘していない。
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本報告では、ドイツにおける子どもと青少年育成（ユースワーク）の歴史の概要(1 )、法

的根拠(2 )、一般的な子供・青少年育成活動が行われる場所、活動範囲および事業(3 )、ユ

ースソーシャルワーク（4）について説明し、更に、一般の子ども・青少年育成活動の目標

を紹介し、議論する(5)。

l 子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の歴史的変遷

青少年(ユーゲント）を人生におけるライフステージ､人生の区分の一つとして位置づけ、

また教育学の対象であると認識するのは19世紀である。19世紀中庸に、宗教的、農村的、

都市的、スポーツや政治活動の中から青少年が余暇に集える最初の団体が誕生した。
教会・世界観的・スポーツ・余暇そして政治団体は、ワンダーフォーゲルや同盟青少年団

の影響を強く受ける。当初はユーゲントフレーゲJugendpHe ge)と呼ばれていた青少年育成
が広域的に発展するのは20世紀に入ってからである。ユーゲントフレーゲの言葉が初めて

法律で言及されるのは1900年のプロイセン福祉法(preu6ische Fiirsorgegesetz)におい
てである。プロイセンの文部大臣が1911年に発令した青少年育成令、続く1913年の女性
の青少年令によって、青少年育成は初めて広範囲に法で規制されるようになった。1924年

から1990年までは、この間に度々改正されたドイツ帝国青少年福祉法(RJWG )が、青少

年育成活動の体系的、法的諸条件を規定していた。

青少年育成活動はワイマール共和国において最初の繁栄期を迎える。青少年の家が設置

され、若者に加え、多くの子どもたちも青少年団体活動に参加するようになっていった。

1930年代後半に入ると、青少年奉仕義務の導入に伴い、ワイマールの青少年育成活動の主

な内容と形態を模倣して、国家社会主義の青少年組織が作られていく。これには、新しい国

家社会主義・ドイツ帝国の10- 18才の男女青少年887万人のうち870万人が加わった。
ただし、「ヒットラー吉少年団（ヒットラーユーゲント」(HJ )あるいはドイツ少女連盟

(BDM)に属していた人全員がナチスに賛同し、批判的でなかったわけではない。

1945年以降は、民主主義にはずみを付けるためにも、各所で新しい形の青少年育成活動

（ユースワーク)が行われるようになっていく。50年代初頭には300以上の｢German Ybuth

Activity｣の家､言うなれば誰もが自由に利用できるオープンなユースセンターが存在した。
その後の10年間にその数は増え続け、ドイツ連邦（旧西独）では70年代から80年代初め

にかけて、解放的な子供・青少年育成活動（ユースワーク）という新しい考え方が支持され

るようになる。

一方、ドイツ民主共和国（旧東独）では1950年に青少年育成は社会における優先度の高

い課題として法的に位置づけられた。自由ドイツ青年団(FD J )が唯一の青少年組織として

子どもと青少年育成活動を束ねていた。1950年初めには、FDJおよびこれに付属する子ど

ものための下部組織ユングピオニールとテーマン・ピオニールに参加していた子どもと青

少年は全体の38％足らずに過ぎなかったが、その数は増え続け1987年には87%近くに達
した。1970年代からはユースクラブが子どもと青少年世代にとって学校外における社会化
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の主要な活動場所であった。1980年代終わりには、ユースクラブハウス、複数の部屋を有

するユースクラブ、ユースクラブ室は合わせておよそ1万か所となり、この中には旧東独

において自治体が実施主体（担い手団体）であり、ボランティアによって運営された青少年

余暇施設6,797か所が含まれていた。

2現在の子ども・青少年育成活動(ユースワーク)の法的根拠および「実施主体（担い手団

体)」

子ども・若者支援の他の支援制度や事業と同様に、ドイツの子ども・青少年育成活動（ユ

ースワーク）の枠組みも社会法典 ( S G B )第 8編、子ども・青少年援助法 ( K J H G )におい

て、主要な内容が明文化されている。

本法律では、子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の課題、援助制度、重点が明文化

され、連邦、州並びに自治体の青少年局の役割が明記されている。自治体や郡における社会

教育施設や子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の事業がどの程度、法に記されている

枠組みに沿って、具体的に実施されなければならないかは、本法には定められていない。実

際に活動する子ども・若者援助の公的および民間の団体の権限の一部であり、全体責任は各

自治体の青少年局が負う。基本法によれば､各州は全国で統一された法的枠組みを具体化し、

あるいは詳細を決めていく上で州実施法を定めることができる。更に、州最上位の青少年当

局（州青少年省）は連邦最上位青少年当局（連邦家庭・高齢者・女性・青少年省）と同様に、

提案・助成する権能を有するが、地方による格差を考慮しながらさらに発展させる役割も負

う。州最上位青少年当局と同じ省庁に含まれる州青少年局は、子ども・若者援助全般、特に

子ども・青少年育成（ユースワーク）に関して、調整・相談・補完的機能を果たす（図1参

照)。

図1ドイツにおける子ども・ユースワークの権限と法的根拠

(Thole, Pothmann & Lindner 202 1b, S.90)
子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の担い手団体には、公的団体および「民間の」

NPO団体がある。自治体の青少年局（小規模な自治体では青少年局がないこともある、ま
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連邦一ドイツ 地方一州 自治体・郡
権限 連 邦 女 性 ・ 高 齢 者

高齢者・青少年省
(BMFSFJ)

州青少年省(Ministerien) ,州青
少 年 局

青少年局（郡、郡に属さな
い都市）

法 的 根 拠 特 に S G B V I I I 子 ど も ・
若者支援法

S G B Ⅵ I I に 即 し た 実 施 法 独自の立法権限を持たない

課題 提案・助成権能
Anregungs- und
F6rderungskomp ete nz
(§83）

州青少年省：提案、助成、開発
展開、地域的格差の均衡化(§
82)．

州青少年局訓整、助言、補完機
能（§85）

青少年局による、ユースワ
ークを含む子ども・若者支
援の全体責任を負う(§79）

助成（例） 連邦の子ども・青少年計画 州青少年計画 子ども・青少年助成計画
(例：ノルトライン・ヴェス
トファーレン州N RW )



た、郡や地区の場合は社会福祉・青少年部署に付属する場合もある)、各州の州青少年局お

よび州青少年部署が公的な担い手団体である。民間の担い手団体には、青少年団体、独立系

団体、福祉団体が含まれる。公的助成金が支給されている子ども・青少年育成活動（ユース

ワーク）の事業に関する公式な統計によると、2019年に青少年育成（ユースワーク）事業

を提供した公的担い手団体は4,132(23％)、民間の担い手団体は14,210(77％）であった。

3施設、活動領域と事業一子ども・青少年育成（ユースワーク）の多様性と広がり

ドイツにおける子ども・青少年育成（ユースワーク）は多様である。子ども・青少年育成

活動に含まれるのは、

・ 授業に関連することが一義的ではなく、専ら職業教育でもない、すべての陶冶、余暇と
休養、社会・エコロジー・政治・文化・スポーツ関連

． 多かれ少なかれ教育的・社会的に枠づけされ、

・ 民間、公的団体やグループによって

・ 子どもと青少年に向けた事業やプロジェクトが
様々な場所で実施される。子どもと青少年育成活動の事業、プロジェクトや実施場所には、

学齢期の子どもから成年に達した若者（27才まで）を含む青少年が、

・自立的に、ボランティアやスタッフの支援や助言を受けながら

・ 個人で、あるいは同年代の集団の中で

・ 余暇、陶冶、休養を目的として

。 一回限り、散発的に、定期的にあるいは長期のまとまった期間に

集まり、参加する。子ども・青少年育成活動(ユースワーク）を以上のように解釈した場合、

これには様々な施設、場所、活動領域、プロジェクトおよび事業が含まれる。（図1参照）

図2 子ども・青少年育成の活動場所、活動領域、事業やプロジェクト
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施設・場 活動領域 事 業
ユースセンター、青少年余暇施
設、開放型施設（オープンドア）
青少年ハイム・青少年活動室
青少年相談窓口
青少年芸術学校、文化教育施設
指導員が関わるプレイパーク
ユースホステル、ユースゲストハ
ウ ス 、 休 暇 施 設

都市近郊休養施設
子ども・青少年休暇施設、青少年
キ ャ ン プ 場

青少年会議・青少年教育施設

施設関連の任意参加型子ども・
青少年育成活動
動 的 ユ ース ワ ー ク

プ レ イパ ー ク

青少年相談
学校外青少年教育活動
文化的青少年教育活動
スポーツ関連ユースワーク
政 治 的 ユ ース ワ ー ク

青少年団体活動
子ども・青少年例クリエーショ
ン

国際的ユースワーク(IJA)

施設関連の自由参加プログラム
・ ユースセ ン タ ー

。 ユース ク ラ ブ

・ ユース フ ァ ーム 、 冒 険 遊 び 場

･ ユースカルチャーセンター、青少年芸
術 学 校

･ アウトリーチユースワークの関連団体

グル ープ 活 動
，イベント・プロジェクト、国際的プロ

グ ラ ム

。 休 暇 旅 行

・ 教 育 的 企 画
・ 研 修 ・ 継 続 教 育 、 セ ミ ナ ー 、 コ ー ス
・ プ ロ ジ ェ ク ト 、 例 サ ッ カ ーフ ァ ン 活 動

。 祭 り 、 コ ン サ ー ト

・ ス ポ ー ツ ・ 文 化 の 催 し 物



(Thole, Pothmann & Lindne'･ 202 1b,S 128)

このように子ども・青少年育成活動（ユースワーク）には学校外教育の様々な事業が含
まれる。子どもと青少年のためのユースセンター、余暇施設の他に、ユースハウス、青少
年教育施設や青少年会議施設における社会・政治・自然史・健康促進・文化的教育活動、
冒険広場や物づくり遊び場、休養施設とキャンプ場、休暇中の青少年旅行や活動、近場の
日帰りプログラム、青少年芸術・絵画・創作学校などの美術・文化的活動、社会文化セン
ターやコミュニケーションハウスにおける子どもと青少年育成活動、子どもと青少年相談

と並んで就労・家庭関連のユースワークと青少年教育、学校関連の子どもと青少年のソー
シャルワークも子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の一部とみなされている。これ
に加え、国際関係の活動、ストリートソーシャルワークとサッカーサポーターのグループ

活動、アウトリーチといった、こちらから出かける子どもと青少年のための敷居の低い教

育活動、就労関連のユースソーシャルワークと子どもと青少年保護も子ども・青少年活動
分野に含まれる（図2参照)。

子ども・青少年育成活動（ユースワーク）が実施される場や様々な施設において、実際

に何がおこなわれているかは、各施設の種類とは必ずしも一致していない。ただし、青少

年芸術学校あるいは文化教育施設であれば、主に文化的な活動を、あるいはユースセンタ

ーにおいては子どもと青少年が活動するためのフリースペースが提供されることを前提と

することはできるが。

子ども・青少年育成活動事業に参加している子ども・青少年の正確な数字は明らかにさ

れていない。わかっているのは、参加するために登録している子どもと青少年の人数であ

る。（図3）

図32015年と20 19年における子どもと青少年育成活動事業の参加者

(Thole, Pothmann & Lindner 202 1b, S. 1 37)
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誰もが自由に参加できるプログラムと並んでグループ活動は重要な意味を持つ。子ども
と青少年のグループ活動によって、他者とのインタラクションやコミュニケーションが体

験できる。2019年に子ども・若者援助の担い手団体は36,29 1の余暇のグループ活動プロ
グラムを提供した。把握している23,655の職業訓練・研修・ステップアップセミナーも
グループ向けプログラムに分類できる。一方、子ども・青少年育成活動において、一つの

プログラムに付き平均51人が参加するテーマ別プロジェクトは、参加者が3,876,239人
であった30,128の祭り、祝い事、コンサート、スポーツイベントやその他の集団向けイ
ベントと同様に、他の教育的事業形態によって補足されている。子供と青少年保養にもま

た、広範囲に及ぶ様々なプロジェクトやイベントが含まれる。休み期間中の活動や保養、

近場活動、日帰りの近場でのレクリエーション、宿泊を伴う休み期間中の子ども・青少年

活動、つまり、国際ユースワークに関連する子ども・青少年旅行並びに営利企業による子

どもと青少年ツーリズムもこれに含まれる。

4 青少年育成活動（ユースワーク）の特別な形：ユースソーシャルワークー課題と目標

子どもと青少年育成活動（ユースワーク）における特別な一分野がユースソーシャルワ

ークである。これには社会、学校および就労支援や若者の統合など様々な社会教育的な分

野の取り組みが含まれている。活動領域が多l1皮に及ぶユースソーシャルワークの法的根拠

は社会法典第8編（子どもと青少年援助法）にとどまらず、社会法典の他の複数の編にま
たがる。ユースソーシャルワークには以下の活動領域が含まれる

・ 若者就労支援

・ 移民青少年との活動

・社会教育的指導（寄り添い）を受けながらの青少年住居

・ スクールソーシヤルワークー「学校にうんざりしている」青少年や不登校の生徒
との取り組み

・アウトリーチのユースソーシャルワーク、ストリートワーク

「一般的な」子ども・青少年育成活動（ユースワーク）とは対照的に、ユースソーシャル

ワークは全ての子ども、青少年、若年成人を対象にはしていない。学校の卒業資格、職業

計||練あるいは就労制度への適合、既存の社会のネットワークへの社会的統合について、支

援や社会教育的寄り添いおよび支援を必要とする人たちが対象である。ユースソーシャル

ワークは若者の、言語、学校、就労および社会的統合を促すことを目的としている。

従って、ユースソーシャルワークの様々な事業や取り組みは、学校教育、職業訓練ある

いは社会的統合において不利な状況にある若者を、的を絞って支援することが一番の課題

である。

ユースソーシャルワークの行動領域の一部は、子ども・青少年育成（ユースワーク）の
行動領域と交差したり、重なったりしている。例えばスクールソーシャルワークはユース
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ソーシャルワークの一部であり、子ども・青少年育成活動（ユースワーク）と学校の事業

である。また、スリートワークもユースソーシャルワークの一部であり、子ども・青少年

育成活動であるアウトリーチの事業と重なる。

その他のユースソーシャルワークの活動領域は、子ども・青少年育成の領域とはっきり

と区別できる。例えば若者就労支援は独自の取り組みであるだけではなく、子どもと青少

年育成活動とははっきり区別できる領域である。

5 一般的子ども・青少年育成（ユースワーク）の目標と課題一社会教育学的陶冶

社会教育的子ども・青少年育成（ユースワーク）は様々な活動領域において、全ての子

どもと青少年に陶冶的シナリオを、とりわけ、生活世界に関連して、全くあるいは十分な

情緒的、愛情を持った支援を経験しておらず、認められたことがない人のために用意して

いる。つまり、子ども・青少年育成（ユースワーク）は、様々な社会環境で育った青少年

が、世界や自己の見方を広げるために利用できる、｜陶冶的に準備された事業を提供してい

る。こういった陶冶の場は、人生の様々な問題を克服し、生活形成の形態を取り戻し、あ

るいは、新たに活性化する気持ちを起こさせるきっかけとなる。更に、その刺激となる陶
冶的きっかけは、主体的な自己内省力と世界認識ポテンシャルの土台となり、その能力を
身に付けることを促す。(Grunert 2005, S.17参照）

図4 子ども・青少年育成の概念・内容の核心的志向性
〆

、

〆

／

陶冶のプロジェクトとし

ての子ども・青少年育成

（ユースワーク）

ここで説明してきた内容では、子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の具体的な事業

やプロジェクトには触れていない。現在の一貫した、説得力のある、更に将来を指し示す展

望を記述するのは慎重な配慮を要し、まだ不確実である。内容の目的に関する多様な考察を

、

民主主義

、

、
／

／

／

、

ノ

、

ノ

ノ
、 ．

、
､

、
〆

(Thole, Pothmann &Lindner 202 1b,S339)
心

、
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顧慮すると、子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の核心的志向性としては

・ 人 権

・ 民 主 主 義

・ 能力(cap ability)
を相互に関連する、内容的基点と見ることができる（図4 )。3つの用語は社会的、文化的

で、人格に関する陶冶の形態を際立たせている。つまり、子ども・青少年活育成（ユースワ

ーク）のプロジェクトや事業を中心的に主導する陶冶である。加えて、持続可能な開発とい

うアジエンダ2030の目標を取り上げ、これを教育の実践の中に方向づけることができる。

民主主義､ノ(綾 ケーパどツティ(6apabZZiなﾉは、今までの子どもと青少年育成（ユースワー
ク）の理論において、含意的に主題としてきたが、中心には据えてこなかった。右翼ポピュ

リステイックトなナショナリズム、人種差別主義、「他者」への軽蔑、「他の人」の排除、「異

質」とレッテルが貼られた生活形態、近年の移民者に対する排斥運動、社会的不平等の枠組

みに関する疑問、ジェンダーと世代的秩序の再構築および、社会的、文化的、経済的に二極

化している社会において、認め合うこと、公正の創出という課題は、先の3つのカテゴリー

で扱うことができる。

図5 ノンフォーマル教育における総合社会活動の陶冶規模と再生力

(Thole, Pothmann &Lindner 202 1b,S337)

子ども・青少年育成（ユースワーク）の潜在的、体系的に掲げられている陶冶的提案は、

文化的、社会的、アイデンテイテイーに関連する陶冶と理解することができる（図5)。こ
の目的に従えば、子ども・青少年育成活動（ユースワーク）による教育プロセスは「文化的

再生」「社会的統合」「社会化」と解釈できる。具体的には：
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得

(意味喪失）

正当に機能する知識の再生

(正当性剥奪）

陶冶的知識の再生

(志向性および教育の危機）
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「文化的再生」（文化的陶冶）は社会の文化遺産を若い世代に引き継ぐことに貢献
するプロジェクトを提案するという役目に関連する。

「社会的統合」（社会的陶冶）は政治的陶冶と民主主義に関する学びによって社会
的団結のプロセスへの関心を喚起し

「社会化｣つまり「社会的学び｣は主体的あるいは内省的学習を通して人格形成(ア
イデンティティー形成）のプロセスを起こさせる。

子ども・青少年育成（ユースワーク）は異なる活動分野において、活動参加者のために社

会教育的陶冶のシナリオを提供する。青少年には、アニマシオン、育成、喚起、学び直し、

内省、相談あるいは、課題、リスクや危機を克服するための生活形成の文脈で様々な特徴を

持つ陶冶的取り組みが揃い、提供される。子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の教育

環境は､新たな生活における困難を克服する方法、生活スタイルを形成する方法を手に入れ、

それを促進するよう鼓舞する。更に、内省力を鍛え、世界を認識するポテンシャルを確立し

その能力を身につける刺激となる陶冶的きっかけが用意される。

このような教育学的シナリオの特別な輪郭が子ども・青少年育成活動（ユースワーク）の

独自性を形成し、陶冶的プロジェクトは子どもと青少年にとって社会教育的陶冶であるこ

とが証明される。子ども・青少年育成活動におけるフォーマル、ノンフォーマル、インフォ

ーマル教育という多様な教育事業は、それが実施される場（ユースセンター、物づくり遊び

場、路上)、セッティング（青少年団体、休み中の余暇活動、国際青少年交流）あるいは、

民主主義を促すため、メデイア関連、環境問題、ジェンダーあるいは不平等、政治的、反人

種差別教育などテーマに応じて様々な割合で混在するよう調整される。更に、子ども・青少

年育成（ユースワーク）を地域インフラの不可欠な一部として定義し、子ども・青少年育成

活動を地域の教育的バックグラウンドと調和させて考察しようとするコンセプトが見てと

れる。

子ども・青少年育成（ユースワーク）とは、子どもと青少年が実験的に自己解釈能力と世
界観および社会の中の自分を見つけ、そこに適する能力を身につける、つまり、自らの自律

欲求を試せる中心的、社会的フィールドである。
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弓 声
｡溝少紫灘蹴〈興…又ワーク>の鴬釣と灘溌一祉黛識涛鱗鰭蕊

子ども･毒少年育成(三1-スワーーク)は､若者が園分に巽するこ
と､世界に関することあるいは､社会性を身に値けだり､更に
伸ばすために利用できるスペースを提供する…

子ども･青少年盲成(コースワーク)は､-学
校とは苅照的に-教育的意図が舞台裏に隠
れている教育の場である.学校教育の世界
では､社会的な|||自位争い､競争､人間関係の
争い事は､本来の学び-教えるというプロ
セスの背後で起きているが､子ども･青少年
育成(ユースワーク)の施設やプロジェクト
では､これが表舞台で起きる。

子ご駕篭少年露或(熟……スワ……グ>鋳鋪約と課題

”騨淵"剛聯劇"↑“”‘"‘＄$‘V 薩 撒 ＄I  T 汎〆．『

鞍 濁 鯵 鐵 蕊 〈 を

生命

身体の健康

肉体的インテグリティ

感覚､想像力､思考

感 情

実践理性：

帰属意識

他のカテゴリー

遊び

自己環境の制御

孔TJJ品………丹…聖畢………ざP…---戸
鎚撫駕釧WS:!“｡”‘〆ﾊ‘､‘‘V E H S I T ･ 月 丁

灘
蕊.織j

蕊#‘
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社芸的統合
數麓髪錨鱈冶ぐぐ

文 化 蓋 ﾐ 社 念 "
(危機出現)′､ （危溌出現）

文 化 的 知 の 伝
承､批判､習得

（意味喪失）

価 値 志 向 性 の 核 を

成す部分の免疫化

（菓団的アイデン
テ ィ テ ィ の 不 安 定

化）

､順応､同化

( 伝 紙 の 断 絶 〉

正 当 に 磯 能 す
る 知 識 の 再 生

（正当性はく
窪）

認識された有効
祥キ鶇をめぐる

行動の調狸

（無法状態）

価値内面化
〈 モ チ ベー シ ョ ン の

はく奪）

人格
(危機出現）

陶 冶 的 知 識 の
再 生

(教育の危機）

社会的帰潤パター
ンの再生

人 格 形 成

(旛神満理学)

子ども、鴬少年澪威〈ユーズウーク）…社震鋳蕊題

子ども･冑少年育成(ユースワーク)は

人生のリスクを克服し､生活形成す̅るコンピ
テンシ…と，

ま た
子どもと冑少年の生い立ちに沿った生き方

を持続可能に促し …

… これによって
・社会生活への参加と参画および
・ 帰属性と連帯
そ し て

承認される経験を可能にする。

溌淀>・憲少鎌灘蹴〈ユースヂフーク>の議釣と諜瀧

, , , , ､

: 鐸 鍾愛蒸絢
一 一 一 , , F :

再生謬濁セズi￥
̅ ﾆ ｰ ﾆ ｰ ﾆ ｰ 目 一 一

#蜘劇!猶職釣再襲I＃
蕊灘鐡蕊贈溌裟！

)>文化的再生《《鮫.造劇輝岩）とは､社会の文化遺産を次の世代に引き継ぐのに貢献するプロジェクトを考
え出す課題と関連する。

》)社会的統合《（（迩裳苫勘畷榿）は政治的陶冶と民主主義に関する学びによって社会的団結のプロセスへの
関心を喚起し、

》》社会化《《，つまり)>社会的学び《《は､主体的あるいは内省的学習を通して人格形成〃ﾝず宗ﾝﾃ寺テーパZ)雑
,魂ﾉのプロセスを起こさせる。

齢職辮§'､'…『““!"A,，ﾋV 洛 銑 S  I  V，A′丁
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Kinder-und Jugendarbeit in Deutschland
Hinweise zur Geschichte, zum Recht sowie zu Zielen, Aufgaben,

Einrichtungen und Arbeitsbereichen

Wen e r T h o l e

Die Aufgaben und Anfbrderullgen, Risiken und Erwartungen, mit denen sich Kinder und
Jugendliche in Deutschland wie in anderen modernen Gesellschafien konfiontiert sehen,
nehmen kontinuierlich zu und verandern sich. Kinder und Jugendliche spUren oder wissen
das und versuchen, sich entsprechend zu positionieren. Viele Jugendliche und altere Kinder
prasentieren sich als Sumekte, die sich und die sozialen Ereignisse der Welt zu bewaltigen
und autonom zu gestalten verm6gen, auch wenn zuweilen Erlebnisse des Scheiterns und
Beschamungen  ausklammert oder kaschiert (vgl. Neckel  2008) werden.  In  der
Ausfbrmulierung  eines  ,,unternehmerischen  Selbst"  (Br6ckling  2007)  geht  es  in
Selbstthematisierungen vieler Heranwachsender nicht mehr um deren erlebte Praxis, sondern
vornehmlich darum, ihr Leiden an der Gesellschaif zLI verbergen, neu zu fi･amen und den
erlebten Alltag als gelungene und erfblgreiche Gestaltung der gelebten Zeit und der an sie
adressierten Bildungsaufgaben zu kommunizierell (v91. Thole & Schildknecht 2020).

Ein Feld, in dem Kinder wie Jugendliche ihre Alltagseriahrungen, Selbstkonstruktionen und
Sichtweisen  auf die  Welt experimentell  und  sozialpadagogisch  gerahmt erweitern  und
erproben k6nnen, ist die Kinder- und Jugendarbeit.'
Die Kinder- und Jugendarbeit ist allerdings nicht mit der Kinder- und Jugendhilfe identisch.
Neben der Kinder- und Jugendarbeit geh6ren zur Kinder- und Jugendhilfe in Deutschland die
Padagogik in Kindertageseinrichtungen, die Jugendgerichtshilib, die F6rderung von Familien
und die Hilfbn zur Erziehung in und au6erhalb von Familien sowie der erzieherische Kinder-
und  Jugend*hutz・Kinderschutz  ist  eine  Aufgabe,  die  primar  von  den  Jugendamtern
verantwortet  und  durchge価hrt  wird.  Der  Schutz  von  Kindem  umfasst  aber  als
Querschnittsaufgabe alle Bereiche. Gesetzlich geregelt fillden sich die ALIfgabenbereiche der
Kinder- und Jugendhilfe im deutschen >>Sozialgesetzbuch-Achtes Buch (VIII) - Kinder-
und Jugendhilfe<< (BdJV 2021). In Deutschland arbeiten Uber 850.000 Sozialpadagog*innen
und Sozialarbeiter*innen, Erzieher*innen und Personen mit anderen Qualiflkationen in den
Arbeitsbereichen der Kinder- und Jugendhilfe. In der Kinder- und Jugendarbeit sind ungefahr
30.000 Personen beruflich engagiert.

!  Der Vortrag baSiert wesentlich aufzwei Publikationen (Thole, Lindner & Pothmann 2021a, 2021b).
Zitate aus diesen und Hinweise auf diese Beitrage werden nicht besonders ausgewiesen.
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In dem Beitrag wel･den einige Etappen del･Geschichte der Kinder- und Jugendarbeit in
Deutschland  genannt  (1),  auf die  gesetzlichen  Grundlagen  hingewiesen  (2),  die  Orte,
Arbeitsbereiche und Angebote der allgemeinen Kinder- und Jugendarbeit beschrieben (3) und
der Jugendsozialarbeit (4) beschrieben sowie die die inhaltlichen Ziele der allgemeinen
Kinder- und Jugendarbeit vorgestellt und diskutiert (5).

1  Hinweise zur Geschichte der Kinder- und Jugendarbeit

Die Herausbildung der Jugend als eigenstandige und spezifische Lebensphase und Ge-
neration ist ebenso wie ihre Entdeckung als Gegenstand der Padagogik auf das l 9. Jahr-
hundert zu datieren・Die ersten Vereine und Initiativen, in denen Jugendliche sich in ihrer
Freizeit treffbn konntell, entstehen Mitte des l 9. jahrhunderts in konfessionellen, lﾖndlichen

und stadtischen Lebenslagen und Milieus sowie Uber sportliche und politische Aktivitaten.

Die kirchlichen, weltanschaulichen, sportlichen und廿eizeitbezogenen  wie  auch  die
politischen Vereinigungen profitieren zunachst wesentlich von der autonomen Wandervogel-
und bUndische Jugendbewegung. In breiterer Form entwickelt sich die Jugendarbeit, die
zunachst JugendpHege heil3t, seit Beginn des 20. Jahrhunderts. Erstmals gesetzlich erwahnt
wil･d die JugendpHege im Preul3ischen FUrsorgegesetz von l 900. ln dem Erlass des preu-
13ischen Kultusministers zur JugendpHege voll l91 1 und in Bezug auf die weibliche Jugend
1 913 wird dann erstmals die JugendpHege umfanglich gesetzlich geregelt. Ab l924 regelte
bis I 990 das mehrfach novellierte Reichjugendwohlfahrtsgesetz (RJWG) die strukturellen und
rechtlichen Bedingungen der Jugendarbeit.

ln der Weimarer Republik erlebt die Jugendarbeit eine erste BlUtephase. Jugendhauser werden
errichtet  und  in  der Jugendverbandsarbeit  sind  Jugendliche  und  vermehrt  auch  Kinder
engagiert. Wesentliche lnhalte und Formen der Weimarer Jugendarbeit kopierend, organisieren
die nationalsozialistischen Jugendorganisationen mittels Einfiihrung der JLIgenddienstpnicht in
der zweiten Halite der dreiBiger Jahre des letzten Jahrhunderts von den 8,87 Millionen lO- bis
1 8jahrigen  weiblichen  und  mannlichen  Jugendlichen  des  neuen,  nationalsozialistischen
Deutschen Reichs 8,7 Millionen. Doch nicht alle, die der >>Hitler-Jugend<< (HJ) oder dem >>Bund
Deutscher Madchen<< (B DM) angeh6ren, stehen dem nationalsozialistischen Staat zustimmend
und unkritisch gegenUber.

Nach l945 grUnden sich dann vielerorts neue Formen der Jugendarbeit, auch um demokratische
Impulse zu initiieren. Anfang der fijnfZiger Jahre existieren  Uber 300 >>German  Youth
Activity<<-Heime, quasi offene Jugendzentren. Deren Ausbau wurde dann in den iblgenden

血 ｡

Jahrzehnten fbrciert und neue theoretische Uberlegungen｡ wie die ldee einer emanzipativen
Kinder-  und  Jugendarbeit  finden  ab  den  l970er  und  der  fmhen  l980er Jahre in  der
Bundesrepublik Deutschland Zuspruch. In der Deutschen Demokratischen Republik wird
1 950 die Jugendf6rderung als gesellschaftliche Aufgabe mit einer hohen Prioritat gesetzlich
fixiert. Die Freie Deutsche Jugend (FDJ) bUndelt als einheitliche Jugendorganisation die
Kinder-  und  Jugendarbeit.  Del･  Organisationsgrad  der  FDJ  und  der  ihr  zugeordneten
Kinderorganisationen-Jungpioniere und Thalmannpioniere -liegt schon Anfang der l950er
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Jahre bei knapp 38 % und steigt bis l 987 aufnahezu 87 % an. Die Jugendclubs bilden fUr die
Kinder-  und  Jugendgenerationen  ab  l 970  ein  wesentliches  aulJerschulisches  Sozialisa-
tionsfeld. Insgesamt gibt es gegen Ende der l980er Jahre circa lO.000 Jugendclubhauser,
Mehrrau呵LIgendclubs  und  Jugendclubzimmer  -  darunter  subsumiert  allein  6.797
chrenamtlich  verwaltete Jugendfi･eizeiteinrichtungen  in  kommunaler Tragerschafi in der
Deutschen Demokratischen Republik.

2  Aktuelle gesetzliche Grundlage der Kinder- und ｣ugendarbeit und die >>Trager<<

Ebenso wie die anderen Leistungen und Angebote der Kinder- und Jugendhilfb ist auch der
Rahmen der Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland insbesondere durch das Achte Buch
des Sozialgesetzbuches (SGB) - kurz: SGB VIⅡ-und hier wiederum im Wcsentlichen im
Kinder- und Jugendhilfegesetz (KJHG) gesetzlich kodifiziert.

In diesem Gesetz werden die Auigaben, Leistungen und Schwerpunkte der Kinder- und
Jugendarbeit rechtlich kodifiziert sowie die Aulgaben fiir Bund, Lander und kommunale
Jugendamter  beschrieben.  Inwieweit  und  wie  der  rechtlich  fixierte  Rahmen  fIir
sozialpadagogische Einrichtungen und Angebote der Kinder-und Jugendarbeit konkret in
den Kommunen und Kreisen auszufnllen ist, ist nicht Gegenstand des Gesetzes, sondern ist
Teil der Umsetzung des geltenden Rechts durch Trager der 6ffentlichen und廿eien Kinder-
und  Jugendhilfb  in  der  Gesamtverantwortung  der  kommunalen  Jugendamter.  Die
Bundeslander  haben  laut  Grundgesetz  die  M6glichkeit,  LandesausfUhrungsgesetze  zur
Konkretisierung  oder  auch  Spezifizierung  des  bundesweiten  rechtlichen  Rahmens  zu
verabschieden. DarUber hinaus haben die obersten Landejugendbeh6rden genauso wie die
oberste BundeSjugendbeh6rde eine Anregungs- und F6rderfilnktion, aber auch Aufgaben der
Weiterentwicklung  unter  Beachtung  regionalel･  Unterschiede.  Die  LandeWugendamter
wiederum, die organisatorisch mitunter zur gleichen Ministerialbeh6rde geh6ren wie die
LandeSj ugendbeh6rdeoberste    Landesiu2endbeh6rde.    haben    eine    Koordinierungs-.    Beratungs-    undhaben Koordinierungs-， Beratungs-oberste                                           eine                                           und

Erganzungsfilnktion fiir die Kinder- und JLIgendhilfe im Allgemeinen und die Kinder- und
Jugendarbeit im Besonderen (vgl. Abb. 1).
Abb. 1 Zustandigkeiten und rechtliche Grundlagen der Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland

Bund - Deutschland  l Regionen - Bundeslander
Oberste

I I   DBundesjugend behOrdeBundesjugendDenorqe
(BMFSFJ)'

|nsbes. SGB V||| Kinder- u

j ugendhilfegesetz

Oberste

Landesjugend beh6rden
( Ministerien),
Landesjugendamter

AusfUhrungsgesetze zum
SGB V||｜u･a．m．

Kommunen und K r e i s e

｣ugendamter in Kreisen,
kreisfreien Stadten2

Keine eigene
Gesetzgebungskom petenz

Zusta ndigkeit

Rech t l i c h e

G ru ndlagen
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Aufga be n

FOrderu ng
(Beispiele)

Anregungs- und
F6rderungskom petenz卜orqerungsl<ompetenz
(§83）

Oberste

Landesjugendbeh6rde:
Anregung, F6rderung,
Weiterentwicklu ng,
Ausgleich regionaler
U nterschiede

(§82)

Landesj ugendamter:
Koordinierungs-, Beratungs-
und Erganzungsfunktion (6
85）

Landesjugendplane

Gesamtverantwortung fOr die
Kinder- und ｣ugendhilfe
inklusive der Kinder- und

l     l   o 6

｣ugendarbeit
durch die ｣ugendamter (9 79)

Kinder- und Jugendf6rderplane
(z. B fUr NRW)

(Thole, Pothmann & Lindner 2021b, S. 90)
、 〃

Trager der Kinder- und Jugendarbeit sind 6irentliche lnstitutionen und >>fieie<<, nichtStaatlichen
Trtigerorganisationen. Die kommunalen Jugendamter - in kleineren Cebietsk6rperschafien
auch Gemeinden ohne Jugendamt und partiell auch auf Kreis-und Bezirksebene inSti-
tutionalisierte  Sozial-  und  Jugendbeh6rden  -  sowie  die  Landejugendamter  und
LandeJugendbeh6rden in den Bundeslandern bilden die Gruppe der 6ffbntlichen Trager. Der
Gruppe der >>fi･eien<< Triger gch6ren Jugendverbande, Initiativen und Wohlfahrtsverbande an.
Laut  amtlicher  Statistik  zu  den  6ffentlich  gefbrderten  Angeboten  der  Kinder-  und
Jugendarbeit gibt es 4.132 6ffentliche Trager (23%) sowie l4.210 fieie Trager (77%), die im
Berichtlahre 2019 Angebote der Kinder- und Jugendarbeit durchgefnhrt haben.

3  Einrichtungen, Arbeitsbereiche und Angebote - zur Vielfalt und Breite der Kinder-
und Jugendarbeit

Die Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland ist viel制tig. Kinder- und Jugendarbeit umfasst
o  alle bildungs-, nicht primar unterrichtsbezogenen und nicht ausschliel31ich

berufbbildenden, fi･eizeit- und erholungsbezogenen, sozialen, 6kologischen, politischen,
kulturellen und SpOrtlichen,

・ mehr oder weniger padagogisch und sozial gerahmten,
・von廿eien und 6ffentlichen Tragern, Initiativen und Arbeitsgemeinscha付en
e  und an Kinder und Jugendliche adressierte Angebote und PrQjekte

an unterschiedlichen Orten. An den Orten und in den Prdekten der Kinder- und Jugendarbeit
k6nnen Kinder ab dem Schulalter und Jugendliche auch jenseits der VoIUahrigkeit
・selbstandig,  mit  Unterstiitzung oder  in  Begleitung von ehrenamtlichen  und/oder

beruflichen Mitarbeiter*innen.ノ
e  individuell oder in Gleichaltrigengruppcn,
鯵zum Zweck der Freizeit, Bildung und Erholung
e  einmalig, sporadisch, Uber einen turnusma6igen Zeitraum oder iTjr eine  langere,

zusammenhangende Dauer
zusammenkommen und sich engagieren・Wird Kinder- und Jugendarbeit so verstanden, dann
umfasst sie unterschiedliche Einrichtungen und OIte, Arbeitsbereiche, PrQiekte und Angebote
(vgl. Abb. 1).
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Abb. 2  0rte, Arbeitsbereiche und Angebote der der Kinder- und Jugendarbeit
Einrichtungen und Orte

｣ugendzentren, Jugendfreizeitheime,
O ff e n e T U r e n

8 0 ､

｣ u g e n d n e lme , - r a ume

｣ugendberatungs:ellen

Jugendkunstschule,
kulturpadagogische Einrichtungen

Padagogisch betreute Spielplatze

｣ugendherbergen,
jugendgastehause｢，
Erholungseinrichtungen

EinrIchtungen der Stadtranderholung

Kinder- und ｣ugendferienstatten,
｣ ugen dzeltplatze

｣ugendtagungs- und
｣ugendbildungsstatten

Arbeitsbe reiche

Einrlchtungsbezogene, offene
Kinder- und ｣ugendarbeit

Mobile ｣ugendarbeit

Spielplatzwesen

｣ugendberatung
Au8erschu l i sche

｣ugendbildungsarbeit

Kulturelle ｣ugendbildungsarbeit

Sportbezogene ｣ugendarbeit

Politische ｣ugendarbeit

｣ uge n dverba n dsa rbeit

Kinder- u. ｣ugenderholung

Internatlonale ｣ugendarbeit (IJA)

Angebote
Einrichtungsbezogene, offene
Angebote
⑲」ugendzentrum

@ ｣ugendclub, -treff

③」ugendfarm, Abenteuerspielplatz

。」ugendkulturzentrum,
｣ugendkun､schule

④ Agenturen, |nitiativen der mobilen
｣ugendarbeit

Gruppenbezogene Angebote
Veranstaltungen und Prolekte,穂

auch internationale Angebote
輯 F re i z e i t en

Bildungsma8nah men翰

Aus- u. Fortbildungen, Seminare鍵

u n d K u r s e

Projekte, beispielsweise態

Fu8ba l l f ana rbe i t

鯵 Feste，Fe lem，Konzerte

Sport- und Kulturveranstaltungen鞠

(Thole, Pothmann & Lindner 2021b, S 128)、
Zur Kinder- und Jugendarbeit sind also ganz unterschiedliche Angebote der nicht-schulischen
Padagogik  zu  zahlen.  Neben  Jugendzentren,  Freizeiteinrichtungen 価r Kinder- und
Jugendliche  sowie  Jugendhausem,  der  sozialen,  politischen,  naturkundlichen,  gesund-
heitsorientierten  und  kulturellen  Bildungsarbeit  in Jugendbildungs-  und  Jugendtagungs-
statten, 11eben der Kinder- und Jugendarbeit auf Abenteuer- und Bauspielplatzen und in
Erholungsstatten und Zeltlagern, neben Ferienfi･eizeiten und -aktionen, der Stadtranderholung,
der dsthetisch-kulturellen Arbeit der Jugendkunst-, Mal- und Kreativitatsschulen, der Kinder-
und jugendarbeit in soziokulturellen Zentren und Kommunikationshausern, neben der Kinder-
und Jugendberatung sind die arbeitswelt- und familienbezogene Jugendarbeit und-bildung
sowie die schulbezogene Kinder- und Jugendsozialarbeit als Teil der Kinder- und Jugendarbeit
anzusehen・Zudem zeigen auch Fonnen der internationalen Arbeit, der StraBensozial- und
FuBballfangruppenarbeit, der aufSuchenden und niederschwelligen Padagogik mit Kindern und
Jugendlichen wie die mobile Jugendarbeit, die berufbbezogene Jugendsozialarbeit sowie der
Kinder- und Jugendschutz deutliche Schnittflachen mit der Kinder- und Jugendal･beit. (vgl.
Abb. 2)

Was in der Kinder- und Jugendarbeit an den einzelnen Aktionsorten und in den verschiedenen
Einrichtungen real geschieht, ist allerdings nicht zwingend aus dem Typus des jeweiligen
padagogischen  Raumes  zu  erschl iellen.  Zwar  kann  davon  ausgegangen  werden,  dass
beispielsweise in Jugendkunstschulen oder kulturpadagogischen Einrichtungen vorwiegend
kulturelle Kinder- und jugendarbeit stattfindet oder dass in  Kinder- und Jugendzentren
Kinder- und Jugendliche Freiraume finden, sich zu betatigen.
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Wie  viele  Kinder  und  Jugendliche  an  den  Angeboten  der  Kinder-und Jugendarbeit
teilnehmen,ist nicht bekannt. Ungefahr bekannt istlediglich,wie viele Kinder und Jugendlich
als Teilllehmende registriert werden. (Abb. 3)
Abb. 3  Teilnehmende an Angeboten der Kinder- und ｣ugendarbeit in Deutschland 2015 und 2019

Einrichtungsbezogene, offene Angebote
Anzahl derAngebote
Anzahl d. Stammbesuchenden

Stammbesuchenden pro lOO der 6- bis unter 27-」

Gruppenbezogene Angebote

Veranstaltungen und Projekte
Anzahl der Freizeiten

Anzahl derTei lnehmenden von Freizeiten

AnzahI FortbildLIngen/Seminare
Anzahl      der      Teilnehmenden

Fortbild u ngen/Seminaren
Anzahl sonstige Veranstaltungen3
Anzahl der Teilnehmenden an sonst. Veranst.3

(ThOle, Pothmann & Lindner 2021b, S. 137)

Neben allgemein zuganglichen, offbnen Angeboten ist die Arbeit in Gruppen bedeutsam. Die
Gruppenarbeit mit Kindern und Jugendlichen erm6glicht, sich selbst in lnteraktion und
Kommunikation mit anderen zu erleben. Die Trager der Kinder- und Jugendhilfb価hrten im
Jahr 2019 35.291 fieizeitbezogene Gruppenangebote durch. Und auch die erfassten 23.655
Seminare der Aus-, Fort- und Weiterbildung k6nnen als Gruppenangebote regiStriert werden.
Hingegen die 1 6.790 themenzentrierten Prqjekte der Kinder- und Jugendarbeit mit im
Durchschnitt 51 Teilnehmenden pro Angebot lassen ebenso vermuten wie die 30.128 Fcste,
Feiern,  Konzerte  sowie  Sportveranstaltungen  oder auch  sonstige  Veranstaltungen  mit
3.876.239  Teilnahmen,  dass  hier  Gruppenangebote  durch  andere  padagogische
Angebotsfbrmate ergfinzt wurden. Auch Kinder- und Jugenderholungen umfassen ein breites
Spektrum an unterschiedlichen Prqekten und Veranstaltungen. Sowohl Ferienaktionen sowie
Ferienerholungs-    und    Stadtrand廿eizeiten  oder  auch  Stadtranderholungen  ohne
Ubernachtungen  wie auch  Ferienfieizeiten mit  Ubemachtungen, also das  Kinder-  und
Jugendreisen  mit  seinen  Schnittstellen  zur  lnternationalen  Jugendarbeit  und  zum
kommerziellen Kinder- und Jugendtourismus, geh6ren dazu.

4  Eine spezielle Form der｣ugendarbeit: ｣ugendsozialarbeit-Aufgaben und Ziele

Ein  spezielles  Segment  der  Kinder-  und  Jugendarbeit  ist  die  Jugendsozialarbeit.  Die
AngebOte zielen auf vcI･schiedene sozialptidagogische Angebote zur sozialen, schuli*hen
und berunichen UnterstUtzung und Integration junger Menschen. Die rechtlichen Grundlagen
fnr die Jugendsozialarbeit mit ihren heterogenen Handlungsfeldern finden sich nicht nur im
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SGB VIII (Kinder- und Jugendhilferecht), sondem auch in mehreren BUchern des SGB
fbrmuliert. Zu den Handlungsfeldern der Jugendsozialarbeit zahlen die

@ die JugendberufShilfe,

o  die Arbeit mitjugendliChen Migrant*innen,

のdas sozialpadagogisch begleitete Jugendwohnen,

e  die Schulsozialarbeit - hier nicht zuletzt auch die Arbeit mit >>schulmUden<< Jugendlichen
sowie Schulverweigerer*innen -

und auch

cdie aufbuchende Jugendsozialarbeit, die Streetwork-Arbeit.
Im Kontrast zur >>allgemeinen<< Kinder- und Jugendarbeit richten sich die Angebote der
Jugendsozialarbeit nicht an alle Kinder, Jugendliche und junge VoIUahrige. Sie wenden sich
ausschlieBlich  an  diQjenigen,  die  bezUglich  ihrer  schulischen  Qualifizierung,  ihrer
Eingliederung in beruniche AusbildungsmalJnahmen oder das BerufSsystem und bezUglich
ihrel･ sozialen lntegration in existierende gesellschafiliche Netzwerke auf F6rderung sowie
sozialpadagogische  Begleitung  und  UnterstUtzung  angewiesen  sind.  Das  Ziel  der
Jugendsozialarbeit  ist  allgemein,  die  sprachliche,  schulische,  beruniche  und  soziale
Integration junger Menschen zu fbrdern.

Die unterschiedlichen Angebote und MalBnahmen der Jugendsozialarbeit haben somit vor
allem die Aufgabe, Jugendliche mit Benachteiligungen in den Bereichen schulische Bildung,
berufliche  ALIsbildung  oder  auch  der  sozialen  lntegration  gezielt  zu  fbrdern  und  zu
un t e r s t i i t z e n .

Manche  der  genannten  Handlungsfelder  zur  Jugendsozialarbeit  weisen  Schnittstellen,
mitunter auch Uberlappungen zu Handlungsfeldern der Kinder- und Jugendarbeit auf Dies
gilt beispielsweise fiir die Schulsozialarbeit als Teil der Jugendsozialarbeit und Angeboten
der Kinder-und Jugendarbeit und Schule oder auch fIir die Streetwork-Arbeit als Teil der
Jugendsozialarbeit und die Angebote der mobilen Kinder- und Jugendarbeit.

Andere Handlungsfelder der Jugendsozialarbeit sind hingegen sehr viel besser von der
Kinder- und Jugendarbeit abgrenzbar. Beispielsweise stellt die Jugendberuibhilfe ein nicht
nur eigenstandiges, sondern auch einen von der Kinder- und Jugendarbeit gut abgrenzbaren
Bere i ch da r.

5  Ziele und Aufgaben der allgemeinen Kinder- und ｣ugendarbeit - sozialpadagogische
Bildung

Insgesamt stellt die sozialpadagogische Kinder- und Jugendarbeit in ihren verschiedenen
Arbeitsfeldern Bildungsszenarien fUr alle Kinder und Jugendliche bel･eit, insbesondere aber
fur solche、die in ihren lebensweltlichen Zusammenhangen keine oder keine ausreichende〃
affektive､zuneigende Unterstiitzung und Anerkennung erfahren. Die Prqekte der Kinder-”
und Jugendarbeit stellen also Bildungsarrangements zur Verfijgung, die Heranwachsende aus
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den verschiedensten Milieus nutzen k6nnen, um ihre Welt-und Selbstsichten zu erweitern.
Bildungssettings k611nenDie    BildungssettinRs    k611nen    dazu    animieren.dazu                                                 dazu    animieren.    Lebensbewaltigungs-    und

● G

Lebensbewﾖltigungs-
Lebensgestaltungsfbrmen zurUckzugewinnen bzw. neu zu aktivieren und prasentieren zudem
Bildungsanlasse,  die dazu anregen,  die  suhjektiven  Selbstrenexionsfahigkeiten  und  die
Welterkenntnispotentiale zLI filndieren und zu qual而zieren. (v9l. Grunert 2005, S. 17).
Abb. 4  Konzeptionelle und inhaltliche Kemorientierungen der Kinder- und ｣ugendarbeit‘

(Thole, Pothmann & Lindner 2021b, S. 339)、 『
Die bisherigen Ausfiihrungen verzichteten darauf die lnhalte der Angebote und PrQjekte der
Kinder-  und  Jugendarbeit zu  konkret  auszuweisen.  Die  Formulierung  einel･ aktuellen、
konsistenten, Uberzeugenden und darUber hinaus auch noch zukunitsweisenden Perspektive
ist sicherlich ebenso heikel wie unsicher. Unter Beachtung der der vielfaltigen Uberlegungen
zu den inha l t l i chen Z ie l e k6nnen

・ Menschenrechte.
・ Demokratie

u n d

e Capabilities

als wechselseitig aufeinander bezogene, zentrale inhaltliche Bezugspunkte der Kinder- und
Jugendarbeit angesehen werden (Abb. 4). Die drei Begriffe akzentuieren die Formen von
sozialer, kultureller und pers6nlichkeitsbezogener Bildung, also die Bildung, die in den
PrQiekten und Angeboten der Kinder- und Jugendarbeit zentral zu initiieren m6glich ist.
Zudem enn6glichen sie, Ziele der Agenda 2030 fnr nachhaltige Entwicklung aufZugreifen
und diese in der padagOgiSchen Praxis orientierend heranzuziehen.

De"fo〃α"e,Mｾ"“力e〃ec"e und die C叩α6〃”es wurden in den bisherigen Theorien der
Kinder-  und  Jugendarbeit  zwar  implizit  thematisiert,  nicht jedoch  zentral  adressiert.
Herausfbrderungen  wie  der  rechtspopulistische  Nationalismus,  Rassismus  und  die
Missachtung des >>Anderen<<, die Ausgrenzung und Bekampfilng >>anderer<<, als >>什emd<<
etikettielter Lebensfbrmen sowie die jUngeren  Migrationsbewegungen,  Fragen nach der
Kontur sozialer Ungleichheiten, der Neuordnung der Gcschlechter und der generationalen
Ordnung sowie die Herausfbrderungen, die mit der Herstellung von Anerkennung und
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Gerechtigkeit  in  einer  Gesellschafi,  die  durch  soziale,  kulturelle  und  6konomische
Polarisierungen  gekennzeichnet  ist,  einhergehen,  k6nnten  Uber  diese  drei  Kategorien
bearbe i te t werden .

Abb. 5  Bildungsdimensionen und Reproduktionsleistungen der Sozialen Arbeit im Feld der non-
formalen Bildung (*)

Strukturel le

Komponenten

Reproduktionsprozesse
ﾆﾆｰｰﾆﾆｰ

Kulturelle Reproduktion
．：．

)>kulturel le=

Bildung《

Soziale integration
》SoZiaIe

Bildung"

Sozia l isat紗、

)>ldentitatsbildung<(

|mmunisierUng eines
Kemb e s t a n d e s v o n

Wertorientierungen

(VerunsIcherungen der
kollektiven ldentitat)

Erneuerung
legiti mationswi rksamen
W i s s e n s

(Legitimationsentzug)

Koordinierungvon Handlungen
Uber intersubjektiv anerkannte
GeltungsansprUche

(Anomie)

Wertinternalisierung

( Motivation sentzug)

Reproduktion von
Bildungswissen

(Orientierungs- und
r - D 1 I  d l

上rzIenungsKrlsenノ

Reproduktion von Mustern
sozialeI･Zugeh6rigkeit

(Entfremdung)

PersOnlIch keitsentwicklu ng

( PsVchopatholOgien)

(Thole, Pothmann & Lindner 2021b, S337)

Die potentiellen und strukturell vorgehaltenen Bildungsofferten der Kinder- und Jugendarbeit
k6nnen als kulturelle, soziale und identitatsbezogene Bildung gefasst werden (Abb. 5). Wird
dieser Bestimmung gefblgt, dann k6nnen die Uber die Kinder- und Jugendarbeit initiierten
Bildungsprozesse    als    ,,kulturelle    Reproduktion6f,    ,,soziale    lntegration5｡    undReproduktion6‘， ”soziale lntegration‘‘Bildungsprozesse   als                                                        und
,,Sozialisation66 verstanden werden - konkret:

｡>> Kulturelle Reproduktion<< (K"""'eルBﾉﾉ"""g) ware dann verbulldell m it der Aufgabe,
Prqekte zu initiierell, die dazll beitragen, das kulturelle Erbe einer Gesellschaif generationell
zu sichern.

c》》Soziale lntegration<< (Sozjα/GB"""g)  hatte  die  Erm6glichung  von  Prozessen  des
gesellschaiflichen  Zusammenhalts  mittels  politischer  Bildung  und  Demokratie-Lernel1
anzuregen und

"  >>Sozialisation<<,  also >>soziales  Lernen<<, hatte Prozesse der Pers6nlichkeitsentwicklung
（〃ｾ"/""6"di'"g) Uber sum ektives oder selbstrenexives Lernell zu in iti ieren .

Die  Kinder-  und  Jugendarbeit  stellt  in  ihren  verschiedenen  Arbeitsfeldern  Szenarien
sozialpadagogischer  Bildung  fiir  ihre  Adressat*innen  bereit.  Heranwachsenden  stehen
Bildungsarrangements  mit  unterschiedlichen  Akzentuierungen  z. B.  im  Kontext  von
Animation,    F6rderung,  Anregung,    Umlernen,  Renexion,    Beratung  oder  auch
Lebensgestaltung  zur  Bewaltigung  von  Herausfbrderungen,  Risiken  und  Krisen  zur
Verfngung. Bildungssettings der Kinder- und Jugendarbeit k6nnten dazu animieren, neue
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Lebensbewaltigungs- und Lebensgestaltungsfbrmen zu erlangen und zu aktivieren・Zudem
werden Bildungsanldsse arrangiert, die dazu anregen, die Selbstrenexionsfahigkeiten und die
Welterkenntnispotentiale zu filndieren und zu qualifizieren.

Die spezifIsche Kontur dieser padagogischen Szenarios konstituiert die Besonderheit und
Eigenstandigkeit der Kinder- und Jugendarbeit und somit der dezidiert als Bildungsprqjekte
ausgewiesenen Angebote der sozialpadagogischen Bildung mit Kindern und jugendlichen.
Die vielfaltigen fbrmellen, non-fbrmalen und inlbrmellen Bildungsangebote der Kinder- und
Jugendarbeit  werden  in  unterschiedlichen  Mischungsverhaltnissen  moduliert  u・a.  im
Hinblick auf ihre Orte (z. B. Jugendhaus, Bauspielplatz, StralJe), Settings (Jugendverband,
Ferien片eizeit, Internationale Jugendbegegnung) oder themenspezifisch ausgewiesen, z. B.
demokratiefbrderndeals    demokratiefbrdernde,    medienbezogene,    umweltorientierte,    gender-    odergender-a l s ／ m e d i e n b e z o g e n e ， u m w e l t o r i e n t i e r t e ， o d e r
ungleichheitssensible,  politische  oder  rassismuskritische  Bildung.  DarUber  hinaus  sind
Konzepte zu erkennen, die die Kinder- und Jugendarbeit als integralen Bestandteil einer
kommunalen Inli･astruktur definieren und so die Kinder- und Jugendarbeit im Ensemble einer
kommunalen Bildungslandschafi verortet sehen wollen.

Die Kinder- und Jugendarbeit ist ein zentrales gesellschaliliches Feld, in dem Kinder und
Jugendliche  experimentell  ihre  Selbst-  und  Weltdeutungsfahigkeiten  sowie  ihre
M6glichkeiten, sich sozial zu verorten, qualifizieren k6nnen, also ihre AutonomieansprUche
erproben k6nnen.

BdJV (Bundesministerium fUr Justiz und fiir den Verbraucherschutz) (202 1 ). >>Sozialgesetzbuch -
Achtes    Buch    (VIII)    -    Kinder-    und    Jugendhilfe<<.    https://wwwgesetze-im-
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Br6ckling, U. (2007). D"""je'"e/""e"scIze Se/6s/ - Sozio/ogie e加e'8""e"vi"""gyb'”Frankfilrt
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1 Hinweise zur Geschichte der

Kinder- und ｣ugendarbeit

Gesetzliche Grundlagen

Einrichtungen, Arbeitsbereiche
und Angebote

Ziele der Kinder- und ｣ugendarbeit
soz旧|padagogische Bildung

Kinder- und ｣ugendarbeit:
gesellschaftliche Aufgabe
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Die  Kinder- LInd ｣u鋲nda1．b識t  ist  eln
p調ago割きcke『･ Ort, an  dem  sich  die
padagogIschenlntentlonen-im Kontrastzu｢
Schule-quaslverstecktaufderH1nterb( jhne

lokallsleren：Spielen sichln den schulischen
B11dunRswelten           die           soziaIen

Platzierungskam pfe, R1valitaten      und

Beziehungsauseinandersetzungen im RUcken
des elgentlichen Lern-Lehr-Szenarlos ab,so

findeninden日nrichtungerlundProjektender
Kinder-und｣ugendarbeit  diese  auf der
HauptbUhneihrenPlatz.
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KultureIleReproduktion瞳 Ubenieren｣､g,Kmk1
皇 . E 確 曲 v o n k u n u r e I に 、汁 K u I t u 総 M G 、

認 軸 鴫 留 Ⅷ s s e nj

頚》》Kulturelle ReproduktionK(Kﾘﾉt("ど"召β""") ware dann verbunden mit der Aufgabe, Projekte zu
initileren, die dazu beitragen, das kulturelle Erbe einer Gesellschaft generationell zu sichern.

｡    >>Soziale lntegration<< (""Q/どβ"仇")g) hatte die Erm6glichung von Prozessen des gesellschaftlichen
Zusammenhalts mittels politischer Bildung und Demokratie-Lemen anzuregen und

鰯 〉>Sozialisation<《，also  )>soziales  Lernen<<,  hatte  Prozesse  der  Per56nlichkeitsentwicklung
（/〔/“"””"‘和"9) 0ber subjektives oder selbstreflexives Lernen zu initiieren.
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Kinder- und Jugendarbeit hat

o  fUr die Entwicklung von Lebensbewaltigungs-
und Lebensgestaltungs;くom petenzenノ

u n d

･  von biOgrafischen Lebenskonzepten
nachhaltig bei Kindern undjugendlichen
zu f6rdern ."

1 Q ﾛ

. “ u n d d a m l t

・ T e l l n a h m e u n d T e i l h a b e

am gesellschaftlIchen Leben sowie das Erleben
v o n

｡  ZugehOrigkeit und Solidaritat
u n d

･  Anerkennung

zu ermOglichen
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4．ドイツにおける子ども・ユースワークの養成と資格化
【独語版】Ausb"dun9 und Q"a///7Z/eIung, PﾉDFss/ona/"説""d Pro"ss/o"a//s/eﾉIﾉng der

KIndela["】d Jugenda巾e〃/nDeUiSc/7/and

ユリアン・ゼーマー(Julian Sehmer) (独・応用科学芸術大学ホルツマイデン）



Ausbildung und Qualifizierung, Professionalitat und Professionalisierung der Kinder-
und Jugendarbeit in Deutschland

ヴェルナー･トーレ､ユリアン･ゼーマー

子ども・ユースワークは、他で言及された（トーレ2020）ように、ドイツでは子ども・
若者支援の分野にある。ドイツでは、子ども・若者支援には、子ども・ユースワークの他、
保育関連施設における教育、少年審判補助、家庭支援並びに家庭の内外における子育て支
援、そして教育的児童・青年保護が含まれる。児童保護は、青少年局が責任を負う課題であ
る。しかし、横断的に捉えればすべての領域が含まれている（図1)。子ども・若者支援は
他方でドイツにおいて総合社会活動の大切な領域である。

図 1 子ども ｡ 若者支援の活動領域

領域横断的な課題としての子ども保護(Kinderschutz)

他の課題(例 :未成年者
の-保護、司法手続き

における支援）

(v91. Sehmer & Biesel 2022)

また、ドイツでは近年において、社会福祉援助活動、社会教育、総合社会活動はもはや明
確に区別されるものではないというのが社会的合意になっている。歴史的視点から言えば、
社会福祉援助活動と社会教育は概念上、区別するべきとする意見を根拠づけることもでき
るが、1970年以降はこうした論拠があまり意味を持たなくなっている。社会教育と社会福
祉援助活動は、異なった種類の学問分野をさしているわけではなく、それぞれの活動・実践
領域を明確に区別できるわけではなく、異なった職業グループでもなく、養成の方法や内
容も異なるわけではない。総合社会活動の構造は、一般的に次のように説明することがで
きる。
． 第一に、現代の、市民一資本主義社会の結果とそれについて現在新しく表れている要求

ならびに、社会的な結果への反応、中世末期以来の社会の現代化の危機と問題、
・ 第二に、社会的な不平等と異質性、社会問題の公的な取り組みの制度と個人に関係した

形、
・ 第三に、社会的緊張、集団的個人的に排除と包含に反対する試み。
これらの視点は、総合社会活動の目的は、援助的、介入的、あるいは支援的な行為だけで

なく、教育的な行為によってこそ達成されるという前提に基づいている。総合社会活動の

l注 : S o z i a l a r b e i t社会福祉援助活動、So z i a l e A r b e i t総合社会活動、So z i a l w e s e n社会事業

ワ ワ

ー I イ -

ドイツにおける子ども･ユースワークの
専門家養成､資格要件､専門性､専門化への取組み！

｜
’

子ども･若者支援の領域(社会法典8）
保育：

岬童昼間施設
子ども風ユースワー
ク、ユースソーシャ

ルワーク

家庭における
養育の促進



ためには、社会福祉的、教育的な行為が極めて重要なのである。
こうした理解に基づき、専門学校及び大学における社会教育の専門家養成は総合的に行

われ、総合社会活動のどの分野でも活動・従事できるように構成されている。それゆえ、ド
イツでは子ども・ユースワーク、あるいは子ども・若者支援に特化した養成教育は存在しな
い。

社会の現代化のプロセスは、ここ数十年で総合社会活動の養成の場を変化させた。
・ 専門家

養成が大学などの教育機関で行われるようになり、規格化が進んでいることが観察され
る。歴史的に見れば、ドイツでは1920年代以降、総合社会活動の専門家養成の場が拡
大し、70年代初頭から大学で履修できるようになった。

・ 専門職を養成する環境や機関が多様化した。
・ 総合社会活動は、ドイツにおいて相変わらず｢女性｣が多数を占めた職業になっている。
・ すべての資格の構造的な学問的関心は、理論と実践、統制/規律（専門領域）と專門性の

関係である。
後に述べるように、総合社会活動の広がりのなかの「中核の職業」と養成の道が示されて

いる(1 )。それとむすびついて、子ども・ユースワークにおいて誰がどのような資格を得て
職業かつどうをしているかを説明されている。それと結びついて専門性と専門化の問題が
議論され(3 )、そして、どのような能力が子ども・ユースワークにおける職業の担い手に必
要かという問題に対する考察が示されている(4)。

1． 総合社会活動の中核職業
ドイツでは、総合社会活動に従事する專門職を養成する場や資格要件は様々であり、多

様化している。少なくとも、以下の要件を満たす場合には、専門職としての従事する資格を
有するものとみなされる。
・職業専門学校あるいは比較可能な学校形態の卒業生、つまり社会補助士と幼児保育士の
養成
・専門学校と職業補習学校での保育士養成
．ならびに社会教育と教育科学の学部・修士課程の修了生

図2 総合社会活動における活動に対する資格形態
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幼児保育士｡社会補
助士(KinderpHeger*in/
SczialasSiStent*in)

保育士(Erzieher*in） 学士(BachelorofArts） 修士(MasterofArts）
総 合 社 会 活 動 ､ 社 会 福 祉 ､ 社 会 教 育 学 ､ 早 期 児 童 期 の 教 育 学 ､ 教 育 科
学､社会教育･社会福祉の職業的方向を持った後期中等教育の教職

職業的地位レ
ベ ル

職業訓練職･職人レベル心 技術者･マイスターレベル エンジニアレベル(地位の高い業務） より高度な業務

職 業 訓 練 の 場
所"期間

2年、職業専門学校 1年､職業実習;2年､専門
学校あるいは職業コレーク

3 - 4 年 ､ 応用科学のための単科大学 1
3年、総合大学

1-2年、応用科学のた
めの単科大学;総合大学

入学資格条件 基幹学校修了資格(9
年､普通教育学校）

中等修了の職業訓練資
格､あるいは実習前、中等
教育修了資格 

専 門 大 学 入 学 資 格 ･ 専 門 上 級 学 校 ･ 1 2 学 年 ア

ビトゥーア修了･3年制職業ギムナジウム修了・
5年制職業コレーク､部分的に実習前

学 士



毎年ドイツではおよそ2万人の学生が職業専門学校で幼児保育士か社会補助士になって
卒業する。養成教育を修了した数は、過去の年に増えてきた、同様に保育士の資格を付与し
た総合社会活動専門学校600からの修了生もそうである。その数は20 18年度に31,219人
にのぼった。

また明らかなことは、過去20年間に社会事業、総合社会活動、社会教育のための履修課
程の学生数が、2002年度（2002年9月から2003年8月まで）60,520人から2017年度
86,320人に、そして引き続きさらに明らかに増えていることである（図3)。

様々な資格を備えた総合社会活動の担い手（指導者）について、どの資格が「どのくらい
の」専門性をもたらすかを証明する実証研究はこれまでまだ行われていない。また、総合社
会活動に従事する指導者がどういった職業的專門知識を備えているのかについて、情報を
提供する調査も行われてこなかった。

さらに、専門性は、単に、修了した職業教育あるいは大学卒業終了資格、蓄積された社会
的な行動ルーティーン、それぞれの専門分野において定義が確立された手法、あるいは社
会通念（暗黙の了解など）に基づいて確認・証明できるものではなく、専門職が自身の経験
に基づいて判断する事例・領域にふさわしい行動、また彼ら自身が正しいと考える教育的
な行動条件、自身の経験や今まで過ごしてきた環境から最適と判断する社会的な行動条件、
そして認知的な自己確認を通してのみ確認・証明可能であるというのがコンセンサスとな
っている（参照: ThOle & Polutta 2011 )。

図 3 総合社会活動履修者一場と設置者一
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2子ども｡ユースワークの担い手
ドイツ連邦共和国における子ども・ユースワークは、1945年以降しだいに職業化、専門

化した。1949年から1990年まで存在したドイツ民主共和匡’（訳注：旧東ドイツ）では、
学校教育と学校外教育の緊密な連携を|望|るための職業化プロセスが、1950年代にはすでに
確立していた。ただし、このプロセスにおいては1960年代以降、子ども・ユースワークが
明らかなる政治教育の目的で行われたことが証明されている。これ（訳注：旧東独における
子ども・ユースワーク）は、1960年代なかばから4年間の大学教育で養成された「友好ピ

オニール指導者Freundschaftp ionierleiter':innen」により担われた。
ドイツ連邦共和国（訳注：現在のドイツ連邦共和国、1990年までの西ドイツ）において

は、社会教育及び社会福祉援助活動を專攻できる単科大学が倉l1設され、教育学を専攻課程
とする学部が大学に導入されるようになりようやく、1970年代初頭から子ども・ユースワ
ークのための專門教育を受けた者が活動主体に就職する道が開けた。

図4： 子ども･ユースワークにおける人員:2010年と2018年の比較
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ドイツでは総計約36 ,000人の職員が子ども・ユースワークに従事している。上記のデー
タから、従事者に関する次の具体的な状況を知ることができる。
・ 専門的従事者の過半数が女性である。2010年には58%が女性だった。この割合は、こ

こで取り上げられている期間変わらない。
・ 従事者の40％が25歳から40歳である。
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までと幅広い。2018年末の時点での統計によると、ドイツ国内においては専門的な大
学卒業資格を有する14,538人が子ども・ユースワークに従事していた。これらの資格
は、社会福祉専門の単科大学卒業か大学卒業等である。かれらは、子ども・ユースワー
ク従事者の約45％にあたる。このグループを例えば保育士のような特別な教育を受け
た専門職に広げると、これらの従事者の割合は最終的に63％になった。

． しかし、統計からは専門職の実際の状況は十分に明らかにできない。なぜなら、今日に
おいても従事者の50％以上は子ども・ユースワークに従事するための専門教育を受け
る準備をする機会を得なかったためである。

・2018年には全従事者の61％が民間団体で、39％が公共機関で働いている。この傾向は
2010年、2014年より進んでいる。

この分野の重要な人的資源は、名誉職あるいはボランティアである。青少年余暇施設、青
少年の家、養護施設、文化クラブ、児童館や文化センター、サッカーのファンクラブ、工
作・冒険遊び広場等の子ども・ユースワークの活動領域で名誉職あるいは無償ボランティ

アとして従事するリソースについては、確かなデータがない。こうした活動領域では、公共
機関の場合も、特に青少年団体のような民間団体においても、青少年と若い成人が自主的
に（ボランティアとして）活動していることが多く認められる。

3子ども･ユースワークの〔に携わる〕常勤職員の専門性と(専門的な)特性
子ども・ユースワークもまた総合社会活動の職員と同様に、職業的な実践の中に活動分

野〔領域〕の独自性、共通点や相違点、数- '一年来の課題を克服しなければならないようであ
る。医師や法曹、牧師といった他の古典的な職業とは異なり、子ども・ユースワークにおい
ては職業上の知識やスキルが「実践的になる」（実用化）ことを裏づける規格化された儀式
的な型に乏しい。なぜなら、合意に基づいて共有可能な専門化の特徴（メルクマール）が認
識できないからである。これらの特徴は、第1に就職プロセス（とりわけ新任者の統合）
を制御するものであり、第2に実務において構造的に固定化された習' |賞の安定化を図り、
第3に学術的な知識を職業に合った形で明文化するものである。現在、社会教育活動の従
事者にとっては、職業的な活動及び従事者自身の職業的習慣の基礎となり、この職業に従

事する上で必要な手引きとなる、社会的に認知され、集団的に共有可能な、専門分野として
一般化された知の資源はない。また、倫理的・規範的な指標も評価制度もなく、あらかじめ

構造化された行動の青写真(Handlungsfblien)や制度化された規則を知るためのネットワ
ークも存在しない。総合社会活動(Soz i a l e n A rbe i t )の活動領域における従事者は広い視
点から位置付けられ、職業について一般化し、実践〔運用〕化する知識と能力の実践に生か
される。これらの出口の段階でのマーキングや総合社会活動の領域での従事者が共通する
資格の履歴を指示することができないという単純な事実が指摘されているにもかわらず、
今日の議論においては以下のような特性を見る-総合社会活動〔ソーシャルワーク〕の活
動場面で従事者が職業性(Profb ss ion)を示す、自立した、確固たる専|'W性の育成を開発す
る、おそらく脆弱で多様な専門性(Profb ssional i tat )を明文化することは明らかである。

質的研究において、大学教育(Hochschulausbildung )では子ども・ユースワークの社会
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教育の担い手は、日常生活場面での深刻な課題の解決策を得ている場合、主要で専門的な
関連する書籍から受け継ぐ〔解決策を得る〕のみである。〔そのため〕引用された情報の根
拠は窓意的であるだけでなく、〔ごく〕少数の特異な選択や1つだけの専門的な例〔さえ〕
も含まれる。職業的な日常生活を維持するため、「同僚からの紹介」で資料を読んだり、專
攻の方向性が異なる個人的な読書からヒントを得ることを試みたりする者もいる。しかし
科学的な文献への関連付けを探しても、唯一の証明された専門的な子ども・ユースワーク
の職業的な実践を下支えする参照できる知識はめったに見つかることはない。

4子ども･ユースワークの担い手に必要な知識とスキル:専門性
子ども・ユースワークの関係者は多くの（場合､）一般的かつ子ども・若者期の特性を教

育学的･社会科学的な専門性のある議論へ｢低い｣親密性が見られる〔親密性しか見ない〕・

参照可能な專門的知識や社会経験のリソース〔と〕は、生活世界の中で説明の解釈〔につい
て〕の原則や歴史〔伝記〕の蓄積であり、日常的な実践のはたらきから作られていく。これ
らはしばしば専門的に確実な開発と偶発的ではない〔必然的な〕信頼ある子ども・ユースワ
ークの実践から、日常的に直感的、当然とする科学的知見だけで事足りるということを視

野 に 入 れ な い （ 無 視 す る ） 。 し か し 子 ど も ・ ユースワ ー ク に 携 わ る 專 従 の 職 員
(Mitarbe i ter * innen)は以下の最低限の知識を持つべきである。

近代化の過程を条件とした子ども・若者期の流動的なデザインの可能性およびリスク・
特別な課題、子ども・若者の政治的方向付けと生活環境の設定としての社会文化性、生
涯の生活に関連する知見
連邦の社会的、若者支援制度の政治機関についての知識、特に地方自治体に関連した
機関、つまり青少年局などの独立機関、独立した若者連盟の社会福祉連盟のような公
的な機関についての知識
教育状況の変化および職業的なパラドクスや|暖昧さに対処する専門的な関連性をめぐ
る 知 識

子ども・若者支援の権利の法制化、各州独自の規則つまり、児童・青年援助法、各州や
自治体に関連する適切な規程についての見識

主体・環境・生活世界・社会に関連する社会学及び心理学の理論についての知識
制度的文脈での社会教育的行動の職業的倫理基準に関する知識
性や民族にかかわる社会的不平等などの再生産のメカニズムについての知識
異なる方法や評価形式、構成概念、コミュニケーション形式の投入についての知識

しかし研究は以下の点について注意を促す。つまり前述の科学的かつ日常の実践的な知
識の蓄積は、ただ状況や事例に関連して浮かび上がってくるだけということである。職業
的な実践の場合、これらの継続的なアップデートを介して積み上げられた行動の戦略や行
動の恒常化に寄与する。したがって、子ども・ユースワークの「生産する」「為す」そして
「組織する」は一連の洗練された「実践的な行動力」が求められる。とりわけ、この子ど
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も・ユースワークをめぐる教育の知見は職員に不可欠である。特に、

共感能力、対象者の育った環境や民族的背景を理解する能力、理解力、相談業務に対応
する能力。
子どもや若者の日常生活についての認識に基づく教育的な関係性と結びつけることの
できるコミュニケーション能力(選択的･正統的なおしゃべり〔コミュニケーション〕)。
これらの能力はもし社会教育者が共感的でも「対決の準備している」(Ho l l s t e i n -
Brinkmann & Knab 20 16)としても、相談を可能にする( Hollstein-Brinkmann &

Knab 2016)ことと同様に､潜在的に教育の過程を変容させて､｢別の｣(Hafbneger 20 13,
S. 426)大人を表出させることができる。これらの能力について､職業倫理の前提条件、
例えば近さと距離、自主性と限度を超えない〔範囲での〕対処と無視の関係のバランス
が組織内の基準で捉えることが可能であることも含まれる。
手仕事やスポーツ、そして／もしくはメディア文化的な能力。例えばスラックライン
やマインクラフト、もしくは卓球〔などの〕遊びの腕前。子供や若者と一緒にのんびり
と楽しく、創造性を競い合い（社会教育的な「スパーリングパートナー」として)、前
へ進んで行くことができる。
作文・レトリックの能力。公に対して明快に関心ごとや目標を表し、教育的な内容、政

治的な発言についての説明をおこない、議論の穴を塞ぐことができる。これには、特に
積極的な政策設計や政策相談〔検討〕、ロビイ活動、子どもや若者自身（参画を伴う関

与を含む）と|司様に、自身の労働世界の構築とその立ち位置にも目を向けるアドボカ
シー、包括的で分析的なコミュニケーション能力を含む。
ある労働市場について、（自己／協働で作成／受け取った）実証的な分析、研究報告、
専門知識のレポート、書類、評価を再帰的に整理し、関連付け、簡潔明瞭に叙述する能
力。
柔軟に役割を担う能力。例えば、子ども・若者援助委員会の会議でそこでの言語的・慣
習的に相応しいルールを守ることができる。象徴的かつ習|貫的なスタイルに対して、
依存し続けることのない子ども・若者との一連の接触
組織的、計画的、管理的そして協働的「能力」

上述の望ましい知識とスキル(Wissen und K6nnen)の可能性は十分なものではなく、確

実にさらなる補完が求められる。これらは研究と実践的なレポートに基づいて作成された
だけでなく、理論や専門科学の要件をも用いて作られている。自明のこととして、青少年の
家の従事者が完壁に〔知識と能力を〕修得できるわけではない。同様に、従事者
(Mitarbe i te r * innen)のプロフイールも活動分野に応じて異なる。それゆえ、子ども・ユ

ースワークにおいては、集団として連携し、チームで協働することが子ども・ユースワーク
の実践的成果を上げるために重要なのである。
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ドイツの子ども・ユースワークにおける専門
養成、
資格要件、専門性、専門化への取組み
薦独シンポジウム鯵蕊良議溝大学
鱈灘灘寧蕊議大零篭AWK*ﾉｼﾂ零雫ヂン
蕊会学溌識 “蕊議蕊灘蕊嬢漁蕊
熱サノアン”ぜ…マー

彫 『V

ｰ ロ マ

驚鍵鏡鍵鍵鍵蕊

睦

本日の講演内容

01子ども・ユースワークの位置づけ
02子ども・ユースワークの担い手（指導者）
03専門教育と専門性
04専門化：知識とスキル

鵜 議 騨
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一 簔 蕊 謹 蕊 灘 識 織 Nara & Kassel, 12．12．2021SElTE2
Deut5ch-Japanisches-SymposIum
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01総合社会活動における
子ども・ユースワークの位置づけ

01総合社会活動における
子ども・ユースワークの位置づけ

子供を守ることがどの活動領域にも共通の課題

Abb. 1, Sehmer & Biesel 2022

-

青少年援助に
おけるその他
の課題（未成
年者の一時保
護、司法手続
きにお{ナる支

援）

- 8 6 -

子 ど も ・ 若 者 支 援

Nara & KasSe l , 12 .12 .2021 3
Deutsch-Japanisches-Symposlum
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DeutsCh-｣apanisches→Symposlum
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02子ども・ユースワークの担い手
ソーシャルワーカーになるには

総合社会活動の領域で活動するため
に必要な資格要件
･職業専門学校あるいはそれに類す

る課程を修了していること（ソー
シャルアシスタントや幼児保育士
としての職業訓練など）

・社会教育学の専門学校や職業訓練
校で保育士養成課程を修了してい
ること

･大学・単科大学で社会教育学ある
いは教育学の学士・修士を取得し
ていること

蕊鶴蕊騨蕊蕊蕊騨騨 Nara & Kassel , 12．12．20215
DeLItsch蓋｣apanisches=Symposlum
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02子ども・ユースワークの担い手
ソーシャルワーカーになるには

露 語
や幼児保育士の教育課程を修

一 一 一 _ _ _ _ - - _ _ _ _ ＝ _ … " 釦 = ー … 鈩 釦 … … … … … _ _ _ _ _ " 亀 … 晶 曹 ← - - 畳

一 ざ w n w 志 、 可 - 奇 ･ ぜ ､ 胃

霧 歌 感 熱 贈 弱 鑑 識 露
‘ , 篭 課 蒋 蕊 : § 瀧 蕊 場 ■

．司f､窪

函蕊雲壼羅燕､難

h
1 E

p 継続的に増加している
, : , 可

度には計8万6320人職鋤,胸j
蕊 藍 溌 , 蕊 圭 鑑 蕊 篭 醗 鯉 轆 譲

一 一 … ざ … … ぜ _ 箔 _ … _ … … ぜ _ , _ 壱 , _ ̅ _ 品 . , , ﾏ , ， ロ ョ , - … , 鍔 , _ _ _ _ 厚 . . . _ . , . . . _ 二

"蕗:『
実証された課題：
学位のみで指導者の専門性、習慣化された知識やスキル 1 こついて判断することはで
き な い

- 就駕淵…．割昼Nara & Kassel, 12.12.2021

・毎年約2万人が職業専門学校でソーシャルアシスタントや幼児保育士の教育課程を修

・近年、継続的に増える傾向にある
了



03子ども。ユースワークの担い手（指導
者）

子ども・ユースワークにおいては、
さまざまな資格や背景を持つ指導
者が活動している
合計約3万6000人が従事
このうち約45％が大学で総合社会活
動を修めている（保育士養成課程
修了者を含めると約63％）
その他：医師、言語療法士、治療
教育士、家政学士、技術者（職業
訓練生を育成する資格を持つ者）
、芸術家等
ボランティアも多い

Nara & Kasse l , 12．12．20217
Deut5ch今Japanisches-Symposlum

轡

鯵

馨

齢

Ⅱ

函；驚鴬03専門教育と専門性 驚

；
＃

§

・医師や法曹といった地位の確立された職業とは異なり

-輪雛認鈍そ藩魏そt鮒識資源に乏しく、
-嫌瀞となる指標や評価ｼｽﾃﾑがほとんど確立され
-鮴鮭蛎織瀧驍割瀞や法的拘束力のある規

瞥謹謹評議離蠣患驍諜瀞需饒露
普遍化（一般化）し、運用可能な状態にするのは個々の指導

認菫諺帥ている(実践はできるが根拠を説明できな
・諏的な文献を手にする機会がほとんどない｡あっても眼

|■画■■■■■■“…競競淵霞鋤帛辮超

塵
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04専門化：知識とスキル

どのような専門知識と社会経験を提供できるかは、
子ども。ユースワークの担い手側のスキル、特に、

嫌深託擢雷､育った環境､日常的な実
鳶ども･ﾕーｽﾜーｸにおける専門家に必要な知
・ 子ども・若者の生活状況や環境に関する知識
・社会福祉・青少年援助システム、法律の政治

的・制度的構造を連邦・地方自治体レベルで
理 解 して い る こ と

・ 教育学的状況の複雑さと克服すべき矛盾につ
いての 認 識

・ 社会的不平等を再現し理解するために必要な、

藍謹学鳥輔理蕊蕊的､社会に関連し
・ 方法論的知識

Na r a＆K a s s e l , 1 2．1 2．，0 ” S E l T E 9
Deutsch←｣apanisches-Symposlum

f-f〒：“専門化：知識とスキル J " ;
§ -

以下について、最低限のスキルが求められる
。 共感能力、対象者の育った環境や民族的背景を理解

する能力、理解力、相談業務に対応する能力
・ コミュニケーションスキル
・ 手先の器用さ、スポーツ、ソーシャルメディアやデ

ジタルコンテンツ等を扱う能力、若者のサブカルチ

議簿 ヤー等に関する知識、遊びのセンス
・ 文章力、レトリック能力：特に求められるのは、青

少年援助政策に対する積極的な立案能力や政策への
提言、ロビー活動能力、子ども・若者また自身の活
動領域の利益を代弁するための包括的な分析的コ
ミュニケーション能力

・ 専門性をさらにふかめるための分析力、評価能力、
自省能力

・ 組織力、企画力、運営管理能力、協調性

”…K､蹴競淵露奄測謡4§ §

辰

厚
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Ausbildung und Qualifizierung, Professionalitat und Professionalisierung der
Kinder- und Jugendarbeit in Deutschland

Wener Tho l e & Ju l i a n Sehmer

Die Kinder- und Jugendarbeit ist, wie andernorts ausgefiihrt (Thole 2020), in Deutschland ein
Bereich der Kinder- und Jugendhilfe. Neben der Kinder- und JLIgendarbeit geh6ren zur deutschen
Kinder- und Jugendhilfe die Padagogik in Kindertageseinrichtungen, die Jugendgerichtshilfe, die
F6rderung von Familien und die Hilfbn zur Erziehung in LInd aul3erhalb von Familien sowie der
erzieherische  Kinder-  LInd  Jugendaschutz.  Kinderschutz  ist  eine  Aufgabe  die  von  den
Jugendimtern verantwortet wird, aber als Querschnittsaufgabe alle Bereiche umfasst. (Abb.l)
Die Kinder- und Jugendhilfe wiederum ist ein bedeutsamer Teilbereich der Sozialen Arbeit in
Deutschland insgesamt.
Abb.1 Bereiche der Kinder- und Jugendhilfe

Kin dertagesbetreuU

ng：

Kin dertageseinrichtu
ngen

Fo｢derung de|r̅̅̅̅ニー
Erziehimgm der

戸 ﾆ ｰ ｰ " G Q -

I - a ､ m l l l e ． ．

Kinderschutz als Aufgabe, die quer zu den Handlungsfeldern verlauft

(v91. Sehmer & Biesel 2022)

Weitgehend  Konsens  ist  in  Deutschland  inzwischen,  dass  zwischen  Sozialarbeit,
Sozialpadagogik und Sozialer Arbeit nicht mehr unterschieden werden kann. Zwar k6nnen aus
historischer Perspektive Argumente genannt werden, die fIjr eine begrifl1iche Trennung zwischen
Sozialarbeit und Sozialpadagogik pladieren, doch diese haben spatestens seit dem letzten Drittel
des 20. Jahrhunderts an Bedeutung verloren. Sozialpadagogik und Sozialarbeit benennen keine
verschiedenartigen wissenschafilichen Facher, keine deutlich voneinander zu unterscheidenden
Arbeits- und Praxisfelder, keine unterschiedlichen BerufSgruppen und auch keine divergenten
Ausbildungswege und -inhalte mehr. Allgemein fbrmuliert ist Soziale Arbeit strukturell

蟻eﾉ"s/e"s ein  Resultat der modernen, bUrgerlich-kapitalistischen  Gesellschaifen  und  den
darijber neu entstandenen Herausfbrderungen sowie eine Reaktion auf die sozialen Folgen,
Risiken  und  Probleme  gesellschaltlicher  Modernisierungen  seit  dem  ausgehenden
M ittelalter｡

F ﾛ 1 ： d オ ･ ･ ･
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K i n d e r - u n d

j ugen dschutZ
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Handlungsfelder der Kinder- und ｣ugendhilfe (Achtes Sozialgesetzbuch)



e  zwe"e"s eine institutionen- und personengebundene Form der 6ffentlichen Bearbeitung
sozialer Ungleichheit und Heterogenitat, sozialer Fragen und Probleme und

。 ”加e"s  der  Versuch,  gesellschaftliche  Spaltungen,  kollektive  und  individuelle
Ausgrenzungen und Exklusionen entgegenzuwirken.

Diese Sicht gcht davon aus, dass die Ziele von Sozialer Arbeit nur erreicht werden k6nnen, wenn
nicht nur helfend, intervenierend oder unterstUtzend, sondern auch padagogisch gchandelt wird.
FUr die Soziale Arbeit ist soziales, padagogisches Handeln konstitutiv.

Entsprechend  dieses  Verstandnisses  sind  die  fachschulischen  wie  hochschulischen
sozialpadagogische Qualifizierung generalistisch ausgelegt, bilden also fUr eine Tatigkeit im
gesamten Feld der Sozialen Arbeit aus. Daher existieren in Deutschland auch keine spezillschen
Ausbildungen fnr die Kinder- und Jugendarbeit oder die Kinder- und JLIgendhilfe als Teilbereiche
der Sozialen Arbeit.

ModernisierungsprozcsseGesellschaftliche    Modernisierungsprozcsse    verﾖnderten  allerdings d i e deutsche

Ausbildungslandschaif der Sozialen Arbeit in den letzten Jahrzehnten:

"  Zu    beobachten    ist    eine    weitere    Akademisierung    und    Normalisierung    der
Qualifizierungslandschaft. Historisch hat sich in Bezug auf die Qualinzierungsfbrmate der
Sozialen Arbeit in Deutschland seit den l920er Jahren ab den廿uhen siebziger Jahren eine
Akademisierung vollzogen.

｡ Die Pluralitat der Ausbildungsebenen und der Tragerlandschaft hat sich verfbstigt.
Soziale  Arbeit  ist  in  Deutschland  weiterhin  ein  mehrheitlich  von  >>Frauen<<  besetztes

beruniches TatigkeitsHed.
｡  Eine strukturelle Herausfbrderung aller Qualifizierungen ist das Verhaltnis von Theorie und

Praxis, Disziplin und Profession.

Nachfblgend werden die >>Kernberufe<< und Ausbildungswege fUr eine berufliche Tatigkeit in den
Feldern der Sozialen Arbeit vorgestellt ( 1 ). Daran anschliel3end wird beschrieben, wer mit
welcher Qualifikation in der Kinder- und Jugendarbeit beruflich tatig ist. Daran anknUpfend■e
werden Fragen der Professionalitat und Professionalisierung diskutiert (3) und Uberlegungen zu
der Frage vorgetragen, welche Fﾖhgkeiten beruniche Akteure in der Kinder- und Jugendarbeit
vorweisen sollten (4).'

Die AusfUhrungen basieren auf Uberlegungen der nachfblgend notielten Publikationen. Im Text erfblgell
keine weiteren Hinweise aufdiese Beitrage:
Autorengruppe Kinder- und Jugendhilfestatistik (2019). Kj"此'-〃" J"ge"d乃岬と'epo" 20/8. E/"e
ke""zαﾙ/e"6" /e"e z4"α"se. Opladen, Berlin und Toronto: Verlag Barbara Budrich .

Thole, W. (2020). Zul･ Lage des Professionellen. In Bielefeldel･ Arbeitsgruppe 8 (Hrsg.), "ie geカバwe"e′
〃'〃P'Q/bss/o"α/師e'""9脚"‘" "s6//""g加火'Soz/q/e" "6e" (S.15-32). Lahnstein: Verlag neue praxis.

Thole, W., Lindner, W., & Pothmann, J. (2021a). Kinder- und Jugendarbeit als sozialpadagogisches

1
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1    Die Kernberufe der Sozialen Arbeit

Die Orte, die価r eine beruniche Tatigkeit in den Handlungsfeldern der Sozialen Arbeit in
Deutschland qualifizieren, sind vielfaltig und differenziert, zumindest wenn davon ausgegangen
wird､dass尹
"  AbsoIvent*innen  von  Berufbfachschulen  oder  vergleichbaren  Schulfbrmen,  also

Sozialassistent*innen- und KinderpHeger*innenausbildungen,

"  Erzieher*innenausbildungen an Fachschulen und berunichen Kollegs
AbsoIvent* innen・sowie      erfblgreiche      AbsoIvent*innen      von      sozialpadagogischen      und

erziehungswissenschafilichen  Bachelor-  und  Masterstudiengangen  an  angewandten
Hochschulen und Universitaten

als einschlﾖgige Qualifizierungsfbrmen angesehen werden.(Abb. 2)

Pro Jahr absoIvieren ungefahr 20.000 SchUler*innen in Deutschland erfblgreich eine Ausbildung
der KinderpHege oder Sozialassistenz an Berufbfachschulen. Der Zahl deljenigen, die eine
entsprechende Ausbildung erfblgreich abschlieBen, ist in den zurUckliegenden Jahren ebenso
leicht angestiegen wie die erfblgreiche AbsoIvenz von einer der gut 600 Fachschulen fiir Soziale
Arbeit mit dem AbschILIs Erzieher*in. Die Anzahl der AbsoIvent*innen stieg auf insgesamt
31.219 im SchuUahr 2018 1 2019 (v9l. Autorengruppe Fachkraftebarometer 2021).

Qualifizierungsformen fUr Tatigl<eiten in der Sozialen Arbeit

KInderpfleger*in/ Erzieher*in    ̅ "rBachelor of Arts                                    Master of ArtsKInderpfleger*in／Erzieher*in                                                   MasterofArts
, - ﾖ ｰ ﾆ ｰ ' ̅ い '

SozIalaSSiStent*in --h
■ - . :

罐

,  Soziale Arbeit, SozIalwesen, Sozialpadagogik, Padagogik der frUhen
Kindheit, ErziehungswIssenschaft, Lehramt Sek. ll mit berufl. Fachrich-

"i;  tung Sozialpadagogik/Sozialwesen

ﾍusbildungsberu"    Techniker-/Meister*in- Ingenieurebene (Gehobener Dienst)
3 e s e I l * i n r l e n e b e n e L n e n e b e n e

2 ｣ahre BerufsISCh-

schu le

尋…"…"'…"誕剛…abschlusS Ausbildung oder
(9 ｣.                      Vorpraktikum und

faligemeinbildende  *mittlerer
Schule) " BildungsabschIuss

3-4 ｣ahre Hochschule fUr angewandte Wissenschaft
(je nach Studiendauer wegen Staatlicher
Anerkennung) oder
3」ahreUn i ve ｢ s i t a t

Fach hochschulreife/Fachobersch ule/
Abschluss l2 Klasse Abitur/3｣.Berufliches Gym-
Abschluss KIasse l2 GVmnasium oder 5 ｣.
Berufskolleg teilweise Vorpraktikum

Noch deutlicher stiegen in den zurUckliegenden zwei Jahrzehnten die Studierendenzahlen fiir die

BildungSpr(j ekt.火"jsc/7e/"ge"cZ I (2021), S. 7-16.
ThOle, W., Pothmann, J., & Lindner, W (202 1b). D/e K加火『-
"6e//yと〃火'sozjaゆα"gogjsc/7e"β"""g. Weinheim u. Basel

""d./"ge"""6e". E/"〃方J"""9 "T ez"
B e l t z - J u v e n t a .

蕊

H 6 h e r e r D i e n s t

1 b i s 2」ah r e

Hochschu l e fU r

a ngewa ndete
W i s s e n s c h a f t o d e r

U n i v e r s i t a t

B a c h e l o r o f A r t s
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Abb . 2

" " i l d u n g

zugangs-
v o r a u s s e t z u

ベ
４
 
ｒ
・

Ｊ
Ｊ
ｅ

ｍ
-
ｄ

ｊ
 
０

１
Ｋ
ｅ
・

＋
Ｌ
Ｇ
ｌ
剤
---

’
し
Ｋ
凪
-
-
１
」
-

ａ
Ｉ
ｎ

ｒ
 
Ｃ

Ｄ
，
旧
 
何
ら

Ｓ
 
ｌ
ｒ
ｅ

ｆ
，
Ｃ
Ⅱ
Ⅱ

ｕ
 
ａ
 
Ｏ

ｒ
↑
ト
ー
Ｋ

ｅＢ
ｅ
炉
ｎ

ｒ
Ｉ
Ｉ
」

■
『
Ｊ
９
ｒ
ｌ

ｕ
吋
距

錘
一
一
》
一
蕊
一
一
一
癖
》
一
銅

瀝
琴
認
識
弾
一
凱

》
三
口
癖
一
三
三
Ｆ
こ
こ
Ｆ
》
Ｆ
一
鋸



Studiengange Sozialwesen, Soziale Arbeit und Sozialpﾖdagogik von zusammen 60.520 im
Studieniahr 2002 1 2003 aufinsgesamt 86.320 Studierende 2017 1 2018 (v9l. Meyer und Karsten
2019) und anschlieBend nochmals deutlich (Abb. 3).

Empirische Studien, die in BezLIg aufdie unterschiedlich qualifizierten Akteur*innen im Feld der
Sozialen  Arbeit  belastbar  ausweisen,  welche  Qualifizierung  >>wieviel<<  Professionalitat
hervorbringt, fehlen bislang. Auch fehlen Studien, die darUber Auskunfi geben, Uber welcheS
berufSbezogene Fachwissen die berunichen Akteur*innen der Sozialen Arbeit verfiigen.

Abb. 3  Soziale Arbeit studieren - Orte und Trager
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Weitgehend Konsens ist, das Profbssionalitat nicht schlicht anhand von absoIvierten berunichen
oder akademischen Qualifizierungsorten, angehaufien soziale Handlungsroutinen, definierten
disziplinaren  Diktionen  oder  ein  imaginares  gesellschafiliches  Mandat  identifiziert  und
ausgewiesen werden kann, sondern nur Uber fall- und feldbezogene Handlungen der
professionellen Akteur*innen und iiber die von ihnen aktivierten padagogischen, biographie- und
sozialfeldbezogenen sozialen Handlungsdispositionen und kognitiven Selbstvergewisserungen
(vgl. Thole & Polutta 201 1).
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2    Das Personal in der Kinder- und ｣ugendarbeit

2 “ 7 / ” i 8

Die Kinder- und Jugendarbeit in der BundesrePublik Deutschland hat sich nach l 945 sukzessive
verberunicht und verfaChliCht・In der Deutschen  Demokratischen Republik, dem zwischen
1 949 und l990 bestehenden zweiten deutschen Sttat, wurde der Verberunichungsprozess Uber
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die enge Verzahnung zwischen Schule >>und auBerschulischer Padagogik<< schon in den l950er
Jahre quasi abgeschIossen. Ausgewiesen ist hier allerdings eine eindeutige Politisierung der
Kinder- und Jugendarbeit seit den l 960er Jahren・Diese wurde wesentlich von den seit Mitte der
1 960er Jahre      iiber      ein      viedahriges Hochschulstudium    ausgebildeten
>>Freundschaftpionierleiter*innen<< getragen.

Erst mit der GrUndung von Fachhochschulen fir Sozialpadagogik und Sozialarbeit sowie mit der
Einfiihrung von erziehungswissenschafilichen Hauptfachstudiengangen an den Universitaten in
der Bundesrepublik Deutschland bestand fIir die Anstellungstrager seit Beginn der l970er Jahre
zumindest potentiell die M6glichkeit, fiir die Kinder- und Jugendarbeit einschlagig fachlich
qualifizierte Mitarbeiter*innen zu rekrutieren.

personal in der Kinder- und ｣ugendarbeit' nach ausgewahlten Merkmalen in Deutschland
2010 und 2018

2010

'nsesamt l  in %
2018

,nsesamt  l i n %

32．132

19．762

13．335

18．797

4．478

12．835

12．374

2 .445

8．045

9 .646

14．441

15．045

20．914

10．329

10．659

14．97]-

21．680

15．040
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Abb. 3

Beschaftigte insgesamt
VoIIzeitaquiva lente2
M a n n e r

Fra uen

< 25 ｣ahre

25 -40 ｣ a h r e

40-60 ｣ a h re

> 60 ｣ahre

Un t e r l 9 S t unden

19 bis unter 32 Stunden

32 S tunden und mehr

Fachlich einschlagige Ausbildung
Fachlich, akademische Qualifizierung
Offentliche Trager
Freie Trager

In Deutschland sind insgesamt knapp 36．000 Personen in der Kinder- und Jugendarbeit berunich
tig. Die erhobenen Daten lassen eine weitere Konkretisierung des Personals zu:

. Weit mehr als die Hﾖlfie, das heiBt 58 % aller Mitarbeiter*innen in den Handlungsfeldern
der Kinder- und Jugendarbeit sind in den 20 1 0er Jahren Frauen. Diesc Quote erweist sich
fiir den hier betrachteten Zeitraum als stabil.

｡  40 % der Beschaitigten sind zwischen 25 bis unter 40 JahI･e alt.

｡  Knapp 45 % der Ende 201 8 Uber die Statistik erfassten tatigen Personen sind hauptberuflich
BerufStiitige auf Vollzeitbasis bzw. einer vollzeitnahen Teilzeitbeschaftigung respektive
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eines w6chentlichen Beschafiigungsumfangs von 32 Stunden oder mehr.

o  Das zertifizierte Qualifikationsprofil der Mitarbeiter*innen in der Kinder- und JugendarbeitD■
ist  grundsﾖtzlich  breit  gestreut  und  reicht  von  Arzt*innen  Uber  Logopad*innen  und
Heilpadagog*innen, F a c h ho c h s c h u l -diplomierten  sozialpadagogischen  Fachhochschul-  und
UniversitatsabsoIvent*innen Uber Hauswirtschaftler*innen, Industriemeister*innen bis hin
zu Personen mit einem kUnstlerischen Ausbildungsabschluss・Bundesweit verfngen l4.538
der Ende 20 1 8 in der Kinder- und Jugendhilfestatistik erfassten Beschafiigten Uber eine

Qual ifIkation, beispielsweisefachlich    einschlagige    akademische    QualifIkation,    also    beispielsweise    einen
Fachhochschulabschluss oder auch einen UniversitatsabschILIss der Fachrichtung Soziale
Arbeit. Das entspricht rund 45 % der in der Kinder- und Jugendarbeit tatigen Personen.
Erweitert man diese Oruppe um die Fachkrafie mit einer fachspezifIschen Ausbildung, also
beispielsweise Erzieher*innen, so bewegen sich die Anteile dieser Beschaftigten mit einer
fachlich einSchlagigen Ausbildung bei zuletzt 63 %.

"  Del･ Stand der statistisch dokumentierten Fachlichkeit kann insgesamt allerdings noch nicht
Uberzeugen. So machen die Daten deutlich, dass auch heute noch weit iiber 50 % der
Beschaltigten  keine  M6glichkeit hatten,  sich  Uber ein  Studium  oder eine Ausbildung
hinreichend aufeine Tatigkeit in der Kinder- und Jugendarbeit vorzubereiten.

・ Bundesweit  sind laut  Kinder-  und Jugendhilfestatistik  2018  knapp  61 %  aller
Mitarbeiter*innen bei den fieien Tragern und rund 39 % bei 6ffentlichen Tragern beschaifigt.
Diese Verteilung bestatigt sich weitgehend auch fUr die Ergebnisse der Jahre 2010 und 2014.

Eine  wichtige  personelle  Ressource  fiir die  Kinder-  und  Jugendarbeit  ist  weiterhin  das
ehrenamtliche oder fieiwillige Engagement. BezUglich der in den Handlungsfeldern der Kinder-
und  Jugendarbeit  ehrenamtlichen  oder  fieiwillig  unbezahlt  Tatigen  zum  Beispiel  in  den
Jugend廿eizeitzentren, Jugendhausern      und      Jugendheimen,      den      kulturellen
Arbeitsgemeinschafien und den sozio-kulturellen Zentren, FuBballfanprmekten oder auf den
Bau- und Abenteuerspielplatzen fehlen valide Daten・So fnllt man haufig auf die Erkenntnis
zurUck, dass sich Jugendliche und jijngere Erwachsene in den genannten Handiungsfeldern
sowohl  bei  6ffentlichen  als  auch  insbesondere  bei  fieien  Tragern  und  den  Kinder-  und
Jugendverbanden fi･eiwillig engagieren.

3    Fachliches Profil und Professionalitat der hauptamtlichen Mitarbeiter*innen in der
Kinder- und ｣ugendarbeit

Die Mitarbeiter*innen der Sozialen Arbeit wie auch der Kinder- und Jugendarbeit scheinen in
ihrer beruflichen  Praxis ein handlungsfeldunabhangiges, also  gemeinsam geteiltes und seit
Jahrzehnten bekanntes Problems bewaltigen zu mUssen. Im Gegensatz zu anderen, klassischen
Professionen - Mediziner*innen, Jurist*innen oder Pfarrer*innen - k6nnen sie das ,,Praktisch-
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WerdenG@  ihres  berufSorientierten  Wissens  und K6nnens nur Uber schwach  normierte oder

ritualisierte  Schablonen  abstUtzen, weil  keine  konsensual  zu teilenden,  berufbspezifischen
dieProfessionalisierungsmerkmale    zu    erkennen    sind,    die    erstens die berunichen

lntegrationsprozesse  -  insbesondere  von  BerufSnoviz*innen  -  steuem,  zweitens  in  der
berunichen Praxis eine strukturell verankerte. habituelle Sicherheit bereitstellen und darUber

drittens wissenscha仇liches Wissen berufSorientiert kodifizieren. FUr die in den Handlungsfeldern
der modernen  sozialpadagogischen Arbeit  Engagierten  stehen  weder anerkannte,  kollektiv
geteilte, generalisierte disziplinare Wissensressourcell lloch ethisch-normative Zeichen- und
Bewertungssysteme  und  keine  Netzwerke  von  vorstrukturierten  Handlungsfblien  und
institutionell gebundenen Regeln abrufbar zur Verfiigung, die die beruflichen Handlungen und
subiektiven,  berunichen Habitualisierungen  grundieren  und berufStypisch kanalisieren.  Die
berunichen Akteur*innen in den Handlungsfbldern der Sozialen Arbeit bleiben weitestgehend
auf sich gestellt und ihnen bleibt es Uberantwortet, die Prozesse der lmplementation ihres
Wissens  und  K6nnens  im  Beruf zu generalisieren  wie zu  operationalisieren.  Trotz dieser
ALIsgangsmarkierung und auch unter Beachtung der schlichten Tatsache, dass die in den Feldern
der Sozialen Arbeit Beschafiigten auf keine gemeinsame Qualifizierungsgeschichte verweisen
k6nnen, wird auch in den aktuelleren Diskursen weithin davon ausgegangen, dass die in den
Handlungsfeldern der Sozialen Arbeit Beschaltigten eine Profession darstellen, eigenstandige
wie eigensinnige Proibssionalisierungsfbrmen entwickeln sowie eine deutliche, wenn auch
vielleicht brUchige Variante von Professionalitﾖt dokumentieren.

Qualitative Untersuchungen zeigen, dass die sozialpadagogischen Akteure in der Kinder- und
Jugendarbeit mit Hochschulausbildung mehrheitlich fachlich einschlagige Publikationen nur
dann rezipieren, wenn sie nach L6sungswegen fiir gravierende Alltagsprobleme Ausschau halten.
Die herangezogenen lnfbrmationsquellen sind dabei allerdings nicht nur beliebig, sondern auch
wenig spezifisch ausgewahlt und einschlagig fachlich. Einige lesen das, was >>Kolleg*innen
empfehlen<< oder versuchen, Uber ihre nicht fachorientierte PrivatlektUre Anregungen fUr ihren
berunichen Alltag zu crhalten. Aber auch di可enigen, die BezUge zur wissenschafil ichen Literatur
suchen, finden hier nur selten ein ein*hlagig ausgewiesenes fachliches, die beruniche Praxis in
der Kinder- und Jugendarbeit fimdierendes und abstUtzendes Referenzwissen.

4    Was sollten Mitarbeiter*innen in der Kinder- und ｣ugendarbeit Wissen und
KOnnen - Professionalisierung

Die Mitarbeiter*innen in der Kinder-und JLIgendarbeit zeigen mehrheitlich nur eine >>niedrige<<
Affinitat  zu  den  wissenschafilichen  und  fachlichen  Diskursen  der  EI･ziehungs- und
Sozialwissenschaft im Allgemeinen und der Sozialpadagogik des Kindes-und JugendalterS im
Speziellen. Die verfiigbaren fachlichen Wissens- und sozialen Erfahrungsressourcen sind in den
Deutungen  der  Handelnden  vorrangig  in  lebensweltlichen,  biografisch  angehau仕en  und
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alltagspraktischen Fahigkeiten gelagert.  Sie  ignorieren haufig, dass zur Entwicklung einer
fachlich fUndierten und nicht auf Zufalligkeiten vertrauenden Kinder- und Jugendarbeitspraxis
al ltﾖgliche, intuitive und natUrliche Wissensressourcen allein nicht ausreichen. Hauptberufliche
Mitarbeiter*innen in der Kinder- und Jugendarbeit sollten jedoch Uber fblgende Wissensbestande
verfIigen :

"  Kenntnisse Uber die Lebenslagen und -verhaltnisse von Kindern und Jugendlichen, ihre
politischen Orientierungen Stilpraferenzensozialkulturellen    wie    politischen    Orientierungen    und    Stilbraferenzen    sowie

gesellschaltlichen Verortungswiinsche, Uber die mit den Modernisierungsprozcssen sich
standig modiflzierenden Gestaltungsm6glichkeiten der Kindheits- und Jugendphase und der
damit verbundenen Risiken und besonderen Problemlagen;

"  Wissen Uber die politisch-institutionellen Strukturen des bundesrepublikanischen Sozial-
und Jugendhilfesystems, insbesondere in Bezug auf die kommunalen Strukturen sowie

● 心

Wissen darUber, wie die Offbntlichen Trager, also die Jugendamter, und Freien Trager, die
Jugend- und Wohlfahrtsverbande, intern aufgebaut sind;′

" Wissen hinsichtlich der Modulation padagogischer Situationen und auch bezUglich der
professionell zu bewﾖltigenden Paradoxien und Ambiguitaten;

"  Kenntnisse Uber die rechtlichen Kodifizierungen der Kinder- und Jugendhilfb und Uber die
landerspezifischen Regularien, also Wissen Uber das Kinder- und Jugendhilfegesetz und die
entsprechenden landerbezogenen und kommunalen Bestimmungen;

m  Wissens Uber sumekt-, milieu- und lebenswelt- sowie gesellschafisbezogene soziologische
und psychologische Theorien;

e  Wissen  tiber  die  professionsethischen  Standards  sozialpadagogischen  Handelns  in
institutiOnellen Kontexten:夕

｡  Wissen Uber das Netzwerk sozialpadagogischer HilfS- und Beratungsangebote allgemein
und ortsbezogen;

@  Wissen Uber die Reproduktionsmechanismen gesellschafilicher Ungleichheit, u. a. in Bezug
auf die Geschlechter und Ethnien

u n d

Kenntnisse Uber den Einsatz von unterschiedlichen Methoden und  Evaluationsfbrmen,
Organisationskonzepten und Kommunikationsfbrmen.

Studien weisen jedoch darauf hin: Die genannten wissenscha仇lichen und alltagspraktischen
Wissensbestande sind nur situations- und fallbezogen zu stimulieren. In der berunichen Praxis
entwickeln  sich  diese  Uber  kontilluierliche  Aktualisierungsprozesse  zu  aufgeschichteten
Handlungsstrategien  und  -routinen.  Das  >>Herstellen<<,  >>Machen<<  und  >>Organisieren<<  von
Kinder-  und  Jugendarbeit  erfbrdert  demzufblge  eine  Reihe  anspruchsvoller  >>praktischer
Handlungsfahigkeiten<<. Die Padagogik in der Kinder- und Jugendarbeit verlangt von ihren
Mi t a r be i t e r * i n n en i n sbe sonde r e
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"  emphatische,  biografie-  wie  ethnografYeorientierte  Wahrnehmungs-,  Verstehens-  und
Beratungsfahigkeiten

S O W l e

"  kommunikative Fahigkeiten, also die Fﾖhigkeit, mit Kindern und Jugendlichen alltagliche,
anerkennungsbasierte padagogische Beziehungen eingehen zu k6nnen (selektiv-authentisch
>>quatschen  und  labern<<);  diese  Fahigkeiten  k6nnen  sowohl  fUr m6gliche  Beratungen
(HoIIstein-Brinkmann  &  Knab  20 1 6),  aber  auch  fIir  potenzielle  B ildungsprozesse
modifiziert  werden,  wenn  Sozialpadagog*innen,  sympathische,  aber  auch  >>zur
Auseinandersetzung bereite<< (Hafeneger 2013, S. 426), >>andere<< Erwachsene verk6rpern;
hierzu geh6ren auch Fahigkeiten, mit den profbssionsethischen Pramissen, beispielsweise in
der  Ausbalancierung  des  Verhaltnisses  von  Nahe  und  Distanz,  soLIverin  und  nicht
grenzverletzend umzugehen und Missachtungen dieser Standards in den Organisationen
wah rnehmen zu k6nnen .

｡  Handwerkliche,  sportliche  und/oder  medial-kulturelle  Kompetenzen  und  spielerisches
Geschick、etwa bei Slackline、Minecl･a代oder Tischtennis、um  mit  den  Kindern  und′
J ugendlichen  in  eine  entspannt-spal3bezogene  und  kreativc  Auseinandersetzung  (als
sozialpadagogischer >> Sparringspartner<<) trcten zu k6nnen ;

｡ schrifiliche und rhetorische Fahigkeiten, um Anliegen und Ziele 6ffentlich verstandlich
vorstellen zu k6nnen und padagogische lnhalte auch politisch artikulieren, begrUnden und
argumentativ abstUtzen zu k6nnen; hierzu zahlen insbesondere umfhssende analytische und
kommunikative Fahigkeiten zur aktiven Politikgestaltung, Politikberatung, Lobbyarbeit und
Interessenvertretung sowohl im Hinblick auf Kinder- und Jugendliche selbst (inklusive
deren partizipativer Einbeziehung) wie auch auf die eigenen Arbeitsfeldstrukturen und -
positionen;

｡  Fahigkeiten,  das eigene Arbeitsfeld  Uber (selbst oder  in  Kooperation erstellte  sowie
rezipierte)  empirische  Analysen,  Forschungsberichte  und  Expertisen  sowie  Berichte,
Dokumentationen und Evaluationen renexiv einzuordnen、zu relationieren und auch nach

auBen pragnant darstellen zu k6nnen;
"  Rollenflexibilitat,  um  zum  Beispiel  in  einer  Kinder-und  Jugendhilfeausschusssitzung

sprachlich und habituell entsprechend den dortigen Regeln aufireten zu k6nnen, um nicht
auf den symbolischen und habituellen Stil, der gegenUber und im Kontakt mit den Kindern
und Jugendlichen routiniert wurde, angewiesen zu bleiben

u n d

e  Organisations-, Planungs-, Verwaltungs- und Kooperations->>K6nnen<<.
Die  vorgestellten,  gewiinschten    Wissens-    und  K6nnenspotenziale  sind  sicherlich
erganzungsbedUrftig. Sie sind komponiert worden sowohl auf der Orundlage von Forschungen,
Praxisberichten, aber auch aufgrund theoretisch-fachwissenschaitlicher Erfbrdernisse.

- 1 0 0 -



Selbstverstﾖndlich kann nichtjede*r Jugendhausarbeiter*in alles perfekt beherrschen und ebenso
selbstverstandlich  ist  auch,  dass  die  Vorstellungen  von  Mitarbeiter*innenprofilen  von
Handlungsfeld  zu  Handlungsfeld  variieren.  Deswegen  ist es wichtig,  in  der  Kinder-  und
Jugendarbeit kooperativ als Kollektiv oder Team zusammen zu arbeiten, damit ein gelungene
Praxis der Kinder- und Jugendarbeit sich entwickeln kann.
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" Verortung der Kinder- und jugendarbeit
in der Sozialen Arbeit

Soz ia le Arbei t

Kinder- und Jugendhilfe
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" Verortung der Kinder- und ｣ugendarbeit
in der Sozialen Arbeit

HandlungsfelderderKinderF UndJIJgendhilfe (Achtes Sozialgesetzbuch)
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02 Das Personal in der Kinder- und

｣ ugenda rbeit
- Wege in die Soziale Arbeit

Verschiedene Qualifizierungswege
erm6glichen Tatigkeiten inHHandIungsfeldem der Sozialen Arbeit:
｡ Abschluss an Berufsfachschulen oder

vergleichbaren Schulformen, also
Soz i a l a ss i s t en t * i nnen - und

Kinderpfleger"innenausbildu ngen,
･  Erzieher"innenausbildungen an

Fachschulen fUr Sozialpadagogik und
beruflichen Kollegs

･ sozialpadagogische und
erziehungsWigsenschaftliche Bachelor-
und Masterstudiengangean
angewandten Hochschulen und
U niversitaten

02 Das Personal in der Kinder- und

j ugenda rbeit
- Wege in die Soziale Arbeit

･ Ca.20.000 AbsoIventkinnen pro Jahr als Sozialassistent"innen oder Kinderpfleger*innen
. Kontinuierlich leichter Anstieg in den letzten Jahren

3L219 AbsoIventwinnen der Erzieher｡innenausbildung im Schuljahr 2018/2019
An etwa 600 Fachschulen fUr Sozialpadagogik

Studierendenzahlen fUr die Studiengange Sozialwesen, SozialeArbeit und Sozialpadagogik
steigen kontinuierliCh
von Zusammen 60"520im Studienjahr 20021 2003 aufinsgesamt 86320 Studierende
2017 1 2018

Empirische Herausforderung:
Grad des Abschlusses alleine sagt nichts Uber Professionalitat der Fachk｢誠e und
de ren hab i t u a l i s i e l t e s W i s s en und K6nnen

Nara & Kassel, 12,1Z･Z0Z1
Deutsch-Japanisch

護驚蕊 N a r a & K a s S e l , 1 2 . 1 2 . 2 0 2 1 5
Deutsch-Japanisches-Symposlum
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03 Das Personal in der Kinder- und

｣ ugendarbeit

｡  |n der Kinder- und Jugendarbeit arbeiten
Fachkrafte mitganz uhterschiedlichem
Oua lifi kationsDrofil

l

｡  | nsgesamt etwa 36.000 Personen in der
Kinder- und Jugendarbeittatig

･  Davon ca. 45 % mitStudium derSozialen
Arbeit (zusammen mit

1

Erzieher"innenausbildung ca 63 %)r
･  Weitere: Arztwinnen, Logopad*innen,

Heilpadagog*in nen,
Hauswirtschafter*in nen,
|ndustriemeister*innen, KUnstler*innen,
etC.

･ Auch viele Ehrenamtliche

Nara & KaSSel , 12．12．20217
Deutsch-Japanisches-Symposlum 昼

昼

瞳

閏

戸

03 Fachliches Profil und Professionalitat

､  |m Gegensatzzu klassischen Professionen (Mediziner"innen,
I      C ’ ★ ■ 、 1

J u r l s [ - | n n e n ) K a u mr
""." anerkannte, kollektiv geteilte, generalisierte disziplinare

Wissensressou rcen

- noch ethisch-normative ZeiChen- und Bewertungssysteme
- und keine Netzwerke von vorstrukturierten Handlungsfolien

und institutionell gebundenen Regeln
Die beruflichen Akteur*innen in den Handlungsfeldern der Sozialen
Arbeit bleiben weitestgehend auf sIch gestellt u nd ihnen bleibt es
Uberantwortet, die Prozesse der lmplementation ihresWissens und
K6nnens im Berufzu generalisieren wie zu operationalisieren.
･  Kaum oder nur sehr selektiver Zugriff auf Fachliteratur

Nara & Kasse1, 1Z､12．2021SElTE8
II‘
§ D e u t s c h - J a p a n i s c h e s - S y m p o s l u m
＃

- 1 0 5 -



04 Professionalisierung: WiSSen und K6nnen

Die verfUgbaren fachlichen Wissens- und sozialen
Erfahrungsressourcen sind in den Deutungen der
Handeln6en vorrangig in lebensweltlichen, biografisch
angehauften und alltagspraktischen Fahigkeiten gelagert.
Professionelle in der Kinder- und Jugendarbeit brauchen

霧insbesondere Wissen zu:

･  LebensIagen und -verhaltnissen von Kindern und
J ugendlichen,

｡  politisch-institutionellen Strukturen des Sozlal- und
Jugendhilfesystems und der Gesetze, bundesweit,
kommunal und Iokal,

･  der Komplexitat padagogischer Situationen und zu
bewaltigender Paradoxien,

･  subjekt-, milieu- und lebenswelt- sOwie
gesGIIschaftsbezogene sozioIogische und
Psychologische Theorien auchZur Reproduktion
sozialer Ungleichheiten

･  Methodenw issen

繍灘蕊灘艤驚蕊蕊蕊蕊溺蕊蕊鍵 蕊溌蕊蕊難蕊鐙蕊蕊溌 Nara & KaSSe1, 12､12.2021聯リ
"l                                                i                            Deutsch-Japanisch

04 Professionalisierung: Wissen und K6nnen
-

DarUber hinaus ist spezifisches KOnnen mindestens in
foIgenden Bereichen notwendig:
｡  emphatische, biografie- wie ethnografieorientierte

Wahrnehmungs-, Verstehens- und Beratungsfahigkeiten,
･  Kommunikative Fahigkeiten,
｡  Handwerkliche, sportliche und/oder medial-kulturelle

Kompetenzen und spielerisches Geschick,
｡  schriftliche und rhetorische Fahigkeiten; insbesondere

umfassende analytische und kommunikative
Fahigkeiten zur aktiven Politikgeraltung,
Politikberatung, Lobbyarbeit und lnteressenvertretung
der Kinder und JugendliChen wie auch des eigenen
Feld es

｡  Analytische, evaluative und reflexive Fahigkeiten zur
fachliChen (Weiter)EntwiCklung

・Organisations-, Planungs-, Verwaltungs- und
Kooperations->K6n nen".

民蕊驚篭塞諺蕊蝋鱗撫蝋織#蕊識 Nara & KaSSel, 12.1Z･ZOZ1SEITE10熟
； Deutsch-Japanisches-Symposlum
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｡  Autorengruppe Kinder - und Jugendhilfestatistik (2019)Kinder - und Jugendhilfereport
2018. Eirle kennzahlenbasierte Analyse. Opladen, Berlin und Toronto: Verlag Barbara
Budrich.

｡  Autorengruppe Fachk｢計tebarometer (2021) Fachkraftebarometer FrUhe Bildung 2021.
MUnchen: Deutsches Jugendinstitut.

｡  Meyer, N, & Karsten, M.-E. (2019). Die EInheitsozialer Berufe in Gefahr? |n neue prox/s,
Zeitschrift fUr Sozialarbeit und Sozialpolitik, (2), S 164-17a

｡    Sehmer, J._& Biese1, K' (2022, i. E.). Kinderschutz als Querschnittsaufgabe der Kinder- und
Jugendhilfe､ln WThole(Hrsg.),Grund"ssSoz/oIeArbe/tWiesbaden:Springe｢VS

｡  Thole, W. & Polutta, A (2011). Professionalitat und Kompetenz von Mitarbeiterlnnen in

職際洲那剛:職階卿鼎職:鯛脚w淵靴畦ische
Professionalitat), 104-12L

o抵眺剛尉懸淵;嚇洲:珊諦膳螂糊眺|勘剛。
Lahnstein: Verlag neue praxis.

｡  Thole, W, Lindner, W., & Pothmann,J (2021a). Kinder-Und Jugendarbeit als
sozialpadagogisches Bildungsprolekt deutsc/7e/u9end l (2021), 7-16

｡  Thole, W, Pothmann, J., & Lindner, W. (2021b). D/e K/"der- Undル9endorbe/t. E/n耐〃Lﾉ"9"7
e//7 Arbe/むだ/d der soz/omddo9o9/schen B//dun9. Wein heim u. BasEI: Beltz-Juventa

Na r a＆K a s S e l , 1 2 . 1 2 . 2 0 2 1 S E l T E 1 1
Deutsch-｣apanisches-Symposlum
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Herzlichen Dank fUr die
Aufmerksa m keit

FUr Fragen oder Anregungen melden Sie sich gerne
ju l i a n・Sehmer@hawk .de

郡Wく
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5．ユースワークの日本の現状とユースワーカーの組織化
【独語版】Aktuelle Lage der Jugenarbeit in Japan und Organisierung der Jugendarbeiter

竹田明子（京都市ユースサービス協会/ユースワーカー協議会）



子ども若者専門職養成研究 Ⅳ．養成・研修・教材開発研究（若者領域）
-ユースワークの日本の現状とユースワーカーの組織化一

竹田明子（京都市ユースサービス協会/ユースワーカー協会）

自己紹介

大学では社会教育を専攻し、学生時代から市民活動やボランティア活動を経験してき

た。子ども期に地域でのつながりが乏しかったことから生活圏内の「地域」での多様

な活動にあこがれを抱き、学びを紡ぐ社会教育実践に魅了されてきた。なかでも「青

年の家」という宿泊型の社会教育施設でのボランテイア経験が自身にとって生涯の仲

間を得たりユースワーカーという存在を得たりした機会となり、ローカルなエリアで

の若者の場づくりやユースワークの普及、ユースワーカー養成に臨んでいる。

日本におけるくユースワーク＞のフィールド

ユースサーピス・ユースワークという概念が日本に取り入れられた時期は戦後196

0年代となる。一部地域で取り組まれていたものの、地域実践に根付いた各地への拡

がりは少なかった。2010年の子ども若者育成支援推進法施行を機に、課題への応

答や支援だけではなくすべての若者を対象とした場や機会づくりとして、再注目をさ

れているところである。そのフィールドは主に第3の場とされる領域で、若者が利用

できる施設運営や居場所づくり、余暇活動、市民教育、若者グループによる活動など

が挙げられる。

現場から見る専門性に関するこれまでの議論

1）現場から見る専門性とは？

2014年 共通した活動基盤1を持つと仮定される若者支援に関する3団体（札幌・

横浜・京都）が集まり、相互事業評価から専門性を考える分析に臨んだ。目的は

以下2点である。

(1 )事業に埋め込まれた能力から専門性を考える（相互事業評価分析から)。

（2）各団体の職員の育成や専門性についての考え方を確認するとともに、職員自

身の専門性に認識を尋ねる。

章共通する考え方、課題が抽出された。

壷若者と関わるスタッフ（職員）の力量のコアを「センス・マインド・スキル・
ナレッジ」の4つに整理し、図のような関連性・専門性を整理した。

＊スキル（技能）＝スタッフココに身体化された技術

＊センス／センシビリティ（感受性）＝状況の要請に対する必要な感受間

- 1 0 9 -
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＊マインド＝“専門家らしく”考えること（倫理観・価値観を含むもの）
＊ナレッジ＝専門領域にとどまらない広範な知識基盤

一 ■ ・ … ? …

集合的」な能力
組織内外のワーカーチーム・協侭実践者と

省察のサイ

専門スタッフ
トレーニング

基盤となる生活経験や社会的経験

｢若者と関わるスタッフの専門性のあり方」(2015. 6水野）より

2）業界形成へ

上記の整理の過程で、スタッフ養成の困難さや「若者と関わるスタッフの専門性

のあり方」を、個人ではなく同業者間で位置づける必要性が議論された。スタッ

フ養成が困難である要因として分析された内容は、以下! 'のとおり整理される。

①養成されたユースワーカーが、社会的な課題の解決に必要欠くべからざる役割

を果たしていると見なされていない。

②格別の知識と技術的な專|:Ⅱ1性を有していると見なされていない。

③養成プログラムが適切かつ高度なものか評価が未形成である。

④採用や活動の選択、行動についての必要な自律性をもっていないし、そのため

の制度的基盤が弱い。

⑤「ユースワーカー集団」が-|一分成立していないことと、資格取得後の研修の機

会の保証がない。

このような問題意識をもって、専門性の構築や|司業者での連帯に向けた業界形成

が志向された。

3）研修カリキュラムの主な構成要素と機会一ハンドブック試案

2016年6日本社会教育学会「子ども・若者支援専門職の専門性と研修カリキュラ

ム試論」において、下記4点の整理をしている。
①スキル・センス・マインド・ナレッジの各領域を学ぶことが出来る

- 1 1 0 -
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②若者支援の多様性を学ぶことが出来る

③包括的なカリキュラム構成

④フロントエンドモデルからリカレントモデルへ

【主な構成要素】

”基礎的な知識についての研修 
。蕊礎的なスキルトレーニング 

（対人灘ミュニケーシ罰ン等>  W"
“惑受性を磨く
（センシティビティトレーニング等の手法〉

・価績観を深める(倫理指針づくり含）

” 【 機 議 X ￥
-ﾆﾆ
:T : :

』鱈フォーマルな研修機袋
‘ ‘ ‘ i ’ ‘ ‘ ’ ' ’ ’ ‘ ‘

灘〈緩験鰭濡別､鶴域熱門等〉
応惑“3ﾄﾚ盛蕊熱議磯鰄務外研修》
: 職 : : - ” ' ‘ ‘ ‘ , ‘ 榊 榊 ‘ ‘ ' 卿 ‘ ‘

J瞥謹夢ブオ挙毒娠職蕊職騨診鍵"瓢鰯鯨：
;蕊譲溌省察〈溌認;§職蕊爾溌討鐵
I鐡溌ﾄﾚｰﾆﾝグを鍵盤とした
．；:.::． ̅̅_ﾆー
、ﾕｭ鍵綴的／蕊鴬醗な藤修機会

．. . : . ･ ･ : 1 . . ． ' . ､ . , ' ; . : 簔暮識識 . : 獅繩州 :〈． i I 榊殿職 :職 I : ． : : 閥 : . ． i : ! . i : 職榊鞘蕊塗薬蕊蔑 :賞 . 諏撫 . ．． ’・辨職鑑蕊…難蕊鵜劣蒋鑑識熱撫＝難癖…蕊職織蕊革…職騨鱗輝甥繋謝鑑識

202 1年現在、ユースワーカー養成に準じた手引書として、研修用のハンドブック

作成に臨んでいる。その主な内容は下記のとおりである。
（ア)若者を取り巻く社会状況と課題

（イ)ユースワークとは何か？

（ウ)ユースワークの価値を考える

（エ)ユースワーカーにとっての自己理解

（オ)コミュニケーションについての考え方・対人的なスキルとその学び方につ
い て

（力)グループワークの考え方とグループに働きかけるスキルについて

（キ)省察的実践と実践を記録すること

（ク）ワーカーの集団（職能組織・研修組織）のあり方・必要性

（ケ)ワーカーとしての「マネージメント」に求められること

4）ワークブックによる共通価値の形成

2016年6月日本社会教育学会「子ども・若者支援専門職の専門性と研修カリキュ

ラム試論」では、専門性構築に向けて以下3点の必要性が指摘された。

・力量形成を個人に収敏させない →“組織についたもの”としてチームで育成・

維持させていく構造、研修の継続を保証する業界団体の形成

・階層性を鑑みた研修・養成システム

・職員養成カリキュラムの共通化・スタンダード化

そのためにも、以下2点の構想が浮かび上がった。1つは若者と関わるスタッフ

が実践と研究を往復していくことができる、共通価値の形成、機会、質の補填、
トレーナー養成等がされる業界形成がなされている状態へと発展させていくこと。

もう1点は、そのためのツールとしてのワークブックを作成することである。ワ

- l l l -



-クブックヘの期待として以下7点があげられた。
・若者支援の共通言語を持つ材料となる

．「若者の成長支援」という業務の価値を表現できる

．固有のノウハウ（実践知）を共有・継続できる

・仕事への「問い」を誘発する媒体となる

．答えを提示するのではなく、多様な見方（事例知識）を提示しうる

・効果的な手法（判断）の根拠として立ち返ることができる

・今後のより良い若者との関わりに向けた議論の材料となる

-ワークブックの構成一

【活用例】

ねらい：．参加者が自身の考えを常に意識できるようになる。

・ワーカーそれぞれが、実践とその根拠を説明できるようになる。

対象：青少年施設や団体で活動するユースワーカー10人（役職や経験年数はバ

ラバラ）

進め方：進行役と記録を決める。取り上げる事例は1つ。

①左ページ（事例部分及びワーカーの対応）で「若者との関わりにおい

て大切な視点・場面」と思う箇所にラインを引く。あわせて、その理

由を考える。

②ラインを引いた箇所とその理由を、それぞれ発表する。

③グループで合意された合同解説書を作成する。

④他グループと共有、意見交換をする。

⑤ワークを通して感じたことや考えたことを全員で意見交換する。

終了後：ユースワークの価値や専F I 1的コアとの関連、省察に関する概説を行う。

5）ユースワークの基本的な価値観・目標観

ワークブック・共通の価値をつくりあげるプロセス自体を通して、実践者・研究者を

交えた「共通価値」を形成していく作業が行われた。…2017年11月6日「価値共有ワ

ークショップ」

- 1 1 2 -
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問い

数例の回答

以下の視点を踏まえた
フィ ー ドバ ッ ク

・ 4 つ の コ ア

・事例やワーカーの応

答に関する価値づけ
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ワークの目標

若者が所属するコミュニティi
や社会全体の正規の一員と；若者を受け容れるコミユニテイをつくる
して位置づけられる 6-ユ態駕ｺﾐｭﾆﾃｨにおいて･著書が意思決定に参画する機会を

2019年3月発行「ユースワークって何だろう！？～12の事例から考える～」より

ユースヮーカー協議会の設立と実際

これまでの経緯を踏まえ、2019年7月、調査研究に携わっていた5都市を中心にユー
スワーカー協議会を設立し、以下の事業に取り組んでいる。

（実施事業）

・ユースワークに関わるスタッフの実践交流の機会づくり

・ユースワーカーの養成と育成

・前号における教材開発とトレーナー養成・派遣

・ユースワークの基盤強化のための調査研究及び研究

・ユースワーク・ユースワーカーに関する広報および社会的発信

このように同業者間でつながることは、コロナ禍においても情報交換や実践交流、合

同研修へと発展している。途に就いたばかりではあるが、専門性構築と業界形成へと

発展させていきたい。

ドイツとの比較において

これまでの経緯や取り組みを踏まえて、本シンポジウムにおいていか2点の議論を期

待する。

壷ドイツにおける社会的教育支援はユニバーサルとターゲットワークにわかれている
の か

雷わかれている際に、共通または異なる専門性、また養成システムとは何か

ユースワークのフイールドは、第3領域ではあるものの、実際は家庭や学校など第

1．2領域でのかかわりが全くないわけではない。とすれば、若者と（が）出会つ

3

6 - 1

4

-  1 1 3 -

基 本 的 な 函 霞 観 I ユースワー→は以下のことを大事なものとする

1 個々の若者の固有性を価値
あるものとしてとらえる

信頼関係づくりから始める

個 々 の 若 者 の 持 つ 力 を 尊 重 し な が ら 、 そ れ
が引き出されるようにする

若者との間に信頼と共感という基盤を形成す
る

若者が本来持つ力を大事にして､それが引き出されるよう働きかけ
ていく

先入観に囚われず、公平な視点を持って若者を受け容れ若者と関
わ る

１
 
Ｚ

１
 
１

|】
若者の自己決定を尊重する 若 者 の 選 択 肢 を 増 や し 、 自 己 決 定 の 能 力 を

培う

2，鳶誌既時闇や場､活動を共に過ごすことで作られる信頼関係
2-2若者の求めるものや世界観を前提としながら、ワークを組み立てる

3-1 若者にとっての選択肢を増やし､自己決定できる機会を保障する

3-1驫鵜らの選択や判断の前提をふりかえることが出来る機会を
3

4 他者との関わりと、集団の中
での学びのプロセスを大事な
ものとする

若者が社会の中で生きていく力を身につけて
いけるようにする

“蕊澱誰鑿隠ﾙー)とつながり､対人関係の中で生き方
4-2 体験を通して､認知的･非認知的な能力を伸ばしていくよう促す

5 すべての若者への機会と場 すべての若者への学びと成長のための機会
を保障できるようにすると場を保障する

頁_， 若者が安心でき、チャレン
ゞ - に 開 か れ て い る よ う に す る

昼ユ覧霧蕊I欝享線いやニーズに応えることができる場をす

ジを許容する活動の場や機会が､平等

F



た場すべてに汎用可能な実践であるが、それはユニバーサル／ターゲットと区別す
ることであろうか。現場で若者とかかわるユースワーカーとして、いまだに脈に落
ちていない。また、二分した際に、その専門性や養成システムについてどう考えて

いけばよいのか、改めて「社会教育的支援」とは何か、今後の課題として学びたい
点である。

’都市型青少年施設を運営する公益財団法人
'！「子ども・若者支援専門職に関わる本研究プロジェクトの経緯と到達点一“第二
域”の検討と関連して-」2016年9月18日、日本社会教育学会研究大会報告より

"第三の領

- 1 1 4 -



｢̅I溌毒I操1口，

ユースワークの日本の現状と
■■■■ユースワーカーの組織化

ユースワーカー協議会／京都市ユースサーピス協会
竹 田 明 子

。。自己紹介
本日の内容

学生時代＝社会教育を専攻、市民活動、ボラ
ン ティア 活 動 を 経 験 ．

生 活 圏 内 で の 若 者 の 場 づ く り や ユ ース ワ ー ク
の 普 及 、 ユ ース ワ ー カ ー 養 成 淀 臨 んで い る 。

子と｡も若者専門職養成研究 Ⅳ、
養成。研修。教材開発研究（若者領域）

- 1 1 5 -

」



ri・日本における
くユースワーク＞のフィールド

2010年子’ども若者育成支援推進法

課題へ̅の応答や支援だけでは蔵くすべての若者を対
：．；1』,,

象とした場や機会づくりとして、再注目。
主に第3の場芝きれる領域で、若者が利用できる施
設運営や居場所づくり、余暇活動、市民教育、若者
グループによる活動燃どが挙げられる。

駕 量 蕊 溺

爵

喝｡現場から見る専門性に関する
これまでの議論 

驚蕊
一 一 一 ・ ̅ . ＝ 写 … 塞 兎 : 酔 爵 ’ ’ ､ # ’ ‘

雛懲；
鞠
, , ' 関

- 1 1 6 -



1）現場から見る
専門性とは？
…2014年相互事業評価

目 的 1

事業に埋め込乳れた能力から専門性を考える

目 的 2

各団体の職員の育成や専門性についての考え方
を確認するとともに職員自身の専門性の認識を
尋ねる

鹸 “ 共 通 す る 考 え 方 、 課 題 が 抽 出 さ れ た

壷 若 者 と 関 わ る ス タ ッフ （ 職 員 ） の 力 量 の
コアを「センス・マインドbスキル・ナレッ
ジ」の4つに整理し、関連性・専門性を整理
した

イクル：
‘も拾.…士.ゴj….』.....ず.ゴ』....；

霞

;鑑蕊
蕊雲“

織脅鱗鯲蕊能雛" I
癖ﾜｰヵｰﾁｰ“･瀧伺蕊窺者＆
社会豹つながり“奉錘ワーク三-

蕊

…

蕊蕊となる生活綴験や撒禽鈎総§
・桧割 -群報謝識 ‘ 癖鍵溌瀧

霊 争

邑 琴 …

…
議

叫 ｡ ・ ・ < ､ ､ ,

: ､ 』

浩 達 ，

『若者ど関わるスタッフの専門性のあり方」（2伽5.6水野）より

… ”

- 1 1 7 -



2）業界形成へ
,‘:窪： : : '

｜沸了雪鰐誘《『鰯撫墨潅鐵性。．';.、 ：:琴f̅:

スタッフ養成が困難tK要因

①養成さ腕たユースワーカーが、社会的城課題の解決に必要欠くべからざる役割を果たしてし､るど
見 t X き れて い 芯 いず

② 格 別 の 知 識 と 技 術 的 芯 専 門 性 を 有 して い る と 見 厳 き れて い 域 い 、
③養成プログラムが適切かつ高度飯ものか評価が未形成である．
③採用や活動の選択､；行動についての必要芯自律性をもっていtXいし、そのための制度的基盤が弱し
⑤『ユースワーカー集団』が十分成立してい祓いことど、資格取得後の研修の機会の保障がぱい。

，伊織I，

霞 ! # l 1専門性の構築や同業者での連帯に向けた業界形成へと志向

3）研修カリキュラムの主な構成要素
E ｜"ﾝ”,’諭冥

:スキル;さ' :センス・マインド・ナIノッジの各領域を学j：とどが出来る
若者支援の多様性を学ぶこどが出来る
包括的域:ガリキュラム構成
フロントエンドモデルからリカレントモデルへ

2016年6月日本社会教育学会「子ども・若者支援専門職の専門性近研修カリキュラム試論」

- 1 1 8 -
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主な構成要素

・基礎的域知識にうﾙ､ての研修
. ． . . : ､ 金 ． ，

･ ;基礎的域スキルfトレーニング簿: ' ; : :ゞ
（対人コミュニケージョン等沁､ー≦ :ゞ才

･感受姓を震:f蕊%&:-劇,ﾙ，,窪≠
（ｾﾒジﾃｨビﾃｲ ﾄ鮒ﾚｰ ﾆ ｼダ等の手法)

・ 価 値 観 を 深 め る
：；、,,熱蝋,1卿‘"；:,,"溌Ⅷ“!:::＝

（ 倫 理 指 針 づ く り 含 ) … ::学

・ フ ォ ー マル 域 研 修 機 会

｡ OFF-JOBトレ･一:ニング:､:： 
．;..'.． ． . ， ｡ : ：

：(日常業務外研修〉

・インフォ1-マルトレーニング“ :患』
“ ‘ ‘ ＝ 琴 ; ￥

・実践と省察 j
〈記録、SV、事例検討等）ル

, 宝 , - -

．初期卜Iﾉ"三二"シグを基盤とした
継続的／菫層的抵研修機会

研修用ハンドブック試案"ﾒ(2021年案）

(ア）若者を取り巻く"社会状況と課題“ ’《）｣ “ “ ",'蕊｣＃職"1  I息濤
_ ̅ : ̅

(イ）ユ:ースワークとは何か？・
(ウ）響デスク"一クの価値を考え‘る灘ﾙﾙj､≠:…,､,'" M,蝉…};熱､l.:職ﾊﾙ"… ＃"‘Ⅷ：：”』:",‘魚‘"卜‘"亭 一 ﾆ ｰ ｰ

, ' ご ; -
．:..:......．

(エ）ユースワーカ害にどう；ての自己理解 ≦島壽 忠-

(オ）ゴミ具:高ケージヨンに:ういての考え方“:：対入的瓶スキルとその学び方について． ． ′ ･ ･ ･ . ． . ･ ･ ･ ず． . : , : , . ｡ . 影 . ． . . ： ． ､ 亀 . . . . ・ ・ : . ． ． ． ． " :
(力）グループワーク:の考え方とグループに働きかけるスキルについて

̅ : _ ̅ - 二 弓 ﾆ ｰ

ｰ ｰ f _ , f ' , ． , 蝦 , ' , , ． 『 ' : - , , ' ' ' ' ' 1 , ' ' ’ ’ ’ . : ’ ’ ‘ 霞 ! ‘ ’
(キ）省察的実践と実践を記録する"とど§ IEd ‘墓ゞ : ...      ･    .      ..    :                          ff･.;･:4.                i･.､
<ク）ワールカーの集園(職能組織・研修組織)…のあり方･必要性=
(ケ)ﾜー ｶー としての｢ﾏjﾈー ジﾒﾝﾄ｣に求められるこa-；ゞ

- 1 1 9 -
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4)ユワークブ､ツクによる共通価値の形成
｜専門性橋築鱸向けく

① 業界形成
}》,:蕊;;'}:鱗#1I|  
②ベヅークブックの作成

事例への 
フィードバック

以下の視点を踏ま≦;えて:。￥･ゞ･
. ̅ . ̅ 吾

・専門性の4つのコア

: II:!事例やワーカーの応答に関する
． : 職 1 . . . ． ． ' " . . . ． . . . ' : ． ¥ . ‘ , : : ． .
： 価 値 づ け

2016年6月日本社会教育学会『子ども。若者支援専門職の専門性と研修カリキュラム試論」

零問い鈴．…‘""-． 、竃.､灘1リ 、．”』 -ゞ㎡..;蕊:.'
ﾆｰﾆﾆ̅務̅-､:

( " t X だ が ユ ース ワ ー カ ー だ っ た ら

あ 飯 だ が 上 司 だ っ た ら ） ﾐ ｰ ｰ ｰ ﾆ

・数例のユースワーカーによる回答

- 1 2 0 -



活用例

①左ページ（事例部分及びワーカーの対応）で
「若者との関わりにおいて大切城視点・場面」
と思う箇所にラインを引く。あわせて、
その理由を考える。

②ラインを引いた箇所とその理由を、
それぞれ発表する。

③グループで合意された合同解説書を作成する。
④他グループと共有、意見交換をする。
⑤ワークを通して感じたことや考えたことを
全員で意見交換するカプセルコレクtノョン

5)卓＆．宗スワークの価値観・目標観
‘霧訂::舅Ⅷ ’1，，，ｮ版

個々の若者の固有性を価値あるものどしてとらえる
信頼関係づくりから始める
若者の自己決定を尊重する
他者との関りど、集団の中での学びのプロセスを
大 事 葱 も の と す る
すべての若者への機会と場を保障できるようにする
若者が所属するコミュニティや社会全体の正規の一員
として位置づけられる

2017年11月6日実践者・研究者を交えた「価値共有ワークもノョップ』を踏乱えて整理

- 1 2 1 -
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齢

3．ユースワーカー協議会の
設立と実際

溌罵蕊

2019年7月、調査研究に携ｵ)っ-ていた5都市を中心にユースヮーカー協議会を設立

灘灘識灘溌溌蹴､̅…Wと”

実施事業
一 ; " 蝋 ‘ ；

｢ﾗﾀ,夏"実践交流

に一 ス ワ ー ク の 基 盤 強 化 の た め の
調 査 研 究 及 び 研 究

旧_ｽﾜー海_の養成筐實成
教材開発とトレーナー養成・派遣

に_ｽﾂｰｸ.ﾕｰｽﾜｰｶｰ,‘
関 す る 広 報 お よ び 社 会 的 発 信

- 1 2 2 -



｢4．ドｲﾂとの比較において
2 点 の 議 論 を 期 待
韓ドイツにおける社会的教育支援はユニバーサルと

ターゲットワークにわかれてし、るのか

索わかれている際に、共通オたは異蹴る専汚性、
きた養成システムとは何か

ユースワークのブイ:一ルドは、若者と（が）出会った場すべて。
ユ ニ バ ー サ ル ／ タ ー ゲ ッ ト と 区 別 す る こ と で あ ろ う か 。

改めて『社会教育的支嬢』ゞは何か､今後の課題と‘て学び旗い点で蕊。

- 1 2 3 -



「

ForSchung abe r d i gAusb i l d ung v on F a chk I - a f t e r l d e r

K i n d e r- u n d J u g e ndh i l f e i V

Fo｢schung Ube r Aus - Fo r t - und We i t e rb i l dung u rYd

L e r hma t e r i a l i e n e n t w i c k i u n g ( f U r l u n g e Me n s c h e n )

Aktuelle Lage der jugenarbeit in japan
undOrganiSierung der JUgendarbeiter

Mitglied "s Youth Worker"Council/Mitarbeiterin der kyoto City Youth Service Foundation
A k i k O T 3 k e d a

0. 0ber mich selbst

I n h a l t s u b e r s i c h t

Studium=Hauptfachwar Sozialpadagogik, Tei lnahme
an einer B(jrgerinitiative und ehrenamtliches
Engagement

AktueIle．ratigkeiten: Schaffung von AUfenhaltSorten
fGI･junge Menschen im Soziairaum,
Weiterentwickiung der ｣ugendarbeit Lind der
Ausbildung von ｣ugendarbeitem

- 1 2 4 -
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Das ArbeitSfeld der Kinder- und

Jugendarbeit in japan

2010  GeSetZ zUr_F6rderung der Unters"tzLIng und
I I I ニ ー．．．｡.:．.．．、課 一 一 一 ‘ -

, , I 彪 一 死 , : コ ニ ‘

Entwick iung"VOnKindern und jugendl ichen

NIcht nur gezielte HIIfsmagnahme恥，sondern auch Orte und Angebote fW
：．､資 ．．:.；

alie KInder und jugendiimen wurden in BetraCht gezogen.
',『,, --4--．__ ,

DaZudient besonders die dritte lnStitution, in der EinriChtungen und
""1'ﾄi擬‘‘蝿；‘i ' ' , : , ,

Aufenthaitsorte fijr Kinder und Jugendlにhe, freitZeitbezOgene AktiVitaten,

Bu rgerbiid ung,und Aktivitaten fW Jugendgruppen anbieten.

灘

'ぜ

「25  DIskussionen Uber FachIIckeit
(Qualifikation)aus Sicht der Praxis

…

唱

鶴騨

鯉

薄；
… 単 鯵

霊 等

物 - - - - 4 一

̅

繼慧霧蕊篝簔簔簔篝

：灘驚

.qLゴー』ロロ一

…

ー

… ﾆ ｰ …

額 , 出 癖 凹 型 唖 山 …

… ：
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1 ) Welche Qualifikation

ist;:vorOrtgefragt？
踞晶

一一識

.".2014 nach gegenseitiger Evaluation (jber

die Angebote

Z i e l l

Betrachtung der FBchligkeiten, die in den Angeboten
verbOrgen iSt.

ZIel 2

Meinungen (jber Aus- und Fortbildung sowie
QualifikatiOnen der Mitarbeiter*innen der Trgger
werden ausgetauscht und die Selbsteinschatzung Uber
die FachiiChkeit der Mitarbeiter werden gJragt.

〔そ蚕 Erkenntnisse Uber gemeinsame Anschauungen
Und Herausforderungen gewinnen

E"  Die Kernkompetenzen von Mitarbeiter*innen, der
Kinder- und jugendarbeit wurden in vier Faktoren

emgeordnet;

Sense (Sensibilitat), Mind (Werte), SkiII (Kompetenz)

und Knowledge (Wissen)    

一 ロ ， - ， - ” … ■ ■ ■ ㎡ … ヤ ー L - J b 呼 凸 〃 岨 守 P 四 ・ ■ - - 凸 - … ､ 誼 - J ㎡ b q q 狸 醇

号 寿 一 へ 軍 笹癖 拭 … F 詔 平

I FaCMchkeiten VOn Mitarbeiter*innen der Kinder串"d JUgendarbeit j  (juni.2015=Mizuno)

- 1 2 6 -



Abb Professionelle Fahigkelten Im Feld der ｣ugendarbeit
Fachlichkeiter} von Mitarbeiter*innen der Kinder･ und jugendarbeit  (Jun1.2015Mizuno）

2 )  Bildung einer''Branche''
-夢二目ニー - - 目

-．:目｡目̅--二目一目

Themen, wie die Herausforderung an eine MitarbeiterSchuiung und' ' ' ' ' ' ' - - . - - 、

' , ： ， ， , , , 1 ， _ : ̅ ： _

｜
』 , , , , 1 , 1 , - -

' ' : ' , IPEﾆーーﾆーーーーーﾆ上̅F̅
Fragen der FaにhI lchke I tvon MI”rb“tE I -＊I､職e『1derKmder-und

I1.11,屯-宅̅一二q̅一二垂---ﾆーｰー
. : ： -

, - , - 踵 一 二 宅 - 超 - - - ﾆ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ

jugendarbeit, sol lten.nicht individuel l sondern als eine eigene Branche,...冒妻.目::目..:
, _ ̅ ̅ 莇 ̅ ̅ ̅ _ ̅ ̅ _ 目

J 4 P - -

- Z 峯 一

position{ert werden,- ” 一 二-2-垣一一一
Faktoren der HerausfOrderung an eme Mi tarbe i terschu lung

､目ﾆﾆ_----__

①AuぶgebildetEjugendarbeitererhaltenoftnichtdie W笹rtschatzu蝿g,dasssieeinetlnentbehrlicheRollefnrdieAufgaben16sunginder
G ご 量 e I 1 s c h a f t 白 p i g l e n " . . . . "
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3 ) me Hauptkomponenten des
Fortbild UngScurriculums Arbeitlheft (probefassung)Arbeitheft（probefas5ung）

Kennenlernen dervier Faktoren: Skill, SenSe, Mind und KnOwledge

Kennenlernen der Vielfalt der jugendhilfe

Umfassende Zusammensetzung des Curriculums
Von F ron tEndMode I zum Recu r ren t Mode l
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Arbeitsheft (Handbook) zurAusbildung (2021,ProbefaSSung)稗藍PJ乃鍔EJ坦LP]皇
(a) Soziales Umfeld UndHerausforderungenjunger Menschen  ．.．i‘．､藷．
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:::蕊 :ゞ:;ゞ ': - - - ﾆ ｰ ｰ I

『.；：．.M,..：" _ ﾆ ﾆ ｰ ｰ ｰ

L - 理 . 竃 - 1 ﾆ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ﾆ 』 I
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？::が , ' ' i ' ' 1 E ’ 1
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(e) Was denktman iiber KommunikatiOn, wie eriemtman zwischenmenschliche
- - - 瀞

S k i I I s
．．：：：．

．:．

(f) Gruppenarbeit und SkiIIs, um Gruppen anszusprechen
(9) Reflektieren und Dokumentieren
(h) Jugendarbeitergruppe (FachkraftegruPpe Und Aus-Fort-und

“．：．“ ' 1 ,

W e i t e I b ” u “ s g r ” P e ) , w i e " S o l l s i e a u s s e h e n， b r a u c h t m a n : s i e ？, I '
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(i) WaS wirdVom "mana9ement""des:Jugendarbeiter Verlangt ' , , I

4)  Gemeinsame Werte durch das Arbeitsheft
:重

｜画"‘岬…"…怖"“gestalte n

Bildung einer eigenen ''BranChe'’

Erstellung eines Arbeitshefts

juni 2016 The japan Society for the Study ofAduit and Community Education"Beitrag dber
FachiIchkeiten der Fachkrafte der Kinder- tind ｣ugendhilfe und aber das Fort-

WeiterbildU ngsCurriculu m
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｡ Frage

(wenn sie ein jugendarbeiter sind)
wenn Sie ein VOrg"etZter/eine…ゞ，：

- - 目 ﾆ ｰ’ ’ ’『｜ ‘．¥ 『,’ ’ ’ ’ ’ ‘ ’ ‘ ’ ’ t ’ ’ ‘ ’ ’ ’銀’: :___:-
h , , 弾 I I I I I I I I I I , I I q I I I - J d I ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ｰ ﾆ ﾆ ｰ

Vorgesetzte ! sind)  Wim"
, ■ , , J ･ - ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ F ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ

．・・霊::目：-̅-ﾆﾆーーﾆ

｡ Antworten einiger

J uge ndarbeite r/in ne n

溌 騨 簿 鍵 騨 蛎 ' ' 黙 ､ , , … : 稀 … 齢 … 窪 弓 … 諏 鞭 蒋 鐸 7 … 蹴 辨 翠 鐸 螺 露
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Feedback zum FaII

BaSierend auf den fOigenden

S t andpu n k t eno・o - - j : . - ” -･崎,:j ： . f ” ” , ， , ，

" v ie r Faktoren der Fach l i chke i t
．.：

1歩IJIIIdI
｡ Bewertung deS FalleSUnd 

雪 : ､ 目 . ； ・

Antworten von jugendarbeitern

…

蕊;蕊

Beispiel
①Auf der linken Seite iSt ein Fall und der Umgang
des ｣ugendarbeiters damit beschrieben.
Was man beim Umgang mit jungen Menschen
wiChtig findet, wird UnterStrにhen Und eS werden
sIch Gedanken zur BegrUndung gemaCht_
②｣eder prasentiertWas er unterstrichen hat und
erkiart seine Begr(indung dazu.
③Eine gemeinsame Erkiarung in der Gruppe wird
e r s t e l i t .

④Mit anderen GrupPen wird die Erklarung geteilt
u n d d a r u b e r d i s k u t i e r t .

⑤Meinungsaustausch  (Kapselsammlung)

#織鏑:: i

鍼

- 中 一 蛙
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Werte und Ziele der ｣ugendarbeit
_ 3 - ニ ー -

｜，lずゞ
2 0 J _ 9 . 3 版ﾆ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ﾆ ﾆ

ｰヱｰﾆｰｰｰﾆﾆ

DieIndividualitatjedesjungen Menschen Zahit.
A I s e r s t e s Ve r t r a u e n a u f b a u e n

SelbstbeStimmungdesjungen Menschen respektieren
Wichtigkeitder Beziehung zu Anderen und zum
LernProzessin derGruppe
ChanCen und Orte fur alle junge Menschen sichern
Junge Menschen so11ten in ihrem Sozialraum und in der
GeseIIschaft Uberhaupt aIs gleichberechtigstes Mitglied
pOSitioniert werden｡

Zusammenfassung nach dem Workshop aus Praktikem und Wissenschaftlern vom 6.11.2017

3 ｡ GrUndung YOuth Worker Council und der

aktuellenLage    

)ie funf Organisationen aLIs funf GroBstadten, die an der Forschung teiinahmen, wurden
<ernmitgl ieder bei derG"ndung im Jul i 201,9.

§

--■
ご
・
・
●
・
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Umsetzu ngsprogramme

野 …

；AMs t a u s c h ' u n t e r d e n

Mi tarbe i ter/ innen

｜ - 蕊 嵯 … 主 …

I U ntersuchu ngen
Forschungen) um
der jugendarbeit

I n d

d a s F u n d a m e n t
zu starken  ̅ :

ﾆ 寿 ﾆ 芽 謬 坪 擢 鋤 醐 I 寒 』 -

一堂
孝

二多

鰯

搦 : ̅ ̅ ﾆーﾆ
:Aus - und For tb l i dung vo r } j ugendarbe i t e rn蚤

EntWiCklungvon Lehrmater ia l iSn,
% SChulung Und EntsendUng von
̅ Tr a i n e r s

溶蕊壁蜜謹劉
罵 ‘

§|Offe"tiichkeitsarbeit und
Auskunfte (jber jugendarbsit und
jugenda rbe i ter… -

r4局？〃ergieにhmitDe utSchiand
zwel Vorscil崎g唾zurDisku露ion

"｡Sind soziaIpadagogische Unterst(jtZungen in Deutschland
getrennt in generelle(uniVerselle) Angebote undgezielte
A n g e b o t e ？ -

"'Wenn sie getrenntsindj:waS" sinddie Gemeinsamkeiten Und
Unterschideinderfachlichkeit" Wie sieht das AusbildungS-

iSchUjungS)ayStemauS？

Die Arbeitsfelder derJugendarbeit sind ei9entMch alleOrte, woman jungen
Menschenbege“et,SolIte ma燭g“ereM/qeZieltl卯terscheiden？～
Mein Anliege卿iiegt d副『1n,℃z"rfa h『燈…畠eigentliCh ein富"…|pada9.9isthe HI'h ;
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6．若者（就労）支援に関わる従事者の専門性の日本の現状

【日独対訳】パワーポイント資料

谷口仁史（スチューデント・サポート・フェイス）



若者（就労）支援に関わる従事者の専門性の日本の現状

谷口仁史（認定NPO法人スチューデント。サポート。フェイス代表理事）

1.都道府県単位で全国初の設置となった「佐賀県子ども・若者支援地域協議会」
平成22年4月、「子ども・若者育成支援推進法」の施行に伴い、佐賀県では、都道府県

単位で全国初となる｢佐賀県子ども･若者支援地域協議会(県こども未来課)｣を発足させた。
本協議会が重視したのは、ひきこもりやニート等、社会生活を円滑に営む上での困難を抱え

る子ども・若者に対するワンストップの相談サービスの実現であり、既存の縦割り的対応の

打破であった。そこで、アウトリーチ(訪問支援)からの切れ目のない連続的な支援をより効
果的に促進するため､条文上は異なる位置づけとなる「県子ども･若者総合相談センター(法

第13条 )」及び「指定支援機関（法第22条 )」に関して、子ども・若者の自立支援に関し

て高い専門性と実績を有する「認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス（以下、

S.S .F.と略記｡)」に委託を行った他、その相談拠点を若年無業者等の職業的自立を支援する

「地域若者サポートステーション事業（厚労省)」における総合相談窓口「さが若者サポー

トステーション(S .S . F受託・運営)」に併設することで、一体的な運営を可能とした。

2孤立する子ども・若者の実態に即した「ワンストップ」相談サービスの提供

このように､佐賀県における取組において、「ワンストップ型｣が強く意識された理由は、
主たる支援対象となる子ども・若者の「実態」にある。「さが若者サポートステーション(以
下、「佐賀サポステ」と|||各記。）」が求められた役割は、先行して開設されていたジョブカフ

ェ等既存の就職支援窓口では把握が難しい支援対象者層へのアプローチであり、具体的に

は、「ひきこもり」等社会的に孤立する若年無業者等を対象とした職業的な自立支援であっ

た。言うまでもないが、支援対象者が相談に「来ること」を待つ「施設型」支援の延長上で

は、佐賀サポステが求められる社会的役割は果たせない。そこで機能したのが、S.S .F.が設

立以来、基幹事業に位置づけ積極的に展開してきた「アウトリーチ」である。当時、佐賀サ

ポステの利用登録者の約4割が自宅等へのアウトリーチ対象者であったことがその証左と

言えるが、孤立する若年無業者等の支援への効果的な誘導が実現し、全国トップクラスの実

績に貢献した。このアウトリーチを基軸とした佐賀サポステにおける取組が、本法に基づく
取り組みを進める上で配慮すべき子ども・若者の「実態」を明らかとした。

2009年度アウトリーチ対象者のうち、不登校や非行等在学中に何らかの不適応経験を有

している者は97 .2％と高く、無業状態に陥ったきっかけとして最も割合が高かったのが｢対

人関係上の問題｣で88.1％､いじめやパワハラ等の被害経験を有する者も52.8％に上った。

ひきこもるなどして社会的に孤立する過程で、課題は深刻化・複合化する傾向が認められた。

約5割の当事者で精神疾患が認められ、ゲーム障害等依存行動が47 . 7％、自殺願望や自傷

行為が認められる者も27 .3％に及んだ。働きかけ等を通じて保護者と本人との関係性が悪
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化しているケースが59 .1％、家庭内暴力が発生したケースも40 .3％に及んだ。他方、孤立

が長期化した背景に目を向けると、相談窓口側の課題も浮かび上がる。過去にカウンセリン

グ等の相談窓口の利用経験を有している者は76.7％で､63.1％の当事者は､複数の専門家、

あるいは相談窓口の利用を経験している。つまり、多くの子ども・若者がSOSの声を上げ

ているにも関わらず、相談窓に|側が適切に受け止めきれていない実態が明らかとなったの

だ。従って、本協議会の設置に当たっては、当事者が抱く「相談」「支援」に対する不信感

や拒絶感(61 . 4% )、ステイグマを前提に、アウトリーチから社会参加・職業的自立に至る

まで、責任を持って見届けられる体制づくりが主眼に置かれることとなった。

3深刻化・複合化した課題を抱え孤立する子ども・若者の実態

このような方針の下、本法に基づく県内唯一の指定支援機関であるS.S .F.が「ハブ機能」

を果たすことにより、佐賀県の子ども・若者自立支援体制は年々発展を遂げている。2013

年度からは、生活困窮者自立支援法に基づく相談窓口「生活自立支援センター（佐賀市)｣、

20 16年度からは、佐賀県警少年サポートセンターと併設され困難を抱える青少年の支援拠

点となる佐賀市青少年センター「子ども・若者支援室(佐賀市)｣、2017年度からは、県全域

全年齢対象の「ひきこもり」に関する第一次相談窓口である「佐賀県ひきこもり地域支援セ

ンター(県障害福祉課)」が新たに併設されるなど、「ワンストップ｣型の機能が強化されてい
る。この「統合型」支援拠点における年7万9千件超（2020年度）の相談活動において、

どのような実態が明らかとなったのだろうか、次に佐賀県子ども・若者総合相談センターに

おいて実施した約2,400名を対象とした実態調査を紹介したい。
相談者の紹介元の約7割が行政機関及び専門機関であることに示唆されるように、佐賀

県子ども・若者総合相談センターが受け付ける相談は、従来型の相談窓口では対応が困難な

深刻化・複合化した課題を抱えるケースが中心となっている。84.2％が学校や社会生活を営

む上で支障となる対人関係上の問題を抱えていた他、特段の配慮を要する精神疾患（疑い含

む）が44 .2％、発達障害（疑い含む）が43 .7％に上り、ゲーム障害を含む依存行動が認め

られた者も28 .7％のケースで認められた。他方、貧困、虐待、DV、保護者の精神疾患、ア

ルコールやギャンブル依存等、成育環境に困難を抱えている者も63 .6％に上っており、こ

れらの困難が幾重にも折り重なっている多重困難家庭も全体の85 .2％を占めていたことか

らも、従来型のカウンセリングベースの支援のみでは解決が困難な状況にあることが分か
る。

4 . S . S . F.が「協働」で実現している深刻化・複合化した課題への対応とその成果

それでは、S.S .F.は、どのようにして、従来型の公的支援の限界に立ち向かったのだろう

か。S.S.F.が講じた主な対策について紹介したい。

第1にS .S . F.が構築している多職種連携を前提とした組織体制が挙げられる｡従来型の相
談窓口は、施策毎に特定分野の有資格者が推奨され独占する形を採る事も少なくなかった。
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しかしながら前述の実態調査からも明らかなように、子ども・若者の課題は深刻化・複合化

しているのだ。アセスメントの段階で偏りが出てしまえば、支援の失敗につながり、後のフ

オローも難しくなる。このため、S.S.F.では、「統合型」支援拠点のメリットを最大限に活用

することで､多職種連携を前提とした窓口運営を行っている。現在､国家資格を中心に教育、
医療、福祉、労働、司法等関連分野の29種の有資格者が所属する他、「シフト制」を採用し

各事業の縦割り的な枠組を超えた日常的な異動を可能とすることで、相談者、一人ひとりの

特性に応じた柔軟なチーム構成が行えるよう工夫を重ねている。また、価値観が多様化し急

激に変化を遂げる時代を鑑み、関係性の構築に当たって有効な世代的条件も加味したマッ

チングを行えるよう、20代～70代までの各世代の支援員を雇用し、大学、行政との「協働

型」の人材育成システムを連動させることで、「お兄さん」「お姉さん」的存在として、受け

入れられ易い大学生ボランティアを含む多様な世代の人材が支援に関与できる体制を整え

ている。

第2に、重層的な支援ネットワークの構成にある。S.S . F.は設立以来、社会的に「必要な

ものは『協働」で創り出す」という方針を堅持し、年々、その支援ネットワークを拡充して

きた。700団体以上の協力を得て創設した情報ネットワーク「青少年サポートネットワーク

in SAGA｣、職業的自立に向けた啓発活動を実施する150種の職業人のネットワーク「若者
の味方隊｣、就労体験や就労計||練等の受け皿となる県内190ヶ所を超える事業主のネットワ

ーク「職親」を始めとする地域レベルから、生活困窮者自立支援法に係る分野では最大規模

となる「生活困窮者自立支援全国ネットワーク｣、医療分野のアウトリーチ実践者との協働

で創設した「コミュニティメンタルヘルスアウトリーチ協会」等、全国レベルのネットワー

クに至るまで、目的別・機能別に27を超える重層的な支援ネットワークを構成している。

第3に法制度に基づく各種計画等の統合化の取組は佐賀県の特長と言える。本法に基づ

く協議会を始め、近年、策定される法制度に基づく施策には、課題解決のための連携強化、

縦割りを突破するための手段として協議会等の会議体が設置されている。その一方で、人員

や予算の拡充のスピードが追い付いていないため、会議体が乱立することで、会議に拘束さ

れる頻度や時間が増大し、相談活動の時間が削られるなど本末転倒な事態が-部で生じて

いた。また、「孤独・孤立」といったテーマではいずれの協議会等にも共通する課題である

にも関わらず、協議会等の連携が想定されていないため、策定される計画等も上滑りで実効

性に欠けるといった事態も発生していた。従って、本法に基づいて策定が求められている

「子ども・若者計画」は、佐賀県次世代育成支援地域行動計画、佐賀県子ども・子育て支援

事業支援計画、佐賀県母子保健計画、佐賀県ひとり親家庭等自立促進計画、佐賀県子どもの

貧困対策推進計画等他の法律と一体のものとして策定されており、分野横断的かつ協|司一
致した取組が推進されている。また、法制度に基づき設置されている各協議会等に関しても

その多くでS.S . F.が共通の構成機関として位置づけられたことで、県レベルでは、本法に基

づく佐賀県子ども・若者支援地域協議会、佐賀県ひきこもり対策連絡協議会（県障害福祉課

委託)、佐賀県生活困窮者自立支援連絡会議（県福祉課)、佐賀県就職氷河期世代活躍支援プ
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ラットフォーム（佐賀労働局）において、合同での研修会やケース検討会議等が実行可能と

なっている。

第4に、縦割り行政の中で発生している煩雑な申請書類や相談記録システムの統合化に

関する取組が挙げられる。基本的に行政が実施する相談サービスは、申請主義であり、縦割

り行政の中で専門分化した現状においては、各々にサービスの利用に関する申込書や個人

情報の取り扱いに関する同意書等が必要となる。S .S . F.が受託・運営する16事業に関して

も例外ではない。深刻化・複合化した課題を抱える子ども・若者に関しては、世帯ベースで

見ると複数の相談支援事業の利用が必要となり、場合によっては数十枚の申請書等の提出
が必要になる。これがハードルとなり、利用率の伸び悩みや支援の中途段階での離脱、事務

負担の増大等の要因になっていた。そこで、S .S . F.が受託・運営する16の相談支援事業の

利用申込書及び個人情報の取り扱いに関する同意書に関しては、国や県、市、関係各課との

1年半に及ぶ交渉によって、統合化することで一致し、1枚の利用申込書兼個人情報の取り

扱いに関する|司意書を提出するだけで、フリーパスで関連事業の相談サービスが受けられ

る、全国初の「一括同意方式」の導入が実現している。また、相談記録システムに関しても

縦割り行政の中での発注で開発が行われるため、同じ厚労省内の関連事業ですら互換性が

全くないシステムを使用しており、膨大かつ無駄な事務作業が発生していた｡そこで､S .S . F.

が独自に電子カルテシステムシェアNo . 1の株式会社レスコと協定を締結し、3省2ガイド

ラインに準拠したセキュリティを担保する全国初の「統合型」の相談記録システムの開発を

行っており、行政では制度上、実現が難しかった子ども・若者支援領域におけるデジタルト

ランスフオーメーションによるシナジー効果の最大化を図っている。

第5に事業評価システムの改革に関する取組が挙げられる。現行の事業評価の仕組みは、

縦割り行政の中で策定されているため、課題や年齢等の制約に基づくものが多い。特に子ど

も・若者支援領域においては、状態像や所属する家庭環境の状況等を一切加味しない「進学

率｣、「就職率」等従来型の「単純化」された評価方法の弊害は大きい。実績が重視されるプ
ロポーザル等で競争原理が働いた場合、深刻化・複合化した課題を抱える子ども・若者は、

「たらい|亘'し」にされたり、支援の対象から除外されたりするなど、いわゆる「クリームス

キミング」を助長しており、本末転倒な結果を招いてしまっている。

従来型の公的支援では対応が困難な状態にある子ども・若者を対象としてきたS .S . F.で

は、こういった課題認識から、膨大な支援実践と多角的な検証により、多軸評価アセスメン

ト指標「Five Diffbrent Positions」を開発するなど、事業評価の仕組みに関しても具体的な
提案を行ってきた。9害||の改善実績を持つS.S .F.の家庭教師方式のアウトリーチに対する教

職員のニーズは極めて高く、2006年度完全不登校児童生徒を対象としたオンライン学習支
援と訪問支援のハイブリッド支援である「IT活用支援事業(佐賀市学校教育課)」が創設され

た他、その実績の高さから常勤スタッフによるアウトリーチ事業「不登校児童生徒訪問支援

業務(佐賀市学校教育課)｣、22名の常勤職員の学校配置及びICTを活用した自立支援事業と

して拡充された「不登校児童生徒支援業務(佐賀市学校教育課)」へと発展を遂げ､20 16年度
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からは、全小中高約300校を網羅する全国初の包括的訪問支援事業「訪問支援による社会

的自立サポート事業（県学校教育課)」の受託につながっている。一貫しているのは、多角

的検証を伴う事業評価で、Five D iMrent Pos i t ionsによる対人関係、メンタルヘルス、ス

トレス耐性、思考（認知)、環境のレベルデータの改善率に加え、学校復帰に向けた5段階
の行動改善率、不登校の状態(13段階）における改善率など受託側、委託側双方による事

業評価を行うことで、年々その取り組みを発展させている。

第6に、社会問題の解決に資する人材の養成にある。このように最後のセーフテイネッ

トの一つとしての社会的役割を担いつつ、実績を上げ、取組を発展させ続けるためには、複

数分野の知見のみならず、現場の特殊性や流動性に臨機応変に対応できる高い素養を持っ

た支援員が必要となる。とりわけ、従来の公的支援の枠組では対応が困難であったひきこも
り等社会的孤立状態にある当事者へのアウトリーチノウハウは、教育、医療、福祉等、各分

野で求められており、必須と言える。その一方で、大学における講義等座学中心の研修によ

る技能習得には一定の限界があることから配置される職員に対しては、アウトリーチのフ

ィールドを活用したS.S .F.の「選抜研修制度」を採用し、支援員の質の担保及び資質の向上

に当たっている。選抜研修制度は、基本的に①座学研修、②模擬実践、③実地訓練、④OJT
の4段階で構成されている。①座学研修の特長は、実績ある専門家による「公開研修」方式
で実施され、ネットワーク構成機関が参加する中で、最先端のノウハウの共有化を目指す。

②模擬実践に関しては、実践事例を基にしたグループワーク等を通じてアウトリーチを実
施するまでの事前準備から社会参加・自立に至る支援終結までのプロセスを体系的に学ぶ。

この際、専門性の違いや経験の差等によって異なる認識が生じぬよう、NHK等密着取材の
映像や実践事例の再現VTR､実際の音声等独自開発した教材を使用する工夫を行っている。

③実地訓練の特長は、経験と実績を有する上級職員の随行指導の下で就労体験等集団での

支援に参画することで、的確な立ち回り等について経験を積みながら学ぶ。最終段階である

④のOJTにおいては、支援介入困難度等を加味した「導入レベル」の事例を担当すること
で、実践的ノウハウを習得する。このプロセスにおいて当事者の声の反映を含めた複数回の

選抜を行い、適性が認められた者が任用される他、既に支援業務に従事している職員は、

OJTの対象を導入から標準、熟練レベルへと難易度を段階的に上げることで、そのスキル

を年々、向上させている。

このように、社会的に孤立する子ども・若者の実態に即した佐賀県における行政とS.S.F.
との協働による包括的かつ総合的な取り組みは、子ども・若者の職業的自立等短期的な成果

を上げるだけでなく、社会的な結果にもつながっている。全国的には若年無業者数が増加あ

るいは高止まりする都道府県が少なくない中、佐賀県においては、一貫して減少傾向にあり、

総務省調査では4,900名（2007年）から3, 100名(2017年）にまで減少している他、世代
の中で無業状態に陥る者の割合も低減しおり、改善率は､全国トップクラスとなっている。
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蕊ｱｳﾄﾘｰﾁ(防閥主婦)塵憲層的な支援ﾈｯﾄﾜｰｸを
活用した塞薗的ｱブ画ニチ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支撮体制の確立に向けて～

各種調査が示す
日本における｢社会的孤立｣の深刻さ

～個別的支援の充実跡勿論のこと実態を踏まえた地域づくり等社会的取組の推進も重要～

※以下､統計等は厚労省、内閣府及びNHK提供資料
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蕊ｱｳﾄﾘｰﾁ(賄開支鍛)噂憲層的噂烹緩ﾈｯﾄﾜｰｸを
活潟した多爾的アヅローチ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支擾体制の確立に向けて～

詳綾驚曝溌蟻総競瀧寒中嘩職際簸溌燐溌溌：
髄”次羨染-デ郷｡ｻ瀬-卜･フェイス鍵取籍懸要

都道府県単位で全国初の設置となった
『子ども･若者育成支援推進法』に基づく協議会に見る

NPOスチューデント･サポート･フェイス( S.S.F. )の
佐賀県及び佐賀市における位置づけ

～子ども･若者育成古獲推進法弱び生活困窮者自立支援法に係る取組において中核的役割を担うNPO法人～

霧子ども･若者育成支援推遭法に基づく法定協議会において
県内唯一の指定支援機関を担うS.S.F.は各施策の連動性を高めるハブ機能を果たしている

《地鰹若者サポートステーション事索によって形成された支援ネットワークを発展的に継承している佐賀県子ども･若者支援地域協護会》

’ 睡璽頑一y､岸蹄翰
＃ - ， 群 一

． ． 馳 鱗 ; ’
'111111 ' '

1 F , ' H ' 一

佐 養市は県内で
盃も官民盤健が進む地域！

．……』①爵轄饗関(法簸21条）；･･…･･･
① ｳ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ヰ 謡 守

健睡今迩鴬の中核的存在
事務局機能

関係機関の役醗分担や連携に関する鯛整

個別分野の知見や庶策を結集して露嘩を有する 》…
子ども･若者を総合的に古狸一一_""…"""……=…………_=、………一……………"……----』

佐闘市では、i畷年度よ&1体湧顧寵審負浦竃援事鱗に命I.fる総合相鱒窓口『佐賀市俳播白面吏援セン
ターjの受妊・運営を開始し晦他、蝿8年借から紗青少年センターにおける「子ども・若者叡室』、

RZ年度か局は「稀達韓が↓1巻等相齪支援銅』Q零託を妥汁、年々取組が姥属している！

象とし県全域名カバーする
第一液担塞恋、「佐賀県ひ
きども↓ l地簸支聾センダー
（愛称：さがすみらい）」

を県障害梧牡娘よG I 受齢 I

′,-②子鐸壷考"穆箪ｾﾝﾀ言{箪働廻較増一軍購瀧鰄懲=-：L墨溌謹謹遜_=＃鐵雛響蝋溌=;支援に愛する専門的な傭報の収集･提供等
蕊 錘 癩 霧 喬 鯵 季 織 凝 識 壷 蕊 細 鑑 鍼 虚 ＃
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佐賀県ひきこもり蝋域支援センター｢さがすみらい｣H29年度～R2年度事黛実施状況
̅ S.S.F.が持つアウトリーチに対するニーズの蕩さを背愚に全鬮トップクラスの相談実繍を奴めている～

R舞康、犠義鑿蕊蕊蕊奮驫蕊を更新可尋一方
き、蕊蝋驚鰯篭謬灘農し鱈麓爆に陣溺驚蕊騨
や鞠‘縦瀦職騨霧浅川0代、Z@繩が孵縄水準
曹姦っ犀もの②、］0代が“7蕗瀧、4鋭母が4Z％
澱、剥侭が錦％減と鏡儀鍵緋蕊雛龍蝉瞳維畿鍛
灘瀞葱繍繊鯵鰯瀧釣鐘溺蝿灘蕊譲どぢつだノ

簡売鐘麿硯盛錘醗溌、:柵舎溌溌

醒麸蕊固＊':睡溝患窪患 （ｵ)支擾腫歴
‘､_蕊:耀蝿舞息3（初同稲埋分藍衰値）

蕊 ? Ⅲ

鱗今後の子ども･若者支援の在り方を考える上で欠くことのできない視点①
～子ども･若者の自立支擾分野には複雑化かつ深刻化する不適応問題の実態に即した改革が必要～

【従来型の支援の特徴①】
専門家の配置や相談窓口の開設等｢施設型｣｢来訪型｣支援が公的支援の主流であり、これら

の窓口の多くは当事者の自発的な相談行動を支援の前提としている。

来訪型』支援の拡充拒反じた厳しい現実
15～39歳人口に占める若年無鎮者数の割合

緯ﾘﾈ"溝駕捗鑑篭婁識職減鉾零議翁蕊鱗､診舞夢篭錫蕊織織｜識卿溌鶴置霞舞

※ グ ラ フ は 『 平 成 3 0 年 版 子 ど も ･ 若 者 白 書 ( 内 閣 府 ) 』 よ り 引 用
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厚生労働省選定モデル自治体との比較(開設初年度）

相 鱗 件 数
|:鮪問傑数；
‘ ’ ’ ‘ ‘ ‘ i ’ | ' ' , ! ’ - ’ - : E : - ，

実施嫌翻

1 匠 寛 県 ; … 蕊醗蕊鍵
3 , 9 6 3 件
1‘450件

臨床心瑳士2名
※ 上 記 実 哩 吐 国 瞳 初 年 度

保健函3名、ホ
健梱祉相鱗展

保
昌

※相談者との多様なマッチングを可龍とする シフト枠」が奏功
※S､S､F本体事業及び関連事業による予算枠外の後方支援が機能

建議工蕊蕊

絹議者
“ 実 数 ) 蕊

;寵麟件数劇
灘郵件数）-¥

鰯規登録義
:."“．:.．.(裳数韮塞･蕊・

翼被粗鱗蕊
〈壷磁醍郵ﾀ銅涜箸翼勘

" "
《聴蟻ボ

蘭29年度

4,744 6.573 19,1593.963 3.879

348 195 2 2 3 162 928
348 3 3 4 401 276 1,359
182 196 290 148 816



鱗今後の子ども･若者支援の在り方感考える上で欠くこ蝉のできない視点②
～子ども･若者の自立支援分野には複雑化かつ深刻化する不適応問題の実態に即した改革が必要～

【従来型の支援の特徴②】
不登校､ひきこもり、非行､ニート等の支援機関では､表面的な状態を改善するための助言

指導､カウンセリング､適応訓練､投薬等本人に対する対応が中心となっている。

隙蕊護欝繩訟南訟織泌う織職1k - - - ̅ _ ̅ _ _ ． ． _ - - _ ．

i「不登校｣対策で実際に対応が必要になった事項＃
- -,基，埜竺-ざ蛙塞ぎ琴謹塞捜さ埜晶ｨ･'ざ･蝉』･智.:1,.ざ．,蛾4冬4"…藍葬避･¥密骨&,､,ざ畢革･茜堪-響窒篝･-塞ぎﾄﾑ･-導一鏡誰壗埋鐸等琴･一語壁這-ざ､-5-.-.-J

○いじめ被害､暴行､恐喝､性犯罪･･･
○性的･身体的虐待､ネグレクト、DV､貧困､離婚問題･･･
○出会い系サイト被害､ドラッグ､児童売春､援助交際･･‘
○摂食障害、リストｶｯﾄ､うつ､強迫性障害､統合失調症
○学習障害、自閉症､アスペルガー等発達障害…
○ネット依存､ギャンブル依存､ストーカー行為・・・
○暴走行為、粗暴行為､暴力団勧誘､青少年犯罪…

I 認穆あ擢響によ蕊漕識

い鮴･鋤行為､嚢錘辱璽擢で鰄燃の状態
繧持による致死事鮮等

；県子ども若者総合相識ｾﾝﾀ琴1号おける実態調査“輻1…_#’』’1歳’’’’,‘’’’一舎乎『:認-E--蕊蕊蓮滋蕊空"露::､層-.’--’:-場’’噌溌蕊聡碑聖､L,群’::,醇乎蕊濯’』轆職職具:骨寵轆浮識爽恋噌場斡’’ゞ ’合’’’’’’’』f’’’’’’’黙蕊鍵

○精神疾患(疑い含む)･･･43％
○発達障害 (疑い含む）・・・4 3 2％
○依存行動(ネット依存等)・・・28．1％

O 虐 待 ( 疑 い ､ 過 去 の 経 鹸 含 む ) ･ ･ ･ 1 3 ． 6 ％

○ 多 重 困 難 家 庭 … 8 4 ． 9 ％

...．､目二．識｡､:.．'.．:1.i’1..:.．．．．'､認．.､識''1...1......．』.．.:I”:1..鮒:I"､..."’’’’1...f､.､明．:.｜瀧.．.､.‘．.':::'.'.．、義.．.:･･･．．．E､．.･･･誹．.．
- ̅ - _ ﾆ ｰ ﾆ ｰ ﾆ - - - : , ' 1 ' : ' , I ' , , - K 『 ' : ' 1 1 , 1 鮒 , I ̅ , , , , 1 , , , , ' 1 1 , 蝿 1 1 ' ‘ I : , _ ' ･ ' ' 1 1 蝉 - 1 - , , , , _ _ ﾆ ﾆ ﾆ _ - - _ : - _

に象識され灘生鴬環鏡に園,難を抱える子ど鍵蕊者

の 覇 神 疾 患 、 D V

蟻今後の子ども･若者支援の在り方を考える上で欠くことのできない視点③
～子ども･若者の自立支援分野には複雑化かつ深刻化する不適応問題の実態に即した改革が必要～

な

【従来型の支援の特徴③】
年齢別、問題別に相談窓口等が設置されたことで専門性の向上は見られるものの、とりわけ

複合的な問題を抱えるケースなどは問題の解決や社会参加｡自立まで見届けるこが難しい。

が受けられなL

･ 6 3 ． 4 帖

)・・・20．1％

I修学時の不適応経験･･･70 . 2％(97 . 2％）

!いじめ被害経験･･･30 .5％(52 .8％）

|施設型支援の利用経験･･ ･61 . 2％ (76 . 7％）

I支援機関の利用経験(複数)・・・48.5％(63.1％）
※ 2 2 年 度 胴 査 、 （ ） 内 は ア ウ ト リ ー チ 対 象 者 に 限 定 し た も の

｢さが若者サポートステーション｣における
『ニートの状態にある若者｣の実態調壷

I

リ

嘗立を難霧鷺する掌鞍敷青議購で

複数の公的支援を受けながらも自立が達成され

;f'                          m                              "_" ",";;M#．〃H蕊J#;'十;̅”錐会参加g葛立蔑顯*#．"鰄撫ﾙー"硫無＃“,熱{…j』‘
壹荘を捲うて見届獄られ患体制が必妻な繊誇ば葱い鰯が？

X亀

『相談』『支援』を届ける1アウhリーチ(訪問支霊)が重要
節 “

：厚労省:『ニートの状態にある若年者の実態；
- ： ､ お よ び 支 援 策 に 関 す る 調 査 研 究 報 雷 書 」 ：

．:.認.錦.,"...鐘..』』.』":..…:.……...．.．.,鍔』..,,鴎::...*.』.,….…..鼈.骸."鍔ﾊ.".,鐘..錘堅…‘‘.謎‘..:.:.:..む"....．

不登校経験･ ･ ･ 3 7 . 1％

学校でのいじめ･･ ･55％

精神科又は心療内科での治療･ ･ ･ 4 9 . 5％

ハローワークに行った・・・75.8％

の頚きの実態

雪嶬篭&ミユ篝雲＝

I

の公的寺1匿の限界を補い

ろ体

ない子ども･若者趣
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蕊ｱｳﾄﾘｰﾁ(妨閥支綴)と軍属的聯烹擬ﾈｯﾄﾜｰｸを
活用した多薗鯛ｱブﾛｰﾁ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～

多重に困難ケースの自立支援において
従来型の縦割り的な対応では

長期化･深刻化を招くリスクが高い
～多重園難ケースから考察するアウトリーチ及びネットワーク活用型支援の必要性～

#蕊すべての問題を内包した一事例が物譲る従来型支援鰯限界
～単一擁関による縦割り的対応では複合的な問題を解決するこ迄ができない～

災慮

唾

- 1 4 2 -

鍵



鋪孤立化･深刻化しているｹｰｽは従来型のｶｳﾝｾﾘﾝグのみの対応では解決が難しい
～学校や職場､家庭等所属する環境の問題に鷹接アプローチする専門的手段の必要性～

佐賀県子ども･若者総合相韻センターにおける実態調査

＜ 対 象 者 年 齢 別 内 訳 ＞

|o ̅9歳|10 ̅ ､ y9歳|20 ̅29歳|30歳以上I -不詳､ . | 合計 ｜
’ 1 2 3 1 1 ， 3 3 9 1 5 7 3 1 3 2 7 1 3 6 1 2 ， 3 9 8 1

※H22.4～H29.3新規対象者合計

く実態調査対象者＞
H22～H28年度｢佐

※割合には十分な情報が得られなかった者167名を除き算出
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842％を超える子ども･若者が対人

関係に問題を抱えている
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28.7%の子ども･若者で何かしらの
依存行動が認められる
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4割を超えるケースで精神疾患､発達
障害等特段の配慮を必要とする

虐待､DV､保護者の精神疾患､ギャン
ブル依存､貧困等生育環境の問題

63.7％で家族自身も悩みを抱え疲弊
するなどして支援を必要としている
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多重に困難を抱える子ども･若者が
84.7％と高い割合を占める

…………………"……鋳……………鍵……………………：
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鱗ｱｳﾄﾘｰﾁ(防問支撮)と憲層的な素援ﾈｯﾄﾜｰｸを
活用した多爾的アプローチ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支撮体制の磯立に向けて～

s雛謬謬犠な主体と鰯『溌働澱実践嘘繊織づく嘘トー…---

従来型の取組の限界を鹿蟄に受け止め
実態に即した組織体制を整えることが極めて重要
̅ S.S.F.が『官民協働｣で実現している従来の枠組を超えた分野横断的な組織づくり～

’ I

涯函鴬

;人支援の〃

- 1 4 3 -

霧

合相談センター|利用者2 . 398

主…-1L丸…eu I  I--
- - - " ’ ’ ’ 1 ’ ’ ’ ' ' ’ ’ ’ ̅ - - ̅ - - - - ‘ ’ - - ＝ - : - - ̅ -_ 鼻 , , , , _ _ - , - - 目 - - ̅ ̅ ̅

§型のカウンゼ"ング歴よる’
- - , : , 1 , , , , - - ,

へ 杉
1 V陣.I 11撫

鍔
ヘ ダ 、

感 蕊

遥
遥

H22年度～H28年度 項目 あり 割合
配慮すべき疾患

および障害
1 精神疾患(疑い含む） 986

ｒ
ｌ |,2％

２ 発達障害(疑い含む） q 7 R
巴 『 凹 ﾛ

行動面の問題

３ 暴力 Z ［一
Ⅲ
’

一
ｋ
’

ﾛ

4 非行,違法犯罪行為 〃
２ 「 8

５ 依存〈携帯､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ､ケーム､異性等） { ［
｜
馴
一

｜
団
一

1

支援経験 ６ 医療機関受診 ｣

F

L
一
別
一

一
別
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支援機関を利用するに
あたっての困難

7 多重の問題 , ' 1 1 h ' ’ ' - - - L - L 二 L L ̅ - も ' - , , ' 世 ' ’ '

．，:,,,,,,i:,:鮒::癖-:*可-:鐸,､蕊,,i:世職 1 ﾛ

8 対人関係の問題 1
一
恥 9

家庭環境

9 家族問題(家族の精神疾患､DV､キｬﾝプﾙ依存等〉 1
｜
駅 I

10 虐待(疑い､過去の経験含む） 308
一
別 .

11 被支援困難者
(経済的事由で必要な支援が受けられない）

424 19.0％

対象者実数 2,231名



難世代的条件等も加味することで相識者の心理的抵抗感等を軽減
̅S.S.F.の支採介入困難度による繊翻分担と世代的条件を加味した関係性重視のマッチング～

…冒琴①経験と実錆を有する：
ゞ複敷分野の専闘職によるﾁー ﾑ麹§

二鑿 護憲町騨キャリア‘動ﾝｻ “診卜： 鑓紳“福祉t ;演援ｺｰｨ群ター；
､ . . _ _ _ _ . _ _ _ _ _ _ _ _ _ ､ . … . _ ､ ﾏ ｰ … _ ﾏ . _ ; ろ … … . … … … … . ﾏ . ﾏ , … … … q b b b p b ･ b J 準 一 空 一 ℃ ｡ 一 一 領 一 》

職撒ｽﾀ幻帳鴬錨)織蝋職‘鐘熟議.鞠” ‘ ”齢”卜 ,壗識歌､薄磯溌』
蔚繊,蕊織露ｼ鷲ﾂ坐懲鍵鋤瞳,);嘩鐙篭懲準舞溌篭識蝿蕊蕊鑛蕊鞭驚蝋離‘
驚識職牒溌､”繊":"""y巽翼溌蕊患駕撫誕､ザ軍懲蕊繊鱸‘識鎚1 鎌
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灘愈警“鴬雫.鳥類鯉鰯議鱗蝿織胤燕蝋鰯溌騒獅雛誠魁､:j：′；
牌織謝t""耀織鍵恩$剛鞠曜蝋鎚鯛蛾鴎:緊舞憾鐡鬮隷鎚蛎 

③相談者の状態及び所属する
環境の状況を加味したレベル分け

際癖鱸パ"無無騨轆鍵錘"'画

(騨蕊瀧識溌織蕊撚蕊驍騨罐

議S､S.F.が各爆議会等においてハブ機篤を果たすことで横断的かつ実儀的な協護会･ケース会議を運営
～｢ひきこもり｣支援康の充実に向けてより多くの関係機関を協力を得るため双方の協讃会等構成機関に呼びかけ必要に応じて拡大～

法制度に基動き設置される各種耀護今:課題②深刻化6 複 合 鯵
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人手不足等を踏まえれば『連動Jを意識すべ憲時!
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-:識に至るまでの『擁溌型演議を蕊繍るた錘必義燕琶謡ﾝｽべ擬ﾄｱ謬鋒誕諦

『アウトリーチはその後の支援過程と一体のもの」
支援者には社会参加･閏立までの

プロセス全般を見通したアプローチが求められている
～アウトリーチを用いた各種研究調査による根拠ある支援へ:エビデンスベイストアブローチ～

難12万件超の相談実繍から見えてきたアセスメント掻標｢Five Different Positi0ns」
～r来る星と』を前提とした施設型支援では見えづらい支援対象者が抱え悉背最要因を含めた総合的なアセスメント～

く単なる学習支援 ､職業訓練等スキル的な支援では継続的な就学や就職につながらない場合も 1＞
根掘のない美鱗や根性筋からの脱却

～ F 噸 p 酎 馴 耐 P C 甜 睡 Q 尾 い た ア セ ュ メ ン ト ー

- ･ … ー 軽麹… f ̅ -

r受容｣中心の関わりのみで自己回蜜できるｹｰｽと状態が慈化賜
深刻惚･長期化するケースはどういった条件腱よって左右ざ趣でいるの

､準雲中職由雑…鐸..妙….函･鐸融..'‘.～．』.．.．.．.括誇……狸酔．."．.．.．.'狸.‘'.鍔..､．』

′『対人

,鐸抄

メンタル

聯ア叡卜ﾘーﾁ《跡間支撮)鴬薫漏駒な支鐇参ﾂﾄﾜーｸを
活愚した多爾的アプローチ

～社会的孤立･排除を生まない線合的な支撮体制の確立に向ばて～

醗謝1謡鯵魯蕊冒議鍾震含蔑鰄嘩鏑1艤息意醗鰯歯徹'1
O対人関係0
1"SW群対人藩輔導を携え鋤稀ハの驚馳〕､､誰輔感が徒く擬離が鴬く.轄錘､状憩にある
吟劇場伸蕃への驚麹；､､柿雑感が蝋､伏態･齢鋤；､聴定のJ､腿･錨れ1J擬蝕が箪能錨る｡
Level3個別での対人接触は可能であるが､強い苦手意識があり､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが不全である。
Level4小集団での対人接触が可能で､一定の枠組の下でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは可能である。
Level5集団での対人接触力《可能で､日常的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることができる＆
O ﾒ ﾝ ﾀ ﾙ O
い鋸聴神縦難群蒋る状態設龍癖>幻覚‘蕊‘野や胤殺細鋤聯‘り､鴬傷地普のﾘｽヶか惠!‘ ,、
L3v唯蕊神暎錐衞を晶壮態で､股室拳tよって常:状が海えられているか憲傷他習〔7>'八.ﾗがある、
Level3糒神疾患もしくは境界領域で､ある程度の自制が可能で条件次第で限定的に社会参加ができる
Level4精神的に不安定であるものの､助言等で自制が可能な状態で一般的な社会参加が可能である。
Level5糒神的に安定しており､社会生活を営む上での支障がない【，
O ｽ ﾙ ｽ O
聰溌1 1 ｽ ﾄ ” 酎鐸篭溺［ ､堂繩 ﾐ ｽ ﾄ ｼ ｽでも心身に鴬鐸雀 “ため ､牲会生搦 ﾊ蝋丸雛 ､
1ざ罐27蕊/､奄嵯が蚕〈､し癒し!f心身へ1分影鱗湧められ､植会生>潅堂む上.尋毎露蹄!〈螺,
Level3ｽﾄﾚｽ酎性は中程度で､一定のｽﾄﾚｽが溜まることで時折､社会生活に支障が出ている｡
Level4ｽﾄﾚｽ酎性が比較的強く､助言等があれば自制が可能で､一般的な社会生活が送れる｡
Level5ｽﾄﾚｽ耐性が強く､自制が可能で社会生活を営む上で支障がない。
O思考 0
1.ぢw鱗全てi三おい･蕪蕊総,否富鍵な考え方.き､零藍隣な童児を受け入れら龍ず営嵜|も．鮭ない。
L亨職2悲輔難･喬定鯨な思考で､鳶獄よ．鐘ないが時ご･て客薇的‘を魚凝を受容ﾂﾞる哩とか̅罐る←
Level3悲観的･否定的思考傾向にあるが､助言等を受け入れ､ある程度の自制が可能な状態にある。
Level4一般的ば思考傾向にあり､助言等によって物事を合理的に考え､自制が可能な状態にある。
LeveI5一般的な思考傾向にあり､自ら物事を柔軟に捉えたり､合理的に考えることができる。
O環境O
L跨G需潅蒜や詠.､下笈行禽謬ゾ灘奪掠笥魏が縣願,‘好政による緊急介入が必舞献繕錘ろ．
峰劇2家鹿内蕊力や家族擬">対哀等I露間篭が雑草し､蕊劉能が蕊し〈低下した状熊･品ある-
Level3家族間の不和等の家族問題が存在し､家族機能が低下した状態にある。
Level4家族問題が存在するものの､家族機能がある程度保たれている。
Level5一般的な家庭環境で､家族機能が健全に保たれた状態にある。トレス
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露ｱｳﾄﾘｰﾁ(鰯属支撮)と重層的な支援ﾈｯﾄﾜｰｸを
活隠した謬薗鯛アプローチ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支媛体制の確立に向けて～

"ffe " " '@1 獄瞬”無職'@識謝恩隠蕊燕くX" ""A'霧1-徳裏側f一一…

アウトリーチと重層的な支援ネットワークを
活用した多面的アブ画一チが若年無業者の
社会参加･職業的園立を効果的に促進

～アセスメント指標｢Five Different Positions｣に基づく多面的アプローチの各種プログラム～

ボ爵鴛

蕊対人関係の改善には価値観が理解できる世代と真意を把握できる専門家の関与が必要
～適応醐練を行うのはコミュニケーションパターンが合わせ易い｢お兄さん｣｢お姉さん｣的支援員～
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率ｱｳﾄﾘｰﾁによる生活場爾の共有は相談霊では見えない実態の把擬につながる
～生活場面の共有によって得られる糖度の商いアセスメント情報を介した専門家との連携～

' ' ̅ ̅ ̅ E ̅ ̅ ̅ ̅ ̅ - ̅ ̅ ̅ ̅ ̅ ̅ E ̅ E ̅ 目 ｺ ｰ ｰ ﾆ ｰ

支揺2治療淀は｛ 蕊られる影響要薗壷日角蕊化載る症状等につい葱翻 圧測愚い；

諺ｽﾄﾚｽ耐性に蒲眼した中間的なﾄﾚｰﾆﾝグﾒﾆｭｰの嚢例
～社会的孤立からの脱却､個別対応から小集団活勧､集団活動､社会参加への段階的移行～

本 人
①或寿ｰ〆ｲドの個劇ブ画グﾗﾑ 鰯#jI

が｢楽じい』と思える興味関心に沿った内唇(殿小磯）

；

蕊

｜#,ﾄ②集団活動への段階的移行による適応総窃向」
秘蛍擾.当鋪ﾈ雀タ篝腱欲ろ実践的なSS¥嘩心泳なが動画原則
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#:移行蝦分散｣『離脱化! hiによる『つなが”鰯
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鋪r謡知行動療法｣と『職親制度｣を活用したジｮブトレ
～認知的な侭りを修正するための『必要経験』にターケツトを絞りブログ尋ム化する！～

膿譲初から答えを与尭室も効果は薄い!#j『経験を伴いながら段階的I屋変化を！」
…

l 撚 灘 I
ﾐ礎琴 iゞ
〆 … ‘ ､

; 識 雛 i
I 鰯 撫 I
≠ …

二謡T
, … 、

災鐙鋪さ
L臓繍『
制u…y :
鯵ゞ 熟：
!､ m:i" ;

鋒警｢認知行動療法｣と｢職親制度｣を活用した長期の就労体験(チャレンジ体験）
～専門スタッフの随行支援によるケア付きの就労体験にも引きこもり等の支援で培ったノウハウが機能～

その『経験」が
『 自 が信」につな■る

; "……一……_………"………_､…“_""……,､…………,___……､1M……

：；・働きたいけど、1歩が踏み出せない。 I 灘…緋ィ象…凄…患』 ： ・ 何 か ら 始 め れ ば い い の か 分 か ら な い 。 ＃
: : l ･いきなり働く自信がない．

夢イ学･どんな職種を選べばいいか分からない"'＃…繕鰯『織篭繍劉;霧
｜；・統職活動がうまくいかない。L4
:’；・仕事が長続きしない。 聯鷺灘驚鐙愈議零"･職場での人間関係がうまくいかない．‘
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露ｱｳﾄﾘｰﾁ慰用い漁ﾈｯﾄﾜｰｸ活關製の支援によって多圃的に支授する①-1
事 例 : 母 子 鎌 庭 の 男 子 〈 1 4 磯 )

相 談時の家族構成：
祖母(70代)、本人二後で母親と同居

鯉〔二灘菖）
トーーー

霧ｱｳﾄﾘｰﾁを用いたﾈｯﾄﾜｰｸ活用型の支援によって多面的に支援する①-2
事例:母子軍際の男子〈14歳）

相談時の家族構成：
祖母(70代)、本人＝後で母親と同居

灘溌淵（麺二）

※本事例の詳細については、
対する支援の在り方に関する調査研究報告書』第2章に掲載。
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小学校の頃から学内外で蝋力行為等を繰り返す。中学校では医療捲関を含めチーム対
応しているが悪化傾向 ｡祖母による養育では限界 [ ､ 原 1鳶 1は本人性絡や障害も (担任 )。



蟻 アウトリーチを用いたネットワーク活用型の支援によって多薗的施支擬する②

I『

鐙 アウトリーチを用いたネットワーク活用製の支援によって多面的に支援する③

訓 事例:ひきこもり、重度の家庭内暴力
相 談 時 の 家 族 構 成 :

祖 父母 ､ 両 親 ､ 本 人 ( 1 9 歳 ) 、 弟

職 1 ） 畷 溌
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Hg力的しつけ(父>＃兄弟への性的由待M 強迫神経症 :
ﾛ員_ - - - -… - - . _ざ0-今___ _ _ _ _ ,画 - . ﾉ1 - - - - _ _ _ - - , - .雷ﾉ
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1 英才敏育失敗 冊発達障害の疑いH
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高 等学校 1 . 史溌 . . ･ 津 高鱈賦醗 . | ; 下 宿所 副県外予儀校 A

h高校休学し約Z年間ひきこもり状態｡教職員やカウンセラー関与するが､家庭
内暴力が深刻化｡事件や家族崩壊する前に暴力を止めて欲しい(両親)。
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蕊ｱｳﾄﾘｰﾁを用いたﾈｯﾄﾜｰｸ活用型の支援によって多薗的に支援する④
一計 事擁維》盤牲(22蟻＞

霞 族 構 戒
羅〈50代>、抵母(80代>、本人

#三一蕊一；
ろ 一 一
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鐙ｱｳﾄﾘｰﾁを用いたﾈｯﾄﾜｰｸ活用型の支援によって多画的に支援する⑤
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子ども･若者支援分野の改革に向け一石を投じた
H25年度行政改革推進会議r秋のレビュー｣とその後に
発生した副作用を払拭するには現場からの発信と

地方自治体における対策が不可欠
～行革の本来目的の達成のためには財源讃だけでなく当事者の『声｣を加味した議論と現堀からの具体案が必須！～

§鍵譲 行政改革推進会頭｢秋のレビュー｣における評価者の指摘に対する限った解職から※注)本スライドは
本来の支援機健を失うﾘｽｸを抱えでしまった地壌若者ｻｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ事業随舜度当初作成したもの

～サポステの在り方の検討に陣『若者支援分野の有繋者･実務者』を加えた徽羅的な濃鑑が不可欠～」

行数政蕊推麓舞鐸秋鐙ﾚどｭｰ』
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の楯摘でた瞳え学校侭がSOSを出した完全不盛鍍生徒等であっ
でも在学議憾溝溌蝉で紘欺らない踵され＝＝卜の状態に至る前､社

会的孤立に至る前の未然防止の古饗が困醸な状態に。
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蕊蟻溌露約23溺愛“黙》が灘溌された.運営団体によっては職
員を瞬画せざるを得ず古狸員が半分以下腱なった所や支擾事業

自体から撤退する勲奮も出てきている．

『学校連撚推進事業は学校の本来機能を侵害する』という評髄者
の描摘でた也え学校■がSOSを出した完全不盛装生徒等であっ
ても在学塗は糞擢鮮で鯵ならない起され=-卜の状態に至る前､社

会的孤立に至る前の未然防止の支援が困離な状麟に。
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蟻当事者の相談行動を阻む煩雑化した申込手鏡や個人情報の運用ルール
～｢重複排除』の篭理は｢縦割り｣への逆行と形式主穫につながる1間口を広くしその後の｢連携協力』！こそ重要～
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陸這溌誤読議職j
[3鰯溌諦溌拶蒲驍1
[;繍胃認蕊謎瀞？■"1
F ， I , , -

職賎職認鵜誌？■1
【全国各地で湧き上力iる当事者の『疑問の声jの要約】

「サポステの支援が受けたくて来たのに何でハローワークヘの申請や許可がいるの？」
「別の窓口からサポステに行った方が良いと紹介されたのにまた『たらい回し』なの？」
「引きこもってしまっている息子はこんな手続きなんてできないI排除する気なの？」
「本人が来ないと本登録できないので保護者の相談は受けられないと断られた1ヒドイ！」
「中退予定だけど在学中を理由にサポステでの相談が受けられないって意味不明！」
「近くにひきこもり地域支援センターないのにどうしろというのか？」
「生活困窮者自立支援制度の窓口では世帯の収入状況の確認が必要と言われた｡何で就
労支援を求めているのに親兄弟の収入まで言わなきゃいけないの？」
「サポステに所属するキャリアコンサルタントに相談したいのに何で経済困窮を理由に生活
困窮者自立支援制度の窓口に回されるのか？」
「他機関に回された上に就労段階に来たらまたこんな手続きさせられるの？」
「ワンストップ窓口って書いてあったのにそれって嘘なの？」
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鱗当事者の相鱗行動を阻む煩雑化した申込手鏡や個人情報の運用ルールの改善
～r現場で縦割り､形式主磯を突破！」当事者にとっての利便性を追求した佐賀県における｢一括同意方式｣～

複合的な困難を抱える世帯の場合､近年､煩雑化の傾向が顕著な申請方法では､各相談支援事業の
利用申込の段階で数十枚の手続書類が必要になる場合も！
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各事業において必要となる利用申込書及び個人情報取り扱いに関する同意書が本書にて：
一括で手続ができる1当事者の負担軽減だけでなく､個人の意思がしっかりと表明できるよう配慮､！
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虹支援室長の英断によって実現！ 二



蕊ア噂ﾄﾘ宗認”ま縁)鴬薫屡鞠礁蕊綴惑ソ聯ﾂー"を
蒲鰯した謬爾鰯アブ目一議

～社金的孤立･縛除を生まない織會的な支綴体創の確立に向けて～

騨灘鰯灘繍議議職艤撫蕪蕊溌霧霧溌麟総綴織議鱗識慰撫

『逼んな境遇の子ども･着者弱見捨てない！」
誰もが希望篭抱く罵噂ができる地域づくりのため↓屡は
社会的孤立･緋除を生まない奪援体制の確立が必須
～足りないもの､必要な鞠の陣｢協働｣で創り出す! S.S.F.が介在する"CAサイクル～
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蕊アウトリーチか僅紘霧参繍職叢駒閏奪隠蕊曇審での｢総震鑿｣童援握よって縁ら鍵を揚鰯
～孤立する一人の子ども･若者が自立するための支擾プロセスから公的支播体制のあるべき姿が見えてくる！～
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鱗篠翼曝で憾侭競窺(学“育鐸)鱈の協働が駕慮と塗り街激鴬騨連携協力体剥が雛懸
～家庭教廠方式のアウトリーチで培容た支嬬現堀での緬顛関係が新たな協働事業につながっている！～
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;母地域着者サボ帝トステーシヨン事業が蕊繋騨なり地方闘治体の取組を喚穆
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相談室等で困難を抱えた生徒の支援活動

(=幕漠一｝

箒 …
̅

舗為..●､

斜義

,；
紗：

壷

、睦窪謹鱈、睡劃E配睡罫嘩]匝遜{廻鳫錘垂1，
癖子5年度3月末日現在…全公立高等学校(43校)にｺーデｲﾈーﾀ-を癖

．｡､家庭訪問件数524件､718.5時間以上の学習支援を実施,診、:‘や．妙

鐘冒塞蕊霧鵲澱劉鰯遁雛鰐卿蝿灘繍蕊蕊灘驚灘識§蕊慰繍|#I
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* H28～R爺年魔『誌購支援による学筏復繍ｻｰﾄ事業(佐賀県教育委員余)」
～県内すべての公立学校に対する学校肪問と学校榎帰が困難な児童生徒を対象とした妨問支撮の展開！～

…ﾊﾛｰﾜｰﾀ特屡で卿驚割翁簿囑象徽されるｻ求ｽﾃ鱒封書胸噂瀞霧憾
̅佐賀サポZﾃは従来の支援窓口では効果が期詩できない困難層を中心歴対応することで県全体の支援の質的愚的拡大に露献～

騨鯵種篭…繕に操&ハ 簿ててくれる

灘雛、〆…”鼠凱怨__ - "べ竜 _ ̅袈輕 :愛霧 _塀怠￥ 篭蕊

※ユメタネと橇、ジョブカフェSAGA、ヤング

憲立へ録けたお手儀いが
必饗な方

:鼠Ⅷ』 蓄 鰯 著 書

#:曇サポート熟誘=謬議動
「施設型｣支援では対応が雛しかうた鮫対しても

アウトリーチによる掘り起こしと支援への誘導が可能

袋賀県擢遜画等鰯鍔後職建3懲冒定
蕊籟熱蕊篭蕊禽う篭窪鐸議議辮

鵜
金 必 栓 も , t 聴 撤 ' す ＄ J : 一

篭二＞

ベ尊夢

●

ポートステーションを総称する愛称

就職に淘けだ支擢が必要雛方

i罐率識
萢 踊 漆

-̅̅可
I

駁驚撫
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* S.S.F.主催｢子どもと共に生きる｣ｼﾝジｳﾑから実現した｢基議』の識奪
̅S.S.F.代表理事が発起人の＝人となり始動した｢さが。:こども未豪応援プロジェクト｣による子どもの居堀所づくり～

蕊ｻポｽﾃを運営するS.S.F.がﾗｯﾄﾌｫｰﾑとなることで
至るまでの分野横断的かつ継績的な「

運が実寵する『地域若者建議卦ｽﾃーｼｮﾝ事業』蕊基盤となり地方自治体の取組を窺起
蕊委配車難を通じて各主体が責任を持って支撮に参瓢する佐賀県の総合的な自立支援体制

～分野横断的なノウハウ種有するs､s､F､が各事難を受肺することで支媛現塀において緩書りり壱突破！～
〆 、 Ii

一つ一つは小さな支 
援事業でも｢自立｣を
キーワードに組み合わ

Lせると大きな力になる 」．

専門的なアウトリーチ
手法が縦割りを超え、
担 樽 間 に 効 果 的 な 連
携 協 力 関 係 を 構 築

S.S .F.が介在すること
で 関 連 分 野 の 知 見 や
施 策 が 結 集 さ れ 有 機

的 な 連 携 が 実 現

伴走型のコーディネイ
トによって自立まで見
守れる纏鯖的かつ効
果 的 な 支 援 を 展 開

礁霧鴬驚鎧蕊簿蕊議薫蕊畷溺篭鐸蓋蠕雲碧’零審簿認曹鑿蕊ぞ'霊蕊議
… - ' , '

※スペースの都 .合上､ ､云部の事某は支擾対象範囲が畑整されていますや

鯉削L鱸熱鯛翻藤蕊鱸熱蟻醗蕊競鰄驚顯蕊鯉蹴J

端畿麓蕊

職 業 的 ､ 社

ｵ．譜隙雅噸Ⅸ

伴走型｣支援が可能となっている！
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騒 児 ズ 蝿 一 ，

嬢 醗 で 譜 〈 ; jテーロ■且'一I̅
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蕊ｱｳﾄﾘｰﾁ(防腐支援)と重層的な支援ﾈｯﾄﾜｰｸを
活用した多爾的アプローチ

～社会的孤立･排除を生まない総合的な支撮体創の確立に向けて～

アウトリーチによってもたらされる税収増を鑑みれば
当該鬮立支擁分野への積極的投資によって

行政の財政健全化にも高い改善効果が期待できる！
～念国トップレベルの就職者数がもたらした佐賀県及び佐賀市における高い財政的効果～

J佐賀サボステがもたらした副漁的な戚果:佐賀県の財政に対する大きな貢献
～若年無業に係る問題の解決は少子高齢化が進行する日本社会において愚も重蚕かつ投寅効果の蘭い支援分野～

￥患澱蝋鐙溺溌 ・織舜な:4

灘
, L -

輝 蹴 撰 懇
： , ' , ' ‘ ' ̅3-FPqゴﾜーゴーﾜﾜﾜげげげげﾜﾜﾜ
瀧･蕊農盤鍵羅

諏躍鰯...:.i:．i・
;:.:．.";；！;．
貰鳶鐸を鞭隠
寸駁苦懲尭勺電
鐸 鑪

蕊綴謹｝w冊i
鴬鯲豊我..,..．.．.,殿.,.,.."..､､､､､".…・
灘駿螺溌職__"…≦…_…
蕊鍛鶴溌篭礎?-
蕊醗雛溌癖鰊燕慧鍾
蕊講饗wf蛮蕊
黛璽勘鴬黒癖編…皇……曇

識篭溶蕊蕊，
津 人 婁 … 癖 A … … 趣

実態撫査から家庭職境等に困難を抱える者が
各年度約銅％､57％､蕊7％で将来の

生活綴蕊錫リスクが高かった者と仮定すると…

年収200万円の嘱合､所得轍､住民職､社会保険
負担余等壱合齢して縮める瀧金を36万円と試算

〈972名×納税36万円/年）

＋3億4,992万円

普廐測八，畠

- L 』 と ， _ 罫 ‘ _ _ , . ､ L ご 謹 曲 - 蕊 … 垂 盈 基 邑 塞 … …

， , , ﾆ ｰ ﾆ ‘ _ H

や鐸

群 鍔 』 謡 諄 … 諦 妊 鞄 兇 出 挙 錦 J 詳 曲 ; ･ 器 粭 - 詳 需 _ ﾆ ｰ ﾆ ｰ ｰ 2 - - - - 2 _ 君 当 滞 …

浄 土 ､ ■ 吋 戟

蕊驫
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一一…{俵麓騒が瀧蕊蕊意磁鵡『人謬“』臆禽難な

難ｱｳﾄﾘｰﾁ(”支援)と薦扇的な窯撮ﾈｯﾄﾜｰｸを
溌罵した憲蘭的ｱプ鳳一チ

ー社会的孤立･排除を生まない聯合的な支媛体制の確立に向けて～

対人援助である以上支援の成否を決めるのは『人」
ボランティア段階からの戦略的な人材育成が必要

～社会問題の解決の過程で有龍な人材を育成する『戦略的人材育戚｣の必要性～

るr鰯購的人材鴬戚』 ﾄーー

蟻支授制度を動かすのは『人』である以上どんな良い施策でも有能な人材がいなければ機能しない
～大学による専門職の養成という観点のみでは従来の枠組の範晦から脱却できない1実践のフィールドを！～

問題意識:従来の専門職養域カリキュラムでは当該分

識

典

〈'理問題意識：専門職の立場燈なってがちでは個

§制度が整って唖震い当該錆野は逓い将来深刻な入赫不足に膳る可籠性が蔑麟…F一審…̅云＝-＝詫面一ー…審諦魂……秀諄戸nF -̅ ̅■ ■■■壼凸■＝■,守一■毒in■写』■ﾜー 語-- -̅̅ -̅ ﾜー ｰー ｰー ｰー -ー̅ -̅PP-IP-Fロー’■弓写■q 口■P口qP戸3口FFRPPP■"̅

… … 冒 雰 … ' ' … - ̅ F F P 雫 … - 茜 ■ 日 … … … … 呵 癖 壼 壺 - ｡

設届b韓醇……

限られ影財源の熊で専門家が導舞
' 中 … 認 … F 毎 輔 … ﾛ ﾛ 刃 … … … L ̅ ､ … ー て f J ■ 9 口 ! ､ P q P ■ F 1 や … 問

灘
専門家｣というよりも『お兄さん｣rお姉さん｣的存在が効果的

癖驚〆脅

；塾

鋤

潮家庭に繕

麓瀦繊欝

ロ

野での実践が圧倒的に不愚している

レベル

潔
f選抜研修制麗』

謹 霊 毒 : 藷 : : : 謡 一 議 - 群 織 轆 群 癖 蕪 , 輪 淋 離 : , 溌 即 ギ

続的臆関与することは難じい事も

思 鵠 軒 氏 , 平 ､ ' ' 猫 ' f ' H ' ， ｡ ' ･ ■ P P ' 明 日 ￥ f ' 引 科 ' ' ， ｡ 悪 … … … 癌 吊 … ？ ' … 霊 ､ L 鼎 引 引 塞 - 軒

鰯,問題ま窓全面対鰯蘇るの賎添合理

慰壌響
寓蝿u J r ど躍
阿論のこと支對
ｼfが大きい1

f F - ̅ - ̅ ｣ 吾 守 躍 干 』 ず 干 干 ’ ' J p J f ， 幹 ' ' ' ' 痒 ' - ' ' - ， ロ ハ ｡ F ▽ F J J ずぶ ， ｡ ， 忠 ｡ ， ｡ ' , ， ｡ ， q P P P q ' 千 ' ' 1 ' ' ， ̅ f ' ' ' ' ﾛ ｰ ｰ ⑧ 減 ず 毒 … ̅ ず f ' ｸ f ' f r f T 旦 申 T f ' , ' ？

地域ボランティア及

一 一 蝿 : 辮 舘 鍵 奔 - … …

＝擬鶏 ：篭職員〈常勤際非常勤）を 経

』錨､慰総 綴Ⅲ;溌犠
び有償蕊薯ﾝﾃｲｱ蕊学生､大学院生､地域人材等)i
蝿瀞甥ヅ撚報…發溶琵護溌騨§ f轟誇齢誇 , " , , 諺藩寓詫もみ毒 J浄港毒垂 ,…論 ,プ夢プ詔一Pバー洋菅一雷 . . , , … ‘ 画一夢ご語 "堀 . , 堀 , 凌葬舜謹幹み " , _ … :

糊'1'榊::i,,,,,i1,,i',',̅̅:_目:-:蕊-冒冒目一一一̅,,- ----：___-:_目』_-:,__---ﾖ.』.--:目ﾆｺｰ冒冒:ﾆｰｰﾆｰﾆﾆ目̅:_̅
I',,1,',111,''1,1,11,1''̅̅̅̅̅̅̅̅̅̅̅ﾆｰﾆｰｰｰﾆﾆﾆｰﾆﾆｰｰ̅̅-----̅̅̅̅:̅̅̅̅̅̅̅̅̅藍ﾆﾆｰｰﾆ目-ﾆｰ目-ﾆｰﾆ目一目-̅̅̅-̅ﾆｰｰｰﾆ̅̅̅̅-̅̅̅̅̅̅

を重幌し癖講錺ﾒ霞関溌性則
則の犬学生等のボﾗ墓ﾃｨｱ悦
呂当該分野の発展とC簿観点I

’
I

’’
1

- 1 5 9 -

#満用す；
とっても（
おいても

建とは震鐡j
̅ 目 ̅ 昌 一 - - ̅ - . - , ' ' 1 , 1 : , ' ,

獅 の場とい
露献度鐡濤｛

I

熟

唾
溌

１
単

鐵
チ

Ｆ
廃
-
・
・
・
倹
唾
画



鐙支援制度を動かすのは『人』である以上どんな良い麗策でも有能な人材がいなければ機鰐しない
～社会問題の解決の過程で実践的な能力を有する人材を育成:職路的人材育成の必要性～

雛獄認溌燕溌廟溌騒騒蕊葱醗蕊凝蕊聡藤砺

蕊 議

雛

実感調査では心認を超え霧慧誉
鰄社会的に孤立する琴でに轤
譲鰯禽麹寅擬鋤催散騒騒鰯＃

瀞 議

～ ぬ … -

家 族 機 能 良 好

動 究

…

鱗膨大な支援実践で蓄禰された専門的ﾉｳﾊｳを映像教材や模擬訓練､実地調練等を経て共有
～専門家による見立てのみならず｢当事者の声｣を組み入れる！：安全性と効果性に配慮したS.S.F.の選抜研修制度～

織葦輩撒

＄画

＃

中 退 後 ､ 卒 業 後

合

家 族 機 能 低 下

If澗題意識すべての希望者が支援現場に河

精神疾患
逸脱行動

- 匁

≠

当事者の意見を取り入れながら訪問支援員としての資質を評砿し灘抜I

不 安 ･ 混 乱

社 饗 的 柧 立
家 族 機 能 不 良

いているとIま限らない！

h講義形式Ⅳ

’

DIE’
『齢璽H日醒
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霧大学･行政･ NPO等が協働することで機能する社会問題解決型の体系的な研修システムの簿築
～採用試験等における優遇策を鷹じるだけで受用をかけずとも有龍な人材を輩出できる仕組みが構築できる！～

̅ ̅ ̅ ’ _ : , _

:滴題意識:大学にお

佐賀県子ども･若者総合
相麟センター 

(2)長期契約による安定的運愚一
・委託契約期間"1年-3年 一
一＞安定的運用により､人材育成が行い
やすい。 , ; : . ' ,

：（センターのレベルアップに寄与)
-＞年度をまたいでも同じ相談者で 
対応が可能となる。
（相談者も安心して相談が可能）

地域ボランティア
として人材育成を

実 施

困難を抱える若者の
支 援 機 関 の 相 談 員

響
碓 F ･ : 嘩 眠

愈欝繍愈が“
嚢 舞 塞
‘鋒予鷲凌露夢

篝
就労！
（職業的
自立）

癖 辱

識9§●

蜂

（県内のすぺての、
＃ 子ども･若者に ＃
《安心と希望を！＃
-一忽?/寅鷺アーノ
ー …

｛ノウハウのある’
|_"MPo噸嘩j

＜、〆
ー ＝ - ＝ ー ー ー … -

｛県内の指導力向上11
I 県内の子どもたちの i
＄健やかな成長に寄与11
- 一 一 一 - - ． ＝ - - ノ

就労までの切れ目のない支援(H29～拡充内容）

磯 佐賀県子ども
相腰セ：

』篭諭員鐙拡褒鱒驫

相険者 臨床心理士(1名(変更

蕊(不登校. 相談員(2名＝3名）
ニートなど
社 会 生 活
を営む上で： （2）長期契約による安フ困難を有 

・委託契約期間1年す る 子 ど
も.若者） 今安定的運馬により

I や す い 。
（センターのレベルフ

感
-＞年度をまたいでも｜
対応が可能となる。
（相談者も安心してキ

出 , * 鬼 碓 r ･ 年 弗

拳鴬てし笈繍繍さが“

霧
．...『:鷺.､ . " " " . . . .．．. . . . ､ . . . . . . . . ､ . ､ . ､ . . . . . . ､

若者サポートステーション
（さが･たけお）

革 Qul蕊威X&翌太璽立聖堂リング(拡充）
佐賀；月18時間＝月32時間

簿 武雄：月18時間一月24時間
一 ． ｡ . . , 1

｡(鋤誌悶支援《アウトリーチ):新規斑
佐賀：月0時間一月82時間！｜ ’〈

； 武雄:月0時間=･月'8時間
詔

＃ ･高狡準漁者等への瀦来的な就労に＄
i l ” : つ な げ る 進 学 支 援
肉 , ' - ,

ミリ:･･主に20代～30代の訪問支援
： （アウトリーチ）
；
: Q…坐狸室援至茎ゴ
曲 .

＃＜サポステの役割分担＞
＃：○国：事業の基盤的事項 : :

◎県：地域の実情に応じて実施する事項

1掘り起こし】

ｽ ｸ ｰ ﾙ ｶ ｳ
など【

地域のボランティアとして活動など

ける専門職の養成の過程を改革しなければ問題は解決し
． ． ． " : . . . . ． ． ． ． ． ． “ ： . “ ． . ， ． ． ： . . . ： ． ． “ ： . ： ： ． ． ． 。 ・ ・ ・ ・ ‘ ” ‘ , . 』 号 ． : . ． : ． ． : ． . ． ． ． ． ： ． . . ． . . . . . ． . ， . . . : . . . ･ ･ ･ . . . ’ ． ， : . : : ‘ , . ． ､ . ． ” ． ． ． ． ． . ． . ． . : : . : ． ． ． . ． ： ・ ・ ・ 、 ． ． . “ ､ " . ． , - ． ． ． ． ． ． ． “ . . . . . . . . . - ‘ . . ,

NPOが有する専門的ﾌｨー冨撚ド瞳0JTI二よる教寛撚龍を活開した｢協働型｣の人材育成

の ’
I

職の ない！
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* S.S.F.はｱｳﾄﾘｰﾁ活動を中核事業として自立に至るまでの総合的な支援事業を展開
～誰もが｢安心』と｢希望｣を抱ける地鰯社会を1認定NPO法人スチューデント･サポート･フェイス( S.S.F. )の組織概要～

【瞳立年月日】
OH15年7月5日股立(10月23 B NPO法人化)、認定NPO法人化(H30年）

【主な支擾対象】
○不登校､ひきこもり､非行閏ニート､生活困窮者
○学校や社会生活を円滑に営むことができない当事者及び家族､麗係審等

【活勤握要】
○家庭教輝方式(関与継纏型)のアウトリーチ(跡閥支援>活動が基軸
○社会参顔･麓難的自立に至るまでに必要な各種相鱗支援事紫の実施
○セーフﾃｨﾈｯﾄの拡充に向けた『醗働型｣｢創造型』の取組の推進

【組織体制】
○教育学､心理学､社会学等大学救援を中心とする理事会
○教育･医療･福祉･労働分野の20代～40代の専門臓スタッフが中核
○藤員数72名(常勤58名､非常勘14名)､登録社貝234名､その他ボランティア

※R3年5丹31日現在【財政螺模】
<縫常収益>206,971 ,884円(R2年度謀算) 217,603,753円旧3年度予簾）
<経常受用>201,713,621円(R2年度決算) 21 7,600,035円(R3年度予算）

--1佐貫市､武雄市の3力雨の支援幾点ﾄー 『 麺 四 四

群 ‘ ” 抑
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識認定NPO法人ｽﾁｭｰテﾝﾄ･サポート･フェイス(S.S.F.)
｢̅どんな境遇の子どもも見捨てない！」錐唾孤立せずに零を抱ける温かな地域社会の創造に向けて～

翻霧鯵繊灘霧､鍵§

臓難溌堕蛎制b鱒轤簿…螺蕊駕總瀦議蕊臘‘
ことができない子ども達に寄り添ってきました。こ寄付･鷺助会貝の手綴方法の詳綱については、

ホームページにてご案内させて頂いております｡aS . F.

ついては､我控醸の対重となります。
下麗振逸以外にもホームページ上の2レジット決済
豊龍がご利用璽けます｡軍富覧の上､ご支援賑りま
すよう伏してお顛い申し上げます。

《佐賀銀行》【寄附口座のご案内】
･支店名:武雄支店
･口座:普通口座
･口座番号: 1 703778
･口座名麓:ﾄｸﾋ)スチューデント･サポート･フェイス
《ゆうちよ銀行》
･支店名:一七九(イチナナキユウ)店(179）
･ 口 座 : 当 座
･口座番号: 0073343
.口座名載:スチューデント｡サポート･フェイス

※申込や鮮歯は下妃のQR璽一ドもしくはWEhから検索
／

(ふ畠識チ費“スチ墨器デント識
､

、

圭 垂 守 t - 1 8 一 発 圭 一 F R F 、 少 ユ ェ ー Q L ．

応 廻 寧 】 …
谷口仁史
(佐貢田子ども｡若看組合相波センター昼､佐買県ひき運もり増置古睡
ｾﾝ ﾀ ｰ長､厚生労■省社会保陣客轟会特別旬金元■貝､内臓府子
ども･若轡冑嘩錘椎竃のための有酎会頭構庇且他）
【■代表理事】
古黄端之
(心理カウンセリングルーム･廃知行勘璽注研究所所長､■床心迫士）
【理車】
田中豊治
(佐貢大学文化戴育学郵名蜜裁擾､西九州大学大学暁軟投､社会学
博士）
池田久醗
侭九紺大学大学糊臨床心理学専攻長敷授､風床心遜士）
大庭弘線
(たけお若者サポートステーション瞬長､元中学校長)
松 尾 秀 樹
(さが若者サポートステーション簡合コーディネーター､■床心理士）
秀島正文
(鯨不五校児声牛挿さ俎粛涜寅任窄､元中学校長）
陣内顛子
(たけお若者サポートｽﾃｰｼ国ン相箇貝､元差■鹸垣､手唾嘩〕

【監事】
畏戸和光
(佐貫囲釣波律事務所､弁■士）
松 尾 彰 吾
(元鹿田物塵橡式会社執行役員､営莱都畏）

声 ～ - - - - 1

1財敢律湿’

ことができない子ども達に寄り添ってきました。

不登校､ひきこもり､非行､ニート等、自立に困難
を抱える子ども達が抱える背景要因は一人ひとり異
なります｡いじめ被害､貧困､虐待､DV､精神疾患、
発達障害‘ . ､深刻かつ複雑な問題を抱え､孤立する

子ども達は決して少なくありません。

『生きることにすら希望が見いだせない｡..｣、
大人たちに背を向け､孤独の中で

擁限の状態に追い込まれる子ども達.．､。

『どんな境遇の子どもも見捨てない！」
私たちはアウトリーチのプロフェッショナルとして、

カウンセリングから学習支援蓮家族支援漁居場所づ
くり、就労支援等､社会参加.曹立に至るまでの
＝『伴走型｣の寄り添い支援を実践しています。

、ーﾍ ､ r " … ̅ ̅ ー ̅司
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認定特定非営利活動法人スチューデント・サポート・フェイス
Zertifizierte gemeinnUtzige Organisation,  Student Support Faith

l

･精神疾患 Geisteskrankheit ・被害妄想 Verfblgungswahn
･家庭内暴力 hausliche Cewalt ・自殺企画 Selbstmordplan
･介護問題 PH egeproblem ・貧困 A rmut
･家族ごと孤立無援の状態 die Isolieltheit und Hilnosigkeit der ganzen Familie

5

・声なきSOSに耳を傾ける aufinerksam auf Hilferufe ohne Stimme sein

・否定的な言葉の背景にある苦しみを察する
das Leiden hinter negativen Worten herausfinden
・孤独の中で極限の状態に追い込まれる子ども・若者
Kinder und Jugendliche, die in Einsamkeit in extreme Zustande gezwungen werden

6

・声なきSOSを適切に受け止めるために「アウトリーチ」が必要
''OLlt Reach''ist notwendig,LIm stimmlose Hilferufe richtig zu empfangen
．果たして「来ること」を待つ「施設型」支援のみで社会的孤立・排除を解消できるのか？
Ist espberhaupt  m6glich,  die  soziale  lsolation  / Ausgrenzung  nur durch  !'einrichtungsartige!リ
UnterstUtzung zu l6sen, indem man also nur auf,,das Kommen6G der UnterstUtzungsbedUl･価genwartet？

7

・関連性の高い総合相談窓口機能の集約化による「ワンストップ」対応の実現
Realisierung von ,,One-Stop-shop'1 durch die Konsolidierung relevanter Funktionen der allgemeinen
Beratung

子ども・若者育成支援推進法 das Gesetz zur F6rderung der Kinder- und Jugenderziehung

9

・佐賀県ひきこもり地域支援センター Hikikomori Community Support Center der Prafektu1
Saga  (Bedeutung von Hikikomori ; .Ghinter der TUr einsperren", "Sozialer RUckzug")

10

・地域若者サポートステーション事業 der Betrieb der lokalen JugendstUtzpunkte

生活困窮者自立支援法Gesetz zur finanziellen UnabhangigkeitsunterstUtzung der BedUrfiigen

12

・アウトリーチ等相談の「入口」から就労支援等「出口」段階の支援に至るまでS.S.F.が担
う「ワンストップ型」の一貫した相談対応
Die von S.S.F. durchgefiihrte durchgangige Beratung und UnterstUtzung vom Out-Reach usw. als
,,Eingang66 der Beratung bis hin zur Beschaltigungsfbrderung usw.a1s ,,Ausgang66
．「社会的孤立・排除」を生まない佐賀県の自立支援体制における中核的機能
KernfUnktion im 6nanziellen UnabhangigkeitsunterstUtzungssystem der Prafektur Saga, die keine
"soziale lsolation / Ausgrenzung'! erzeugt

谷口仁史パワーポイント資料に関連する日独対訳

8

11
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13

・アウトリーチから社会参加・自立に至るまでの「包括的」自立支援の展開
Entwicklung einer ,,umfassendenG6 flnantiellen UnabhangigkeitsunterstUtzung vom ,,Out-Reach66 bis
hin zur gesellschaitlichen Teilhabe und finantiellen Unabhangigkeit.
・相談件数年7万9千件 Anzahl der Beratungen 79.000 pro Jahr

14

．直近3か年の紹介元die Verweisungsquelle in den letzten 3 Jahren
・学校・教育 SChulen, Bildungseinrichtungen ・民間団体 Private Organisationen
・就労支援 BeschaifigungsunterstUtzung ・行政機関 Regi erungsbeh6I･de
・生活・福祉 Leben und Wohlergehen ・地域社会Gemeinde/ Nachbarschaft
・保健・医療Gesundheit / Medizin
・行政機関・専門機関からの依頼70%
70 % derAn廿agen von Regierungsbeh6rden und spezialisierten lnstitutionen

15

・紹介元約7割は行政機関・専門機関からの依頼・紹介案件
Ungefahr 70 % der Verweisungsquellen sind An廿agen / Verweisungen von Regierungsbeh6rden /
spezialiSierten lnStitutiOnen
・カウンセリングベースの支援では効果が出なかった重篤ケースが中心
Vbr allem schwere Falle, in denen beratungsbasierte UnterstUtzung nicht wirksam war

16

・84.2％を超える子ども・若者が対人関係に困難を抱えている
Uber 84,2% der Kinder und Jugendlichen haben Schwierigkeiten in zwischenmenSchlichen
Bezieh ungen
・28.7％の子ども・若者でゲーム障害等何かしらの依存行動が認められる
28,7% der Kinder und JugendliChen haben ein Suchtverhalten wie Spielsucht
・4割超のケースで精神疾患、発達障害等特段の配慮を必要とする
In mehr als 40 % der Falle sind besondere BerUcksichtigungen von psychischen Erkrankungen,
Entwicklungsst6rungen usw. erfbrderlich.

17

・63.7％の子ども・若者が育成環境（虐待、DV、貧困等含む）に問題
63,7% del･ Kinder und Jugendlichen haben Probleme mit dem Erziehungsumfeld (u. a. Missbrauch,
hausliche Gewalt. Armut etc.)ノ

ノ

・本人支援だけでは限界があり家庭環境に対するアプローチも重要
Da die  pers6nliche  Betreuung  nicht aLIsreicht,  ist  die Auseinandersetzung  mit der hauslichen
Umgebung auch erfbrderlich.

18

・84.7％の子ども・若者が多重に困難を抱えている
84,7% der Kinder und Jugendlichen haben mehrere Schwierigkeiten
．-担当者、単一機関、単一分野の支援には限界がある
Die UnterstUtzung durch eine Person, eine lnstitution oder einen Bereich ist begrenzt.

19

・従来型の取り組みの限界を真蟄に受け止め､実態に即した組織体制を整えることが極めて
重 要
Es ist aLIIBerst wichtig, die Grenzen konventioneller Herangehensweise ernst zu nehmen und eine
Organisationsstruktur aufZubauen, die der Situation entspricht.

臨床心理士 Klinischer Psychologe/-in ・キャリアコンサルタント Karr ie rebera ter/ - in-
保育士 Erzieher/-in ・公認心理師 Zertifizierter Offentlicher Psychologe/-in

2 0

- 1 6 4 -



･薬剤師 Apotheker/-in ・社会福祉士 Sozialarbeiter/-in
･精神保健福祉士Sozialarbeiter/-in fUr psychische Gesundheit
･看護師 KrankenpHeger/-in ・精神科医 Psychiater/-in
･特別支援学校教諭 FOrdersch ullehl･er/-in
・ファイナンシャル・プランニング技能士 Finanzberater/-in
･高等学校教諭 Gvm nasiallehrer/-in管
･職業訓練校指導員免許 BerufSschullehrerlizenz/-in  ･幼稚園教諭
･サービス管理責任者 Service Manager/-in
･産業カウンセラー Industrieberater/-in ・理学療法士
･小学校教諭 Grundschullehrer/-in ・中学校教諭
･LD教育士 Erzieher/-in fUr Lembehinderung ・学校心理士

21

・教育、医療 福祉、労働、司法分野の29種もの専門職が在籍
29 Fachkrafie aus den Bereichen von Bildung, medizinische Versorgung, Wohlfahrt, Arbeit und Justiz
・複数分野の専門職によるチーム対応
Team unterstUtzung d u1℃h ProfiS auS mehreren Bereichen
・多職種連携による限界突破
Grenzen durchbrechen durch multidisziplinare Zusammenarbeit

勺 つ
ム ム

・485％の子ども・若者は複数の公的支援の失敗を経験
48,5% der Kinder und Jugendlichen erleben mehrfache Misserfblge 6ffentlicher UnterstUtzung
・不信感、抵抗感を持った当事者にどのようにアプローチするのか？
Wiesoll man miteinemBetroffenen mit Misstrauenoder Widerstandumgehe､？

選抜研修制度A uswahltrainingssystem
標準レベルStandardniveau

導入レベルEi nfiihrungsniveau
熟練レベルFortgeschrittenenniveau

2 4

・価値観の急速な変化と多様化を踏まえた相談体制の必要性
Notwendigkeit einer Beratungsstruktur, die dem Wertewandel und der Vervielfaltigung der Welte
entspricht
．「価値観のチャンネル」を合わせる 0bereinstimmung mit dem !IWertkanal!!
・組織論としての「世代間の役割分担」
'' Rollenteilung zwischen den Generationen'1 als OrganiSationstheorie

2 5

．「戦略的人材育成事業」 Strategische Personalentwicklung
．「価値観のチャンネル合わせ」ⅢKanalabgleich von Werten'!
・世代間で生じ易いギャップに着眼し「ナナメ」の関係性を活用
auf die LUcken konzentriert, die haufig zwischen den Generationen auftreten werden, die Beziehung
von ! I N a n ame ' 1 n u t z e n

「ナナメ」とは、親でも教師でもない第三者と子どもとの新しい関係のこと
Bedeutung von c6Naname'' ; Eine neue Beziehung zwischen einem Kind und einem Dritten, der weder
Elternteil noch Lehrer ist
．「お兄さん」「お姉さん」的ナナメの関係性を活かした大学生・大学院生等ボランテイア人
材の活躍
Ehrenamtliche Mittarbeiter wie Studenten und Doktoranden, die ihre ,,Naname66-Beziehung als waltere
Bruder'1 und 1'altere Schwester'! nutzen

登録スタッフ約250名、有給職員約80名のうち20代30代が6割

今 つ

ム コ

Kindergalten lehI･er/-in

Physiotherapeut/-inヴ

Mitte lschul lehrer/- in

Schulpsychologe/-in

26
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60 % von ungefahr 250 registrierten Mitarbeitem/grinnen und 80 bezahlten Mitarbeitern/-rinnen, sind
20er und 30er Jahre als.

．若い世代の力を最大限に生かす die Krafi der jUngeren Generation maximal nutzen
.「高い専門性」と「世代間連携」
,,Hohe EKpertiseec und ,,generationenUbergreifende Zusammenal･beit6:

ワ7
＝ 〃

。-組織で解決できない問題へ対応するため､地域ボランティアから今国規模のネットワー
クまで、支援ネットワークを重層的に構成
Ein  vielschichtiges  UnterstUtzungsnetzwerk,  von  lokalen  Freiwilligen  bis  hin  zu  landesweiten
Netzwerken, aufbauen, um PrObleme anzugehen, die nicht von einer einzelnen Organisation gel6st
werden k6nnen

Z8
・法制度に基づく行政主導のネットワーク
RegierungsgefUhlTes Netzwerk basierend auf dem Rechtssysteln
・直接的支援にためのネットワーク Netzwerk fiir di rekte UnterstUtzung
o研究・情報交換等 Recherche, Infblmationsaustausch etc.
・全体を把握するための緩やかな連携 Lockel･e ZLIsammenarbeit, um das Ganze zLl erfassen
・社会的取り組み推進のための全国規模のネットワーク
Landesweites Netzwerk zul･ F6rderung sozialer ALIseinandersetzung

ウ O
～ , ノ

・地域の市民活動から全国規模のネットワークに至るまで重層的に参加・構成
Vielschichtige  Betei l igung  und  Zusammensetzung  von  lokalen  BUl･gerinitiativen  bis  hin  zu
landesweiten Netzwel･ken

・どんな境遇の当事者も見捨てない
Keine Betroffene in Stich lassen, egal in welchel･ Situation sie sich befinden.
。「限界を補う」ための連携協力体制 Kooperationssystem zur !IUberschl･eitung der Grellze'!

30

・問題意識：すべての希望者が支援現場に向いているとは限らない
Pl･oblembewusstsein : Nicht al le Bewerbel･ sind fil･ den Einsatz geeignet

31

・重篤ケースに関しては、善意に頼り切った支援は決定的失敗を生むリスクが高い
In schwerwiegenden Ftillen droht ein entscheidendes Scheitem, wenn die UnterstUtzung komplett von
del･ Freiwilligkeit der Beschaitigten abhan9t.
・選抜研修制度の活用による安全かつ効果的な地域ボランティアとの連携
Sichere und effektive Zusammenarbeit mit lokalen Freiwilligen dul･ch Nutzung des Auswahltrainings

32

・問題意識：採用制度を変えなければ大学における専門養成に改革は進まない●●
Problembewusstsein:  Ohne  Andel･ung  des  RekrLItierungssystems  gelingt  die  Refbrlnation  er
Fachausbildung an den Hochschulen nicht.
･ NPOが有する専門的フィールドとOJTによる教育機関を活用した「協働型」の人材育成
,,Kollaborations-G6Personalentwicklung  unter  Nutzung  der  Spezialgebiete  von  NPOs  und
Bildungseinrichtungen von OJT
OJT  (On-The-Job Training)とは職場で実際の業務に取り組みながら行う育成
OJT ist eine Methode ; BerufSausbildung am Arbeitsplatz durch Zusehen und Mitmachen unter
AnleitLIng einel･ Facharbeitskraft
・予算を伴わずとも採用条件や運用ルールをかえるだけで必要な分野に「人」の流れを生む
ことができるし、有能な人材が確保されることで問題解決能力が上がり社会問題の解決に
向けて好循環を生めるはず
Es ist m6glich, einen Fluss von ''Menschen'! in den erfbl･del･lichen Bereichen zLI schaffen, indem
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einfach die  Einstellungsbedingungen  und betrieblichen Regeln, auch ohne Budget auszugeben,
geandert werden, und indem die Einstellung der leistungsfahigen Mittarbeiter so gesichert wird, soll
die Probleml6sungsfahigkeit der Organisation erh6ht und ein guter Kreislauf zur L6sung der sozialen
Probleme etabliert werden.

つ う

J J

・長期化とともに課題が複合化・深刻化。生きる意欲すら奪ってしまう社会的孤立の現実
Die Probleme werden in andauerndem Zustand komplexer und schwieriger. Die Realitat der sozialen
Isolation, die sogar den Lebenswillen beraubt

34

・安易な介入がより深刻な状況を生んでしまう社会的孤立の現実
Die Realitat der sozialen Isolation, bei der einfaches Eingreifen die Situation erschwert.

35

・若年無業者(OR対象者）の63 .1%の若者が過去に複数の支援機関等の利用を経験
63,1 % der jungen ArbeitsIosen (OR Zielpersonen) haben in der Vergangenheit die lnanspruchnahme
mehrerer UnterstUtzungsorganisationen erlebt

3 6

・アウトリーチのフィールドには、各相談支援分野の課題や地域の問題が集積
Themen von jedem Feld der BeratungsunterstUtzung und regionale Themen werden im OR-Feld
gesammelt.
・社会的孤立の実態を踏まえた対策が重要
MaBnahmen, die sich an der tatsachlichen Situation der sozialen lsolation orientieren, sind wichtig

3 8

・本事例の不登校、ひきこもりの背景要因
Hintergrundfaktoren fUr Schulverweigerung und Hikikomori in diesem Fall
．いじめ被害、ゲーム依存症、アルコール、ギャンブル依存症、多重債務、双極性障害、リ
ストカット、DV、性的虐待、暴力団関与、マインドコントロール
Mobbing, SpielsLIcht, Alkohol, ComputerspielsLIcht, Mehrfachschulden, bipolare St6rung, Ritzen,
hausliche Gewalt, sexueller Missbrauch, Beteiligung an Mafia, Gedankenkontrolle
・複雑かつ深刻な問題 Komplexe und schwerwiegende Probleme
・高校進学及び就職後の安定した社会生活と家族問題の解決
Stabiles soziales Leben und die L6sung der familiaren Probleme nach Abitur und Jobsuche
・認定特定非営利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス
Zertifizielte gemeinnUtzige Organisation Student Suppolt Faith

39

・本人支援 Pers6nliche Betreuung
・カウンセリング（伴走型のコーデイネート)  Beratung (begleitende Koordination)
・家族支援FamilienunterstUtzung

4 0

・個別対応から集団活動へ「段階的移行」
,,Schrittweiser Ubergang" von individueller UnterstUtzung zu GI･uppenaktivitaten
・興味関心から実用性へ「オーダーメイドのプログラム」
Vom lnteresse zur Praxistauglichkeit ,,Ein maBge*hneidertes Programm66

41

・学習支援 LernunterStUtzung
・子ども食堂 Sozial Kindercafeteria
Kodomo Shokudo ist eine japanische soziale Aktivitat, die Kindern, ihren Eltern und Einheimischen
kostenlose oder billige, nahrhaife Mahizeiten und herzliche soziale Aktivitaten bietet.
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子ども食堂 Sozial Kindercafeteria
Bedeutung von ､@Sozial Kindercafeteria= Kodomo Shokudo'' ; eine japanische soziale Aktivitat, die
Kindern, ihren Eitern LInd Einheimischen kostenlose oder billige, nahrhafte Mahlzeiten und herzliche
soziale Aktivitaten bietet.

・プログラム Programm ・セミナー Sem ina r

42

・農業・畜産業・漁業Landwirtschaif / Viehzucht / Fischerei
・製造業Fertigungsindustrie ・販売・配達Verkauf / Lieiもrung
・映像・造園・その他Video LandschaftSbau u§迦篁一一・飲食業Gastronomie
・医療medizinische Versorgung ・卸売・小売業Gro6handel / Einzelhandel
･介護・福祉Pnege / Fiirsorge ・サービス業Dienstleistungsbranche
･建築・建設業Bau / BauinduStrie ・社会貢献Sozialbeitrage
･伝統工芸Traditionelle Kunsthandwerke ・教育・専門学校AuSbildung / BerufSschule
･宿泊・観光業 Hotel / TburismLIs

4 3

・現場から「縦割り」「形式主義」の突破を図つた佐賀県における「一括同意方式」
､単皿皿旦lzl』§limmung型璽ial]xgu'1皿型§LExafkluSaga｡血豆J型
ALlieilllngl_und !'Formalism

aufabzjcltayQnElaxis aua1上ni

Bedeutung von :6Sammelzustimmungsverfahren''; Ein Zustimmungsverfahren, in dem verschiedene
Antrage auf einmal zugestimmt werden.
一括同意方式の説明です。

・実現の背景には、社会問題に真蟄に向き合う行政・民間双方の強い思い
Hinter der Erkenntnis steht der starke Wunsch sowohi der Regierung als auch des PI、ivatsektors, sich
ernsthaft mit sozialen Fragen zu befassen.

4 4

･16本の事業申込書及び|司意書が1回の手続きで可能に。利便性の向上
1 6  Formulare  zu  Geschaffsantrag  sowie  Einverstandniserklarungen  k6nnen  in  einem  Vbrgang
ausgefiillt werden. Verbesserte Einfachheit
・国、県、市、部局の壁を越えて合意形成し手続き業務を簡素化
Konsensbildung  Uber  nationale,  Prafektul･-, Stadt- und Abteilungsbarrieren hinweg, um die
Verfahrensarbeit zu vereinfachen

45
・支援を受ける子ども・若者、家族等、当事者にとっての利便性の向上
Erh6hung der Einfachheit fiir Kinder/Jugendliche, Familien etc., die gefbrdert werden

4 6

・相談記録 Beratungsprotokoll
・生育環境情報Infbrmationen zum Wachstumsumfeld
・共涌基盤精神科向け電子カルテプラットフォーム
Gemeinsame Basis  Plattfbrm fUr elektronische Patientenakten ihr die Psychiatrie

47

・ 電子カルテシェア N o . l の 株式会社レスコとの括連携協定に基づくシステム開発
Systementwicklung basierend auf einer gemeinsamen Vereinbarung mit RESCHO, INC., die den
gr66ten Marktanteil an elektronischen Krankenakten hat.
・現場から縦割りの壁を突破するオンライン管理システムの開発
Entwicklung eines Online-ManagementSystems, das die durch die Wande der vertikalen Auiteilung
von Praxis aus durchbricht
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48

・全公立学校（小・中・高）を網羅した全国初の包括的訪問支援事業
Bundesweites erstes ulnfassendes BesuchsunterstUtzLIngsprqekt fiir alle 6ffentlichen Schulen (Grund-、
Mittel- und Oberstufe)〃
・全国初の包括的訪問支援事業。S.S､F家庭教師方式のアウトリーチ
Japans  erstes  umfassendes  Prqekt  zur  BesuchsLInterstUtzung.  S.S.F.  &&Out-Reach''  in  der Art
6sHauslehrer''

4 9

・税金で支えてもらう側からVbn der steuerlich zu unterStUtzenden Seite
・税金を納め支える側へAuf die Seite, die Steuern zahlt und unterstUtzt
・平成18年からの累計就職者数1 ,978名で換算すると、佐賀県のサポステだけで年間18億
2,808万円が増収に転換されたことに。
Umgerechnet auf die kumulierte Zahl der seit 2006 beschaifigten 1.978  Mitarbeiter, stieg der
Jahresumsatz allein bei ,,SaposteG6 der Prafektur Saga um 1.828.080.000 Yen.

医療費等を加算すると拡大する可能性大。
Es besteht eine hohe Wahrscheinlichkeit des Anstiegs, wenn die Arztkosten mitgerechnet werden.
･若年無業者の状態像も勘案して費用対効果を見れば､サポステは最も投資効果の高い支援
事業の一つ
Angesichts der Wirt*haltlichkeit junger ArbeitsIoser ist Saposte eines der investitionswirksamsten
F6rderprd ekte.

5 0

･ S.S.F.が運営するサポステのみで税金で「支えてもらう側」から「税金を納める側」
Vbn der mit Steuern nur !iunterstUtzten Seite'! auf die｝'zahlende Seite'1 durch Saposte, das von
verwaltet ist.

。直近三か年(H2 5～27年度）だけで、9億5,232万円が増収に転換
Allein in den letzten drei Jahren (GJ2013-2015) stieg der Umsatz LIm 952,32 Millionen Yen.

に
S ､ S . F
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7．質疑応答8．参加者からの感想9．シンポジウムを終えて

茨 ＝ ユーズ レ タ ー I / b 〃 プ



質問1

質疑応答の主な内容

さきほど竹田さんのお話にもあったと思うんですけど、ユースワーカー協議会について
興味があります。参加者は誰でしょうか。どのように設立されましたか。設立時のメンバー
はどなたですか。

回答(竹田)：
協議会の立ち上げは京都市をはじめ5都市の団体が立ち上げに関わりました。具体的に

は札幌・横浜・名古屋・京都・神戸の青少年施設・ユースワークをキーに価値観を共有でき
る団体になっています。現在では個人会員という形で、ワーカー同士が学び合えるコミュニ
ティにしているのですが、30名ほど5都市以外の方も含めています。条件としてさきほど
のユースワークの価値に共感できるということ、また、若者と関わる現場や研究にたずさわ
っているということになっています。以上です。ありがとうございます。

質問2：
主にゼーマーさんに質問なのですが、ドイツのユースワークの説明で、EUレベルのユー

スワークに関する議論をされているので、それとの関連をお尋ねしたい。具体的には、ヨー
ロッパ評議会のユースワークの定義が出されていますが、それとドイツのユースワークと
はリンクしているのでしょうか、それとも違いがあるのでしょうか。

回答(ゼーマーおよびトーレ)：
非常に難しい問題で、簡単ではないのですが、子どもの青少年というのは、それぞれの国

が違う、指針がどうなんだろうかというお話のなかで、スペイン、フランス、オランダ、ス
カンジナビアというともう、本当にユースワークというのは多彩な色をしていて、多l1皮に及
ぶ。ですので、それを、EUでは一般的な一つの指針としてまとめると、それは学校で行わ
れる陶冶以外の、学校以外で行われる青少年のためのものがそうだというような言い方が
あるんですね。そうしますと、ただし、その中身を、内容を考えた場合にはスペインでもフ
ランスでもオランダでも、スカンジナビアでもあまりにも、それをもとに各国で行われてい
ることはいろいろあるということで、ひとつ、実はEUの中で全部の違いを比較してみよう
みたいなことも行われているんですけれども、さっきも言ったように、学校以外の陶冶、全
ての陶冶がユースワークになるということです。

質問3：
トーレ先生のご説明の中で、目的と義務みたいなことを説明するときに図を提示なさっ

ていますが、その中で、周辺は民主主義、人権ですが、一番下にCapab i l i t i es (ケイパビリ
テイーズ）と書かれています｡なぜここだけ英語なのか､ゼーマー先生の資料を見てみると、
おそらくそこに関係するところはドイツ語で書かれています｡趣旨を説明しますと、日本で
は、学校教育では、学校教育で育てる力として、21世紀に入ってから特にそうなのですが、
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0ECDが示す教育政策で使われるコンピテンシーという言葉をすごく重視しているんですよ
ね。じや、それに対して社会教育なり青少年のソーシャルワークなりでどんな力を育成する
のか、というのが問題になってくると思うんですね。その時にトーレ先生はCapabilities
ということばを使っているんだけど、これはどうしてかということなんです。ご存じのよう
に、Capab i l i t i esというのは、アマルテイア・センとか、マーサ・ヌスバウムとか、特に国
連の人間開発教育の時に基本的な概念として提起したものだと思うんですね。1 990年に始
まっていると思うんです。ドイツでの脈略で、ドイツ語でもなく、他の言葉でもなく、
Capab i l i t i e sという言葉でソーシャルワークの目的を言い表す必要があるのか、私はなに
か意味があるのではないかと思っているのでお聞きしたいです。

回答(トーレ)：
非常に理論的で答えるのが難しい言葉なんですけれども、例えば、民主主義教育、人権教

育というのは誰もが割と理解しやすい言葉なんですけれども、この、Capab i l i t i e sという
のは難しいんですよね。一般的な用語として使われてはいるのですが、コンピテンシーやフ
ェーイッヒカイト(Fah igke i t )の「能力」という言葉と違うように差別化しているのは、子
どもたちの望み・ニーズと社会において何が可能かというのを比較した場合にそのバラン
スというのがあって、そのフェーイッヒカイトでもコンピテンシーでもない力というのを

表すためにCapabilitiesという言葉を用いているんです。その、Capabilitiesという言葉
には10ほどの項目があるのですが、それの中にフェーイッヒカイトやコンピテンシーでは
言い表せないものが含まれているということで、そういったそれぞれの目標や課題、いろい
ろなものを束ねて表現するためにCapab i l i t i e sという言葉を使っているということです。

個人的な力から集団的な力へ、それだけではなく、社会がそれを提供できる記号としての
コンピテンシーについてわかりました。10の目標というのは、あれは、マーサ・ヌスバウ
ムが提起した10の目標を表しているのですか？それともドイツで独自の10の目標がある
のでしょうか。

回答(トーレ)：
基本的にはヌスバウムの言っている10の項目の意味と|司じです。ただし、ドイツにおけ

る総合的な社会活動・仕事にドイツ独特のものと合わせてそれに適合させた形で言い表し
た言葉に代わっているところもありますが、基本的に同じと考えていただいて結構です。

ユースワークの例で、ストリートソーシャルワークとサッカーサポーターのグループ活
動の部分、これのドイツでの活動の分かりやすい例があり、学校教育に取り入れられる点が
あれば教えていただきたいです。
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回答(トーレ)：

ドイツではモービル(mobil)、つまり移動式のユースワーク．青少年活動、ソーシャルワ
ークと言った場合には敷居の低い、こちらから向こうへ向かうという活動があります｡児童
保護という観点で、谷口さんから、こちらから出かけるといったアウトリーチの取り組みに
ついて書かれていらっしやいます。先ほど谷口さんがお話になられたプロジェクトあるい
は方法は、ドイツでは家族関係のためのソーシャルサービスという仕分けをします。ただし、
青少年とのユースワークとは違います。ドイツで言うユースワークの動きのあるmobilな
活動というのは、ソーシャルワーカーやユースワーカーが町の中の青少年のいるたまり場、
例えばバス停であったり、公園であったり、路上であったり、そういう人たちのところへ行
って話しかけて、「どうしたの」「何か相談事はない？」あるいは「ちょっとしたイベント、
一緒にやらない？」ということであり、そのようにこちらから出向いていくということにな
ります。
サッカーサポーターに関する取り組みというのはまったく違うものでして、ドイツのプ

ロサッカーチーム1部から3部まであるチームというのは、サポーターに向けたプロジェ
クトというのがあるんです。そして、そういったサッカーサポーターに対するプロジェクト
というのは、ソーシャルワーカーだけではなくて、ボランティアが、例えばスタジアムとか
町とかあるいはアウェイの試合に一緒に行って、一緒にそこで何かをやるっていう計画と
か、プログラムとかを考えます。そういった取り組みは就労にも関係している取り組みもあ
る。そのような事業は民主主義的、教育的な意味、要素もあって、一つのクラブと他のクラ
ブの若者同士が上手くやっていくという教育的な意味もあります。こういったプロジェク
トのお金・財源は、3分の1は町、3分の1はドイツサッカー連盟が払い、残りの3分の1
はそのクラブが払うということになり、合意しています。そういった教育的なプロジェクト
は自分たち共通の責任があるという考えの下で行われているわけです。

今言われたような取り組みがドイツの教師たちの間でどのように取り入れられているの
かということをですね、集団的な学びとか、学級づくりのためにとか・少し教えていただけ
るとありがたいです。

回答(トーレ)：
考えながらなんですが、そういったサッカークラブの敷居の低い取り組みについて、学校

が協力して行われているところはあるのかもしれませんが、私は、今は思いつきません。
ただし、学校では、授業外の教育的な取り組みというのはあります。ある意味で学校とい

うのは、一日の陶冶・教育をやるのだということで、例えば、余暇とか遊びとか、スポーツ
とか､文化､芸術､そういった学校以外でのなにかも関係しているという考え方もあります。
ただし、学校が授業以外の取り組みを行うということに対して反対する意見も多いんです
ね。それが受容されていないということもあります。先ほどの竹田さんのユースワークの認
知度が認められていないという話もありました。学校というのは、人が大学に行くため、職
業訓練を受けさせ、社会に出る準備をするためという考え方で、数学・言語の学び、自然科
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学以外のものはTTT (踊るTanz en・ぶらぶらするToben ･体操をするTurnen)という無駄な
ことだという人もいます。

トーレ先生のスライド7ですが、ユースワークの現場では、社会的順位争い、競争、人間
関係の争いごとが表舞台になってしまうと読めるんですが、それだと少し違和感があって、

本来は何らかの教育を通じて、それは何かを教え込もうというものではないんだけれども、
その活動を通じて社会的順位争い、競争、人間関係の争いごとを扱うといった意味でお書き
になっているのかどうかということについて教えていただこうと思って質問しました。

回答(トーレ)：
興味深い質問、ありがとうございます。日本の文化はよくわからないんですけれども、ド

イツは授業で学んでいることに集中します。ただし生徒は学校の中で社会的なことも起こ
しているわけです。ドイツの学校の場合には､授業中にも授業とは関係のないメモを回した
り、お菓子を回したりする社会的なことが起きているわけです。ということは、授業という
のが表舞台で、生徒が行っている社会的なものが裏舞台であるわけです。ユースワークでは
社会的な営み・裏舞台が表に出てきて、授業的な表舞台が裏側に回るということで、悪い意
味ではなく、いい意味で書いたということです。

日本の大学では、子ども・若者支援者を育成するためにどういった教育課程が用意されて
いるのかといったことです｡例えば、この領域にはこの課程を修了した者がこういう領域で
活躍するのか、それともとりあえずどんな領域でもいいので、取り組んでみて、詳しく知ろ
うと思ったらその専門性を高めていくというやり方なのかということです。この質問をし
た理由はドイツではとりあえず子どもユースワークどんな分野でも、対応できるような学
業を修めた後に、修士課程に行った後に専門性を高めたり、継続研修という形で専門性を深
めたりして行くことをしています。日本ではどのようにされているのでしょうか。

回答(竹田)：
日本においては教育と社会福祉が分かれた分野としてあるのが特徴だと考えています。

私自身が志望する大学として、教育系大学も社会福祉系大学も受けました。学校教育でも社
会教育でもないなというところから社会福祉系大学を受けました。日本においては教育学
部において、教育に関する統一的なカリキュラムはありますが、学校の先生になるためのカ
リキュラムと社会教育の専門職養成、また、社会福祉や心理等ですね、細分化された分野で
カリキュラムが組まれているのが現状だと思います。資格化されている内容は公認心理師
という国家資格がありますが、私たちの領域に関する国家資格や体系化されたカリキュラ
ムはまだないと考えています。
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回答(補足･生田)：

子どもユースワークに関する専門領域というのはない。さきほど竹田さんが社会教育と
いう分野を専攻したと言っておられましたけれども日本の社会教育といった場合には、青
少年教育、成人教育、いわゆる「教育」という側面が非常に強いもので、日本の場合には多
くの場合、教員養成と合わせて履修される場合が多いと思います。

(補足･大串)：
社会教育や成人教育の専門職は教育学部以外の学生でも取れるというものではあるけれ

ども、規模が小さく、細いもの、学生が気づかないものであると思います。

(補足･生田）：
ある意味、竹田さんがユースワーカー養成講座をやっておられるということは、そういう

専門領域がない中で、教員の経験者、幼児教育の経験者、心理を履修してきた人たち、福祉
を履修してきた人たちがユースワークに接する上で、その養成講座が一定の役割を果たし
ているということじやないでしょうか。｜司じような問題意識は谷口さんも持っておられて、
座学から始まって、いくつかの研修講座を独自に展開されておられますけれども、まとまっ
て学ぶ機会が少ない中で、子ども・若者とどう関わったらいいのかということを模索されて
いるというのも谷にIさんたちの取り組みなのかなと考えています。

回答(谷口）：
我々がアウトリーチにこだわるのは、やはり、社会問題っていうのが、すそ野が広がって

きているという深刻な状況から来る危機感からなんですね。そのなかで、いま、なぜ、多職
種、29種もの専門資格を有するメンバーを集めて組織内に内包しているのかというと、ま
さにこれまで、専門家として培われた知見、最先端のものをもう一回アウトリーチという世
界で統合して発展的に実践の中から再構築をしていく、発展させていく、まあ、こういう段
階が必要なのではないか、時代変化とともについていけなくなったり、不十分なところが出
てきたり、見えなくなった部分、ここをしっかり明らかにして、エビデンスを積み直す。そ
の段階が来てるんだろうと思います。今、日本でも子ども・若者育成支援推進法や生活困窮
者自立支援法で民間も行政も、枠組みを超えて情報を共有できる法律的なバックアップが
できたんで、次はITをつかって、相談記録システムをしっかり統合していくことによって
相当今まで見えてなかったものが見えてくるだろうという風に思っています。そうすると
これまで偏ったエビデンスの中で議論されてきた専門性というものがまた改めてこの時代
に合わせた形でしっかりと再構築できる段階が来るという風に信じています。

回答(トーレ)：
竹田さんがユニバーサル支援とターゲット支援、二つの支援がドイツにもあるのか、わか

れているか､教育についても分かれているのかということを聞かれていましたが、その議論
はドイツでも行われていて、先ほどの谷口さんとも関係のある、子どもの保護(Kinder- und
Jugendschutz )というところでもそういうディスカッションはありますし、ユースワークと
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いう分野でもそのディスカッションというのがあります。この問題を解決するにあたって
何が申しあげられるかと言いますと、学生がその学びをやった、その専門性を持ったという
最後卒業するときに、あなたはそれを卒業したからと言ってそのすべての知識とか、資格を
持ったわけではないということ、それぞれの分野に行ってその分野に即した能力や資格は
一生かけて培っていくものだということをその学生に言う、わかってもらうということが
大切なのではないかということです。

質問9(竹田)：
日本で、ユースワークというソーシャルワークで分けていることと、ドイツでの説明の分

け方では少し違いがあるなということを感じましたが、谷口さんがやっておられるような
ターゲット型の、かつ重層的な支援というものと、私たちがやっているような全ての若者を
対象とした場だったり、そこでの関わりというのは、境界線があるというように私は認識し
ていないのですね。もちろん、発揮されうる専門性だったり、求められることは場面場面に
よって違うと思っていますが、職域として、専門性として、ドイツの中では実際分かれてい
るのかどうか、ということをお伺いしたいなと思っていました。

回答(ゼーマー)：
ひとつは違いと共通点ということを挙げます。それはユースワークとユースソーシャル

ワークなんですけれども、そういった取り組みとか事業によってはそれをはっきりと境界
線をしっかり引くことができない、そういった事業というのもありますよね｡違いですが、
谷口さんが言ったようなことはドイツで言うと家庭支援とか、子どもの保護とかいう方面
の専門性になっています。それは何かというと、子どもの成長において何かあったという、
何か問題が発生しているという場合にはそういった取り組みに関してはまず、何が問題で
あるのかということを突き止めるということが大事になってくるんですね。
それで、私たちの一般的なユースワークとか、ユースソーシャルワークというのは、そこ

のなにか問題を突き止めるということではなくて、一般的に何かを取り組んでいくという
ようなニュアンスなんですね。ですから、そこがユースワーク、ユースソーシャルワークの
強みでもあるとは思います。

そしてやはり、どちらの課題でもある、一番の課題というのは、谷口さんの話でも、トー
レさんのお話でもあったんですけれども、そういったこちらの事業や取り組みに対してど
ういう風にしてそこから一番利益を得るはずの人たちがどのようにそこに手が届くかとい
う問題が一番の課題であると考えるわけです。
それから、私がさつきから言っている谷口さんのケース、教育とか家庭支援といった問題

がある場合の支援というのはやはり個人に向けられているものであって、ユースワークと
いうのは、個人というよりも、むしろ、団体や集団に対して行われているのが違いとして挙
げられるのではないでしょうか。
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議論のまとめ(生田）

ありがとうございました。4時間以上にわたって、日本とドイツの比較、ユースワーク、
ユースソーシャルワークを中心にいろいろ議論を深めてきたわけですが、やはり、共通する
課題はあるということがわかりました。

まず､ゼーマーさんや竹田さんの報告は、ユースワークの専門性というのをどう考えてい
くのか、それをめぐる共通の視点がそれぞれから出されたのではないかと思います。そして、
ターゲット支援については谷口さんの方から、佐賀の状況を踏まえて非常に挑戦的に枠組
みを作ろうとされている。それを踏まえて、私たちも佐賀の実践から学んでいくことが多い
のではないかと感じました。
そして、トーレ教授からは、ユースワークの方向目標、何を大切にすべき価値なのかとい

う点について、それぞれの文化の持つ側面や社会的意味付け、それを踏まえて子ども・若者
が成長していく、それを社会教育的にサポートすることの重要性について指摘されたので
はないかと思います。

この日独シンポジウムは、1年半前にやりたかったものが、今回実現しました。このシン
ポジウムは、バイラテラルな二国間の交流の始まりであり、引き続き相互交流しながら、日
本とドイツのユースワークやユースソーシャルワークの在り方についてともに検討し課題
を追究していきたいと思っています。引き続き、ご協力をお願いしたいと思います。そうい
うことで､今回はプロローグ的なシンポジウムであるため、また引き続きやって行きたいと
思います。よろしくお願いします。

そして、今日、この報告・議論をサポートしてくれたお二人の通訳の本間さんと岡本さん
に本当に感謝したいと思います。ありがとうございました。
それでは、以上でシンポジウムを終了します‘

- 1 7 7 -



7名の方から終了後のコメントカードの提出をいただきました。項目ごとに整理してみ
土 1．ﾅ学
圭 暫 ノ ー ○

1．「子ども・若者支援の日本の歴史と現状一専門性をめぐる研究を中心に-」生田報告に
つ い て

日本における子ども・若者支援の歴史や課題について、その概要と現状、課題点と展望
について理解することができた。また、日本における支援の弱さを改めて痛感した。資
料「『ナレッジ』と「スキル』の要素」についてであるが、子ども・若者支援において
必要とされる内容体系であることが理解できた。この要素は、発達障害児支援といった
児童福祉の分野で活用することは可能であるのかという、単純なものであるが疑問に思
った。

子ども・若者支援について、体系的な知識がなかったので、ユースワーク、ユースソー
シャルワークという概念と、その専門性に求められるスキル等、子ども・若者支援に関
わる全体的な枠組みを知ることができて、大変勉強になりました。シンポジウムのイン
トロダクションとして、私にとっては、とても分かりやすかったです。

日本の「社会教育」が積み残してきた課題にもふれながら、子ども・若者支援の新たな
試みが各地で旺盛に取組まれている状況を端的に報告されました。目的や課題について、
あいまいな理解しか持っていませんでしたが､皆さまの研究と実践が持つ可能性を感じ
取ることができました。生田さんのご本をもとに、研究仲間とも話し合ってみたいと考
えています。有難うございました。

● これまでの議論の再整理が出来た。今後に聞きたい点として、ユースワークと子ども若
者の社会教育との相関はどう捉えられるのだろう。

とてもよくまとめられていて理解がふかまりました。また、若者支援にかかる専門性の
内容等について具体的に項目を示すなど意欲的に提案をされており、示唆に富むものに
なっています。

● 日本の若者支援あり方に、課題が多いことが改めて分かった。

● 短い時間で包括的な説明、大変だったろうと思います。ご著書を読んだものにはよくわ
かるものでした。
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2．「ドイツにおける子ども・ユースワークー歴史、権利および目標、課題、施設、活動領
域について」 トーレ報告について

ドイツにおけるユースワークヘのこれまでの取り組みなどを理解することができた｡ナ
チス時代、東独時代においても、プロイセン以来のユースワークの取り組みが、イデオ
ロギーの影響を受けながらも存在したことは驚きであった。ドイツにおいて、ユースワ
ークの取り組みに対して批判や反対意見等の対立は存在しないのかということが気に
なった。

ドイツのユースワークが、EUやヨーロッパ圏で議論されているユースワークの考え方
や定義と、かなり重なり合う考え方となっていることが分かった。ただ、連邦レベルの
考え方や制度と、各州、各地域（郡）での考え方や制度が必ずしも統一されたものでな
いことからすると、より深く共通基盤と違いについてお話を聞いていきたいと感じた。

「陶冶的アレンジメント」という概念について、この部分は、近年非認知能力として、
学校教育の中でも重視されつつあるように思いますが、私の理解では、ユースワーク
では､非認知能力の育成に主眼があるということなのだと思いました｡学校教育では、
アウトプットとして教育の成果が求められ、まだシステムが不十分ではあると思いま
すが、非認知能力も評価の対象になってきているように思います。ユースワークが社

会的に認知されるためには、その成果も社会に示していく必要があると思いますが、
ユースワークにおける非認知能力発達の成果を、ドイツではどのように社会に示して
いらっしやるのでしょうか？

予備知識が全くと言ってよいほどなかったので、トーレ先生の講演の趣旨を理解できた
かどうか心もとないのですが、歴史をさかのぼってご説明いただいたので、ドイツのユ
ースワークが持つ厚みのようなものの理解が少し進みました｡制度としての青少年育成
が実際にはどのようなものか、その一端を学ぶことができて幸いでした。

Jugendhilfe概念の広さ、その中におけるJugendarbeitの位置づけなど興味深いもの
でした。就職と関連した活動の大きいことなど、参考になる点でした。

● ドイツにおける青少年育成について､制度･政策の変遷も含めて全体像を示されており、
貴重な報告だと思いました。

● ドイツのユースワークの歴史的な背景について、興味を持ちました。
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3．「子ども・ユースワークにおける養成・資格、専門性と専門職化」ゼーマー報告につい
て

ドイツは日本と比べるとユースワークヘの取り組みが進んでいるということはトーレ
報告と合わせて、理解することができた。ユースワークの取り組みが進んでいるにも関
わらず、従来の医師や法律家等の専門家のように、専門性の認識がまだまだ広がってい
ないというのは驚きであった。日本においては、ユースワークのみならずあらゆる分野
で､専門的な学問を修めた人材が適切に活用されていないという現状であると認識して
いる。他方、ドイツでは日本よりは人材活用が適切になされているように感じ取った。
個人的なものであるが、この認識は間違っていないのかという疑問がある。また、民間
に依存しているという点で､行政はどのような支援等をしているのかという詳細が気に
なった。

捉え違いをしているかもしれないが､大学などでの専門職養成は制度化され多くの資格
者を輩出しているが、実践者のトレーニング・研修が充分に制度化されていないので、
バラバラの水準になっているという指摘からは、日本と同じジレンマを抱えていると考
えられ、ある意味意外だった。専門職に求められる能力について、知識と「スキル」の
二面で説明されたが､すべてを｢○○力｣で説明するのは現実的ではないと考えるので、

子若研での検討の方がより現実的な専門能力論になっていると感じた。ただ、もう少し
踏み込んでお話を聞かないと理解できない点も多いだろうから、またそのような場があ
ればと思う。

「総合社会活動」という概念を初めて知りました。教育学的な関わりも必要とされるよ
うになると、支援活動自体は豊かなものになっていくと思いますが、個々人のスタッフ
に求められるものも、また、大きくなっているということだと思いました。ただ、お話
にあった通り、ユースワーカーとして共通する基盤はあったとしても、その上に各スタ
ッフの資格にもとづく専門性を活かした多様性もなければ､現場の問題は解決できない
ということも改めて認識しました。

専門性の課題は、日本の教員養成がかかえる課題とも通じるところがあり、ゼーマーさ
んが率直に分析し説明してくださったことがよく分かるご講演でした。養成し、資格を
得る機会がそれなりに用意されていても、いまだ子ども・ユースワークの分野ではたく
さんの問題があることも想像できました。しかし、資格化が、どのような視点や条件を
備えることによって現実のものになるのか、良い事例を学ぶことができたと思います。

もともと職種を前提として就職するドイツと、就社である日本とでは、専門職について
の考えも違い、ドイツでは当たり前のことが日本では特別なことになっています。どの

職種でも専門的教育は当たり前で､それを日本では専門職だからと改めて強調しなけれ
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ばならない状況です。

● ユースワーカーに焦点を当て、その意義や専門性の内容、育成の方法等について具体的
に論じており、示唆に富むものだと思いました。

● 資格制度が整っていることを、うらやましく思いました。

4．「ユースワークの日本の現状とユースワーカーの組織化」竹田報告について

● 本報告において、ユースワーカーが社会的に認められていない現状があることが指摘
されていたが、本当にその通りであると思った。学童保育、障害児福祉の分野でも、そ
のように見られていると感じることが経験としてある。社会の現状の態度が、ユース
ワーク等の支援を軽視していると考えているが、その解決のために専門化することを
期待したいと改めて感じた。

● 実践者という視点から、ご自身が感じていらっしやる問題意識も踏まえつつ、具体的
な話を伺うことができたのが、良かったです。特に、「ただ子どもたちと遊んでいるだ
けに見られる」というご発言には、深く共感しました。放課後等デイサービスに、児童
指導員として携わったことがあるのですが、その時に感じたことは、認知機能やコミ
ュニケーションに問題を抱える子どもたちに、活動の中でいかに一緒に関わりながら
個々人に合った支援・指導をしていくかという難しさでした。特に、発達障害を持つ子
どもたちが利用者だったので、指導員にもかなりの専門知識や対応スキルが求められ、
人を支援するという仕事の難しさを、実感しています。

今 実践に裏付けられた報告でよかったと思います。ユースワーカー協議会をどのように
広げるかが課題ですね。野外教育関係者などの参加がもっと見込まれるのでは。

この5年あまりの若者領域での専門職養成の取組がよく整理されていて、再確認でき

た。

● 日本における若者支援職の専門性の内容や育成のあり方等について、実践的でありな
がらも分析的に示しており、とても勉強になりました。

● 民間での取組の様子がよく分かりました。

5 ｢若者（就労）支援に関わる従事者の専門性の日本の現状」谷口報告について

● 意欲的で挑戦的な支援であるが、その支援方法が徐々に認知されていることは素晴ら
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しいと思った。支援者の適性などといった点を見極めることで「専門家」としての地位
の向上がなされていることが支援の専門性向上になると思った。それでも、支援に関
心がまだ薄い日本において、どこまで課題を解決することができるのかという点は考
えなければならないと思った。

アウトリーチということば自体を初めて知りましたが、かなりセンシティブな対応を
含む難しい対応方法だと思いました。お話の中で、チームで話し合い議論を尽くして
対応しているとおつしやっていましたが、やはり問題が複雑で深刻である場合、多様
な専門家を含むチームで対応をする必要があるのだと感じました。

情報量が多すぎて、お話されたトピックをどのように評価すればいいのか戸惑う面が
あった。いくつか、聞き取れた範囲で、とても大事な論点を出していただいていたの

で、またそうした点を深めていく機会があればと思う。例えば、「家庭へのアウトリー
チは侵襄的になる危険性を伴うが、それをどのように回避して“適切な”介入としてい
るのか」という点について、もう少しゆっくり説明を聞きたかった。今回の本筋では、

SSFでの実践がドイツからは家庭支援のソーシャルワークでありユースワークではな
い、と明確にゼーマーさんがおつしやられたのは印象的。

谷口さんご自身の活動について多元的に分析されており、そこでの若者支援にかかる
「意味づけ」はとても参考になります。

現行の制度面での脆弱さを、民間が担っている様子が分かった。

子ども・若者支援は、多様な課題にそれぞれ焦点を当てての蓄積があるので、その角度
からの報告は意味があるものでした。

専門用語の言語的な疑問が指摘されていたが、日本語においてもその難しさがあるこ

とを改めて考えさせられた。どうしても外来語をそのまま導入すると意味がわかりに
くく、日本語化すると意味が難しくなることはあると思った。

学校教育との違いについて、皆さんで議論されていた点が、大変興味深かったです。私
自身、日本語教育や異文化間教育に携わってきたのですが、学校教育として科目設定
されてはいるものの、課外あるいはプログラムの範囲内で支援（ユースワーク的な活
動）を行うこともあり、授業内容もその支援と結び付いていることが多いです。予算や
人員配置などの制度上、学校内の人間が学内の支援を担当することがありますが、そ
れはユースワーカーさんと専門的にどう違うのか、竹田さんの発議も踏まえ、そもそ
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も線引きをする必要があるのかどうかも含めて改めて考えてみたいと思いました。

●皆さんの多角的な観点からの質問が参考になりました。

全体としての感想・意見など

非常に有意義な4時間であった。その道のプロによる報告を聴くことができ、貴重な
経験をすることができた。自分自身の関心のある分野と絡まて、本シンポジウムから
得ることができた学びを活かしていきたいと思う。

このような、総合的でありながらもかつ具体的な内容を、日独の比較分析という形で

明快に示されたことに対して、敬意を表します。ユースワーカーの育成も含めて若者
支援に関する様々な論点が明確になり、とても勉強になりました。
一つだけ、若者支援を分析的にとらえそれらに基づき対応することの限界も感じま

した。ユニバーサル・サービスでいう「ユニバーサル」とは、対象者の広がりだけをい
うのではなく、一人の対象者に多元的にアプローチをすることをも意味しており、数々
の支援（アプローチ）をどのように総合化するのか、谷口報告を参考にしながらも、考
えていきたいと思いました。
これからの日本の若者支援に関して、政策手法のありようやスキル論の意義と課題

も含めて重要な示唆をいただいたことに対して、心より感謝申し上げます。

人を支援する仕事は、資格を取得すれば終わりではなく、現場では様々な要因・人が複
雑に絡み合っているため、それを知識・経験を活用して分析しながら、スタッフ同士で
連携し、適切な対応をしていける力を発揮できることが、個々のスタッフの専門性だ
ということを、改めて認識しました。資格や熱意があっても、実際の現場対応力や適性
等がなかなか現状と合わずに、ご本人も周りのスタッフの方も、利用者も苦しむとい
うケースを目にしますが、そこをどのようにうまく機能させていけるか、という点も
組織運営上、難しい問題だと思います。

いまさらですが、なぜ日本では、若者支援の領域が、こんなに手薄なんでしょうか？？

今後ともこのような機会が増えることが望まれます。

質疑で本筋とずれる質問は「後回し」にされても良かったのでは。また修辞的な言葉も
訳されたので、一つ一つの質疑にやたらと時間が掛かったように思う。本当に進め方
は難しいものと思うが。お疲れ様でした1
準備が大変良く行き届いた企画でした。資料も的確に提示され通訳もたいへん参考に
なりました。短い時間でしたがよい勉強をさせていただきました｡御礼申し上げます。
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生田周二（奈良教育大学特任教授/子ども・若者支援専門職養成研究所代表）

日独シンポジウムは、コロナ感染の広がりの中、Zoom開催で行いました。70名ほどの
方に参加していただきました。大学等の研究者、子ども・若者支援に携わる方々、学生・院
生、一般市民の方々などの参加があり、ドイツからも5名参加していただきました。

シンポジウムの大きなキーワードとしては、社会教育的アプローチの探究があります。
生田報告は、日本学術振興会・科学研究費補助金を中心とするプロジェクト研究の概要

を踏まえて、支援者の専門性をめぐる取り組みの経緯と新たな動向、そしてソーシャルワ
ーク的なアプローチと関連づけながら社会教育的アプローチ（非定型性と自発性を大切に

し、文化的・社会的な関係性の中での自己形成と自立・生活形成に関与）を位置づける意味
とその枠組みに関するものでした。

トーレ報告は、ドイツの子ども・若者支援、とりわけユースワークの歴史を踏まえ、学校
教育とは異なる社会教育的陶冶・形成の意味について志向性（人権、民主主義、ケイパビリ

ティ）とプロセス（社会化・社会的統合・文化的陶冶）を論じました。ユースワークは、子
どもと若者が実験的に自己解釈能力と世界観を獲得し、自らの自律欲求を試せる社会的領
域だと整理しています。
ゼーマー報告は、ドイツの子ども・若者支援の専門職の現状と養成・研修の課題を示しつ

つ、古典的な専門職（医師、弁護士、牧師）との比較では確立された専門知・技能がドイツ
でも十分ではない点が指摘されるとともに、知識と技能の具体的な例示もされました。特
に、日本側でも指摘されている、支援者相互の連携、チームとしての協働が実践の発展につ
ながり、そのためのコミュニケーションのあり方が問われている点についても指摘があり
ました。
竹田報告は､ユースワーカー協議会の設立(2019年)に至る問題意識や取り組みの経緯、

今後の展望についての報告でした。とりわけ、ユースワークの基本的な価値観（個々の若者
の固有性を価値あるものとしてとらえる、信頼関係づくりから始める、若者の自己決定を
尊重する、など7項目）・目標観の策定、それに基づく研修会の実施ならびにワークブック
など研修教材の作成など具体的な活動について紹介がありました。
谷口報告は、ひきこもりなど困難を抱える子ども・若者に対する支援の現場から、カウン

セリングベースの支援を克服するアウトリーチ（訪問支援）の重要性、そのための多職種連
携のシステム・仕組み（重層的な支援ネットワーク）の構築そして具体的な申請・相談記
録システムの統合化、多軸評価アセスメント指標「Five Diffbrent Positions」の開発、学校
と連携した「訪問支援による社会的自立サポート事業｣、支援員の「選抜研修制度」などに
関する先進的な取り組みの紹介でした。

以上の報告を受けて、質疑応答を中心とする議論では、ユースワーカー協議会の成り立
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ち、ユースワークに関するEU内の議論と多様性、ユースワークの志向性としてのケイパ

ビリティの意味、届ける可動的なユースワークのドイツの具体例、学校の取り組みとの相
違、個人的な活動を集団的な活動につなげること、日本における子ども・若者支援の従事者
養成の未確立、大学での学び・養成を経て各分野で能力形成することの意義・重要性、ユー
スワークおよびユースソーシャルワークにおける子ども・若者と一緒に何かに取り組み・
試みをしていく意義、などについて意見交換がありました。

社会教育的アプローチに引きつけて考えると、谷口さんのターゲット的な支援の活動を
含めて、個別の対応から、具体的に一緒に話をしたり遊んだり何かに取り組んだりする中
で、集団的な活動、そして社会的な取り組みへの広がりを、日独ともに共通に展望している
ことが語られている点が興味深いところです。それは、竹田さんが紹介してくれたユース
ワークの価値観・目標観にも表されています。トーレさんは、ユースワークのプロセスとし
て文化的な活動、社会的な活動、それらを通じてのアイデンティティ形成の重要性につい
て整理してくれています。
ゼーマーさんが知識とスキルで整理してくれた点については、生田報告の中で示した「表

2 ナレッジとスキルの要素（試案より）」と共通する部分も多くあったように思います。
これらの項目は、基礎的に習得しておくべき項目でもあり、それを踏まえてそれぞれがさ
らに学びを深めていく足場となるものでもあります。表2については、これにもとづくガ
イドブックを作成し、それに基づく養成・研修でも活用しています。今後、子ども・若者支
援領域にたずさわる者の養成・研修の枠組みについては、竹田さんのユースワーク領域で
の養成．研修の取り組み、谷口さんの支援団体SSFでの支援員の研修制度などとも関連づ
けしつつ、今回のように日独で意見交換しながら検討を進めていく予定でいます。

参加者からのコメントについては、各報告について子ども・若者支援の問題領域・課題等
について理解が深まったという趣旨のものが多いといえます。また、遊びや会話、寄り添い
など支援の取り組みの中での関係性が生み出す価値やそれに関わる専門性について社会的
な理解が進まない点に共感するコメントなどもありました。

以上、概括的なまとめとさせていただきます。
今回の日独シンポジウムは、「質疑応答の主な内容」の最後でも述べたとおり、プロロー

グ的な位置づけの企画です。今後ドイツを中心にしながら、子ども・若者支援について相
互に学び合いつつ、日本におけるあり方を相対的な視点で検討する機会にしていきたいと
思っています。
コロナ禍のもとで支援の現場において、取り組みの制約や施設の活動制限、コロナ感染

防止対応の福祉的・教育的活動に人員と経費が割かれて本来の業務が展開しにくい状況の
登場などの事態が現出していると思います。その中で、集合的な専門性を発揮して、対話と
それに基づく判断や決定が重要となります。そうしたマネジメントに関わる点についても
検討していきたいと思っています。

引き続きよろしくお願いいたします。
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最後に、日独シンポジウムを当日支えていただいた方々を紹介しておきます。ありがと
うございました。

･司会
･ 通 訳

Zoom管理

帆足哲哉さん（広島国際大学健康スン
本間純子さん（有限会社ブライシュテ
岡本美枝さん（ドイツ語会議通訳者）

櫻井裕子さん（奈良教育大学研究員）

(広島国際大学健康スポーツ学部講師）
(有限会社プライシュティフト）
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科研寶を中心とする研究成榮仁今鐙の展望
生田周二(奈良教育大学）

私たちの研究は､科学研究費補助金(基盤研究(B) (一般))｢子ども･若者支援における専門性の構築一｢社会教
育的支援jの比較研究を踏まえて一｣(2018～2021年度)の一環として､4つの領域に分かれて展開しています。

1 ､原理 " 比較研究 ; m ｡ 支援論 ｡方法論研究

．"第三の領域"､子ども･若
者支援の比較研究
･｢社会教育的支援|分析

大串隆吉
(東京都立大(名)）

･上野景三(西九州大）
･石井山竜平(東北大）
･帆足哲哉(広島国際大）
･藤田美佳(奈良教育大）
･[大山宏(東京大学大学院)｝

･居場所･文化活動､学習支援、
就労支援､家族支援等の実践分
析と臨床的分斬

生 田 周 二
(奈良教育大）

大村惠(愛知教育大）
津富宏(静岡県立大）
[櫻井惠子(奈良教育大)］
[櫻井裕子(奈良教育大)］

･養成･洲多プログラムの検討
･教材化

川野麻衣子
（北摂こども文化協会）

･井上大樹(札幌学院大）
･増山均(早稲田大(名)）
･宮崎隆志(北海道大）
･立柳聡(福島県立医科大）
･深作拓郎(弘前大）
･中田周作(中国学園大）
･小木美代子(日本福祉大(名))］
協力団体(北摂こども文化協会
こどもNmセンター､など）

養成プログラムの検討
教材化

水野篤夫
（京都市YS協会）

･南出吉祥(岐阜大）
･協力団体苫ユースワーカ
ー協議会(京都市ユースサ
ービス協会､こうベユース
ネット、さっぼろ青少年女
性活動協会､よこはまユー
ス､名古屋市ユーススクエ
ア共同事業体など）

･研究会･シンポジウム
の開催
･広報HPの管理など

生 田 周 二
（奈良教育大）

研究員
(櫻井惠子･櫻井裕子）
研究補助､ニュースレ
ター･HP管理､資料収
集･発行等

研究の目的は、｢社会教育的支援(SociaI Pedagogical Support)｣概念を作業仮説とし､子ども･若者支援の
包括的な枠組みを｢第三の領域｣と位置づけ､その領域の支援者に求められる専門的能力の調査･分析を踏ま
えた支援者の養成･研修システムの構築にあります。
「社会教育的支援｣の概念は､(1)支援の構造把握､(2)子ども･若者の自立と人格形成の理解､(3)自立支援の

方法論､(4)事例を踏まえた省察的理解からなります｡その上で､支援者に必要なのは、課題の焦点化(ミクロ)、
ならびに連携の見通し(メゾ)､さらに地域的な包括的視点(マクロ)の各レベルでの支援の諸相を把握する専
門的能力です。
具体的な教材には次のものがあります。

●ユースワーカー全国協議会(準備会)編(2019)『ユースワークって何だろう!?～12の事例から考える～』
（ワークブック）（編集責任:水野)･･…･助成：日本教育公務員弘済会本部奨励金(2018年度)｢子ども･若
者支援における専門性向上のための研修の枠組みと研修教材の開発」

●子ども･若者支援専門職養成研究所編(2020)『子ども･若者支援専門職養成ガイドブックー共通基礎一』
(sample)版……ダウンロード可: https://ipty2014.wixsite.com/mysite/2-1 ”今次べ…＝ジに続く

…
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12月には､日独シンポを通じて､｢社会教育的支擬lと専門性のあり方を深める予定です｡また､yユースワー
ク研修ハンドブック』(仮称)の作成、『子ども･若者支援専拷職養成ガイドブックー共通基礎…』(sample) lf
の改訂を予定しています。

研究鱗代表の生鑓がこれまでの研究成果を踏まえて､下記の本を出版しました。
生田周二(2021)‘子ども｡若者支援のパラダイムデザインー"第三の領域'#と専門性の構築に向
けて-』 かもがわ出版(税込2,640円）

水野篤夫(京都市ユースサービス協会）

若者領域からの報告は､これまでも何回か報告してきたことのおさらいの部分も多かったが､2019年
7月に設立されたユースワーカー協議会の動きの中で､議論してきたことが具体化されつつあることが
報告できた｡鰯議会では､従来からのユース‘フーカー養成の動きを各地に広げるとともに､子若研の活
動費を生かしつつ作ったワークブックを鴎いて、ユースワークの目指すことや大事にしている価値、ス
キルなどを伝える活動を行っている。また､各地の実践者･実践団体の交流も充実させようとオンライ
ンでの交流プログラムも進めているが､若者領域で活動する専門スタッフのあり方を｢ユースワーカー」
として位置づけていこうとしている現状にある。またユースワーカーの力量のコアとして､現場スタッ
フからのヒアリングやリサーチを通して､ナレッジ･スキル(技能)･マインド(信念や綴値観)･センス（
場の要請するものへの感受性)という4つの力篭の側面を抽出･整理して再度提示した’今歴、それに対
して子ども領域から提示された､ナレッジ｡スキル(技術)･子ども支援者としての自己形成という整理
と比較して､それぞれが含意するものについてのすり合わせと吟味が必要になると考えられる｡デギス
カッションにおいては､『直接に子どもや若者と鍔わる嘉面での力量だけでなく、専門穀には社会との
接続や、関わりの場そのものを作り上げ維持するという役割もあるjとの意見､｢学校教育や福祉におけ
る専門的な力量との違いの説明が必要だ｣との意見も出されたが､それらの点も合わせて､社会教育的
支援における専門スタッフの力篭のあり方が議論されていくならば､従来の社会教育研究で欠けてき
た部分を埋めていく検討になっていくだろう。そんなことを考えさせる議論の場だった。

2021年7月から10月にかけて不登校｡ひきこもりの保護者のため鯵ベアレント，トレーニング(以下P了と
表す)5回コースを実施した｡実施の目的は､『困難を抱えてしまった自身の子どもの自尊感情や意欲を高め、
人との関わり方をどうしてやったら良いのか考える』でした鰺5回コースの内容は､鰯子どもの行動を観察
②子どもの行動の三分類③上手な指示の出し方と褒め方鯵好ましくない行動への対応⑤トークンについて
で､参加者は鶴対面が18人､オンラインが24人の計42人でした慾PTの事前事後の保護者の感想やアンケート
を取り、その感想はKj法を用い分析し､ラベル作りをしたところ､ア親の気持ちや考え方の変化､イ子ども
の行動の変化ウ親子関係の改善､エ夫婦弱で方向|生の共有と4つのラベルに分けられた。
ここでは､:ア親の気持ちや考え方の変化』について記述することとする｡PT終了後の保護者の感想は､①子
どもを認められる､露救われた｡前向き･安心共感､③自分の子育ての振り返り､③戸惑った気持ち､⑤不登校
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理解という5つの要素に分けられる｡ここ
では､その中の①と②について述べる｡PT
終了後､自分の子どもが不登譲やひきこも
りになり、いろいろ出来ていないことを震
張ってやらせないといけないと思ってい
たが､子どもの出来ないことを受け止めら
れ､認められるようになったという､①子
どもを認められる』という親の心の変化が
見られる｡それに関係して､PTで褒めるこ
とや静かに接することを学び､親子で気持
ちが楽になり救われた気持ちを感じ、ゆと
りを持って接することが出来るようにな
ったことや子どもが元気になっていくこ
とがよく分かり安心したという『②救われ
た気持ちや前向き･安心｡共感』へと多くの
保護者の心が変化したことが分かる。
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子どもを褒める墓と､し．ずかに義す．るこ鐘を学び､親寄で気袴ちが熱こなり､減わ筑
だ気持ち鍾蓉っだ，／ゆとりを持って接する息とができる榛になつだ。／テクニック
が便黄､るよう腫職篭､子澄も憲党蕊に怠ってい<②がよく分かり､濁瓢,だ。
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井上 大樹(札幌学院大学）

前号での報告以降､子ども領域では2019年度調査までの子ども支援の専門性に鱒する中間報告書の作成
と並行し､子ども支援の力量構成に関するモデル構築に向けて2020年度調査の実施と分析に取り組み、
2021年9月に行われた日本社会教育学会第68灘研究大会ラウンドテーブルにて報告するに至った｡現時点
で明らかになったことは以下の遇りである。
子ども支援を『子どもと社会教育｣､｢居場所j～I第三の領域lの視点から概括し､『子どもの潅利に基づく

子ども難の保障をめざす』、『学校や家庭を含み､あらゆる学びが縮民的自立を基礎づける社会的資源にな
る｣の二つのミッションが共還項をしてうかびあがった衝これを達成するための実践としては、地域を基盤
としつつ､子どもの権利を当事者が爽感できるようユニバーサル､ターゲ､ン卜に溺わらず必要な子ども支
援を直接､間接に展開する地域性､個別性に加え､活動内容が遊び､文化、福祉、地域参画など多岐に及ぶ総
合性が基軸になっていることが明らかになった。
子ども支援の力量構成については､拠点をもつ子ども支援総織(NPO)二露体の護査より、ナレッジ(知識)、

スキル(技術)は若者支援と共通する一方､ナレッジ及びスキルを『自分事jとして追求する『(専門家として
の)自己形成｣次第で子どもに届く支援になるかどうかが決まることが鵲らかになった｡ただし先述のラウ
ンドテーブルの議論では､i(専門家としての)扇己形成』が若者支援の残りの｢センスj『マインドjに区分け
できるのではという指摘もあり、最終結論には至っていない。

コロナ禍のこの2年間､私たちの調査､研究活勤の停滞をよそに､子ども支援の実績がある団体が率先し
て実態調査及びICTを活用してのつながりﾉづくりに散;ﾉ組み､子どもたちや子育て家庭の｢いのちづな』｢寄
る辺｣になっている事例が見られる。この動向から子ども支援の『融通性｣もうかがえ、今後の研究課題とし
て検討したい。
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○子ども・若者専門職養成研究所のHP/Facebook

当研究所の取り組みやシンポジウムの案内等を載せています

URL  http ://ipty20 1 4.wixsite .com/mysite

Facebook  http ://www・facebook.com/ipty20 14/

○会員募集のお知らせ

■本研究所の趣旨に賛同し、共に活動してくださる方を募集しています。

・入会金なし・年会費3000円（※院生・学生の場合 1 000円)(毎年更新4/1)

■入会を希望される方は、入会申込書（別紙）にご記入の上、お手続き下しますよう
お 願 い し ま す




